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３ 奈良時代の遺構と遺物

奈良時代の住居跡５３軒，掘立柱建物跡３９棟，溝跡２条，井戸跡１基，柵跡１条，土坑５基を確認した。以

下，遺構及び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２００８号住居跡（第３２７・３２８図）

位置 調査区西部のＣ１０ｉ２区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０２号掘立柱建物，第２００６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３６ｍ，短軸３�８５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は２４～３４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１４�，深さ４～８�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が検出されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９８�，袖部幅１０７�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を３�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に

１２�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

第３２７図 第２００８号住居跡実測図

―３５９―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３２～５１�である。Ｐ５は深さ１７�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 １４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第３２８図 第２００８号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量
３ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量，ロー

ム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ

ク・炭化物微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

７ 褐 灰 色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量
８ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１０ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック・炭化物微量
１１ にぶい褐色 ロームブロック中量
１２ 灰 赤 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
１３ にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
７ 灰 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
９ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

―３６０―



遺物出土状況 土師器片２５８点（坏５０，甕類２０８），須恵器片８７点（坏３６，甕類５１）のほか，混入した縄文土器

片１点，灰釉陶器片４点，鉄製品１点（手鎌）も出土している。５３３・５３６・５３７は竈の火床面から出土し，５３６

は５３７の上に逆位で重ねられた状態，また５３３は正位で出土しているが，出土状況から５３６の上に重ねられてい

たものと想定され，いずれも，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。５３２・５３５は南壁際の覆土中層か

ら下層にかけて出土しているが，遺棄された可能性も考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第２０１７号住居跡（第３２９図）

位置 調査区西部のＢ９ｇ０区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０４９号土坑に掘り込まれ，耕作による撹乱を多く受けている。

規模と形状 長軸４�９７ｍ，短軸４�８５ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は１０～１２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。ローム土を主体とする褐色土・黒褐色土の貼床である。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２８�，左袖部は撹乱を受けているが，砂

質粘土混じりのローム土で構築されている。火床部は床面を１８�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化して

いる。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは６２～７４�である。

覆土 ８層に分けられる。覆土が薄く撹乱が多いため堆積状況は不明である。第６～８層は貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片２２２点（坏３３，甕類１８９），須恵器片４１点（坏４，蓋３，壺２，甕３２）のほか，混入し

た陶器片３点も出土している。５３９は北西コーナー寄りの床面，５３８は覆土下層，５４０は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 粘土粒子中量，炭化物少量，ロームブロック・焼

土粒子微量
２ にぶい褐色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子少量
３ にぶい褐色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４ にぶい褐色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

６ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂少量，焼土ブロック微量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，粘土粒

子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１０ にぶい褐色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 黄 褐 色 ロームブロック中量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

５ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量

第２００８号住居跡出土遺物観察表（第３２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５３２ 土師器 坏 １６�０ ３�４ － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 覆土下層 ９５％

５３３ 須恵器 坏 １２�９ ３�８ ８�０ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転糸切り後ヘ
ラ削り 竈中層 ８５％ PL１６０

５３４ 須恵器 坏 １１�６ ３�３ ７�１ 長石・石英 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 竈火床面 ８５％ PL１６０

５３５ 須恵器 坏 ［１３�２］ ３�８ ８�４ 長石・石英・雲母・礫 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 覆土中層 ７０％

５３６ 須恵器 坏 － （３�５） ８�８ 長石・石英・雲母 にぶい褐色 普通 底部回転ヘラ切り後 一方向のヘラ削り 竈中層 ６０％

５３７ 土師器 甕 １４�５ １７�０ ８�７ 長石・石英・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り内面ナ
デ 底部木葉痕 竈火床面 ８５％

―３６１―



第３２９図 第２０１７号住居跡・出土遺物実測図

第２０１７号住居跡出土遺物観察表（第３２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５３８ 土師器 坏 ［１５�０］（３�１） － 石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り内面ナデ 覆土下層 １０％

５３９ 須恵器 蓋 ［１２�２］（１�７） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り 床面 ２０％

５４０ 土師器 甕 ［２４�８］（５�７） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土 ５％

―３６２―



第２０３１号住居跡（第３３０・３３１図）

位置 調査区南西部のＤ９ｅ９区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３２号住居跡を掘り込み，第３０４・３０５・３７０・３７６号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�２２ｍ，短軸は３�６０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は２０～３４�で，ほ

ぼ直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１２�，深さ２～９�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。焚口部は第３７６号掘立柱建物に掘り込まれているが，袖部幅１２４�が確認さ

れた。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火を受けて赤変硬化している。煙

道部は壁外に６６�掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。第２層は砂質粘土粒子を多量に含む天井

部の崩落層である。

第３３０図 第２０３１号住居跡実測図

―３６３―



覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２５１点（坏３４，甕類２１７），須恵器片１１点（坏４，甕類７），石器１点（砥石），鉄器１

点（刀子）のほか，混入した石鏃１点も出土している。５４１は南壁寄りの覆土下層，５４２は南壁際の覆土下層か

らそれぞれ出土し，時期判定の指標となる遺物である。５４３は中央部の床面に破片で散在し，住居の廃絶時に

廃棄されたものと考えられる。５４４は竈下層と南壁寄りの覆土下層から出土した破片が接合した資料である。

第３３１図 第２０３１号住居跡出土遺物実測図
竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
３ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

５ 灰 褐 色 ローム粒子・灰中量，焼土ブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子・灰中量，焼土ブロック・炭化物少量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

―３６４―



Ｑ４８は中央部の床面，Ｍ５６は南西コーナー部の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第２０３６号住居跡（第３３２図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｄ１区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３５号住居跡を掘り込み，第８号柵に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�５１ｍ，短軸３�４９ｍの方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。壁高は２７～４２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南側を除く壁下には，幅６～１０�，深さ４～８�で，Ｕ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０５�，袖部幅１５０�である。袖部は砂質粘

土混じりのローム土で構築されている。袖部の構築土の一部に焼土ブロックが多く含まれることから，竈の作

り替えが想定される。火床部は床面を２�掘りくぼめており，火床面に赤変硬化が認められないことから，作

り替え後の使用は短期間であったと想定される。煙道部は壁外に２６�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２８～５０�である。Ｐ５は配置からＰ３の補助柱穴とも想定さ

れるが，明確でない。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を呈した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器５９０点（坏９４，甕類４９６），須恵器１０点（坏６，蓋１，甕類３），石器１点（砥石），鉄器

１点（刀子）のほか，混入した灰釉陶器片１点（壺）も出土している。５４５・Ｍ５７は中央部の床面から出土し

ており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。Ｑ４９は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
４ にぶい赤褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量
６ 暗 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量

８ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
９ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

第２０３１号住居跡出土遺物観察表（第３３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５４１ 土師器 坏 ［１４�８］（３�５） － 石英 灰褐 普通 体部外面手持ちヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ４０％

５４２ 須恵器 坏 ［１４�２］ ３�９ ６�０ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ切り後回転ヘラ削り 覆土下層 ８０％

５４３ 土師器 甕 １７�９ ２０�２ ８�９ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 内面
輪積痕を残すナデ 底部木葉痕 床面 ７５％ PL１７６

５４４ 土師器 甕 ［２８�０］（２４�８） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ
下位ヘラ磨き内面ヘラナデ 竈下層～覆土下層 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４８ 砥石 １２�８ ５�３ ５�１ （３７０�６） 砂岩 砥面は６面 表面及び端部に条線状の研痕 床面 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５６ 刀子 （１１�２） １�２ ０�３ （８�３） 鉄 平造 両区 切先・茎一部欠損 覆土中層

―３６５―



第３３２図 第２０３６号住居跡・出土遺物実測図

―３６６―



第２０４７号住居跡（第３３３図）

位置 調査中央部区部のＣ１１ｃ８区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１４９号住居跡を掘り込み，第２０６７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 中央部から南東部を第２０６７号住居に掘り込まれており，北部および西部が遺存する。東西軸４�２０

ｍ，南北軸は４�０６ｍだけが確認された。主軸方向をＮ－５°－Ｅとする方形であると推定される。壁高は７～

１６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈周辺が踏み固められている。確認された壁下には，幅１３～１７�，深さ６～８�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９５�，袖部幅１０２�である。火床部は床面と

ほぼ同じ高さの平坦面を使用しており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３７�掘り込まれている。

覆土 ３層に分けられる。確認できた部分が少ないため，堆積状況は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第３３３図 第２０４７号住居跡実測図

第２０３６号住居跡出土遺物観察表（第３３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５４５ 須恵器 坏 ［１５�２］ ５�１ ［８�０］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り 床面 ３５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４９ 砥石 （７�９） ７�３ １�９ （１１２�７） 砂岩 砥面は４面 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５７ 刀子 １２�７ １�５ ０�３ （１６�３） 鉄 平造 両区 棟部一部欠損 床面 PL１９８
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遺物出土状況 土師器片１６点（坏２，甕類１４），須恵器片１点（甕）が散在した状態で出土しており，いずれ

も細片である。

所見 出土土器が細片のため土器による時期判断は困難であるが，時期は，８世紀後葉と考えられる第２０６７号

住居に掘り込まれていることや，覆土から出土した土師器坏の形態から８世紀前半と考えられる。

第２０６３号住居跡（第３３４図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｃ６区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０７８号住居，第３６１・３９７号掘立柱建物，第２４６９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西部を第２０７８号住居に掘り込まれているが，長軸３�８２ｍ，短軸３�７４ｍが確認された。主軸方向

はＮ－８°－Ｅの方形である。壁高は９～１３�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦である。床面は重複のため，特に硬化した部分は認められない。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は位置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は深さ１９�で，南壁際の中央部に位置して

いることや主柱穴との位置関係から，出入口施設に伴うピットと考えられる。また，Ｐ１に対応する柱穴は，

第２０７８号住居に掘り込まれている。

遺物出土状況 土師器片１０５点（坏１４，甕類９１），須恵器片１６点（坏１０，高盤１，甕類５）が散在した状態で出

土しており，ほとんどが細片である。５４６は南壁際の床面から出土しているが，細片を接合したものであり住

居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から８世紀中葉以前と考えられる。

第３３４図 第２０６３号住居跡・出土遺物実測図

第２０６３号住居跡出土遺物観察表（第３３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５４６ 土師器 甕 ［１５�６］（１５�７） － 長石・石英・赤色粒子・礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 床面 ４０％

―３６８―



第２０６７号住居跡（第３３５・３３６図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｄ９区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０４７・２１４９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 一辺４�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は６～８�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２８�，袖部幅１４４�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を４�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は緩やか

に外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・灰少量，ロームブロック微量
３ 赤 黒 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４ 灰 赤 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 極暗赤褐色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
８ 赤 灰 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量

１０ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
１２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロック微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第３３５図 第２０６７号住居跡実測図
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ピット ３か所。Ｐ１は南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピット

と考えられる。Ｐ２・Ｐ３の性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。覆土が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１４０点（坏１７，高坏４，甕類１１９），須恵器片１６点（坏５，高台付坏１，鉢１，甕類９）

が出土している。５５１は北壁際の覆土下層，５４９は竈の覆土，５４７・５４８・５５０は覆土から出土し，いずれも住居

の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２０７７号住居跡（第３３７～３４０図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｂ８区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸６�３２ｍ，短軸６�１５ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は２０～３３�で，外傾し

第３３６図 第２０６７号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２０６７号住居跡出土遺物観察表（第３３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５４７ 須恵器 坏 ［１３�５］（３�５） － 長石・雲母 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 覆土 ５％

５４８ 須恵器 坏 ［１１�０］（４�４）［７�４］ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端ヘラ削り 覆土 ５％

５４９ 須恵器 坏 ［１２�２］（３�３） － 長石・雲母 にぶい黄橙 不良 体部内外面ロクロナデ 竈覆土 ５％

５５０ 須恵器 鉢 ［２７�２］（４�７） － 長石・石英・雲母 灰白 不良 口辺部内外面横ナデ 体部外面斜位の平行叩き
内面ナデ 覆土 ５％

５５１ 土師器 甕 ２３�１（２２�３） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土下層 ６５％
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て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南壁際の中央部からは土手状の高まりが確認され，Ｐ５を囲

むように配置されていることから，出入口施設に伴うものと考えられる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２６�，袖部幅１６６�である。袖部はローム

土と砂質粘土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道

部は壁外に２２�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック微量
３ 灰 赤 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
４ 灰 赤 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子少量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量
８ 赤 灰 色 灰中量，焼土ブロック少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
１０ 極暗赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１１ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１２ 灰 赤 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１３ 赤 灰 色 灰中量，砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１６ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１７ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロック少量

１９ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量
２０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
２１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック少量
２２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック微量
２３ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック少量
２４ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロック少量
２５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
２６ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
２７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
２８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
２９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３１ 極 暗 褐 色 炭化材・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
３２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
３４ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
３５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土粒子少量
３６ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量

第３３７図 第２０７７号住居跡実測図�
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ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５８～８５�である。Ｐ５は深さ５５�で，南壁際の中央部に位置

していることや，周囲に土手状の高まりが認められることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。締まりがなく，各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７０６点（坏９２，高坏２，盤１，鉢１１，甕類６００），須恵器片１８６点（坏１２０，蓋７，甕類

５９），鉄器３点（刀子，鋤，不明）のほか，混入した陶器片１点も出土している。遺物はほぼ全面の覆土上層

から下層にかけて出土している。５６３は竈の火床に逆位で出土しており，支脚として転用されたものと考えら

れる。５５２・５５４・５５６・５５７・５６２は北壁際の床面，５５８は東壁際の覆土下層，TP１３・Ｍ５８は西壁際の覆土下層

からそれぞれ出土し，時期判定の指標となる遺物である。５５３はＰ１脇の覆土下層，５５９は東壁寄りの床面，５６０

は南壁寄りの覆土下層，５６１はＰ１の覆土，Ｍ５９は中央部の覆土下層から出土している。５５５は北壁際と西壁寄

りの覆土下層から出土した破片が接合した資料である。いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

第３３８図 第２０７７号住居跡実測図�

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック・焼土粒子微量
３ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
７ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
８ にぶい褐色 ロームブロック少量

―３７２―



所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第３３９図 第２０７７号住居跡出土遺物実測図�

―３７３―



第３４０図 第２０７７号住居跡出土遺物実測図�

第２０７７号住居跡出土遺物観察表（第３３９・３４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５５２ 須恵器 坏 １４�６ ４�２ ８�４ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向のヘラナデ 床面 ９０％ PL１６０

５５３ 須恵器 坏 ［１３�２］ ４�２ ７�４ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後二方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ７０％ PL１６０

５５４ 須恵器 坏 １４�８ ４�２ ８�８ 長石 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 床面 ６０％

５５５ 須恵器 坏 １４�２ ４�２ ８�８ 長石・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ５５％

５５６ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�０［９�０］長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラナデ 床面 ４０％

５５７ 須恵器 坏 ［１５�０］ ４�４ ９�２ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 床面 ３０％

５５８ 須恵器 坏 ［１３�６］ ３�７［８�０］長石・雲母 灰 普通 大部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ２５％

５５９ 須恵器 盤 － （２�８）１４�０ 長石・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ４５％ 底部朱
書「□」PL１８８

５６０ 須恵器 鉢 ［４０�０］１９�４［１９�８］長石・石英・雲母 黄灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面縦位・横位・斜位
の平行叩き 下端手持ちヘラ削り 内面ヘラナデ 覆土下層 ３０％

５６１ 須恵器 鉢 ［３４�０］（４�５） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面斜位の平行叩き
内面ナデ Ｐ１覆土 ５％

５６２ 土師器 甕 ［２２�２］（６�５） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ヘラナデ 床面 １０％

５６３ 土師器 小甕 １２�６ １０�５ ８�０ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 下端手持
ちヘラ削り 内面ヘラナデ 底部木葉痕 竈火床面 ９５％ PL１７６

TP１３ 須恵器 甕 － （１４�４） － 長石 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面当て具痕 覆土下層 ５％

―３７４―



第２１０４号住居跡（第３４１・３４２図）

位置 調査区南東部のＤ１４ｂ３区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２８号土坑を掘り込み，第２１０１号住居，第２２２６・２２２７・２２３３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６６ｍ，短軸３�９４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は３５～４０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

竈 第２２２７号土坑に掘り込まれ，竈に伴う焼土のみが確認された。

ピット ５か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さ１０～１４�である。Ｐ３は深さ１４�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから出入口施設に伴うピットと考えられる。またＰ４・Ｐ５の性格は不明である。

覆土 ４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８１点（坏３，甕類１７８），須恵器片１０９点（坏２１，蓋１，鉢３，甕類８４）のほか，混入

した土師器片１点（ミニチュア土器），鉄滓１点も出土している。遺物は主に南部に集中している。５６４は中央

部の覆土下層，５６７・５６８は南壁寄りの床面から破片で出土し，いずれも住居の廃絶後間もなく廃棄されたもの

と考えられる。また，５６５・５６６は掘り方から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉以降と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化材微量

３ 黒 褐 色 炭化材・ロームブロック・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

第３４１図 第２１０４号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５８ 鋤先 １９�５ １８�３ ０�３～１�４（２７２�３） 鉄 Ｕ字状 内側袋状 一部欠損 覆土下層 PL１９７

Ｍ５９ 不明鉄製品 （８�６） ０�９ ０�６ （３１�７） 鉄 断面長方形 中央部で「く」の字状に屈曲する 覆土下層

―３７５―



第２１０５号住居跡（第３４３・３４４図）

位置 調査区東部のＣ１３ｅ４区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１０９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�８０ｍ，短軸５�６８ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１０～３４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南側を除いた壁下には，幅１０～２７�，深さ４～１２�で，Ｕ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。床面から多量の焼土と炭化材が確認されていることから，焼失住居と考

えられる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１４０�で，ローム土で構築さ

れている。火床部は床面を５�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２０�掘り込

まれ，外傾して立ち上がっている。

第３４２図 第２１０４号住居跡出土遺物実測図

第２１０４号住居跡出土遺物観察表（第３４２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５６４ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�１ － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面手持ちヘラ削り
内面ナデ 覆土下層 ４５％ 口唇

部に煤付着

５６５ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�７ ［８�８］ 長石・石英 褐灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 掘り方 １０％

５６６ 灰釉陶器 蓋 ［９�０］（１�５） － 黒色粒子 暗オリー
ブ灰白 良好 ロクロ整形 掘り方 ５％ 天井

部に自然釉

５６７ 須恵器 鉢 ［３０�２］（１２�０） － 長石・雲母 灰黄 普通 体部外面横位の平行叩き 内面ナデ・当て具痕 床面 １０％

５６８ 土師器 甕 ［１９�６］２０�０ ８�２ 長石・石英・雲母・微礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 下半ヘラ
磨き 内面ヘラナデ 底部木葉痕 床面 ６０％

―３７６―



第３４３図 第２１０５号住居跡実測図

―３７７―



第３４４図 第２１０５号住居跡出土遺物実測図

―３７８―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ４６～６０�である。Ｐ５は深さ２５�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや，硬化面の広がりから見て出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置し，長径８０�，短径７２�の楕円形で，深さは２６�である。底面は皿状で，ほぼ

直に立ち上がっている。覆土に焼失した際に混入した多量の焼土が含まれる。

覆土 １４層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６６０点（坏１５，甕類６４５），須恵器片１４９点（坏８８，高台付坏２，蓋９，盤２，壺１，甕

類４４，甑３），鉄器２点（鉄鏃）が出土している。遺物は竈と北側の覆土上層から中層を中心に出土し，多く

は廃絶後に廃棄されたものと考えられる。５７３・５７１・５７５は北東コーナー際の覆土下層から床面，５６９は竈前の

床面，Ｍ６０は西側の壁溝，５７６は竈の覆土下層から出土し，時期判断の指標となる遺物である。５７０は北西コー

ナー部の覆土中層から下層，５７７は北壁寄りの床面，５７２・５７４は竈前の覆土中層，Ｍ６１はＰ１の覆土からそれ

ぞれ出土し，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 本跡は，多量の焼土と炭化物が出土しており，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から８世紀後

葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量，砂質粘土ブロック微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
４ 灰 赤 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
５ にぶい褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，砂質粘土ブロック・ローム粒子微量
８ にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック・砂質粘土粒子微量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１０ にぶい褐色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

１２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１３ にぶい褐色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１４ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒子少量
１６ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１８ 赤 黒 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブロック微量
１９ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
２０ 灰 赤 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２１ 灰 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 灰 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量

３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック・ローム粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
６ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子多量
１０ 褐 色 ロームブロック少量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
１２ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量
１４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

第２１０５号住居跡出土遺物観察表（第３４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５６９ 須恵器 坏 １２�８ ４�４ ８�０ 長石・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 床面 ８０％ PL１６０

５７０ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�８［８�２］長石・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り 覆土中層～下層 ５０％

５７１ 須恵器 坏 ［１４�２］ ３�８［９�４］長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後手
持ちヘラ削り 覆土下層～床面 １５％

５７２ 須恵器 蓋 ［１８�６］（３�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り 覆土中層 ４０％

５７３ 土師器 甕 １５�６ １７�７ ８�５ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ下位ヘラ磨
き 内面ヘラナデ 底部ヘラ痕 覆土下層～床面 ７０％

５７４ 土師器 甕 ［２３�０］（１４�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ下位ヘ
ラ磨き 内面ヘラナデ・指頭痕 覆土中層 ３０％

５７５ 土師器 甕 ［１４�８］（１１�８） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 覆土下層～床面 １０％

５７６ 土師器 甕 ［２６�０］（６�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 竈覆土下層 ５％

５７７ 須恵器 甑 － （１３�６）［１６�２］長石・石英・雲母 灰白 普通 体部外面横位の平行叩き下位ヘラ削り 内面輪
積痕を残すヘラナデ・当て具痕 床面 ５％

―３７９―



第２１０９号住居跡（第３４５・３４６図）

位置 調査区東部のＣ１３ｃ５区，標高２１�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１０５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 耕作により南側が削平されているが，長軸６�００ｍ，短軸５�４０ｍの長方形と推定され，主軸方向は

Ｎ－７°－Ｅである。確認された壁高は４～２８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北東と南東コーナー部を除く壁下には，幅６～１４�，深さ４

～８�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２６�，袖部幅１５５�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を５�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ３２～５６�である。Ｐ５は深さ１９�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２５１点（坏２１，甕類２３０），須恵器片４３点（坏２０，壺１，甕類２２），鉄器・鉄製品２点（刀

子，鉄挺）のほか，混入した陶器片４点も出土している。遺物の多くは細片で，北部の覆土上層に集中してお

り，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。５７８は東壁寄りの床面， Ｍ６２・Ｍ６３は西側の壁溝から出土し，

時期判断の指標となる資料である。５７９は北壁寄りの覆土中層，５８０は竈と北壁寄りの覆土中層から下層にかけ

て出土した破片が接合した資料で，住居の廃絶後まもなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・灰少量
５ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック少量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化

粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土ブロ

ック・炭化粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化粒

子少量
１１ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子
・炭化粒子微量

１３ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子
少量，炭化物微量

１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，
焼土ブロック微量

１５ 褐 灰 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化材・

焼土粒子微量
１７ にぶい褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少

量，ローム粒子微量
１８ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子少量
１９ にぶい赤褐色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼

土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロ

ック・炭化粒子少量
４ にぶい赤褐色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼

土ブロック微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 灰 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６０ 鏃 （６�６） ２�５ ０�４ （９�９） 鉄 短頸三角型式ヵ 茎一部欠損 壁溝覆土 PL１９６

Ｍ６１ 鏃 （３�６）（０�３５） ０�３ （２�４） 鉄 断面長方形 茎一部欠損 Ｐ１覆土

―３８０―



第３４５図 第２１０９号住居跡実測図
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第２１１３号住居跡（第３４７図）

位置 調査区西部のＣ１４ｂ２区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１１９号住居跡を掘り込み，第４１０号掘立柱建物，第１４号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 東側および南東部は床面が露出した状態で検出されている。竈の位置および硬化面の範囲から，

主軸方向Ｎ－９°－Ｗで，長軸３�３７ｍ，短軸２�７５ｍの長方形と推定される。壁高は，西壁際で７�であるが，

覆土が薄いため立ち上がりは不明である。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。削平のため右袖部は遺存しない。規模は，焚口部から煙道部まで５７�であ

る。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けてわずかに赤変している。煙道部は壁外に３４�掘

り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さは１６�であるが，性格は不明である。

第３４６図 第２１０９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量

第２１０９号住居跡出土遺物観察表（第３４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５７８ 須恵器 坏 １２�９ ３�２ ８�０ 長石・石英 橙 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 床面 ６０％ PL１６０

５７９ 須恵器 坏 ［１３�２］ ３�７ ［９�２］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 覆土中層 １０％

５８０ 土師器 小型甕 － （１５�３） ８�７ 長石・石英 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ下位ヘラ削
り内面ヘラナデ 底部木葉痕 覆土中層～下層 ６０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６２ 刀子 （５�８） １�１ ０�４ （ ５�８） 鉄 茎に柄木が付着 切先・茎部欠損 壁溝覆土

Ｍ６３ 不明鉄製品 １３�０ １�２ １�０ （１４４�１） 鉄 棒状 断面長方形 一部欠損 壁溝覆土

―３８２―



覆土 ４層に分けられる。覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏４，甕類６），須恵器片３点（坏１，甕２）が北西部を中心に出土している

が，いずれも細片である。また，混入した瓦片１点，陶器片１点も出土している。

所見 出土土器は細片であるが，時期は，７世紀前葉と考えられる第２１１９号住居跡を掘り込んでいることや出

土した須恵器坏の形態から８世紀代と考えられる。

第２１１６号住居跡（第３４８～３５３図）

位置 調査区北西部のＣ１３ｃ１区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１１８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�０７ｍ，短軸６�４５�の方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は９～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。西部と北西コーナー部を除いた壁下には，幅１６～３０�，

深さ８～１４�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。中央部の床面から焼土と粘土が検出されているが，

廃絶後に崩落した竈材の一部が流れ込んだものと考えられる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１６８�，袖部幅２３０�である。袖部は床面よ

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

第３４７図 第２１１３号住居跡実測図
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り若干高く掘り残した地山上に，砂質粘土とローム土を用いて作られている。第２１層が火床部に相当し，床面

を２０�掘りくぼめ，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５８�掘り込まれ，火床面から直立ぎみに外

傾した後，緩やかに立ち上がっている。第５層は，天井部の崩落土層である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
７ 暗 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，砂質粘土粒子微量
９ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量
１１ 黒 褐 色 炭化物中量，焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少

量，ローム粒子微量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子

少量・炭化粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

１５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子少量

１６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
１７ 灰 赤 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２１ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
２２ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒子

・炭化粒子微量
２３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
２４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少

量，炭化粒子微量
２５ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭

化粒子微量
２６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化物少量

第３４８図 第２１１６号住居跡実測図�
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ピット ２０か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４１～７４�である。Ｐ５は深さ５３�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は３３�と３７�の深さで，

竈の袖部を挟むように位置しており，竈上の棚などの施設に伴うピットと考えられる。Ｐ８～Ｐ２０の性格は

不明である。

覆土 １３層に分けられる。第４～１２層がレンズ状に自然堆積した後，ローム土や炭化物を含む第１～３層が人

為堆積している。第１３層は，締まった貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片３６０１点（坏４３，高台付坏１，皿１２，甕類３５４５，），須恵器片１２１０点（坏８１６，高台付坏

１６，蓋４０，高盤１，鉢５５，瓶類５，甕類２７７），灰釉陶器片１点（蓋），土製品１点（紡錘車），鉄製品１０点（釘

６，不明４），粘土塊１８点が出土している。また，混入した縄文土器片１点，古墳時代の土師器片２４点，中世

以降の陶器片３点，磁器片１点も出土している。５８１はＰ５付近の覆土下層，５８４はＰ３付近の覆土下層，５８５

・５８６・５８７は中央部の床面や覆土下層から出土している。また，５８６は底部外面に脚部が�離した痕跡がある。

Ｍ６４～Ｍ６９はすべて釘で，木質が残存しているＭ６４・Ｍ６７や掘り方から検出されたＭ６５があるが，出土位置に

まとまりはみられない。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

９ にぶい褐色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質
粘土粒子少量

１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，
砂質粘土粒子微量

１１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質
粘土粒子少量

１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量

第３４９図 第２１１６号住居跡実測図�

―３８５―



第３５０図 第２１１６号住居跡実測図�

―３８６―



第３５１図 第２１１６号住居跡・出土遺物実測図

―３８７―



第３５２図 第２１１６号住居跡出土遺物実測図�

―３８８―



第３５３図 第２１１６号住居跡出土遺物実測図�

第２１１６号住居跡出土遺物観察表（第３５１～３５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５８１ 須恵器 坏 ［１４�４］ ３�９［９�０］石英・雲母 黄灰 良好 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ナデ 覆土下層 ４０％

５８２ 須恵器 高台付坏［１４�４］ ４�９ ８�８ 長石・石英・小礫 褐灰 良好 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け よく磨かれており調整は丁寧 床面 ６０％

５８３ 須恵器 蓋 １４�６ ２�８ － 長石・石英・雲母 灰白 普通 つまみ径２�４� つまみ高０�７� 天井部二方向の手持ちヘラ削り
後つまみ貼り付け 口辺部に沿って内面に沈線が１本巡っている 覆土下層 ８０％

５８４ 須恵器 高盤［２４�０］（８�８） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 坏部下端ヘラ削り 坏部・脚部ロクロナデ 覆土下層 ４０％

５８５ 須恵器 鉢 ４１�８ ２０�１ １７�７ 石英・雲母 灰黄 普通 体部外面横位平行叩き 体部下端ヘラ削り 内
面ナデ 覆土下層～床面 ６０％

５８６ 須恵器 鉢 ３５�２ １８�６ １８�５ 長石・石英・雲母・礫 灰白 普通 体部外面横位平行叩き 体部下端ヘラ削り 内
面ナデ ヘラナデ 指頭痕 床面 ８０％ PL１７８

５８７ 須恵器 脚付鉢［３６�０］１３�７ ２４�４ 石英・雲母 灰白 良好 体部外面斜位平行叩き 体部下端ヘラ削り 内面
ナデ 指頭痕 輪積痕 底部４つ足の痕跡有り 床面 ７０％ PL１７８

TP１４ 須恵器 甕 － （１３�２） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面横位平行叩き 体部内面同心円状の当
て具痕 覆土下層

TP１５ 須恵器 大甕 － （１７�４） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面格子状叩き 体部内面同心円状の当て
具痕 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６４ 釘 （１０�１） ０�７ ０�８ （１９�９） 鉄 頭部及び下端部先端欠損 断面長方形 下端部木質部付着 覆土下層

Ｍ６５ 釘 （１０�２） ０�５ ０�６ （１２�３） 鉄 頭部及び下端部欠損 下端部ねじれている 断面長方形 掘り方部

Ｍ６６ 釘 （１１�５） ０�４ ０�８ （１９�８） 鉄 頭部及び下端部欠損 下端部曲っている 断面長方形 覆土下層

Ｍ６７ 釘 （４�８） ０�４ ０�５ （３�８） 鉄 頭部欠損 断面長方形 木質部付着 覆土中層

Ｍ６８ 釘 （３�３） ０�６ ０�７ （６�９） 鉄 頭部及び下端部先端欠損 下端部曲っている 断面方形 覆土

―３８９―



第２１２３号住居跡（第３５４図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｆ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１２２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�３１ｍ，短軸３�２４ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。

床 ほぼ平坦で，竈前面の北部中央が踏み固められている。壁下には，幅１４～１８�，深さ６�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されているが，上部が削平されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０４�，袖部幅

９４�である。袖部は床面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されていたと推定される。煙道部は壁外

に７２�掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
８ 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒子微量

第３５４図 第２１２３号住居跡・出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６９ 釘 （４�５） （０�５） （０�５） （３�４） 鉄 頭部及び下端部欠損 下端部曲っている 断面方形 右袖部上

―３９０―



遺物出土状況 土師器片６７点（坏７，甕類６０），須恵器片４点（坏２，甕類２）が出土している。その他，混

入した陶器片２点，磁器片１点も出土している。５８９は右袖部内から出土しており，遺棄されたものと考えら

れ，５８８は覆土，TP１６は竈覆土からそれぞれ出土している。出土した土器のほとんどが細片であり，出土状

況から住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 覆土が薄いため堆積状況は不明である。時期は，出土土器と住居の形状から８世紀代と考えられる。

第２１２５号住居跡（第３５５・３５６図）

位置 調査区中央部のＣ１２ａ０区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１２４号・２１２７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�７０ｍ，短軸４�５４ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は２０～３９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北東部及び南西コーナー部の一部を除いた壁下には，幅６～

２０�，深さ３～６�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３４�，袖部幅１３８�である。袖部は地山を

掘り込んだくぼみにローム土で床面の高さまで埋め戻した後，砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床

面を２０�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ６５�掘り込まれ，火床面から緩や

かに外傾して立ち上がっている。第４層は，天井部の崩落土層である。

棚状施設 竈左脇に付設されている。奥行４２�，幅１２１�の長方形で，床面から５�の高さである。竈土層断

面図でみると構築方法は，床面の高さを基部として，ロームや炭化粒子物を含む土を充填し（第１７・２４層），

さらに砂質粘土を貼り付けて形を整えている（第２０層）が，棚構築土と竈構築土との含有物が類似しているこ

とから，竈を改築する際に作られたと考えられる。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２０～４８�である。Ｐ５は深さ３９�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は竈土層断面図の第２５層に相

当し，性格は不明である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量，砂質

粘土粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・砂

質粘土粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・砂

質粘土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量，ロ

ーム粒子微量

１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，
ローム粒子微量

１３ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子

・炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１８ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１９ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子微量
２０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２４ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック微量
２５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量

第２１２３号住居跡出土遺物観察表（第３５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５８８ 須恵器 坏 － （１�０）［５�２］ 石英・雲母・黒色粒子 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土 ５％

５８９ 土師器 甕 ［２０�８］（６�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 輪積痕 体部外面ヘラ削
り 内面ナデ 竈袖部下層 ５％

TP１６ 須恵器 鉢 － （３�９） － 石英・雲母 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面輪積痕 竈覆土

―３９１―



覆土 ８層に分けられる。焼土粒子を中量含んでいるが（第３・４層），レンズ状の堆積状況を示しているこ

とから自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片６４４点（坏３６，甕類６０７，甑１），須恵器片２１４点（坏１０７，高台付坏４，盤６，蓋９，

高盤７，鉢２６，壺類１，瓶類２，甕類５２），鉄器・鉄製品２点（鏃，不明鉄製品），粘土塊４点のほか，混入し

た古墳時代の土師器片１３点，中世以降の陶器片１点，磁器片２点も出土している。５９０・５９１は棚状施設上の覆

土から側立して出土している。南壁付近の床面からは５９２が出土し，覆土中層及び覆土下層から検出された土

器片が接合していることから，廃棄されたものと考えられる。Ｍ７０は棚状施設前の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３５５図 第２１２５号住居跡実測図

―３９２―



第３５６図 第２１２５号住居跡・出土遺物実測図

第２１２５号住居跡出土遺物観察表（第３５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５９０ 須恵器 坏 １３�１ ３�６ ８�１ 石英・雲母 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ９５％ PL１６０

５９１ 須恵器 坏 １３�６ ３�７ ８�３ 石英・雲母 灰白 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土中層 ７０％

５９２ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�０ ８�０ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り後一部ナデ 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土中層～床面 ４０％

５９３ 須恵器 高台付坏 － （２�７） ９�４ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 竈覆土上層 ５０％

５９４ 須恵器 盤 － （２�７） １５�３ 石英・雲母 灰白 良好 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ４５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７０ 鏃 （６�０） ０�５ ０�４ （４�５） 鉄 断面方形 熱を受けている 覆土中層

―３９３―



第２１３２号住居跡（第３５７・３５８図）

位置 調査区北東部のＢ１３ｄ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 住居全体が東西方向の耕作による撹乱を受けている。長軸３�３２ｍ，短軸２�７８ｍの長方形で，主軸

方向はＮ－１３°－Ｅである。壁高は２２～２４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅８～１０�，深さ５�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。竈の大部分が撹乱を受けているため全体の形状は不明であるが，袖部

幅１０２�である。袖部は床面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されていたと推定される。煙道部は

壁外に４６�掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられるが，撹乱が激しいため，堆積状況は明確でない。

遺物出土状況 土師器片５９点（坏１０，高坏１，甕類４８），須恵器片５点（坏３，甕類２）が出土している。その

他，混入した陶器片３点も出土している。５９５は竈覆土下層から出土しており，遺棄されたものと考えられる。

TP１７は南東部の覆土上層から出土している。土器のほとんどが細片であり，廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や住居の形状から８世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子・
砂質粘土粒子微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
８ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子多量

第３５７図 第２１３２号住居跡実測図
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第２１３４号住居跡（第３５９・３６０図）

位置 調査区北東部のＡ１３ｈ４区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２３５１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北側の大部分が調査区域外に伸びており，東西軸５�７５ｍ，南北軸は１�５０ｍだけが確認された。確

認された壁高は１８～２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認された範囲では，ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝が西壁から南東コーナー部付近に

かけて確認され，幅１２～２０�，深さ４～１０�ほどで，断面形はＵ字状である。

ピット ２か所。Ｐ１は主柱穴で，深さは５２�である。Ｐ２は第２３５１号土坑に掘り込まれているため，深さ１２

�ほどが確認された。南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含み，締まりの弱い人為堆積である。第４～６層はＰ１の

覆土である。

第３５８図 第２１３２号住居跡出土遺物実測図

第３５９図 第２１３４号住居跡実測図

第２１３２号住居跡出土遺物観察表（第３５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５９５ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�６ ７�４ 石英・雲母 浅黄 普通 体部外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後多方
向ヘラ削り 竈覆土下層 ４０％

TP１７ 須恵器 甕 － （１２�１） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面格子状に斜位の平行叩き 内面当て具
痕 輪積痕 覆土上層
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遺物出土状況 土師器片７９点（坏４，甕類７５），須恵器片５５点（坏３４，蓋６，甕類１２，甑３）がほぼ全面から

出土しているが，ほとんどが細片である。５９６・５９７・５９９は南壁際の覆土上層から中層，５９８は覆土からそれぞ

れ出土し，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えらえる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２１３７号住居跡（第３６１・３６２図）

位置 調査区北東部のＢ１４ｃ８区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１３６号住居に掘り込まれている。

第３６０図 第２１３４号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ にぶい褐色 ロームブロック中量

第２１３４号住居跡出土遺物観察表（第３６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５９６ 須恵器 坏 １２�８ ３�８ ８�３ 長石・雲母・黒色粒子 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 覆土上層～中層 ９０％ PL１６０

５９７ 須恵器 蓋 － （２�０）［１１�０］長石 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土上層～中層 １０％

５９８ 土師器 甕 ［２１�０］（４�６） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土 ５％

５９９ 須恵器 甑 － （２２�７）［１６�２］長石・石英・雲母・微礫 灰白 普通 体部外面横位の平行叩き・輪積痕 内面輪積痕
を残すヘラナデ ５孔式ヵ 覆土上層～中層 ４０％
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規模と形状 長軸３�４６ｍ，短軸３�２５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｅである。壁高は３０�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１２�，深さ４～８�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０４�，袖部幅１１２�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火を受けて赤変している。煙道部は

壁外に４８�掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは８～２２�である。Ｐ４は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置

していることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５の性格は不明である。

覆土 ９層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３４点（坏１１，甕類２３），須恵器片１６点（坏）が出土し，ほとんどが細片である。６００は

中央部の床面から正位で出土しており，時期判断の指標となる遺物である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

７ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
９ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量，炭化

粒子微量
１３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６１図 第２１３７号住居跡実測図

―３９７―



所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２１３８号住居跡（第３６３図）

位置 調査区北東部のＢ１４ｃ４区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�６２ｍ，短軸２�４８ｍが確認され，方形を呈していたと考えられる。南部は調査区域外へのび，

主軸方向はＮ－２０°－Ｅである。壁高は３２～５８�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅８～２０�，深さ６～８�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１１８�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を浅く皿状に掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変している。煙道

部は壁外に４６�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。主柱穴で，深さは６�～１７�である。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径４３�，短径４０�の円形で，深さは３３�である。底面は皿状で，

壁は直立ぎみに立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

第３６２図 第２１３７号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
５ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
８ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
９ 赤 褐 色 焼土粒子多量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１５ 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量

１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子少量
１８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
２０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
２３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
２４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
２５ 褐 色 ロ－ム粒子多量
２６ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・砂

質粘土粒子微量
２７ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量
２ 褐 色 ロ－ム粒子中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２１３７号住居跡出土遺物観察表（第３６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６００ 須恵器 坏 １４�３ ３�９ ８�８ 長石・雲母 灰黄褐 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 床面 ８５％ PL１６１
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覆土 １８層に分けられる。各層に焼土やロームブロックを多く含む人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

１０ 灰 褐 色 ローム粒子少量
１１ 褐 色 ローム粒子中量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１５ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
１６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
１７ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１８ 褐 色 ロームブロック中量

第３６３図 第２１３８号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況 土師器片１６０点（坏７，高坏１，甕類１５１，甑１），須恵器片８点（坏４，蓋１，甕類３），鉄製

品１点（釘ヵ）が出土している。６０３は竈の左袖部下層から出土しており，遺棄されたものと考えられる。６０２

は竈前面の床面，６０５は竈付近と北壁寄りの覆土中層から床面にかけてそれぞれ出土した破片が接合したもの

である。北西部から竈付近にかけて多く出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。Ｍ７１は中

央部覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第２１５６号住居跡（第３６４・３６５図）

位置 調査区中央部のＣ１１ａ０区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５７号住居跡を掘り込み，第２１５０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 耕作によって東壁の大部分が撹乱をうけているが，長軸５�６５ｍ，短軸５�２７ｍの方形で，主軸方向

はＮ－９°－Ｗである。壁高は１５～２５�で，確認された各壁とも外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された壁下には，幅７～２０�，深さ４～１０�で，Ｕ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。また，床面から多量の焼土が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２０�，袖部幅１５８�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を５�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に４６�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ４７～６８�である。Ｐ５は深さ５５�でＰ４の補助柱穴とも想定さ

れるが，詳細は不明である。

覆土 ８層に分けられる。第１～６層は不自然な堆積状況を示した人為堆積，第７～８層は自然堆積である。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子・礫少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子・礫少量，焼土粒子微量
３ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・礫少量，ロー

ムブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・礫少量，焼土ブロッ

ク・砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
８ 褐 灰 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
９ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，礫少量，ロームブロック・

焼土粒子微量
１０ 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量

１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子・礫少量，ロームブロック微量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・礫少量，ロームブ

ロック微量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・礫少量
１４ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック少量
１５ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土ブ

ロック微量
１６ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
１７ 褐 灰 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土ブ

ロック・炭化物微量
１９ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第２１３８号住居跡出土遺物観察表（第３６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６０１ 土師器 坏 ［１３�６］ ３�１ － 長石・石英・赤色粒子・白色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％

６０２ 須恵器 坏 － （３�７）［９�２］ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後多
方向ヘラ削り 床面 ３０％

６０３ 須恵器 坏 ［１４�０］ ４�５ ９�８ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後多
方向ヘラ削り 竈袖部下層 ５０％

６０４ 須恵器 蓋 ［１０�４］（２�１） － 石英 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中層 ５％

６０５ 土師器 甕 １７�５（１４�４） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
ヘラナデ 輪積痕 覆土中層～床面 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７１ 釘ヵ （６�２） １�１ ０�６ （４�０） 鉄 頭部屈曲 先端部欠損 断面方形 覆土下層

―４００―



５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６４図 第２１５６号住居跡実測図

―４０１―



遺物出土状況 土師器片７７５点（坏１０１，甕類６７４），須恵器片１４５点（坏１０３，蓋３，鉢１，�１，甕類３７），土

製品３点（支脚），鉄器１点（刀子）のほか，混入した土師器片２点（器台，高坏），土製品１点（勾玉），陶

器片３点，磁器片３点，不明鉄製品１点も出土している。遺物の多くは細片で，ほぼ全面の覆土上層から下層

にわたって出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。６０７・６１２は北壁際の床面と覆土下層，

Ｍ７２は西壁際の覆土下層から出土し，時期判断の指標となる資料である。６１０は竈前の覆土下層，６０９・６１１は

北東コーナー寄りの覆土下層，６１３は西壁寄りの覆土下層，６０６・６０８は南西コーナー寄りの床面からそれぞれ

出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。また，６１４は竈の覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第３６５図 第２１５６号住居跡出土遺物実測図

第２１５６号住居跡出土遺物観察表（第３６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６０６ 土師器 坏 ［１５�２］（３�３） － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面
放射状のヘラ磨き 床面 ４０％

６０７ 土師器 坏 ［１５�７］ ４�７ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面手持ちヘラ削り
内面ナデ 床面 ２５％

６０８ 須恵器 坏 １２�９ ４�３ ８�７ 長石・石英 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転糸切り 床面 ９０％ 底部ヘラ記
号「×」 PL１６１

６０９ 須恵器 坏 １２�６ ３�２ ８�４ 長石 明褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ８０％ PL１６１

６１０ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�７ ［８�９］ 長石・石英・雲母 にぶい褐 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ４０％

６１１ 須恵器 坏 ［１２�０］ ３�６ ［８�６］ 長石 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ４０％

６１２ 須恵器 蓋 １４�４ ２�６ － 長石・石英・雲母 灰白 普通 天井部左方向の回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 覆土下層 ５０％ PL１６８

―４０２―



第２１６０号住居跡（第３６６・３６７図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｃ１区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５２・２１５９・２１６１号住居跡を掘り込み，第２１５０号住居，第２０９６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 耕作によって南壁が撹乱を受けているが，東西軸５�１０ｍ，南北軸４�９０ｍの方形と推定される。主

軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は４～２２�で，外傾して立ち上がっている。

床 中央部から南側に向かって緩やかに傾斜している。

竈 北壁寄りの床面から焼土が確認されており，北壁の中央部に付設されていたと想定される。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ１６�で，南壁際の中央部付近に位置していることから出入口施設に伴うピットと

考えられる。Ｐ２の性格は不明である。

覆土 １１層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

第３６６図 第２１６０号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６１３ 須恵器 鉢 ［３８�６］（５�０） － 長石・雲母 灰黄 普通 体部外面横位の平行叩き 覆土下層 ５％

６１４ 土師器 小形甕［１２�６］（３�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 竈覆土 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７２ 刀子 （１７�９） １�７ １�１ （２９�２） 鉄 刃部一部欠損 茎部全体に柄木残存 覆土下層

―４０３―



遺物出土状況 土師器片３４０点（坏５２，甕類２８８），須恵器片９４点（坏５１，高台付坏２，蓋３，盤１，壺１，甕

類３６）のほか，混入した石核１点，灰釉陶器片１点，陶器片７点，磁器片１点，瓦片１点，不明鉄製品２点も

出土している。６１５・６１８は南西コーナー寄りの覆土下層，６１６は中央部の床面から出土し，住居の廃絶後間も

なく廃棄されたものと考えられる。また，６１７が西壁寄りの覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第２１６６号住居跡（第３６８・３６９図）

位置 調査区南部のＤ１２ｄ２区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０８１号住居，第３５０・３９４号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�２７ｍ，短軸５�０６ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は６～２５�で，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。北東コーナーから東・西壁の壁下には，幅１２～１６�，深

さ５～１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が一部に巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。袖部が第３５０号掘立柱建物のＰ９・Ｐ１０に掘り込まれており，焚口部から

煙道部まで１３８�である。袖部は床面とほぼ同じ高さを基部とし，砂質粘土で構築されている。火床部は床面

を浅く皿状に掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４２�掘り込まれ，外

傾して立ち上がっている。

第３６７図 第２１６０号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子微量
２ 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量

第２１６０号住居跡出土遺物観察表（第３６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６１５ 須恵器 坏 （１３�８） ３�６ （８�４） 長石・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ５０％

６１６ 須恵器 蓋 １４�０ ４�２ － 長石・石英・雲母 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 床面 ９５％ PL１６８

６１７ 須恵器 短頸壺［８�０］（４�３） － 長石・石英 灰 普通 ロクロ整形 覆土上層 １０％

６１８ 土師器 甕 ［２０�６］（４�７） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 覆土下層 ５％

―４０４―



ピット 深さ３４�で，竈に対峙する位置にあることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土 ５層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む人為堆積である。

７ 極暗赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク微量
９ 赤 黒 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
１１ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量

１２ 赤 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子中量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量
１４ 赤 黒 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
１５ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒

子微量
１６ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック・炭化材微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
５ 褐 灰 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量

第３６８図 第２１６６号住居跡実測図

―４０５―



遺物出土状況 土師器片１３０点（坏５，甕類１２５），須恵器片３９点（坏２１，蓋９，提瓶１，甕類８），石器１点（砥

石），鉄製品１点（鏃ヵ）が出土している。その他，混入した陶器片１点も出土している。６２２は北東部床面，６２１

は竈前面の床面からそれぞれ出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。６１９・６２０は南西部の

覆土からそれぞれ出土しており，細片であることから住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。Ｑ５０は南東

部の覆土，Ｍ７３は覆土からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第３６９図 第２１６６号住居跡出土遺物実測図

第２１６６号住居跡出土遺物観察表（第３６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６１９ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�２［８�８］長石・石英・雲母 浅黄 不良 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り 覆土 ２５％

６２０ 須恵器 蓋 ［１５�４］（１�９） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 天井部右回りの回転ヘラ削り 覆土 ６０％

６２１ 須恵器 壺 － （１４�５）１０�８ 黒色粒子 浅黄橙 良好 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底
部切り離し後高台貼り付け 床面 ３０％

６２２ 須恵器 甕 － （８�７）１９�０ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部外面斜位平行叩き 下端ヘラ削り 内面ヘ
ラナデ 輪積痕 床面 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５０ 砥石 （４�６） （４�３） ３�４ ９３�６ 凝灰岩 砥面２面 断面長方形 他は破断面 覆土

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７３ 鏃カ （４�５） ０�６ ０�３～０�５（１０�３） 鉄 頭部欠損 断面方形 覆土

―４０６―



ピット 深さ２４�で，南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピット

と考えられる。

覆土 ７層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４０２点（坏２８，甕類３７４），須恵器片１３２点（坏８９，蓋３，甕類４０），土製品１点（支脚）

のほか，混入した埴輪片１点，土師器片３点（高坏），鉄製品２点（釘，不明），銅製品１点（不明），陶器片

７点，磁器片２点も出土し，主に竈とその周辺を中心に出土している。６２４・６２９は竈の覆土下層，６２７は竈の

覆土中層と竈前の床面，６２３は東壁際の床面から出土し，時期判定の指標となる遺物である。６２５・６２６・６２８は

いずれも中央部の床面から出土し，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２１６７号住居跡（第３７０・３７１図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｈ１区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�５５ｍ，短軸３�０３ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は２８～３０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から北東コーナー際にかけて踏み固められている。壁下には幅７～１２�，深さ６～８

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部のやや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９６�，袖部幅１２２�である。

袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火を受けて赤変硬化している。煙道部は

耕作による撹乱を一部受けており，壁外に３６�掘り込まれ，外傾して立ち上がっているのが確認された。
竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
２ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子・灰少量，ロームブロック微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量

第３７０図 第２１６７号住居跡実測図

―４０７―



第２１７９号住居跡（第３７２・３７３図）

位置 調査区西部のＣ１０ｈ７区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５３２・２５５５・２５６３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�０４ｍ，短軸５�０１ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は１０～１５�で，外傾し

て立ち上がっている。

第３７１図 第２１６７号住居跡出土遺物実測図

第２１６７号住居跡出土遺物観察表（第３７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６２３ 須恵器 坏 １３�３ ４�１ ７�８ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 床面 １００％ 墨書「村」ヵ

PL１６１ PL１８８

６２４ 須恵器 坏 １４�０ ４�４ ８�２ 長石・雲母 灰黄褐 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 竈覆土下層 ８５％ PL１６１

６２５ 須恵器 坏 ［１３�６］ ３�４ ８�２ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 ４５％

６２６ 須恵器 坏 ［１４�２］ ３�５ ［８�２］ 長石・雲母・黒色粒子 灰 普通 底部回転ヘラ切り後多方向の手持ちヘラ削り 床面 ２０％ 底部墨
書「大井」ヵ

６２７ 土師器 甕 １５�０（１４�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ下位ヘラ磨
き内面ヘラナデ 竈覆土中層～床面 ３０％

６２８ 須恵器 甕 ［２８�０］（１４�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ヘラナデ・指
頭痕 床面 １０％

６２９ 土師器 甕 ［２１�０］（５�４） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 竈覆土下層 ５％

―４０８―



床 ほぼ平坦で，各コーナー部を除いて踏み固められている。東壁下には，幅２０�，深さ３�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０２�，袖部幅１８４�であり，袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は，床面を１８�掘りくぼめた後に床面とほ

ぼ同じ高さまで埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１０�掘り込

まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 極暗赤褐色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
５ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
７ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック微量
８ 褐 灰 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

１２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
１５ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１９ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２０ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量

第３７２図 第２１７９号住居跡実測図

―４０９―



ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１２～７８�である。Ｐ５は東の壁際の中央部，Ｐ６は西壁際の

中央部に位置していることから，ともに棟持柱的な柱穴と考えられる。Ｐ７は深さ１５�，Ｐ８は深さ１０�で，

両袖部外側に位置していることから，竈に関連する施設に伴うピットの可能性が考えられる。Ｐ９の性格は不

明である。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３７９点（坏４６，甕類３３３），須恵器片７０点（坏３３，蓋１５，甕類２２）が散在した状態で出

土しているが，いずれも細片である。６３０は北西部の床面，Ｍ７５は竈袖部左側の覆土中層から出土しており，

いずれも住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，Ｍ７４は竈の覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器および重複関係から８世紀前葉以前と考えられる。

第２１８０号住居跡（第３７４・３７５図）

位置 調査区北西部のＡ９ｉ８区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�６０ｍ，短軸３�５７ｍの方形で，主軸方向はＮ－５５°－Ｅである。壁高は２３～３７�で，外傾し

て立ち上がっており，東へ住居が拡張されている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北東部の一部を除いた壁下には，幅８～１５�，深さ３～

１３�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 竈１は北東コーナー部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０４�，燃焼部幅５３�である。

袖部は床面と同じ高さを基部として砂質粘土で構築されている。火床部は床面を掘りくぼめており，火を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外へ５４�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。竈２

は北壁中央部に付設されている。煙道部は壁外へ６４�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。両

袖部や焚口部は確認されていない

第３７３図 第２１７９号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化材・ロームブ

ロック微量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・砂質粘
土粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子少量

竈１土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

第２１７９号住居跡出土遺物観察表（第３７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３０ 須恵器 蓋 （９�７）（２�０） － 長石・石英・雲母 浅黄 普通 天井部回転ヘラ削り 床面 １５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７４ 刀子 （７�０） １�３ ０�４ （８�２） 鉄 茎部欠損 断面三角形 覆土中層

Ｍ７５ 不明 （７�８） （３�５） ０�４ （１６�６） 鉄 断面長方形 胴部はＭ字状に屈曲する 竈覆土

―４１０―



竈２土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量

第３７４図 第２１８０号住居跡実測図

―４１１―



ピット ６か所。各柱穴の堆積状況から２時期に分けることが可能で，レンズ状に堆積したＰ１・Ｐ６と，柱

痕のあたりがみられるＰ２・Ｐ３・Ｐ５の２群である。竈の作り替えに伴って柱穴の位置も変化したと想定す

ると，Ｐ２・Ｐ３は竈１が機能していた時期の主柱穴，Ｐ５は出入口施設に伴うピットであり，深さは１８�，２０

�，３４�である。Ｐ１・Ｐ２は竈２が機能していた時期の主柱穴，Ｐ６は出入口施設に伴うピットであり，深

さは１８�，１８�，２２�である。Ｐ４の性格は不明である。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３９１点（坏３，甕類３８６，甑２），須恵器片１００点（坏８４，高台付坏３，蓋６，高盤１，

甕類６），粘土塊２点のほか，混入した古墳時代の土師器片２９点も出土している。Ｐ５・Ｐ６と竈とを結ぶ線上

に集中しており，壁際からの出土は希薄である。６３３はつぶれた状態で床面からやや浮いて出土している。６３２

は火床部上から破損した状態で出土していることから，住居廃絶時に破棄されたものと考えられる。また，６３１

・６３４は覆土中層や離れて出土した破片が接合していることから，住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。壁面に片寄った柱穴の配置状況から２主柱穴形式であ

り，竈２が機能していた時期の屋根構造は西側に寄った片屋根，竈１が機能していた時期の屋根構造は南側に

寄った片屋根であった可能性が高い。

第３７５図 第２１８０号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 褐 色 ロームブロック少量

第２１８０号住居跡出土遺物観察表（第３７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３１ 須恵器 坏 ［１２�６］ ３�７ ８�１ 石英・雲母 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 覆土中層 ５０％

６３２ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�０ ［７�７］石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 火床部上 ３０％

６３３ 須恵器 盤 １９�２ ４�０ １１�３ 石英・雲母 褐灰 普通 坏部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 覆土下層 ９０％ PL１６７

６３４ 須恵器 蓋 １４�５ ４�０ － 石英・雲母 灰 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 内外面ロクロナデ
後手持ちヘラ削り つまみ径［３�０］� つまみ高１�０� 覆土中層 ９０％ PL１６８

―４１２―



第２１８１号住居跡（第３７６・３７７図）

位置 調査区西部のＣ１０ｈ０区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８号地下式壙，第１２４号溝，第１５号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�２１ｍ，短軸６�０７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。壁高は７～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１５�，深さ４～８�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや西寄りに付設されており，右袖部が第１５号不明遺構に掘り込まれている。規模は，焚口部から煙

道部まで８１�，袖部推定幅５６�である。袖部は床面と同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火

床面は床面を若干掘りくぼめられ，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ２５�掘り込まれ，火床面か

ら緩やかに外傾した後，急な傾斜で立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

第３７６図 第２１８１号住居跡実測図

―４１３―



第３７７図 第２１８１号住居跡・出土遺物実測図

―４１４―



ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３０～５７�である。Ｐ５・Ｐ６はそれぞれ深さ１４�と４７�で，

竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７・Ｐ８

の性格は不明である。

覆土 ５層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示しているが，薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片１０８３点（坏３３，蓋１，甕類１０４５，甑４），須恵器片４４０点（坏２３１，高台付坏５，蓋２７，

高盤１，高台付甕１，壺１，瓶類１，甕類１６７，甑６），灰釉陶器片４点（壺類２，瓶類２），土製品１点（支

脚），石器１点（砥石），鉄器５点（刀子１，鏃１，鎌３），粘土塊１４点のほか，混入した古墳時代の土師器片

９５点も出土している。６３５は南壁際の床面，６３７は南西コーナー部の覆土下層から出土しており，住居廃絶後ま

もなく廃棄されたものと考えられる。６３６はＰ４付近の床面から完形の状態で出土していることから，遺棄さ

れたものと考えられる。DP１０６は南西コーナー部の覆土下層，Ｑ５１は南壁際の床面，Ｍ７６は東壁際の床面から

出土している。Ｍ７７は西壁際の床面から，柄から離された３挺の曲刃鎌が向きを合わせ重ねられた状態で出土

している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。６３６は平城宮跡土器分類の中の壺Ｇと呼ばれているも

ので，都城を中心とした出土例が多い。県内出土例は，石岡市鹿の子遺跡第７号住居跡，石岡市鹿の子Ｃ遺跡

第１４２号住居跡，水戸市梶内遺跡第２９号住居跡などが知られている。Ｍ７７は『茨城県教育財団文化財調査報告』

第１７４集に従って分類すると，「雑草木除伐鎌」である大形鎌二挺と「根刈り鎌」である中形鎌一挺になる。同

様な状況の出土例は，神奈川県秦野市草山遺跡第４８号住居跡，東京都八王子市多摩ニュータウンNo�７６９遺跡

第２２号住居跡などがある。これらの遺物から，有力単位集団の中心的な人物が居住していたと考えられる。

第２１９０号住居跡（第３７８・３７９図）

位置 調査区南西部のＥ１０ｂ５区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸４�５７ｍ，短軸４�４１ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。壁高は３８～７５�で，外傾し

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２１８１号住居跡出土遺物観察表（第３７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３５ 須恵器 坏 ［１３�７］ ３�６ ７�９ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 床面 ５０％

６３６ 須恵器 壺 ５�４ ２０�５ ５�３ 石英 灰白 良好 頸部・体部外面ロクロナデ後一部ナデ 体部下
端手持ちヘラ削り 底部糸切り後ヘラ削り 床面 １００％ PL１７９

６３７ 須恵器 甕 ［２２�４］（１３�３） － 石英・雲母 灰白 普通 体部外面横位平行叩き 内面体部ナデ 輪積痕 覆土下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０６ 支脚 （８�０） （６�７） （４�９）（１７３�５）土（長石・石英・赤色粒子・礫） ナデ 底面以外は破断面 断面から円柱型と考えられる 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５１ 砥石 （１２�８）（７�７） （４�７）（５７３�８） 雲母片岩 砥面１面 他は破断面 床面 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７６ 刀子 （７�１） ２�３ ０�４ １６�９ 鉄 刃先・茎部欠損 床面

鎌Ａ （１９�４）１�５～３�１ ０�４
総重量
（３０８�７）

３挺が錆によって付着している 先端部欠損 床面 上面 PL１９６

Ｍ７７ 鎌Ｂ （２０�１）１�６～３�５ ０�４ 鉄 ３挺が錆によって付着している 先端部欠損 床面 中面 PL１９６

鎌Ｃ （２１�０）２�６～４�７ ０�６ ３挺が錆によって付着している 先端部欠損 床面 下面 PL１９６

―４１５―



て立ち上がっている。

第３７８図 第２１９０号住居跡実測図

―４１６―



床 ほぼ平坦で，中央部及びＰ１・Ｐ２の間が踏み固められている。壁下には，幅１０～１４�，深さ４～６�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。中央部の西側を除いた範囲に，壁際の中層から中央部の床面へと傾

斜して堆積した焼土層が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２８�，袖部幅１３７�で，火床面は火を受け

て赤変している。煙道部は壁外へ４６�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。第２層は，

天井部の崩落土層である。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４２～５３�である。Ｐ５は深さ２１�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の深さは，２３�と２４�

で，Ｐ１とＰ２にそれぞれ平行に位置しており，床の硬化面などから施設の存在が想定されるが明確ではない。

覆土 １１層に分けられる。第２層まで埋められ，その後くぼ地へ表土が流入して，住居が埋没した堆積状況と

考えられる。また，壁際から床面に傾斜して広がる焼土は第２・７・９層に含まれる。

第３７９図 第２１９０号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量
８ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子微量
１７ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
１８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
２１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
２ 黒 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
５ 黒 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・粘

土ブロック微量
８ 黒 色 ローム粒子少量，炭化物・粘土ブロック微量

―４１７―



遺物出土状況 土師器片６５７点（甕類６５５，甑２），須恵器片１５５点（坏１０９，高台付坏１，蓋５，高盤３，瓶類

５，甕類３２），土製品２点（球状土錘，羽口），石製品２点（勾玉，紡錘車），鉄器・鉄製品２点（刀子，釘），

鉄滓１点のほか，混入した古墳時代の土師器片１５７点も出土している。６３８は竈左脇の床面，６３９は東壁際の覆

土下層からそれぞれ出土しており，廃絶時に廃棄されたと考えられる。６４０は東壁際の覆土中層から下層にか

けて破損した状態で出土しており，廃絶後に投棄されたと考えられる。また，Ｑ５２は東壁際の覆土下層，DP

１０７は中央部北寄り，Ｍ７８は西部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。住居内の覆土下層から床面にかけて堆積している焼土

は，くぼ地となった住居内に堆積した状況を示しており，廃絶後時間が経てからの焼失と考えられる。

第２２０８号住居跡（第３８０・３８１図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｉ３区，標高１９ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０４４・２２０９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�１１ｍ，短軸４�７８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｗである。壁高は２５～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅７～１８�，深さ４～１０�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，袖部幅１４９�で，火床面は火を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外へ２５�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。第１

・２層は，天井部の崩落土層である。

９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・粘土ブ
ロック微量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量
５ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック少量

第２１９０号住居跡出土遺物観察表（第３７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３８ 須恵器 坏 ［１３�０］ ３�９ ８�５ 長石・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向ヘラ削り 床面 ４５％

６３９ 須恵器 坏 ［１３�２］ ３�５ ８�６ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後二方向
ヘラ削り 覆土下層 ６０％

６４０ 須恵器 坏 ［１５�０］ ４�５ ［９�８］ 長石・雲母 黄橙 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削
り 覆土中層～下層 ３５％

番号 器種 径 長さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０７球状土錘 ２�２ ２�７ ０�６ １５�３ 土（長石・雲母・小礫） 一方向からの穿孔 ナデ 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５２ 勾玉 （２�９） １�１ ０�９ （５�１） 花崗岩 頭部欠損 外面研磨 大きく円形に掘り窪めた後に孔を開けている 覆土下層 PL１９２

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５３ 紡錘車 ４�５ １�８ ０�８ ３７�３ 粘板岩 円錐台形 覆土中層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７８ 刀子 （５�５） １�０ ０�４ （５�０） 鉄 刃部欠損 床面

Ｍ７９ 釘 （４�２） ０�７ ０�４ （５�４） 鉄 下端部は三角錐状を呈する 断面長方形 頭部欠損 床面

―４１８―



第３８０図 第２２０８号住居跡実測図

―４１９―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５５～６５�である。Ｐ５は深さ１３�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１２２４点（高台付坏１，甕類１２２０，甑３），須恵器片５５６点（坏２１０，高台付坏１３，盤２，

高盤４，瓶類５，甕類３０７，甑１５），灰釉陶器片２点（壺類），土製品２点（支脚，羽口），石製品２点（臼玉，

紡錘車），鉄器４点（刀子３，鎌１）のほか，混入した中世以降の陶器片１点も出土している。６４２は竈の覆土

とＰ４周辺の覆土下層から出土しており，廃絶後に投棄されたと考えられる。６４１は北東部壁際の床面から出

第３８１図 第２２０８号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

４ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

―４２０―



土しており，廃絶に伴う廃棄と考えられる。Ｍ８２は刃部に木質部が付着しており，西壁際の覆土下層から破損

した状態で出土していることから，廃絶後に廃棄されたと考えられる。また，DP１０８が覆土上層，Ｑ５４は東壁

際の覆土下層，Ｑ５５はＰ３の覆土上層から，それぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２２０９号住居跡（第３８２図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｈ４区，標高１９ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０４４号住居跡を掘り込み，第２２０８号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５５ｍ，短軸３�７５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１４°－Ｗである。東部に遺存している壁高

は２５�で，外傾して立ち上がっている。

床 遺存している部分は平坦で，踏み固められている。北壁東部の一部と確認された東壁の壁下には，幅１４～

２０�，深さ４～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設され，焚口部は第２２０８号住居に掘り込まれているため遺存していない。規模は，煙道部

まで約１００�，袖部幅１１０�で，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ１４�掘り込まれ，火床

面から緩やかに外傾して立ち上がっている。第１・２層は，天井部の崩落土層である。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さはそれぞれ２８�，２１�である。

覆土 ５層に分けられる。すべての層にロームブロックが多く含まれていることや締まりが強いことなどから，

第２２０８号住居の壁として構築された層と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック中量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量

４ 明 赤 褐 色 焼土ブロック中量
５ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

第２２０８号住居跡出土遺物観察表（第３８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４１ 須恵器 盤 ２１�７ ５�４ １３�８ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 床面 １００％ PL１６７

６４２ 土師器 甕 ［２６�０］３１�４ ７�６ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ磨き・ヘラナデ 内面ナデ 底部
木葉痕 覆土下層 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０８ 羽口 （４�６） （３�７） （２�４）（２２�６） 土（長石） 先端部に鉄付着 一方向からの穿孔 ナデ 覆土上層 １０％～２０％

番号 器種 幅 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５４ 臼玉 １�４ ０�９ ０�８ ３�５ 滑石 孔径０�３� 全面研磨 一方向からの穿孔 覆土下層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５５ 紡錘車 ３�９ ２�０ ０�８ ４３�６ 粘板岩 円錐台形 一方向からの穿孔 上面・側面に均等の間
隔で線刻が施されている Ｐ３覆土上層 PL１９４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ８０ 刀子 （８�７） ０�９ ０�４ （１１�４） 鉄 刃部・茎部欠損 床面

Ｍ８１ 刀子 （３�９） １�２ ０�４ （４�０） 鉄 刃部・茎部欠損 覆土中層

Ｍ８２ 刀子 （１６�６） ２�８ ０�３ （２�３） 鉄 刃部・茎部欠損 刃部に木質部残存 覆土下層 PL１９８

Ｍ８３ 鎌 （３�８） ２�８ ０�６ （２３�１） 鉄 茎部残存 覆土下層

―４２１―



遺物出土状況 土師器片１４９点（甕類），須恵器片２０点（坏８，高台付坏２，甕類８，瓶類２）のほか，混入し

た古墳時代の土師器片８点も出土している。中央部の覆土下層から６４３が出土しており，廃絶後まもなく廃棄

されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器や第２２０８号住居との重複関係から８世紀中葉と考えられる。

第３８２図 第２２０９号住居跡・出土遺物実測図

第２２０９号住居跡出土遺物観察表（第３８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４３ 須恵器 坏 ［１５�５］ ４�２ ［９�５］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部切り離し後多方
向ヘラ削り 覆土下層 ２５％

―４２２―



第２２１０号住居跡（第３８３～３８５図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｊ５区，標高１９ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１９２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�８３ｍ，短軸４�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は２０～５０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅９～２４�，深さ６～１２�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１３�，袖部幅１７０�である。袖部は地山を

掘り込み，砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を１９�掘りくぼめており，焼土に厚みがあること

から，長期間使用されていたと考えられる。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ２４�掘り

込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。第４層は天井部の崩落土層である。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
４ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ロ

ーム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子少量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量

８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，粘土ブロック少量
９ 明 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量
１０ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土ブロッ

ク・炭化物少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第３８３図 第２２１０号住居跡実測図

―４２３―



第３８４図 第２２１０号住居跡・出土遺物実測図

―４２４―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１５～２４�である。Ｐ５は深さ２０�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は，位置関係から補助

柱穴とも考えられるが，明確ではない。

第３８５図 第２２１０号住居跡出土遺物実測図

―４２５―



覆土 ５層に分けられる。第２～５層まで埋め戻された後，北から表土が流入したことにより自然堆積して埋

没している。

遺物出土状況 土師器片６４８点（甕類６４５，甑３），須恵器片２７２点（坏１０７，高台付坏７，蓋４，盤２，高盤４，

鉢１８，はそう１，壺類２，瓶類２０，甕類９２，甑１５），灰釉陶器片２点（壺類），石製品１点（紡錘車），鉄器１

点（刀子），銅製品１点（巡方）のほか，混入した古墳時代の土師器片１２２点も出土している。６４４は中央部の

覆土下層から出土し，廃絶に伴って廃棄されたと考えられる。６４５・６４６は散在しながら覆土第４層から出土し

ていることから，廃絶してくぼ地となった本住居を埋める際に廃棄されたと考えられる。Ｑ５６，Ｍ８４・Ｍ８５も，

同一層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第２２３３号住居跡（第３８６・３８７図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｈ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０５９号住居，第２９２５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�８２ｍ，短軸３�４５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１４～４１�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された部分の壁下には，幅１２～１７�，深さ３～９�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。右袖部は撹乱で壊されており，遺存する部分の規模は，焚口部から煙道部

まで１０３�である。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に５８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第２・３・４・９層は，天井部の崩落層である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ロームブロック・

炭化物少量

３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子・灰少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

６ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
９ 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１０ 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

第２２１０号住居跡出土遺物観察表（第３８４・３８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４４ 須恵器 坏 １３�５ ４�３ ８�６ 長石・雲母 褐灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 体部ナデ 底部回転
ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL１６１

６４５ 須恵器 鉢 ［４０�６］１９�３［１８�５］長石・石英・雲母 灰白 普通 内面ナデ 指頭痕 覆土下層 ４０％

６４６ 土師器 甕 ［２０�８］３２�１ ８�５ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ磨き・ヘラナデ 内面ナデ 体部
下端ヘラ削り 底部木葉痕 覆土下層 ３５％

６４７ 土師器 甕 ［２１�６］（３０�８） － 長石・雲母 にぶい赤褐色 普通 体部外面ヘラナデ・ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ６０％ PL１８３

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５６ 紡錘車 ４�０ ４�２ ０�８ ３８�６ 粘板岩 ドーム型 一方向からの穿孔 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ８４ 刀子 （１２�７） ０�９ ０�６ （１４�４） 鉄 刃部切先・茎部端欠損 覆土下層

Ｍ８５ 巡方 ２�３ （１�２） ０�１ （１�９） 銅 裏面四隅に釘留め痕有り 覆土下層 漆塗付

―４２６―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４５～７５�である。Ｐ５は深さ２９�，Ｐ６は深さ３０�で，とも

に竈と対峙する南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７の性格

は不明である。

覆土 ６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７４点（坏１０，甕類６４），須恵器片１２点（坏６，蓋６）が散在した状態で出土している。

また，混入した陶器片１点も出土している。６４８はＰ３と南西部の覆土から出土した破片が接合したものであ

り，柱が抜き取られた後に流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，出土土器および重複関係から８世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 灰 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

４ 灰 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土ブロック微量
５ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３８６図 第２２３３号住居跡実測図

―４２７―



第２２３４号住居跡（第３８８・３８９図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｅ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５６号井戸，第１２１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�５０ｍ，短軸５�２５ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は１７～５４�で，外傾し

て立ち上がっている。

第３８７図 第２２３３号住居跡出土遺物実測図

第３８８号 第２２３４号住居跡実測図

第２２３３号住居跡出土遺物観察表（第３８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４８ 須恵器 坏 ［１４�４］ ４�０ ［５�６］ 石英・雲母 灰白 普通 底部多方向の手持ちヘラ削り Ｐ３覆土 ２０％

―４２８―



床 平坦で，中央部が踏み固められている。北西部を除いた壁下には，幅８～２０�，深さ３～８�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。北東部・南東部・南部の壁際床面に薄く堆積した焼土が検出されている。

竈 北壁中央部に付設されている。第１２１号溝に掘り込まれているため，構築方法は不明である。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４６～５２�である。Ｐ４は深さ２２�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片６９０点（甕類６８８，甑２），須恵器片１３１点（坏６１，高台付坏２，蓋４，盤１，高盤１，

鉢１２，瓶類４，甕類４２，甑４），鉄器・鉄製品５点（刀子２，鏃２，不明１）のほか，混入した古墳時代の土

師器片６１点，中世以降の陶器片３点も出土している。６４９・TP１８は南壁際の床面からやや浮いた状態で出土

し，６５０は北部壁溝の覆土から出土している。いずれも廃絶時に廃棄されたと考えられる。また，Ｍ８７はＰ５

の覆土，南東部よりＭ９０は覆土中層，Ｍ８６は床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。覆土中に炭化材は検出されていないが，床面に焼土の

広がりが見られ，焼失によって廃絶されたと考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，砂質粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

７ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
９ 明 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子中量
１１ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量

第３８９図 第２２３４号住居跡・出土遺物実測図

―４２９―



第２２４６号住居跡（第３９０・３９１図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｅ４区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第３９０図 第２２４６号住居跡実測図�

第２２３４号住居跡出土遺物観察表（第３８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４９ 須恵器 坏 ［１３�２］ ３�７ ８�７ 長石 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ７０％

６５０ 須恵器 高台付坏 － （３�５）［９�３］ 長石・雲母 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 壁溝覆土 ４０％

TP１８ 須恵器 甕 － （７�２） － 長石・石英・雲母 浅黄 普通 櫛歯状工具（３本櫛歯）による波状文施文及び区画 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ８６ 刀子 （８�６） １�１ ０�４ （１０�２） 鉄 刃部・茎部欠損 熱を受けている 床面

Ｍ８７ 刀子 （５�０） ０�７ ０�３ （４�０） 鉄 刃部欠損 茎部木質部残存 Ｐ５覆土

Ｍ８８ 鏃 （５�５） （１�７） ０�８ （９�６） 鉄 鏃身端部欠損 茎部下端欠損 茎部断面方形 覆土下層

Ｍ８９ 鏃 （３�１） （０�４） （０�４）（１�６） 鉄 茎部のみ残存 断面方形 覆土下層

Ｍ９０ 不明鉄製品 （５�３） （０�５） ０�５ （１２�４） 鉄 端部全て欠損 欠損部から十字になると推定できる
断面方形 覆土中層

―４３０―



重複関係 第２０４３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 大部分を第２０４３号住居に掘り込まれており，東部・西部・南部の壁際および，北西コーナー部だ

けが確認されている。長軸６�２０ｍ，短軸６�１７ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗと推定される。壁高は４５～

５２�で，ほぼ直立している。

床 ほとんど遺存していないため，床の状況は不明であるが，南壁下の一部に，幅１０～１５�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

ピット １４か所。Ｐ１は深さ９�で南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考え

られる。Ｐ２～Ｐ１４は，各壁際から検出されており，壁柱穴と考えられる。

遺物出土状況 大部分を第２０４３号住居に掘り込まれており，遺物は出土していない。

所見 時期は，９世紀前葉と考えられる第２０４３号住居に掘り込まれていることから８世紀代と考えられる。

第２２５０号住居跡（第３９２図）

位置 調査区北西部のＢ９ｄ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０５５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�７５ｍ，短軸２�５２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は２７～４１�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１６�，深さ７～８�でＵ字状の断面を呈する壁

溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９６�，袖部幅９８�である。袖部は床面より

も若干高く掘り残した地山を中心とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を１１

�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５３�掘り込まれ，火床面から外

傾して立ち上がっている。

第３９１図 第２２４６号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量

４ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
６ 赤 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

ローム粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロッ

ク・砂質粘土粒子微量

―４３１―



ピット 深さ１７�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片９５点（甕類），須恵器片２８点（坏１０，蓋２，瓶類１，甕類１４，甑１），石器１点（砥石）

のほか，混入した古墳時代の土師器片３９点も出土している。６５１は南壁際の床面から出土しており，廃絶に伴

い廃棄されたと考えられる。また，Ｑ５７は壁溝の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀中葉と考えられる。

８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量

１０ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化粒子少量

１１ 赤 褐 色 焼土粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第３９２図 第２２５０号住居跡・出土遺物実測図

―４３２―



第２２５３号住居跡（第３９３図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｉ１区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�４０ｍ，短軸３�２０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は３２～４８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅９～１２�，深さ４～５�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。また，壁際の床面からは，炭化材を伴わない厚さ約５�の焼土が弧状に堆積している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９０�，袖部幅１０５�である。袖部は床面と

同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１０�掘りくぼめており，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ３０�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。第４・５層

は，天井部の崩落土層である。

ピット ５か所。Ｐ１～４は主柱穴で，深さは１８～２９�である。Ｐ５は深さ３３�で，竈と向かい合う南壁際の

中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。また，柱穴の覆土は，柱穴が抜き取

られた後，ローム土で埋められている堆積状況であるが，Ｐ５の覆土上層にのみ，少量の焼土が含まれている。

覆土 １４層に分けられる。壁・竈の崩落後（第１１～１３層），ロームブロックや焼土ブロックが含まれる土が埋

められくぼ地が形成される。そこへ，自然堆積と人為堆積が交互に繰り返されながら堆積している。

遺物出土状況 土師器片１１８点（坏１，甕類１１７），須恵器片３８点（坏１２，甕類２６）のほか，混入した古墳時代

の土師器片１８点，中世以降の陶器片１点も出土している。竈の覆土第４層から，６５２が出土しており，正位の

状態で火を受けていないことや，天井部の崩落土層より下層から出土していることから，廃絶時に遺棄された

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，ローム

粒子，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子

少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物・

ローム粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

８ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子中量，ローム粒子
微量

９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・
炭化粒子微量

１０ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子・焼土

粒子微量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量

８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
１１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
１４ 褐 色 ローム粒子中量・焼土粒子微量

第２２５０号住居跡出土遺物観察表（第３９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６５１ 須恵器 坏 １３�３ ３�８ ８�６ 長石・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 外面油煙付着 床面 ８０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５７ 砥石 （７�３） ５�７ ３�５ （１５８�８） 玄武岩 砥面３面 他は破断面 壁溝覆土

―４３３―



と考えられる。また，６５３も竈の覆土から破損した状態で出土していることから，廃絶時の遺棄と考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。覆土中に炭化材は検出されていないが，床面に焼土の

広がりが見られ，焼失によって廃絶され，その後柱穴をすべて抜いた後に，ロームや焼土を含んだ土で埋めら

れたと考えられる。

第３９３図 第２２５３号住居跡・出土遺物実測図

―４３４―



第２２５４号住居跡（第３９４・３９５図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｇ１区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�５６ｍ，短軸３�３４ｍの方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は３７～４７�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，北西部の一部を除いて幅９～１４�，深さ６～

９�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１６�，袖部幅１３０�である。袖部は床面の

高さまで埋め戻したローム土の上に砂質粘土を用いて構築している。火床部は床面を２１�掘りくぼめており，

火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４９�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾した後，急な傾斜で

立ち上がっている。

ピット 深さ３２�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量

８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１４ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量

第３９４図 第２２５４号住居跡実測図

第２２５３号住居跡出土遺物観察表（第３９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６５２ 須恵器 坏 １４�５ ３�７ ９�１ 長石・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 火だすき痕有り 竈覆土 ８０％

６５３ 須恵器 坏 ［１３�６］ ３�８ ［８�６］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 竈覆土 ２０％

―４３５―



覆土 ４層に分けられる。東西の壁が崩落した後に，黒褐色土層が埋没した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３０９点（坏２６，甕類２８３），須恵器片１８点（坏２，高台付坏１，甕類１３，甑２，），鉄滓

１点のほか，混入した古墳時代の土師器片１点が出土している。６５４は南東部の覆土下層，６５５は中央部の覆土

下層から出土しており，いずれも床面から浮いた状態で出土していることから廃棄されたものと考えられる。

６５６はほぼ完形で竈内から出土しており，遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２２５８号住居跡（第３９６・３９７図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｇ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�４０ｍ，短軸４�３５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２０°－Ｅである。壁高は５０～６８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１０～１５�，深さ３～９�で，Ｕ字状の断面を呈

第３９５図 第２２５４号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２２５４号住居跡出土遺物観察表（第３９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６５４ 須恵器 高台付坏 － （２�２）［１０�０］長石・石英 褐灰 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け 覆土下層 １０％

６５５ 土師器 甕 ［２０�６］（１０�６） － 長石・雲母 明赤褐 普通 口辺部内面横ナデ 覆土下層 １０％ 煤付着

６５６ 土師器 小形甕 １３�２ １３�５ ８�１ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 内面ヘラナデ 底部木葉痕 火床部 ９５％ PL１７７
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する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１６�，袖部幅１２０�である。袖部はローム

土で構築された基部上に，砂質粘土を用いて作られている。火床部は床面を４�掘りくぼめており，火を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外へ２１�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。第２

層は，天井部の崩落土層である。

第３９６図 第２２５８号住居跡実測図
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第３９７図 第２２５８号住居跡出土遺物実測図
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ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３０～６７�である。Ｐ５は深さ５８�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １２層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片７０６点（坏４４，甕類６６１，甑１），須恵器片７３点（坏３４，高台付坏１，盤１，甕類３７）のほか，

混入した古墳時代の土師器片１点，中世以降の陶器片１点も出土している。６５７はＰ１付近の覆土中層，６５９は

中央部西側の床面からそれぞれ出土している。６５８は南壁際の覆土下層から出土しており，摩耗の状態が著し

いことや内・外面に墨が付着していることから盤を転用した硯と考えられる。６６０は南西から北西にかけての

床面から覆土下層に散在した状態で出土していることから，廃絶後まもなく投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２２６１号住居跡（第３９８・３９９図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｇ７区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２９７５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０５ｍ，短軸３�９０ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は６５～７５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１４～２５�，深さ５～１０�で，Ｕ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４０�，袖部幅１４５�である。左袖部は床面

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック，炭化物微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロ

ック・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化物微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロ

ック・炭化粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒

子微量
８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

９ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土ブロック微量
１０ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子・焼土粒子少量，ローム粒子・炭

化粒子微量
１１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子

・炭化物微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子微量
１４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
１６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
１７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１８ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量

７ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子中量・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 明 褐 色 ローム粒子中量

第２２５８号住居跡出土遺物観察表（第３９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６５７ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�７ ［７�７］ 石英・雲母 灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 覆土中層 ４５％

６５８ 須恵器 盤 － （１�９）１３�０ 石英・雲母 黒 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 高台部内外
面墨付着 覆土下層 ４０％ 転用硯

６５９ 須恵器 鉢 － （１５�２）１５�０ 石英・雲母 灰黄 普通 体部外面斜位の平行叩き 体部下端ヘラ削り後
一部ナデ 内面ヘラナデ 指頭痕 床面 ２５％

６６０ 土師器 甕 ２１�４ ３２�１ ８�７ 長石・石英・雲母 にぶい褐 良好 体部外面ヘラ磨き 内面下端ヘラナデ 輪積痕
底部木葉痕 覆土下層～床面 ９０％ PL１８３

―４３９―



より若干高く掘り残した地山を基部として構築され，右袖部は地山をわずかに掘り込んで構築されている。火

床部は床面を１３�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ３０�掘り込まれ，火床面

から外傾して立ち上がっている。第１０層は，天井部の崩落土層である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
６ 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子少量

７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

第３９８図 第２２６１号住居跡実測図

―４４０―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１９～６８�である。Ｐ５は深さ２４�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １２層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示している自然堆積である。しかし，第１２層のみは炭化粒子

が多量に含まれていることから，人為に埋め戻された層と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８０６点（坏１４，甕類７９１，甑１），須恵器片３９点（坏３２，甕類７）のほか，混入した古墳時

代の土師器片６１点も出土している。検出された遺物の約５０％は覆土中層（第２層）より上の層から出土している

ことから，住居跡に堆積して形成されたくぼ地へ一括廃棄されたと考えられる。それらの廃棄土器の中から，

６６３が出土している。また，床面から出土している遺物はなく，第３・４層から６６１・６６２が検出されている。

所見 廃絶時期は，出土土器から８世紀中葉以前と考えられる。

第２２６３号住居跡（第４００図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｇ９区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２６２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�９８ｍ，短軸３�７０ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は４２～６０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅８～１４�，深さ４～５�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０４�，袖部幅１００�である。袖部は床面と

同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４５�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子微量

７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１２ 極 暗 褐 色 炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３９９図 第２２６１号住居跡出土遺物実測図

第２２６１号住居跡出土遺物観察表（第３９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６６１ 須恵器 坏 ［１０�７］ ４�０ ７�０ 石英・長石 灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ４０％

６６２ 須恵器 坏 ［１２�７］ ４�０ ［８�１］ 石英・雲母 黄灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ２０％

６６３ 土師器 甕 ［１４�０］（７�２） － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ナデ 輪積痕 覆土下層 ５％

―４４１―



第４００図 第２２６３号住居跡・出土遺物実測図

―４４２―



ピット ２か所。Ｐ１は深さ３２�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に

伴うピットと考えられる。Ｐ２の性格は不明である。

覆土 １１層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示しているが，ロームを多く含んでいることから人為堆積で

ある。

遺物出土状況 土師器片３３１点（坏２，甕類３２８，甑１），須恵器片４２点（坏１７，高台付坏２１，甕類４）のほか，

混入した古墳時代の土師器片３３点も出土している。６６４は中央部の床面と竈の覆土から出土し，６６５は南壁コー

ナー部壁際と覆土下層から出土している。それぞれ離れた位置の破片が接合していることから，廃絶時に投棄

されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２２７２号住居跡（第４０１・４０２図）

位置 調査区北部のＢ１１ａ８区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 中央部から南部の壁や床に耕作による撹乱を受けており，南壁はほぼ遺存していない。長軸３�９５

ｍ，短軸３�８２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は４２～４４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前から中央部にかけて踏み固められている。中央より北の壁下には，幅１０～１１�，深

さ４～５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２０�，袖部幅１１０�である。袖部は床面と

同じ高さを基部として砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１５�掘りくぼめてローム土を埋め戻し，火

床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ３５�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

第３層は，天井部の崩落土層である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
８ にぶい赤褐色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少

量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・
炭化粒子微量

７ にぶい赤褐色 ローム粒子・灰中量，焼土粒子少量，炭化粒子
微量

８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒
子微量

９ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量

第２２６３号住居跡出土遺物観察表（第４００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６６４ 須恵器 高台付坏［１５�６］ ４�７ ９�５ 石英・雲母・小礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 竈覆土・床面 ７０％

６６５ 須恵器 高台付坏 １５�４ ５�０ ８�７ 石英・雲母・黒色粒子 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層～床面 ７０％ PL１６６

―４４３―



ピット Ｐ１は主柱穴で，深さは２１�である。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４４６点（甕類４４４，甑２），須恵器片１０８点（坏７６，高台付坏２，盤７，瓶類１，甕類２２），

銅製品１点（耳環），鉄滓１点のほか，混入した古墳時代の土師器片２５点，中世以降の陶器片５点，磁器片７

点も出土している。６６７は竈右袖部上と竈左袖部付近の覆土中層から出土した破片が接合し，６６８は竈の崩落土

層，６６９は北西部の覆土中層から出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたと考えられる。また，Ｍ９１は西壁際の

覆土上層から出土している。

所見 廃絶時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

１０ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

１１ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，灰少量，ローム粒子・炭化
粒子少量

１２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量

１３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量

１４ 灰 黄 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
１６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・焼

土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック少量

第４０１図 第２２７２号住居跡実測図

―４４４―



第２２７３号住居跡（第４０３・４０４図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ０区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�８２ｍ，短軸３�７８ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は１８～２５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１４～１８�，深さ４～１３�でＵ字状の断面を呈す

第４０２図 第２２７２号住居跡・出土遺物実測図

第２２７２号住居跡出土遺物観察表（第４０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６６６ 須恵器 坏 － （２�６）［９�３］長石・雲母 橙 普通 体部外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り 覆土上～下層 １０％

６６７ 須恵器 盤 ［２２�３］ ３�８ １１�８ 長石・雲母 にぶい褐 普通 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 体部下端手持ち
ヘラ削り 覆土中層 ８０％ PL１７９

６６８ 土師器 甕 ［１９�２］（８�１） － 長石・雲母・礫 黄灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 内面
ヘラ削り・ヘラナデ 竈覆土 ５％

６６９ 土師器 甕 ［２１�３］（７�６） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ヘラ削り・ナデ 覆土中層 ５％

番号 器種 長径 短径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９１ 耳環 ２�３ ２�２ ０�３ ３�０ 銅 メッキは�がれている 覆土上層 PL１９６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９２ 鉄滓 ２�８ ３�２ １�１ ２１�２ 鉄 焼土外面付着 床面

―４４５―



る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９３�，袖部幅１０１�である。袖部は床面よ

り若干高く掘り残した地山を中心とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を１０

�掘りくぼめたところへローム土を埋め戻し，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ１８�掘

り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。第２層は，天井部の崩落土層である。

ピット ５か所。Ｐ１～４は主柱穴で，深さは２２～３７�である。Ｐ５は深さ２２�で，竈と向かい合う南壁際の

中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２０６点（甕類２０４，甑２），須恵器片９５点（坏７６，高台付坏２，蓋１，盤１，鉢８，瓶

類１，甕類５，甑１），土製品１点（支脚），石器１点（敲石）のほか，混入した古墳時代の土師器片２２点も出

土している。６７０～６７２，TP１９，Ｑ５８は南壁際の覆土下層から集中して出土しており，廃絶後まもなくに廃棄

されたと考えられる。６７３は竈前の床面から破損した状態で出土しており，廃絶時に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４０３図 第２２７３号住居跡実測図

―４４６―



第２２７４号住居跡（第４０５～４０７図）

位置 調査区北部のＢ１１ｂ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 ほぼ全面において東西に横切る耕作による撹乱を受けており，竈や南壁の遺存状態は著しく悪い。

そのため，長軸は推定で４�６４ｍ，短軸４�４６ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は３６～５５�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。東西の壁下には，幅８～１８�，深さ２～１３�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。住居の掘り方は，四隅を掘り込んでいる状況が確認され，床面から深いとこ

第４０４図 第２２７３号住居跡出土遺物実測図

第２２７３号住居跡出土遺物観察表（第４０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６７０ 須恵器 坏 １４�０ ３�８ ７�７ 長石・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向ヘラ削り 覆土下層 ９０％ PL１６１

６７１ 須恵器 坏 ［１３�０］ ３�８ ８�３ 長石・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り後一部ヘラ削り 底部
切り離し後二方向ヘラ削り 覆土下層 ６０％

６７２ 須恵器 坏 １４�２ ４�５ ８�０ 長石・雲母 黄灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後二
方向ヘラ削り 覆土下層 ５５％

６７３ 須恵器 鉢 ［３９�２］（１５�５） － 長石・雲母 灰黄 不良 体部外面横位平行叩き 体部下端ヘラ削り 内
面指ナデ・ヘラナデ 当て具痕 床面 ２０％

TP１９ 須恵器 甕 － （５�６） － 長石・雲母 褐灰 普通 体部外面同心円状叩き 内面ナデ 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５８ 敲石 ６�８ ４�３ １�９ ８３�６ 流紋岩 端部に敲打痕 覆土下層

―４４７―



ろで３６�ある。また，Ｐ８・Ｐ９が掘り方から確認されている。

竈 北壁中央部に付設されているが，撹乱を受けているため遺存状態は悪い。火床部は長軸３５�，短軸２９�の

楕円形で，火を受けて赤変している。煙道部は壁外へ８�掘り込んでいる。

ピット ９か所。Ｐ１～４は主柱穴で，深さは３３～６０�である。Ｐ５は深さ１８�で，竈と向かい合う南壁際の

中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。床下からＰ８・Ｐ９が検出され，

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・砂質

粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム
粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第４０５図 第２２７４号住居跡実測図�

―４４８―



Ｐ３・Ｐ７とほぼ等間隔の方形に結べる位置にあることから，建て替え前の主柱穴と考えられる。Ｐ６の性格

は不明である。

覆土 ５層に分けられる。撹乱を著しく受けているため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片８０６点（甕類），須恵器片１９８点（坏１２６，高台付坏６，蓋２，瓶類３，甕類６０，甑１）

のほか，混入した古墳時代の土師器片６７点，中世以降の陶器片８点，磁器片１点も出土している。６７４は南西

部の覆土下層，６７５は北壁際の覆土下層からそれぞれ出土しており，廃絶後に廃棄されたと考えられる。６７６は

北東部の床面から正位の状態で出土していることから，遺棄されたものと考えられる。また，TP２０は北東部

の掘り方内から出土している。

所見 掘り方から主柱穴は，Ｐ３・Ｐ７～Ｐ９からＰ１～Ｐ４への立て替えが行われたと考えられる。時期は，

出土土器から８世紀後葉で，改築前はそれ以前と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第４０６図 第２２７４号住居跡実測図�

―４４９―



第２２７５号住居跡（第４０８・４０９図）

位置 調査区北部のＢ１１ｂ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７６号住居に掘り込まれており，東西方向の耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸４�７５ｍ，短軸４�６１ｍの方形と推定され，主軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は４４～５６�で，

外傾して直立ぎみに立ち上がっている。

床 現存する床はほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 北壁際の床面に焼土及び砂質粘土の広がりが確認されている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４４～６２�である。Ｐ５は深さ２４�で，竈に対峙する位置にあ

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７は深さ２０・２８�で，性格は

不明である。

覆土 ５層に分けられる。撹乱が激しいため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４６０点（坏４０，甕類４２０），須恵器片１２２点（坏６６，高台付坏１，盤１，蓋１，短頸壺１，甕

類５２），石器１点（砥石），鉄製品４点（刀子１，鎌１，釘１，不明１）が出土している。その他，混入した陶器

第４０７図 第２２７４号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロ－ム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

４ 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
５ 褐 色 焼土粒子中量

第２２７４号住居跡出土遺物観察表（第４０７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６７４ 須恵器 坏 － （４�０） ８�５ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向ヘラ削り 覆土下層 ６０％

６７５ 須恵器 坏 ［１２�１］ ３�９ ７�８ 長石・雲母 褐灰 普通 体部回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ６０％

６７６ 須恵器 長頸壺 － （１３�０） ７�６ 石英 灰白 普通 体部内外面ロクロナデ 外面自然釉付着 底部
回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ８０％ PL１７１

TP２０ 須恵器 甕 － （３�９） － 長石 褐灰 普通 体部外面自然釉付着 内面同心円状の当て具痕 掘り方

TP２１ 須恵器 甕 － （２�６） － 長石 灰 普通 体部外面同心円状叩き目 内面ナデ 覆土上層

―４５０―



片２点，磁器片６点なども出土している。６８１は中央部の覆土中層，６７９は北西部の覆土上層，６７８は北東部の

覆土中層からそれぞれ出土しており，細片であることから住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。Ｑ５９は

Ｐ３の覆土，Ｍ９３は中央部の覆土下層，Ｍ９４は北西部の覆土上層，Ｍ９５は竈の覆土からそれぞれ出土している。

所見 北壁中央部に竈が存在していたが，耕作による撹乱によって壊されている。覆土の堆積状況は不明であ

るが，時期は，出土土器と重複関係から８世紀中葉と考えられる。

第４０８図 第２２７５号住居跡・出土遺物実測図

―４５１―



第２２７６号住居跡（第４１０図）

位置 調査区北部のＢ１１ｃ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７５・２２７７号住居跡を掘り込んでいる。また，東西に横切る耕作による撹乱を受けており，本跡

の遺存状態は非常に悪い。

規模と形状 撹乱のため，南・北壁は検出されていない。東西軸は３�９８ｍ，南北軸は推定２�９８ｍの長方形で，

主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。一部遺存している壁高は１４�で，外傾して立ち上がっている。

床 凸凹で，中央部の一部が踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。撹乱を受けており，袖部，焚口部，火床部の一部が遺存している。規模は，

遺存している袖部幅は８４�であり，火床面は火を受けて赤変している。

覆土 ２層に分けられる。撹乱を受けているため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２４９点（甕類），須恵器片１０８点（坏１６，高台付坏１，蓋２，瓶類１，甕類８８），土製品

２点（不明），鉄器４点（鎌），鉄滓３点のほか，混入した古墳時代の土師器片７９点，中世以降の陶器片３点，

磁器片４点も出土している。６８４は竈の左袖部内から出土しており，構築時に埋め込まれたと考えられる。６８５

は覆土中から出土しており，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

第４０９図 第２２７５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２２７５号住居跡出土遺物観察表（第４０８・４０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６７７ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�８ ［８�０］長石・石英・雲母 灰白 良好 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り 覆土上層 ３０％

６７８ 須恵器 坏 ［１５�４］（５�１） － 長石・石英 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 覆土中層 ５％

６７９ 須恵器 盤 － （２�５）［１２�４］長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土上層 ５％

６８０ 須恵器 短頸壺［８�０］（３�８） － 長石・石英 灰 普通 口頸部内外面ロクロナデ 覆土上層 ５％

６８１ 土師器 甕 ［２５�４］（３�４） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 覆土中層 ５％

６８２ 土師器 甕 ［２０�６］（４�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土上層 ５％

６８３ 土師器 小形甕［１３�２］（４�４） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ Ｐ６覆土上層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ５９ 砥石 （３�９） （３�６） ２�０ （４８�２） 凝灰岩 砥面４面 断面長方形 Ｐ３覆土

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９３ 刀子 （３�９） （１�７） ０�３ （５�５） 鉄 刃先部欠損 茎部欠損 覆土下層

Ｍ９４ 鎌 （５�９） （２�８） ０�３ （１８�２） 鉄 基部破片 覆土上層

Ｍ９５ 釘 （２�８） ０�３ ０�３ （１�２） 鉄 頭部欠損 先端部欠損 断面正方形 竈覆土

―４５２―



所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀後葉と考えられる。

第２２８４号住居跡（第４１１図）

位置 調査区北部のＡ１１ｄ６区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

確認状況 東西に横切る耕作による撹乱を受けているため，住居の一部が壊されている。

規模と形状 長軸２�９５ｍ，短軸２�３３ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は５～９�で，外傾

して立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。北部と撹乱を受けた一部を除いた壁下には，幅１０～１４�，深さ５

～９�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第４１０図 第２２７６号住居跡・出土遺物実測図

第２２７６号住居跡出土遺物観察表（第４１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６８４ 須恵器 坏 ［１２�８］ ３�３ ８�５ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 底部二方向ヘラ削り 竈袖部 ４０％

６８５ 土師器 甕 ［１８�０］（４�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内外面ナデ 覆土 ５％

―４５３―



竈 北壁東寄りに付設されている。撹乱によって袖部と煙道部が壊されており，遺存状態は悪い。火床面は長

径３３�，短径３０�の円形で，中央部に撹乱を受けており，火を受けて赤変硬化している。

ピット 深さ２１�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 ４層に分けられる。堆積が薄いことと撹乱を受けていることから，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４７点（甕類４３，甑４），須恵器片６点（坏３，甕類３），石器１点（砥石）のほか，混

入した古墳時代の土師器片６点，中世以降の陶器片１点，磁器片１点も出土している。TP２２とTP２３は北西部

の覆土から出土しており，廃絶後に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量

６ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子微量
９ 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４１１図 第２２８４号住居跡・出土遺物実測図

―４５４―



第２２８５号住居跡（第４１２・４１３図）

位置 調査区北部のＡ１１ｂ７区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

確認状況 東西に横切る耕作による撹乱を受けているため，一部が壊されている。

規模と形状 長軸４�０３ｍ，短軸３�８１ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１５～１９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。撹乱を受けていない壁下には，幅８～１６�，深さ４～６�でＵ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第４１２図 第２２８５号住居跡実測図

第２２８４号住居跡出土遺物観察表（第４１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２２ 須恵器 甕 － （５�４） － 長石・石英 灰 普通 体部外面同心円状叩き 内面同心円状の当て具痕 覆土

TP２３ 須恵器 甕 － （２�６） － 長石・雲母・黒色粒子 褐灰 普通 体部外面横位平行叩き 内面ナデ 覆土

―４５５―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８１�，袖部幅１１２�である。袖部は床面よ

り高く掘り残した地山を中心とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を８～２２

�の不整形に掘りくぼめてローム土を埋め戻しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

へ３５�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１９～４３�である。Ｐ５は深さ２３�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 １１層に分けられる。各層に多くのロームブロックを含んでいることや，ブロック状に堆積した状況を示

していることから人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３２点（甕類），須恵器片３８点（坏３３，蓋１，甕類４），鉄器１点（刀子）のほか，混入

した古墳時代の土師器片１１点も出土している。６８６は竈の火床面上から破損した状態で出土しており，廃絶時

に廃棄されたと考えられる。６８７と６８８は北西部の覆土から出土しており，廃絶後に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２２８９号住居跡（第４１４図）

位置 調査区北部のＢ１１ｃ８区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９１号住居跡を掘り込んでいる。また，耕作による撹乱を著しく受けているため，遺存状態は悪い。

規模と形状 壁面に撹乱を受けて不明瞭であるため，長軸は推定３�２８ｍ，短軸は推定３�００ｍの方形で，主軸方

第４１３図 第２２８５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 粘土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・砂質粘土粒子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子多量

７ 明 褐 色 ロームブロック多量
８ にぶい褐色 ロームブロック多量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量

第２２８５号住居跡出土遺物観察表（第４１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６８６ 須恵器 坏 ［１３�０］ ３�８ ［７�０］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部二方向のヘラ削り 竈覆土 ２０％

６８７ 須恵器 坏 ［１２�３］ ４�１ ［８�５］ 長石・雲母 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部二方向のヘラ削り 覆土 ２０％

６８８ 須恵器 甕 ［１９�６］（５�２） － 長石・雲母 灰 普通 体部外面横位平行叩き 覆土 ５％

―４５６―



向はＮ－４°－Ｗである。一部遺存している壁高は２６～３０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ全面に撹乱を受けており，踏み固められた部分は確認されていない。

竈 北壁東寄りに付設されている。撹乱を受けているが，袖部，火床部，煙道部の一部が遺存している。遺存

している袖部幅は９５�であり，床面とほぼ同じ高さに砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面と同じ

高さに構築され，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ３８�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上

がっている。

覆土 ６層に分けられる。撹乱を受けているため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２８９点（甕類），須恵器９２点（坏２９，高台付坏１，蓋４，盤２，壺類３，甕４８，甑５），

土製品４点（支脚），鉄滓１点のほか，混入した古墳時代の土師器片２６点，中世以降の陶器片７点も出土して

いる。TP２４は北東部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀代後半と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量
８ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４１４図 第２２８９号住居跡・出土遺物実測図

―４５７―



第２２９０号住居跡（第４１５・４１６図）

位置 調査区北部のＢ１１ｅ８区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９１号住居跡を掘り込んでいる。また，住居北西部から南東にわたって耕作による撹乱を受けて

おり，竈と北壁の遺存状態は悪い。

規模と形状 長軸３�５３ｍ，短軸２�９５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は３１～４０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北部の一部を除いた壁下には，幅９～１２�，深さ２～４

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁東寄りに付設されている。撹乱を受けているため，煙道部，焚口部と袖部の一部が壊されている。遺

存している袖部幅は８６�である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ４０�で，性格は不明である。Ｐ２は深さ１６�で，竈と向かい合う南壁際の中央部

に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

第４１５図 第２２９０号住居跡実測図

第２２８９号住居跡出土遺物観察表（第４１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２４ 須恵器 甕 － （５�７） － 長石・石英・雲母・黒色粒子 橙 普通 体部外面横位平行叩き 火を受けている 内面ナデ 床面

―４５８―



第４１６図 第２２９０号住居跡出土遺物実測図

―４５９―



覆土 ９層に分けられる。壁が自然崩落した後に，ロームブロックを含んでいる土で埋められたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片５０３点（坏８８，高台付坏１，鉢１２，甕類３９７，甑５），須恵器片１９点（坏６，甕類１３），

土製品１点（小玉），鉄製品１点（不明）のほか，混入した古墳時代の土師器片４点，中世以降の瓦質土器片

５点，陶器片１点，磁器片１点も出土している。６８９は竈の覆土，６９４は竈右袖部に寄りかかる状態で出土し，６９１

は逆位の状態で竈前の床面，６９３・６９５はつぶれた状態で北東部壁際の床面からそれぞれ出土している。いずれ

も廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第２２９５号住居跡（第４１７図）

位置 調査区北部のＡ１２ｇ１区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

確認状況 削平により，北西部の壁と竈の大部分が壊されている。

規模と形状 長軸２�９４ｍ，短軸２�３５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｅである。壁高は２～９�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁溝を除いて踏み固められている。壁下には，幅８～１７�，深さ５～９�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 削平により遺存状態が悪く，北壁中央部に掘り方のみ確認された。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さはそれぞれ１６�，１８�である。Ｐ３は深さ１３�で，竈と向かい

合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。堆積が薄いため詳細は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量

６ 褐 色 焼土ブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物微量

３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２２９０号住居跡出土遺物観察表（第４１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６８９ 土師器 坏 １４�６ ４�９ － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面横ナデ 竈覆土 ６０％ ヘラ
記号「×」

６９０ 土師器 坏 ［１３�８］ ４�７ － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中層 ７０％

６９１ 須恵器 坏 １５�１ ４�４ ９�１ 長石・雲母・赤色粒子 浅黄 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 床面 １００％ PL１６１

６９２ 須恵器 坏 ［１３�０］（３�３）［８�２］ 石英・雲母 灰黄 普通 体部下端ヘラ削り 底部ヘラ削り 覆土上層 ５％ ヘラ記号
「＋」 PL１８３

６９３ 土師器 甕 ２２�２ ３３�１ ８�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面ヘラナデ・ヘラ磨き 内面ナデ 輪積
痕 底部ヘラ磨き 床面 ９５％ PL１８３

６９４ 土師器 小形甕 １７�３ １６�４ ７�６ 長石・石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り・ヘラ磨き 内面ナデ 底部
ヘラ削り 覆土下層 ８０％ PL１７８

６９５ 土師器 甑 ２１�８ ２１�１ － 長石・雲母 橙 普通 口辺部横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 床面 ９５％ PL１８７

TP２５ 須恵器 甕 － （４�５） － 長石・石英・黒色粒子 褐灰 普通 体部外面カキ目調整 自然釉付着 内面同心円
状の当て具痕 覆土上層 TP１０２６と

同一個体

TP２６ 須恵器 甕 － （３�５） － 長石・石英・黒色粒子 褐灰 普通 体部外面カキ目調整 自然釉付着 内面同心円
状の当て具痕 覆土下層 TP１０２５と

同一個体

TP２７ 須恵器 甕 － （４�２） － 長石・雲母 灰 普通 体部外面格子状叩き 内面同心円状の当て具痕 覆土上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９６ 不明 （５�８） １�２ ０�６ ［１２�９］ 鉄 表面中央部に薄い溝状の凹み有り 裏面ボタン状の脹
らみ有り 覆土上層

―４６０―



遺物出土状況 土師器片７点（坏２，甕類５），須恵器片８点（坏），土製品１点（支脚）のほか，混入した古

墳時代の土師器片２点も出土している。６９６はＰ１周辺の床面から，正位の状態で体部が底部に沿ってつぶれ

て出土しており，廃絶時に遺棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２２９７号住居跡（第４１８図）

位置 調査区北部のＡ１２ｇ２区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９６号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３０ｍ，短軸２�９８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｅである。壁高は１１～１４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量

４ 明 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
６ 褐 色 ローム粒子多量

第４１７図 第２２９５号住居跡・出土遺物実測図

第２２９５号住居跡出土遺物観察表（第４１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６９６ 須恵器 坏 １３�０ ３�９ ８�７ 長石・雲母・礫 褐灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部二方向のヘラ削り 床面 ６０％

―４６１―



竈 北壁中央部に付設されている。第２２９６号住居に煙道部から西部にかけて掘り込まれているため，遺存状態

は悪い。右袖部は遺存しており，床面より若干高く掘り残した地山を中心とし，その周囲に砂質粘土を貼り付

けて構築されている。火床部は床面を３�掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変している。

ピット 深さ２７�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 ５層に分けられる。堆積が薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片１６点（坏１，甕類１５），須恵器片８点（坏６，甕類２）のほか，混入した古墳時代の

土師器片１点，中世以降の陶器片２点も出土している。TP２８は北西部の覆土から出土しており，廃絶後に廃

棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック中量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第４１８図 第２２９７号住居跡・出土遺物実測図

第２２９７号住居跡出土遺物観察表（第４１８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２８ 須恵器 甕 － （３�０） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面同心円状叩き 内面ナデ 覆土上層

―４６２―



第２２９８号住居跡（第４１９～４２１図）

位置 調査区北部のＢ１２ａ３区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９９号住居跡を掘り込み，第３０９号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６３ｍ，短軸４�００ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は４～７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 やや凹凸があり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅４～２０�，深さ２～７�で，Ｕ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１００�，袖部幅１３５�である。袖部は床面よ

り若干高く掘り残した地山を中心として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を

４�掘りくぼめている。煙道の立ち上がり部に土師器小形甕が支脚として据えられ，火を受けて赤変硬化して

いる。煙道部は壁外へ４４�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。第２層は，天井部の

崩落土層である。

第４１９図 第２２９８号住居跡実測図

―４６３―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５１～６３�である。Ｐ５は深さ２０�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示している自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３２６点（坏４，甕類３１７，甑５），須恵器片９４点（坏５７，蓋１６，高盤１，壺類２，甕類

４，甑１４），灰釉陶器片１点（蓋），鉄製品１点（紡錘車），粘土塊２点，鉄滓１点のほか，混入した古墳時代

の土師器片１０９点，中世以降の陶器片１点も出土している。６９９は中央部北西側の床面からつぶれた状態で出土

している。竈の煙道部から出土した７００は火を受けていることから，支脚として使用されていたと考えられる。

これらは出土状況から遺棄されたものと考えられる。６９８は東部の床面，７０１は北東コーナー部際の床面よりや

や浮いた状態で，それぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子・灰中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
４ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化物・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

９ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子・砂
質粘土粒子微量

１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１１ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム

粒子・炭化粒子少量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
１４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子少量
１６ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭

化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第４２０図 第２２９８号住居跡出土遺物実測図�
―４６４―



第２３０５号住居跡（第４２２・４２３図）

位置 調査区北部のＢ１２ｂ８区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３１２号掘立柱建物に掘り込まれている。また，南北方向に耕作による撹乱を受けており，一部が

壊されている。

規模と形状 長軸３�６４ｍ，短軸２�７７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｅである。壁高は８～１５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 平坦で，ほぼ全面が踏み固められている。壁下には，幅７～１４�，深さ１～４�でＵ字状の断面を呈する

第４２１図 第２２９８号住居跡出土遺物実測図�

第２２９８号住居跡出土遺物観察表（第４２０・４２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６９７ 須恵器 坏 ［１４�３］ ４�３ ８�４ 長石・石英・礫 にぶい黄褐 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り後ヘラ削り 床面 ７０％

６９８ 須恵器 蓋 １１�１（１�６） － 長石・石英 灰 普通 天井部左回転ヘラ削り後つまみ接合 覆土下層 ７５％

６９９ 土師器 甕 ２３�２ ３３�０ ８�０ 長石・石英・雲母・小礫 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 体部下端ヘラ削り 内外面
ヘラナデ 床面 ９０％ PL１８３

７００ 土師器 小形甕 １４�４ １５�９ ８�２ 石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内面ヘラナデ 輪積痕 体部下端ヘラ削り
底部木葉痕 煙道部上 ９５％ PL１７８

７０１ 須恵器 甑 ３５�３ ２８�０［１２�９］石英・雲母 黄灰 普通 体部外面横位・斜位平行叩き 体部下端ヘラ削
り 内面ヘラナデ・ナデ 指頭痕 床面 ７０％ PL１８７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９７ 紡錘車 ３�８ ３�９ １�６ ７６�３ 鉄 円盤状で孔は鉄軸の１部によって塞がれている 孔の
周りが一段低く廻っている 覆土

―４６５―



壁溝が巡っている。

竈 北壁東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９１�，袖部幅１１８�である。袖部は床面よ

り高く掘り残した地山を中心とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は地山を５�不

整形に掘りくぼめてローム土を埋め戻しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４７�

掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ２５�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に

伴うピットと考えられる。Ｐ２の性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。西側からロームブロックを含んでいる土を投げ入れた堆積状況を示していることか

ら，人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２３点（甕類），須恵器片８点（坏２，甕類６）のほか，混入した古墳時代の土師器片

４点，中世以降の磁器片１点も出土している。１０２５は竈の覆土から出土しており，廃絶後に廃棄されたと考え

られる。

所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロ

ーム粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子少量

第４２２図 第２３０５号住居跡実測図

―４６６―



第２３０６号住居跡（第４２４図）

位置 調査区北部のＢ１１ｅ９区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９３号住居跡を掘り込み，第２２９２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�５０ｍ，短軸３�３８ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は３～４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１８～１９�，深さ６�でＵ字状の断面を呈する壁

溝が巡っている。

竈 北壁西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９２�，袖部幅１２３�である。袖部は地山を

掘り込み，砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を１８�椀状に掘りくぼめており，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ３３�掘り込まれ，火床面から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さ８�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状に堆積した後に，第２２９２号住居に掘り込まれた堆積状況を示している。

遺物出土状況 土師器片１６１点（坏３，甕類１５８），須恵器片４３点（坏２，高台付坏１，盤１，甕類３２，甑７），

土製品１点（支脚），鉄器１点（刀子）のほか，混入した古墳時代の土師器片３９点も出土している。７０２は北東

第４２３図 第２３０５号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子

・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子

・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 灰中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘

土粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ロームブロック微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・砂

質粘土粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂
質粘土粒子微量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，
砂質粘土粒子微量

１１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
１２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，砂

質粘土粒子微量
１３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子

・炭化粒子微量
１４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒

子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック・炭化物微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２３０５号住居跡出土遺物観察表（第４２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２５ 須恵器 坏 ［１４�０］（３�２） － 長石・雲母 橙 普通 体部内外面ロクロナデ 竈覆土 ５％

―４６７―



部の床面，７０３は竈手前の床面，TP２９は北西部の床面からそれぞれ出土しており，廃絶後まもなくに廃棄され

たと考えられる。また，Ｍ９８は東壁際の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀後葉と考えられる。

第４２４図 第２３０６号住居跡・出土遺物実測図

―４６８―



� 掘立柱建物跡

第３０１号掘立柱建物跡（第４２５図）

位置 調査区西部のＣ９ｈ９区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７３号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 西側が調査区域外のため南北方向は３間，東西方向は１間だけが確認された側柱式建物跡で，桁

行方向Ｎ－０°の南北棟と推定される。規模は確認された範囲では，桁行７�２ｍ，梁行１�０ｍである。柱間寸法

は，梁行が不明であるが，桁行は２�４ｍ（８尺）を基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ４か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸９６～１００�，短軸８８～９９�である。深さは３０～５５�で，断面

形はＵ字形や逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりのない極暗褐色である。すべての

底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした炭化物混じりの褐色

土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

４ 暗 褐 色 炭化材中量，ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４２５図 第３０１号掘立柱建物跡実測図

第２３０６号住居跡出土遺物観察表（第４２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７０２ 須恵器 高台付坏 － （１�４）［９�６］ 長石 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 高台貼り付け 覆土下層 ５％

７０３ 須恵器 盤 － （６�２） － 長石・雲母 褐灰 普通 体部外面・内底に墨付着 内底あまり研磨され
ておらず使用頻度は低かったと考えられる 床面 ５％ 転用硯

TP２９ 須恵器 甕 － （１９�６） － 長石・石英・小礫 灰褐 良好 体部外面横位平行叩き 自然釉付着 内面当て具痕 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９８ 刀子 （１６�２） ０�８ ０�５ ２４�３ 鉄 刃部切先欠損 茎部木質残存 覆土下層 PL１９８
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遺物出土状況 土師器片５６点（坏７，甕類４９），須恵器片５点（坏４，甕１），縄文土器片１点が各柱穴から出

土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 推定される規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。東側には第２００８号住居跡があり，本

跡と軸線を揃えて並列していることから，同時期に機能していたものと推測される。機能していた時期は，柱

穴の規模や形態，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第３０５号掘立柱建物跡（第４２６図）

位置 調査区南西部のＤ９ｆ９区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３１～２０３３号住居跡を掘り込み，第３０４号掘立柱建物，第２６２０号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の総柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行

３�６ｍ，梁行３�０ｍで，面積は１０�８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８ｍ（６尺），梁行が１�５ｍ（５尺）を基調

とし，均等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ９か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径４３～６４�，短径４２～５４�である。深さは３６～５５�で，

断面形はＵ字形や，二段掘り込みである。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土であ

る。すべての土層断面から柱痕跡が明瞭に確認され，推定される柱の太さは２０�前後である。また，Ｐ２・Ｐ６・

Ｐ８の掘方の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・

第４２６図 第３０５号掘立柱建物跡実測図
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暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片５２点（坏１０，甕類４２），須恵器片２点（坏，甕）が各柱穴から出土している。いずれ

も細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北には第３７０号掘立柱建物跡があり，軸

線を揃えて直列している。また，東には第３７５号掘立柱建物跡があり，軸線をほぼ揃えて並列していることか

ら，これらの建物群は同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第３０７号掘立柱建物跡（第４２７図）

位置 調査区南西部のＥ１０ｂ２区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０４５号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量

第４２７図 第３０７号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６�３

ｍ，梁行３�０ｍで，面積は１８�９ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１ｍ（７尺），梁行が１�５ｍ（５尺）を基調と

し，均等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は円形または楕円形である。規模は長径６４～８６�，短径６２～７４�，深さは２４～７２�であ

り，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・４・７・１１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒褐

色土である。その他の層は埋土で，ローム土を主体とする焼土・炭化物混じりの黒色土・黒褐色土が互層をな

し，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２０１点（坏２９，甕類１７２），須恵器片３点（坏１，甕２），不明鉄製品２点のほか，混入

した縄文土器片１点，土製品１点（支脚）が各柱穴から出土している。いずれも細片であり，図示できるもの

はない。

所見 規模や形状から穀物などを納めた倉庫と考えられる。廃絶時期は，柱穴の規模や形態，出土土器などか

ら８世紀代と考えられる。

第３１３号掘立柱建物跡（第４２８図）

位置 調査区北部のＢ１２ｅ１区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９３号住居跡を掘り込んでいる。また，第２９８８・２９８９・３０３７・３０３８号土坑と重複しているが，新

旧関係は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－２°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行

４�５ｍ，梁行４�２ｍで，面積は１８�９ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１～２�４ｍ（７～８尺），梁行が１�８～２�４ｍ

（６～８尺）を基調とし，桁行は北から２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺）である。北妻梁行は東から１�８ｍ（６尺），２�４

ｍ（８尺）であるのに対して，南妻梁行では２�１ｍ（７尺）ずつ均等に配されてばらつきがある。柱筋はほぼ

揃っている。

柱穴 ８か所。平面形は楕円形で，規模は長径７５～９８�，短径５８～７９�である。深さは４３～７４�で，断面形は

Ｕ字形や逆台形である。土層は第１・６層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・黒褐色土である。

また，Ｐ１～Ｐ４・Ｐ６・Ｐ８の底面からは柱のあたりが確認されている。第２～５層は埋土で，ローム土を

主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片４８点（坏６，甕類４２），須恵器片９点（坏１，甕類８）が各柱穴から出土している。

いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の南東には第３６４号掘立柱建物跡があり，

軸線を揃えて並列していることから，同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から８世紀

後葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
８ 黒 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 黒 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
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第３３１号掘立柱建物跡（第４２９図）

位置 調査区南部のＤ１１ｊ３区，標高１８ｍほどの南への傾斜面に位置している。

規模と構造 南側が調査区域外に伸びているため，全体の構造は不明である。掘り方２か所のみが確認された

が，柱痕跡と柱のあたりが確認されており，周辺の掘立柱建物跡と主軸方向がほぼ一致することから見て，掘

立柱建物跡と考えられる。確認された範囲では，桁行１間，梁行２間で，主軸方向Ｎ－８２°－Ｅの東西棟と推

測される。確認された範囲の柱間寸法は，梁行１�８ｍ（６尺）である。

柱穴 ２か所。平面形は，楕円形で，規模は長径６７～８０�，短径５７～７２�である。深さは４４～５０�で，断面形

は逆台形，二段掘り込みである。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒色土である。その他

の層は埋土で，ローム土と粘土を主体とした褐色土・黒色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められてい

る。

第４２８図 第３１３号掘立柱建物跡実測図
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遺物出土状況 土師器片６点（甕）がＰ１から出土している。細片のため図示できるものはない。

所見 周辺の掘立柱建物跡と軸線が一致することから，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土

器から８世紀後葉と考えられる。

第３３２号掘立柱建物跡（第４３０図）

位置 調査区南東部のＣ１３ｉ４区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６５・２０８０・２０８４号住居に掘り込まれている。また，第１５号ピット群と重複しているが新旧関係

は不明である。

規模と構造 南側の大部分を住居に掘り込まれているため，掘り方３か所だけが確認されている。桁行２間，

梁行１間以上で，桁行方向Ｎ－８°－Ｅの南北棟と推定される。確認された範囲では，規模は，梁行４�２ｍで，

柱間寸法２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に配されている。

柱穴 ３か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸１１１～１４１�，短軸９４～９８�である。深さは４５～７３�で，断面

形は逆台形である。土層は第１・６・７・１３層が柱抜き取り後の覆土に相当し，やや締まった暗褐色土である。

また，Ｐ１・Ｐ３の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐

色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２０点（坏６，甕類１３，甑１），須恵器片２点（坏）が各柱穴から出土している。いず

れも細片で図示できるものはない。

所見 大部分が第２０６５・２０８４号住居に掘り込まれ，遺構の全容はつかめない。柱穴の規模や形態から，穀物な

どを納めた倉庫と推測される。時期は，９世紀前葉に比定される第２０６５号住居に掘り込まれていることや，出

土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 黒 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

４ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量
５ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
６ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量

第４２９図 第３３１号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子微量

９ 暗 褐 色 粘土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
１２ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
１４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
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第３３４号掘立柱建物跡（第４３１・４３２図）

位置 調査区西部のＢ９ｉ４区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０１９号住居跡を掘り込み，第２０４号溝，第２８４０号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７６°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行６�３

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２６�４６ｍ２である。柱間寸法は，桁行，梁行ともに２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に

配されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。平面形は，隅丸方形である。規模は長軸６６～８１�，短軸５８～７６�，深さは１２～３９�であり，断

面形は逆台形である。土層は第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土と黒褐色土である。

Ｐ２・Ｐ４の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。その他の層は

埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

第４３０図 第３３２号掘立柱建物跡実測図

第４３１図 第３３４号掘立柱建物跡実測図�
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遺物出土状況 土師器片３点（甕）がＰ１・Ｐ３から出土している。細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，軸線の方向と柱穴の規模や形態から８

世紀代と考えられる。

第３３５号掘立柱建物跡（第４３３図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｈ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２１８号住居跡，第２１３号溝跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の総柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－９０°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行，

梁行ともに４�８ｍで，面積は２３�０４ｍ２である。柱間寸法はともに２�４ｍ（８尺）を基調とし，柱筋はほぼ揃って

いる。

柱穴 ９か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径６５～１１２�，短径６１～８８�である。深さは１６～７０�

で，断面形は，Ｕ字形や逆台形である。土層は第１～３・１５層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色

土である。第７～９・１１～１４・１７～２０層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土・灰褐

色土が互層をなし，強く突き固められている。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片１３２点（坏２６，甕１０６），須恵器片９点（坏４，蓋１，甕４），鉄滓１点が各柱穴から出

土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器から８世紀代と考えられる。

第４３２図 第３３４号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ローム粒子多量

７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
７ 灰 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

１１ 灰 褐 色 ロームブロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１５ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１８ 褐 色 ロームブロック中量
１９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
２０ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子少量

―４７６―



第３３６号掘立柱建物跡（第４３４・４３５図）

位置 調査区南部のＤ１２ａ１区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１８５号住居跡，第４６号井戸跡，第３３号不明遺構を掘り込み，第２４０５号土坑，第２０７号溝に掘り込

まれている。また，第２４１１・２４１２号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－２°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行４�８ｍで，面積は３４�５６ｍ２である。柱間寸法は２�４ｍ（８尺）を基調としている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形で，規模は長軸６９～１０２�，短軸６４～９８�である。深さは２０～８０�で，断

面形は逆台形である。土層は第１・９・１０層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱いにぶい褐色土・黒褐色土

である。Ｐ２・Ｐ５・Ｐ１０を除いた土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認されており，推定される柱の太さは２５

�ほどである。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

第４３３図 第３３５号掘立柱建物跡実測図

―４７７―



土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 炭化材中量，ロームブロック・粘土ブロック少量，

焼土粒子微量
２ 明 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
３ 灰 白 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量
５ 灰 白 色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量

６ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
７ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 炭化材・ロームブロック・粘土ブロック少量
９ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化材

微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量

第４３４図 第３３６号掘立柱建物跡実測図�

―４７８―



遺物出土状況 土師器片１１０点（坏１０，甕類１００），須恵器片１５点（坏１０，甕類５）が各柱穴から出土している

が，いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の南から西には軸線を揃えて第３３９・３５５・

３５７号掘立柱建物跡などがあり，同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から８世紀後葉

と考えられる。

第３３８号掘立柱建物跡（第４３６図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｂ７区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３７号掘立柱建物，第２９４８・２９４９号土坑に掘り込まれている。また，第２８２４・２９４６・２９４７号土坑

と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１１°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行４�８

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２０�１６ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�５～１�８ｍ（５～６尺），梁行が１�８～２�４ｍ（６

～７尺）を基調とし，桁行は東から１�８ｍ（６尺），１�５ｍ（５尺），１�５ｍ（５尺）である。また，梁行は北か

ら１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺）である。

柱穴 １０か所。平面形は楕円形で，規模は長径８５～１１０�，短径７２～９０�である。深さは３８～７０�で，断面形

はＵ字形や逆台形である。土層は第６～９・１３層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・黒褐色土

である。また，Ｐ１・Ｐ７の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体

とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片３７点（坏３，甕類３４），須恵器片３点（蓋１，甕類２）が各柱穴から出土しているが，

いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。西には第３７４号掘立柱建物跡がある。時期は，

出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第４３５図 第３３６号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量
８ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１５ 黒 色 ローム粒子微量

―４７９―



第３３９号掘立柱建物跡（第４３７図）

位置 調査区南部のＤ１２ｅ４区，標高１８ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６０土坑に掘り込まれている。また，第２９９２・２９９３号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

規模と構造 南側が調査区域外に延びているため全体の規模は不明であるが，桁行３間，梁行２間の側柱式建

物跡で，桁行方向Ｎ－８２°－Ｅの東西棟と推定される。確認された範囲では，規模は，桁行５�４ｍ，梁行１�８ｍ

以上で，柱間はともに１�８ｍ（６尺）を基調としている。

柱穴 ５か所。平面形は楕円形で，規模は長径８６～１２４�，短径７０～８８�である。深さは１６～４８�で，断面形

は逆台形である。土層はすべて柱抜き取り後の覆土である。また，Ｐ４・Ｐ５の底面からは柱のあたりが確認

されている。

第４３６図 第３３８号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック多量

４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

―４８０―



遺物出土状況 須恵器片２点（盤，鉢）が出土している。いずれも混入したものである。

所見 本跡の西には第３５７号掘立柱建物跡があり，軸線を揃えて並列していることから，同時期に機能してい

た穀物などを納めた倉庫と推測される。出土遺物がなく時期の特定は困難であるが，規模や形状，配置から８

世紀後葉と考えられる。

第３４０号掘立柱建物跡（第４３８図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｄ５区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７９号掘立柱建物に掘り込まれている。また，第２７３３・２７３４号土坑と重複するが新旧は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに３間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行，

梁行ともに５�４ｍで，面積は２９�１６ｍ２である。柱間寸法は１�８ｍ（６尺）を基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １２か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸８９～１３４�，短軸７２～１１４�である。深さは３８～８１�で，断面

形はＵ字形や逆台形である。土層は第１～４層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・黒褐色土で

ある。また，Ｐ２以外の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とし

た褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１１８点（坏１０，甕類１０８），須恵器片１３点（坏６，甕類７），土製品１点（支脚）が各柱

穴から出土している。１０３０はＰ５の覆土から出土している。

７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
９ 褐 灰 色 ロームブロック中量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第４３７図 第３３９号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１３ 褐 色 ローム粒子多量

―４８１―



所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。掘方の底面に乱れがあることから，時期は，８

世紀中葉に比定される第３７９号掘立柱建物に掘り込まれていることや，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第４３８図 第３４０号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第３４０号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３０ 土師器 甕 ［２３�０］（６�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ナデ Ｐ５覆土 ５％

―４８２―



第３５１号掘立柱建物跡（第４３９図）

位置 調査区南部のＤ１１ｄ７区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０７号溝に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－２°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行５�４

ｍ，梁行４�５ｍで，面積は２４�３ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８ｍ（６尺），梁行は北妻が東から１�８ｍ（６

尺），２�７ｍ（９尺），南妻が２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺）とばらつきがあり，妻部で中央柱がやや軸線よりは

み出している。

柱穴 １０か所。平面形は楕円形で，規模は長径６４～９２�，短径４４～８７�である。深さは２０～５０�で，断面形は

Ｕ字形や逆台形である。土層は第１・１５層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土である。Ｐ３～Ｐ

７・Ｐ９の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土と粘土を主体とした褐色

土・暗褐色土・黒褐色土・灰褐色土が互層をなし，強く突き固められている。Ｐ４の第１４層は，粘土粒子を多

量に含んでいる。

第４３９図 第３５１号掘立柱建物跡実測図

―４８３―



遺物出土状況 土師器片４７点（坏５，甕類４２），須恵器片７点（坏３，甕類４），陶器片１点（常滑甕）が各柱

穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の南東には第３５７号掘立柱建物跡が隣接し，

軸線がほぼ直交している。また，北西には第３５５・３５８号掘立柱建物跡があり，軸線を揃えて並列または直列し

ていることから，これらの建物群は同時期に機能していたものと推測される。時期は，配置や出土土器から８

世紀後葉と考えられる。

第３５２号掘立柱建物跡（第４４０図）

位置 調査区南部のＤ１１ｅ８区，標高１８ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３５７号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 南側が調査区域外のため全体の規模は不明であるが，桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁

行方向Ｎ－９°－Ｅの南北棟と推定される。確認された範囲から，規模は桁行４�９ｍ以上，梁行３�６ｍである。

柱間寸法は桁行が２�１ｍ（７尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を基調としている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

９ 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
１４ 灰 褐 色 粘土粒子中量
１５ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

第４４０図 第３５２号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 ６か所。平面形は，円形または楕円形で，規模は長径６１～８２�，短径６０～７０�である。深さは２５～５０�

で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・６層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土であ

る。Ｐ３～Ｐ５の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。また，Ｐ

４・Ｐ６の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土と粘土を主体とした暗褐

色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片３点（甕類）がＰ２・Ｐ３・Ｐ４から出土している。細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，８世紀後葉に比定される第３５７号掘立

柱建物に掘り込まれていることや，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第３５５号掘立柱建物跡（第４４１図）

位置 調査区南部のＤ１１ａ３区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０７４号住居跡を掘り込み，第２１４７号土坑（墓壙）に掘り込まれている。また，第２１５７号土坑と重

複しているが新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに３間の側柱式建物跡で，桁行方向はＮ－５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁

行，梁行ともに４�５ｍで，面積は２０�２５ｍ２である。柱間寸法は１�５ｍ（５尺）を基調とし，均等に配されている。

柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １２か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸８８～１３６�，短軸７５～９８�である。深さは

４４～６５�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・１４層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐

色土・灰褐色土である。また，その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・灰褐色土が互

層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１８５点（坏２４，甕類１６１），須恵器片４９点（坏１５，瓶類３，甕類２９，甑２），不明銅製品

１点，炭化材のほか，混入した石器２点（細石刃，石核），磁器片１点も出土している。１０３１・１０３２はＰ１２の

柱抜き取り痕，TP５５はＰ５の柱抜き取り痕から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられ，焼失した可能性が考えられる。本跡の南東には第

３５８号掘立柱建物跡があり，本跡の南妻と第３５８号掘立柱建物跡の北桁行が直交していることから，同時期に機

能していたものと推測される。廃絶時期は，柱抜き取り痕から出土した土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土粒子少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子多量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１４ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量

―４８５―



第４４１図 第３５５号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第３５５号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３１ 須恵器 鉢 ［３０�４］（６�２） － 長石・石英・雲母・黒色粒子 灰白 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面横位の平行叩き
内面ヘラナデ

Ｐ１２柱抜き
取り痕 ５％

１０３２ 須恵器 長径瓶 － （５�９） － 長石 灰 普通 体部ロクロ整形後頸部接合 Ｐ１２柱抜き
取り痕 ５％

TP５５ 須恵器 甕 － （７�０） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面横位の平行叩き 内面ナデ Ｐ５柱抜き
取り痕

―４８６―



第３５７号掘立柱建物跡（第４４２図）

位置 調査区南部のＤ１１ｆ９区，標高１８ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３５２号掘立柱建物跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８４°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行４�８ｍで，面積は３４�５６ｍ２である。柱間寸法は２�４ｍ（８尺）を基調とし，均等に配されている。柱筋

はＰ４・Ｐ５以外ほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸５６～１１７�，短軸５２～９７�である。深さは

１２～４３�で，断面形は逆台形である。土層は第１・５層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土であ

る。Ｐ１・Ｐ５・Ｐ１０の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０～２５�前後である。

第４４２図 第３５７号掘立柱建物跡実測図

―４８７―



また，Ｐ７の底面からは柱のあたりが確認されている。第２～４・６～９層は埋土で，粘土混じりの暗褐色土

が互層をなし，強く突き固められている。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏１１，甕類２９），須恵器片１１点（坏７，高台付坏２，蓋１，甕１）が各柱穴か

ら出土しているが，いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の東には第３３９号掘立柱建物跡があり，北

桁を揃えて並列していることから，同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から８世紀後

葉と考えられる。

第３５８号掘立柱建物跡（第４４３図）

位置 調査区南部のＤ１１ｂ５区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０７号溝，第２１５３・２１５４・２１５５号土坑に掘り込まれている。また，第２０７４号住居，第２１２８・２１２９

・２１３０・２１６２・２１６３・２１６４号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８５°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行

６�０ｍ，梁行４�８ｍで，面積は２８�８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が３�０ｍ（１０尺），梁行が２�４ｍ（８尺）を基調

としている。

柱穴 ８か所。平面形は楕円形を基調とし，規模は長径７４～１０１�，短径７２～１００�である。深さは３～６２�で，

断面形は逆台形である。土層は第１・６層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土である。また，

Ｐ１・Ｐ６の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・

暗褐色土・黒褐色土・灰褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片５６点（坏１７，甕類３９），須恵器片１１点（坏６，甕類５）が各柱穴から出土しているが，

いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の南東には第３５１号掘立柱建物跡，北西に

は第３５５号掘立柱建物跡が隣接し，本跡の北桁行と第３５５号掘立柱建物跡の南妻が直交していることから，同時

期に機能していたものと推測される。時期は，配置や出土土器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

１０ 黒 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック・焼土粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
１２ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子中量
１３ にぶい橙色 粘土ブロック中量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１５ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，焼土粒子少量
１６ 橙 色 粘土ブロック多量，炭化物少量
１７ 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
７ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
９ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
１０ 灰 褐 色 粘土ブロック少量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

１２ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
１３ 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
１４ 灰 褐 色 粘土ブロック微量
１５ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
１７ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１８ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
１９ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
２０ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
２１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２２ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量

―４８８―



第３６３号掘立柱建物跡（第４４４図）

位置 調査区南部のＤ１１ｇ５区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３５６号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８５°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行，

梁行ともに３�０ｍで，面積は９�０ｍ２である。柱間寸法は１�５ｍ（５尺）を基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ７か所。平面形は円形または楕円形である。柱穴の規模は小さく，長径６２～９０�，短径５４～９０�である。

深さは１６～５８�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層はいずれも柱抜き取り後の覆土で，ローム土を主体

とした黒褐色土や極暗褐色土である。

第４４３図 第３５８号掘立柱建物跡実測図
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遺物出土状況 土師器片３８点（坏３，高坏１，甕類３４），須恵器片１７点（坏１１，蓋２，甕類４）が各柱穴から

出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡周辺には軸線を揃えた第３５５・３５７・３５８号

掘立柱建物跡などがあり，これらの建物群の第３５７号掘立柱建物跡は同時期に機能していたものと推測される。

時期は，９世紀前葉に比定される第３５６号掘立柱建物跡に掘り込まれていることや，出土土器から，８世紀後

葉と考えられる。

第３６４号掘立柱建物跡（第４４５図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｆ３区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２１５・２２１７号住居跡を掘り込み，第２５３１号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－３°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行４�５

ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１６�２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�５ｍ（５尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を基調と

し，均等に配されている。

柱穴 １０か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径５０～９０�，短径４６～８６�である。深さは３０～５５�で，

断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第４・５・９・１０・１１・１３・１５層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの

弱い暗褐色土・黒褐色土・灰褐色土である。Ｐ２・Ｐ４・Ｐ６の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推

定される柱の太さは１５�以上である。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク微量

５ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量

第４４４図 第３６３号掘立柱建物跡実測図
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土などが互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏７，甕類３３），須恵器片２点（坏，甕），陶器片２点が各柱穴から出土してい

る。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北西には第３１３号掘立柱建物跡があり，

軸線を揃えて並列している。時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第３６８号掘立柱建物跡（第４４６・４４７図）

位置 調査区東部のＣ１３ｉ６区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３９５号掘立柱建物跡を掘り込み，第２０８０号住居，第３６６号掘立柱建物，第２４５０号土坑に掘り込まれ

ている。また，第２４３１・２４３４・２４４４号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行６�３

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２６�４６ｍ２である。柱間寸法は，２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に配されている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 灰 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 灰 色 ロームブロック中量
６ 灰 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１２ にぶい褐色 ロームブロック中量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１４ 褐 色 ロームブロック少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
１７ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第４４５図 第３６４号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 ８か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸８０～１２３�，短軸７６～１０７�である。深さは

２０～４２�で，断面形は逆台形である。土層は第１・６層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・黒

褐色土である。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く

突き固められている。

遺物出土状況 土師器片３９点（坏１，甕類３７，甑１），須恵器片８点（坏５，甕類３）が各柱穴より出土して

いる。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，８世紀後葉に比定される第３６６号掘立

柱建物に掘り込まれていることや，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ にぶい褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
９ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１０ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第４４６図 第３６８号掘立柱建物跡実測図�
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第３７０号掘立柱建物跡（第４４８・４４９図）

位置 調査区南西部のＤ９ｃ９区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２００７・２０２９・２０３０・２０３１・２０３２号住居跡を掘り込み，第３７６号掘立柱建物に掘り込まれている。

第４４７図 第３６８号掘立柱建物跡実測図�

第４４８図 第３７０号掘立柱建物跡実測図�
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規模と構造 桁行３間，北妻梁行２間，南妻梁行３間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１２°－Ｗの南北棟であ

る。規模は，桁行６�９ｍ，梁行５�４ｍで，面積は３７�２６ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１～２�４ｍ（７～８尺），

北妻梁行が２�７ｍ（９尺），南妻梁行が１�８ｍ（６尺）を基調とし，東側桁行は北から２�４ｍ（８尺），２�４ｍ（８

尺），２�１ｍ（７尺）である。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １１か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸８６～１０６�，短軸７０～９４�である。深さ

は１８～１００�で，断面形は逆台形である。土層は第１～３・８・９層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い

褐色土・暗褐色土である。また，Ｐ８・Ｐ９の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，

ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１０２点（坏１４，甕類８８），須恵器片１９点（坏７，高台付坏２，盤１，甕類９），土製品

１点（支脚）が各柱穴から出土している。１０３３はＰ３の埋土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北には第３０３号掘立柱建物跡があり，軸

線を揃えて直列している。また，南東には第３７５号掘立柱建物跡があり，軸線を揃えて並列していることから，

これらの建物群は同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から８世紀中葉に構築されたも

のと考えられる。

第３７２号掘立柱建物跡（第４５０図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｆ１区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３４Ａ・２０３４Ｂ・２０３５号住居跡，第３７５号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

第４４９図 第３７０号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ロームブロック多量
８ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量

１１ 褐 色 ロームブロック中量
１２ 褐 色 ロームブロック少量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１７ 褐 色 ローム粒子中量
１８ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第３７０号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４４８・４４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３３ 須恵器 坏 ［１２�８］（４�０） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り Ｐ３埋土 １５％
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規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１０°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６�６

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２７�７２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１～２�４ｍ（７～８尺），梁行が２�１ｍ（７尺）

を基調とし，桁行は北から２�１ｍ（７尺），２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺）である。

柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸７４～１２４�，短軸７１～１０９�である。深さは

４０～７０�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１～５・１２～１４層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの

弱い褐色土・暗褐色土・黒褐色土である。また，Ｐ１・Ｐ４～６・Ｐ８～１０の底面からは柱のあたりが確認さ

れている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き

第４５０図 第３７２号掘立柱建物跡実測図
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固められている。

遺物出土状況 土師器片２６２点（坏４２，甕類２１９，甑１），須恵器片２６点（坏８，蓋１，甕類１７）が各柱穴から

出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，８世紀中葉に比定される第３７５号掘立

柱建物跡を掘り込んでいることや，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第３７３号掘立柱建物跡（第４５１図）

位置 調査区西部のＣ９ｈ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０１・３４８号掘立柱建物，第２０４４号土坑（火葬土坑）に掘り込まれている。

規模と構造 西側が調査区域外に延びているため全体の規模は不明であるが，桁行２間以上，梁行２間の側柱

式建物跡で，桁行方向Ｎ－１°－Ｗの東西棟と推定される。確認されている範囲では，規模は，桁行３�１ｍ，梁

行３�６ｍである。柱間寸法は，桁行，梁行ともに１�８ｍ（６尺）を基調としている。

柱穴 ５か所。平面形は楕円形で，規模は長径７２～９０�，短径６３～７１�である。深さは１３～３１�で，断面形は

Ｕ字形や逆台形である。土層は第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・黒褐色土である。

すべての土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。また，すべての底

面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層

をなし，強く突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック多量
１０ 褐 色 ロームブロック少量

１１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子多量
１６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
１９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２０ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４５１図 第３７３号掘立柱建物跡実測図
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遺物出土状況 土師器片４点（甕類）がＰ３・Ｐ５から出土しているが，細片のため図示できるものはない。

所見 推定される規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，８世紀中葉に比定される第

３０１号掘立柱建物に掘り込まれていることや，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第３７４号掘立柱建物跡（第４５２・４５３図）

位置 調査区南西部のＤ１０ａ５区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第３７９号掘立柱建物跡を掘り込み，第２６６３号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１７°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６�０

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２５�２ｍ２である。柱間寸法は，桁行は南間より１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺），２�１ｍ

（７尺）で，梁行は２�１ｍ（７尺）であり，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は，円形または楕円形で，規模は長径８２～１１０�，短径７６～１００�である。深さは３５～７５

�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１～６層が柱抜き取り痕に相当し，第１・４・５層は締まり

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第４５２図 第３７４号掘立柱建物跡実測図
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の弱い黒褐色土と暗褐色土，第２・３・６層はよく締まった褐色土などからなる。すべての柱穴から柱痕跡が

明瞭に確認され，推定される柱の太さは２５�である。また，Ｐ２・Ｐ３を除くずべての底面からは柱のあたり

が確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土などが互層をな

し，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片５３点（坏６，甕類４７），須恵器片７点（坏２，甕類５）が各柱穴から出土している。

１０３４はＰ９の埋土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の西には第３７７号掘立柱建物跡があり，軸

線が直交していることから，同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から８世紀後葉と考

えられる。

第３７５号掘立柱建物跡（第４５４・４５５図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｆ１区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３４Ａ・２０３４Ｂ・２０３５号住居跡を掘り込み，第３７２号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 第３７２号掘立柱建物に掘り込まれているが，桁行３間，梁行２間の側柱式建物で，桁行方向Ｎ－

１０°－Ｗの南北棟と推定される。規模は桁行５�７ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２３�９４ｍ２と推定される。柱間寸法は，

桁行１�８～２�１ｍ（６～７尺），梁行２�１ｍ（７尺）を基調とし，桁行は北から１�８ｍ（６尺），１�８ｍ（６尺），２�１

ｍ（７尺）である。確認された範囲では，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ７か所。第３７２号掘立柱建物に掘り込まれており，７か所だけが確認された。推定される平面形は，隅

丸方形または隅丸長方形で，規模は，長軸１００～１１８�，短軸８１～１０９�である。深さは３４～７０�で，断面形は

Ｕ字形や逆台形である。土層は第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・黒褐色土である。

第４５３図 第３７４号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１１ 明 褐 色 ロームブロック中量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第３７４号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４５２・４５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３４ 須恵器 坏 １４�３ ５�０ ８�２ 長石・雲母・黒色粒子 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ９埋土 ６０％

―４９８―



また，Ｐ２・Ｐ５・Ｐ７を除く底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主

体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片４点（甕類），須恵器片１点（坏）がＰ４の覆土から出土している。いずれも細片で

図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北西には第３７０号掘立柱建物跡があり，

軸線を揃えて並列している。また，西には第３０４号掘立柱建物跡があり，軸線を揃えて並列していることから，

これらの建物群は同時期に機能していたものと推測される。時期は，重複関係と出土土器から８世紀中葉と考

えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック多量
１０ 褐 色 ロームブロック少量

第４５４図 第３７５号掘立柱建物跡実測図�
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第３７７号掘立柱建物跡（第４５６・４５７図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｂ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０２８・２０３０・２０４１・２０４９・２０６１号住居跡を掘り込んでいる。また，第２７２９号土坑と重複している

が，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７２°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行４�５ｍで，面積は３２�４ｍ２である。柱間寸法は，桁行２�４ｍ（８尺），梁行２�１～２�４ｍ（７～８尺）を基

調とし，桁行は東から２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺），２�４ｍ（８尺）である。

柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸７７～１０２�，短軸６４～９５�である。深さは

４２～８４�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１～４層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐

色土・黒褐色土である。また，Ｐ４の土層断面からは柱の立て替えの痕跡が認められる。Ｐ２を除いた底面か

らは柱のあたりが確認されている。第１９～２２層は柱建て替え前の埋土，その他の層は埋土で，ローム土を主体

とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

第４５５図 第３７５号掘立柱建物跡実測図�

第４５６図 第３７７号掘立柱建物跡実測図�
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遺物出土状況 土師器片２１０点（坏２７，甕類１８３），須恵器片１６点（坏７，甕類９），不明土製品１点が各柱穴か

ら出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 柱の立て替えの痕跡が認められる。規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の東に

は第３７４号掘立柱建物跡があり，本跡の南桁行と第３７４号掘立柱建物跡の北妻が直交していることから，同時期

に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第３７９号掘立柱建物跡（第４５８・４５９図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｃ６区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３４０号掘立柱建物跡を掘り込み，第３７４号掘立柱建物に掘り込まれている。また，第２７３４号土坑と

重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６�９

ｍ，梁行４�５ｍで，面積は３１�０５ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１～２�４ｍ（７～８尺），梁行が２�１～２�４ｍ（７

～８尺）を基調とし，東側桁行は北から２�４ｍ（８尺），２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺）である。また，梁行は

東から２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺）である。

柱穴 １０か所。平面形は楕円形で，規模は長径８０～１０７�，短径６７～８８�である。深さは３０～５０�で，断面形

は逆台形である。土層は第１～１１層が埋土で，ローム土を主体とした暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く

第４５７図 第３７７号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック少量
１０ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

１２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１９ 褐 色 ロームブロック・炭化物中量
２０ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量
２１ 褐 色 ローム粒子中量
２２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
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突き固められている。また，Ｐ４・Ｐ７の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は柱抜き取り

後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片４８点（坏３，甕類４５），須恵器片７点（坏６，甕１）が各柱穴から出土している。１０３５・

１０３６はＰ９の埋土，TP５６はＰ８の埋土からそれぞれ出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の西には第３０４号掘立柱建物跡があり，軸

線を揃えて並列していることから，同時期に機能していたものと考えられる。時期は，埋土から出土した土器

から８世紀中葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
６ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量

７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４５８図 第３７９号掘立柱建物跡実測図
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第３８２号掘立柱建物跡（第４６０図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｉ９区，標高２２ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６４号住居跡を掘り込んでいる。また第２４４１号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

第４５９図 第３７９号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第４６０図 第３８２号掘立柱建物跡実測図

第３７９号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４５８・４５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３５ 須恵器 坏 １１�０ ４�０ ６�８ 長石・石英 黄灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り Ｐ１２覆土 ６０％

１０３６ 土師器 甕 ［１３�０］（４�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ Ｐ１２覆土 ５％

TP５６ 須恵器 甕 － （９�２） － 長石・石英・赤色粒子・微礫 にぶい赤褐 普通 体部外面格子状の叩き 内面同心円状の当て具痕 Ｐ８埋土
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規模と構造 桁行，梁行ともに２間の総柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行，

梁行ともに３�９ｍで，面積は１５�２１ｍ２である。柱間寸法は１�８～２�１ｍ（６～７尺）を基調とし，桁行は北から

１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺），梁行は東から１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺）である。

柱穴 ９か所。平面形は楕円形で，規模は長径６１～９２�，短径３７～６８�である。深さは２０～５６�で，断面形はＵ

字形や逆台形である。土層は第３層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い極暗褐色土である。また，Ｐ１・

Ｐ２の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色

土などが強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２３点（坏３，甕類２０），須恵器片６点（坏２，甕４）が各柱穴から出土している。い

ずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられ，第３１３号掘立柱建物跡とほぼ軸線は同じである。

時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第３８３号掘立柱建物跡（第４６１図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｆ６区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８４号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行４�５

ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１６�２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�５ｍ（５尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を基調と

し，均等に配されている。

柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸７２～１０１�，短軸６７～８８�である。深さは

２０～８０�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は，第１～４層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗

褐色土・黒褐色土である。また，Ｐ１・Ｐ４・Ｐ７～Ｐ１０の底面からは柱のあたりが確認されている。その他

の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１５１点（坏１８，甕類１３３），須恵器片３４点（坏１０，蓋１，高盤１，甕類２０，甑２），灰釉

陶器片１点が各柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北には第３７９号掘立柱建物跡があり，軸

線を揃えて直列していることから，同時期に機能していたと推測される。時期は，８世紀後葉に比定される第

３８４号掘立柱建物に掘り込まれていることや，出土土器から８世紀中葉で，第３８４号掘立柱建物に建て替えられ

たものと推測される。

土層解説（各柱穴共通）
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
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第３８４号掘立柱建物跡（第４６２図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｆ６区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３８３号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１２°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行４�５

ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１６�２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�５ｍ（５尺），梁行が１�５ｍ～２�１ｍ（５～７尺）

を基調とし，北妻梁行は東から２�１ｍ（７尺），１�５ｍ（５尺）であるのに対して，南妻梁行では１�８ｍ（６尺）

である。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸４８～９９�， 短軸４２～９４�である。深さ

は１５～６２�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１～４層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった褐

色土・暗褐色土・黒褐色土である。また，Ｐ１・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ７・Ｐ９・Ｐ１０の底面からは柱のあたりが確

認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固めら

れている。

第４６１図 第３８３号掘立柱建物跡実測図
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遺物出土状況 土師器片５６点（坏６，手捏土器１，甕類４９），須恵器片９点（坏４，蓋１，甕類４）が各柱穴

から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北には第３４０号掘立柱建物跡があり，軸

線を揃えて直列していることから，同時期に機能していたと推測される。時期は，出土土器から８世紀後葉と

考えられる。

第３９０号掘立柱建物跡（第４６３・４６４図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｉ５区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０８２・２０８６号住居跡を掘り込み，第３９８・４０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の建物跡で，桁行方向Ｎ－９１°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行６�３ｍ，梁

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

第４６２図 第３８４号掘立柱建物跡実測図
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行は４�２ｍで，面積は２６�４６ｍ２である。柱間寸法は，桁行１�８～２�４ｍ（６～８尺），梁行は２�１ｍ（７尺）を基

調としている。桁行では東から２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺）で，１�８ｍ（６尺）であるのに対して，桁行では

２�１ｍ（７尺）が均等に配されている。

柱穴 １１か所。平面形はおおむね楕円形で，規模は長径７０～１２０�，短径３６～７９�である。深さは１５～３０�で，

断面形は逆台形である。土層は第１０層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒褐色土である。また，Ｐ６の

底面からは柱のあたりが確認されている。第４～６・９・１１～１４層は埋土で，ローム土を主体とした粘土混じ

りの灰褐色土などが互層をなし，強く突き固められている。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片１５点（坏１，甕類１４）須恵器片１点（甕）が各柱穴から出土している。いずれも細片

で図示できるものはない。

所見 東から１間にＰ２が位置する構造から，屋として機能していた建物と考えられる。時期は，出土土器か

ら８世紀中葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 灰 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ にぶい橙色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
４ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
５ にぶい褐色 ロームブロック少量
６ 褐 灰 色 ロームブロック・粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

８ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
９ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
１０ 黒 色 ロームブロック微量
１１ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１３ にぶい橙色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１４ にぶい橙色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第４６３図 第３９０号掘立柱建物跡実測図�
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第３９５号掘立柱建物跡（第４６５図）

位置 調査区東部のＣ１３ｊ７区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２４４４号土坑を掘り込み，第３６８号掘立柱建物に掘り込まれている。また，第２４３１・２４３２・２４３４号

土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１８°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行，

梁行ともに４�２ｍで，面積は１７�６４ｍ２である。柱間寸法はともに２�１ｍ（７尺）を基調としている。

柱穴 ７か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸５５～８８�，短軸５１～７６�である。深さは１０～４０�で，断面形

は逆台形である。土層は第２・３・１２層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土・黒褐色土である。

第４６４図 第３９０号掘立柱建物跡実測図�

第４６５図 第３９５号掘立柱建物跡実測図
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また，Ｐ１・Ｐ７の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐

色土・暗褐色土・灰褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２８点（坏１，甕２７），須恵器片１１点（坏７，甕４）が各柱穴から出土している。いず

れも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，８世紀中葉に比定される第３６８号掘立

柱建物跡を掘り込まれていることや，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第３９８号掘立柱建物跡（第４６６・４６７図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｉ６区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０８６号住居跡，第３９０号掘立柱建物跡を掘り込み，第４０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行２間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８９°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行４�８

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２０�１６ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�２～２�４ｍ（３～８尺），梁行が２�１ｍ（７尺）

を基調としており，北側桁行は２�４ｍ（８尺），南側桁行では東から１�８ｍ（６尺），１�２ｍ（４尺），１�８ｍ（６

尺）とばらつきがある。

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
５ 灰 褐 色 ロームブロック中量
６ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量

８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
９ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
１３ 褐 色 ロームブロック少量
１４ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量

第４６６図 第３９８号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 ８か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸６７～９０�，短軸６０～８２�である。深さは１０～５５�で，断面形

はＵ字形や逆台形である。土層は第１・５・７・１１・１２層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・

黒褐色土である。Ｐ４以外の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�前後と考え

られる。また，Ｐ２・Ｐ３・Ｐ６からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土と粘土

を主体とした褐色土などが互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片５４点（坏２，甕類５２），須恵器片１８点（坏１２，高台付坏２，甕類３，甑１）が各柱穴

から出土している。１０３７はＰ３の柱抜き取り痕から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた建物と考えられる。時期は，柱抜き取り痕から出土した土器から８

世紀後葉と考えられる。

第４０２号掘立柱建物跡（第４６８図）

位置 調査区東部のＣ１３ｊ０区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２１３号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行，

梁行ともに３�０ｍで，面積は９�０ｍ２である。柱間寸法は１�５ｍ（５尺）を基調とし，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。平面形は隅丸方形を呈しており，規模は長軸８０～１００�，短軸６８～８４�である。深さは２４～４２

�で，断面形はＵ字形や逆台形を呈している。土層は第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い褐色

第４６７図 第３９８号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少

量，炭化物微量
２ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土ブ

ロック微量
６ 褐 灰 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量

７ 黒 褐 色 炭化材・焼土ブロック・ローム粒子少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１１ 黒 褐 色 炭化材・ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
１４ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第３９８号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３７ 須恵器 盤 ［１９�７］ ４�０ ［１１�９］長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け Ｐ３柱抜き取り痕 ２０％
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土・黒褐色土である。Ｐ１～Ｐ５の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�前後

である。その他の層は埋土で，ローム土と粘土を主体とした褐色土などが互層をなし，強く突き固めれている。

遺物出土状況 土師器片３３点（坏２，甕３１）が各柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，北西に隣接する第４０３号掘立柱建物跡

と軸線を揃えて並列していることから，同時期に機能していたものと推測される。時期は，８世紀後葉と考え

られる。

第４０３号掘立柱建物跡（第４６９・４７０図）

位置 調査区東部のＣ１４ｉ１区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３９号方形竪穴遺構，第２２４１・２２４６号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の身舎の東側に庇が付属する建物跡で，桁行方向Ｎ－９０°－Ｗの東西棟で

ある。規模は，桁行６�０ｍ，梁行４�２ｍである。面積は２２�２３ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８～２�１ｍ（６～

７尺），梁行が２�１ｍ（７尺）を基調とし，桁行は東から２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺）である。柱筋は，Ｐ１

・８を除いてほぼ揃っている。

柱穴 １１か所。平面形はおおむね隅丸方形を呈しており，規模は長軸６６～１０２�，短軸６４～８７�である。深さ

は１０～３２�で，断面形は逆台形を呈している。土層は第１・２・９層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった

褐色土・黒褐色土である。また，Ｐ９・Ｐ１１を除く底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

６ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒

子微量

第４６８図 第４０２号掘立柱建物跡実測図
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埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・灰褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２８点（坏１４，甕類１４），須恵器片２点（坏，甕）が各柱穴から出土している。１０３８は

墨書土器で，Ｐ５の柱抜き取り痕から出土している。

所見 Ｐ５の柱抜き取り痕から「大井新家」の墨書銘のある須恵器坏が出土している。本跡の南西には第４０２

号掘立柱建物跡があるが，軸線がやや異なる。東桁にＰ２があり，屋の可能性が考えられる。時期は，柱抜き

取り痕から出土した土器から８世紀後葉には廃絶したものと考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量
９ 黒 褐 色 炭化材中量，ローム粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材少量

１１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
１３ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
１４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１７ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１８ 灰 褐 色 粘土ブロック多量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第４６９図 第４０３号掘立柱建物跡実測図
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第４０７号掘立柱建物跡（第４７１図）

位置 調査区東部のＣ１４ｈ７区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２０１・２２０３号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行４間，梁行１間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７４°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行９�６

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は４０�３２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�４ｍ（８尺），梁行が４�２ｍ（１４尺）を基調と

しているが，桁行東から３間は２�１ｍ（７尺）と間尺が短くなっている。

柱穴 １０か所。平面形は楕円形を呈している。規模は長径４３～７４�，短径４０～６５�である。深さは３０～６３ｍで，

断面形はＵ字形や逆台形を呈している。土層は第１２・１８層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い極暗褐色土

・灰褐色土である。Ｐ６・Ｐ９・Ｐ１０の土層断面からは明瞭な柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは１０�

以上である。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・灰褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をな

し，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１７点（坏７，甕類１０），須恵器片２点（甕）が各柱穴から出土している。いずれも細

片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器から８世紀前半と考えられる。

第４７０図 第４０３号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

１２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
１８ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１９ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２０ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第４０３号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３８ 須恵器 坏 １３�６ ３�３ ８�２ 長石・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ５柱抜き取り痕 ７５％ 墨書

「大井新家」

―５１３―



第４１５号掘立柱建物跡（第４７２図）

位置 調査区東部のＢ１４ｈ４区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１１４号住居跡，第１１７号溝跡を掘り込んでいる。

規模と構造 北側が調査区域外に延びており，全体の規模は不明であるが，桁行３間，梁行２間の側柱式建物

跡で，桁行方向Ｎ－７３°－Ｗの東西棟と推定される。確認された範囲では，規模は，桁行６�３ｍ，梁行４�２ｍで，

第４７１図 第４０７号掘立柱建物跡実測図

―５１４―



面積は２６�４６ｍ２と推定される。柱間寸法はともに２�１ｍ（７尺）を基調としている。

柱穴 ７か所。平面形は，楕円形である。規模は長径９３～１０８�，短径７６～９６�である。深さは３６～６５�で，

断面形はＵ字形，逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒褐色土である。Ｐ２

を除く土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。また，Ｐ１・Ｐ３・

Ｐ４・Ｐ６・Ｐ７の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした暗

褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２５点（坏３，甕類２２），須恵器片２５点（坏１６，壺１，甕類８）が各柱穴から出土して

いる。１０３９はＰ６の柱抜き取り痕から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる，第４０５号掘立柱建物跡と軸線は同じであり，同

時期の可能性がある。時期は，柱抜き取り痕から出土した土器から，８世紀後葉に廃絶されたものと考えられ

る。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４７２図 第４１５号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第４１８号掘立柱建物跡（第４７３図）

位置 調査区東部のＣ１３ｆ２区，標高２１ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２００６号住居跡，第２０９４号土坑を掘り込み，第４２０号掘立柱建物，第１１５号溝に掘り込まれている。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８６°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行

４�８ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１７�２８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�４ｍ（８尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を基

調とし，均等に配されている。

柱穴 ８か所。平面形は楕円形で，規模は長径６６～９０�，短径６２～７４�である。深さは１８～４２�で，断面形は

Ｕ字形や逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった黒褐色土である。その他の層は

埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土・灰褐色土が互層をなし，強く突き固められてい

る。Ｐ１の埋土に乱れが認められることから，柱の立て替えが行われたものと考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量

第４７３図 第４１８号掘立柱建物跡実測図

第４１５号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３９ 須恵器 高台付坏［１５�７］（５�２） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け Ｐ６柱抜き取り痕 ３０％

―５１６―



遺物出土状況 土師器片４７点（坏１，甕類４６），須恵器片８点（坏４，盤１，甕３）が各柱穴から出土してい

る。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第４２１号掘立柱建物跡（第４７４・４７５図）

位置 調査区東部のＢ１３ｊ５区，標高２２ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第４１９号掘立柱建物，第２２８２号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－０°の南北棟である。規模は，桁行５�４ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は１９�４４ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�２～２�１ｍ（４～７尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を

基調とし，東側桁行は北から２�１ｍ（７尺），２�１ｍ（７尺），１�２ｍ（４尺）であるのに対して，西側桁行では

２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺），１�５ｍ（５尺）とばらつきがある。

柱穴 １０か所。平面形は，おおむね楕円形で，規模は長径４７～９０�，短径４３～７２�である。深さは１８～４２�で，

断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・４層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった明褐色土・黒褐色

土である。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められて

いる。

第４７４図 第４２１号掘立柱建物跡実測図

―５１７―



遺物出土状況 土師器片２６点（坏２，甕類２４），須恵器片５点（坏３，甕２），鉄製品１点（釘）が各柱穴から

出土している。Ｍ１９５はＰ６の埋土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，埋土から出土した土器から８世紀代と

考えられる。

� 溝跡

第１２３号溝跡（第４７６・４７７図）

位置 調査区北西部から西部のＢ９ｆ９～Ｂ１０ａ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０５６・２１６３号住居跡を掘り込み，第２３０７号住居に掘り込まれている。

規模と形状 Ｂ９ｆ９区からＮ－２°－Ｗ方向に延び，Ｂ９ａ９区でＮ－９０°－Ｅ方向に曲がる。４３�２１ｍが調査

され，上幅４０～１４７�，下幅２１～１００�，深さ２０～４０�である。断面は逆台形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ８層に分かれる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片９１点（坏１４，甕類７７），須恵器片３４点（坏１２，蓋１，短頸壺１，甕類２０），不明鉄製品

１点が出土している。また，混入した灰釉陶器片１点も出土している。１０４０・１０４１は覆土からそれぞれ出土し

ている。

所見 時期は，重複関係と出土土器から８世紀前葉から８世紀中葉と考えられる。

第４７５図 第４２１号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 明 褐 色 ローム粒子多量
２ にぶい褐色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４７６図 第１２３号溝跡実測図

第４２１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第４７５図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９５ 釘 （５�６） ０�５ ０�６ （７�１） 鉄 角釘 一部欠損 Ｐ６埋土

―５１８―



第１２７号溝跡（第４７８図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｇ４～Ｂ１１ｈ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｎ－５２°－Ｅの方向にＳ字状に延び，６�５９ｍが調査され，上幅３４～４８�，下幅１８～２７�，深さ９

～１２�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分かれる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片７点（坏２，甕類５）が出土している。１０４２は覆土から出土している。

所見 時期は，重複関係と出土土器から８世紀代と考えられる。

� 井戸跡

第５６号井戸跡（第４７９図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｅ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２３４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�０８ｍ，短径１�９０ｍの楕円形である。確認面から円筒状に掘り下げている。深さ１�５３

ｍほど掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 １０層に分けられる。各層にロームブロックが含まれ，ブロック状に堆積していることから人為

堆積である。

第４７７図 第１２３号溝跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量 ２ 褐 色 ローム粒子多量

第４７８図 第１２７号溝跡・出土遺物実測図

第１２３号溝跡出土遺物観察表（第４７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４０ 土師器 甕 ［２０�８］（４�３） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 輪積痕 覆土 ５％

１０４１ 土師器 甕 ［２３�７］（３�８） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 輪積痕 覆土 ５％

第１２７号溝跡出土遺物観察表（第４７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４２ 須恵器 坏 － （２�２） ７�８ 石英・雲母 黄灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り 覆土 ５％
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遺物出土状況 土師器片４２点（坏７，甕類３５），須恵器片３４点（坏３，高台付坏１，甕類３０），土師質土器１点

（内耳鍋），が出土している。１０４５は覆土上層，１０４３・１０４４は覆土から出土しており，いずれも廃絶後に廃棄

されたと考えられる。

所見 素掘りの構造で，廃絶時期は重複関係や出土土器から，８世紀後半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
９ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第４７９図 第５６号井戸跡・出土遺物実測図

―５２０―



� 柵跡

第１３号柵跡（第４８０図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｈ８区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 東西方向に柱穴４か所が並び，主軸方向はＮ－８８°－Ｗである。柱間寸法は１�８ｍ（６尺）を基調

とし，均等に配されている。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは２１～３６ｃｍである。第１層は柱抜き取り痕で，

やや締まった黒色土である。

遺物出土状況 土師器片９点（坏２，甕類７），須恵器片１点（坏）が出土している。１０４６はＰ３の覆土から

出土している。

所見 柱穴の規模や形状，覆土が類似しており，柵と考えられる。南には第３８２号掘立柱建物跡が位置し，同

時期に機能していたことが想定される。時期は，出土土器から８世紀後半と考えられる。

� 土坑

第２１８４号土坑（第４８１図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｅ７区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径０�６２ｍ，短径０�５１ｍの楕円形で，長径方向はＮ－０°である。深さは２５�で，底面は緩やか

に中央部へ傾斜し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ にぶい褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４８０図 第１３号柵跡・出土遺物実測図

第５６号井戸跡出土遺物観察表（第４７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４３ 土師器 甕 ［１５�０］（２�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部横ナデ 体部内面ナデ 覆土 ５％

１０４４ 須恵器 甕 ［３２�０］（６�７） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部外面横位平行叩き 内面当て具痕 ナデ 覆土 ３０％

１０４５ 須恵器 甕 － （２４�０） － 長石・石英・雲母・小礫 橙 普通 肩部外面横ナデ 体部外面横位平行叩き 体部
下端ヘラ削り 内面横ナデ 当て具痕 覆土上層 ３０％

第１３号柵跡出土遺物観察表（第４８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４６ 須恵器 坏 － （２�０）［９�９］ 長石 黄灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後丁寧な
ヘラ削り Ｐ３覆土 １５％

―５２１―



遺物出土状況 土師器片１点（坏）が出土している。１０４７は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。性格は不明である。

第２２２１号土坑（第４８２図）

位置 調査区東部のＣ１４ｄ６区，標高１９�５ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０４号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�５５ｍ，短軸１�４２ｍの方形で，長軸方向はＮ－６４°－Ｗである。深さは６�で，底面は平坦

であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。レンズ状に堆積した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３点（坏１，甕２），須恵器片３点（坏１，甕２）が出土している。１０４８は北西壁際

の覆土上層から出土している。また，細片のため図化し得なかったが，北西壁際の底面から体部下端が丸みを

帯びている須恵器の坏が出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀前葉と考えられる。性格は不明である。

第２２３７号土坑（第４８３図）

位置 調査区東部のＢ１４ｉ２区，標高２１�５ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４８１図 第２１８４号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 暗 褐 色 炭化材，ローム粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子中量

第４８２図 第２２２１号土坑・出土遺物実測図

第２１８４号土坑遺物観察表（第４８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４７ 土師器 坏 ［１３�３］ ３�８ － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 覆土下層 ５５％

第２２２１号土坑遺物観察表（第４８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４８ 土師器 坏 ［１２�４］ ３�２ － 石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 内面ヘラナデ 覆土上層 ５０％

―５２２―



規模と形状 長径１�３２ｍ，短径１�２０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３８°－Ｗである。深さは４０�で，底面は平

坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９点（甕類），須恵器片１７点（坏５，高台付坏２，蓋１，甕類９）が出土している。

１０４９は中央部の覆土下層，１０５０は覆土上層，１０５１は北西部の覆土上層からそれぞれ出土している。いずれも覆

土第１層から出土していることから，土と共に埋められたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉で，性格は廃棄土坑と考えられる。また，北東へ１ｍほど離れた位置

に同様の形態を呈した第２２３８号土坑が確認されている。本跡と同様に遺物が廃棄されてることから，同時期に

機能していたと考えられる。

第２２３８号土坑（第４８４図）

位置 調査区東部のＢ１４ｈ２区，標高２１�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長径１�２４ｍ，短径１�０８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４５°－Ｅである。深さ３４�で，底面は平坦

であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。

土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４８３図 第２２３７号土坑・出土遺物実測図

第２２３７号土坑遺物観察表（第４８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４９ 須恵器 高台付坏 － （２�２）［７�１］ 長石 灰 普通 体部下端ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高台
貼り付け 覆土下層 ５０％

１０５０ 須恵器 高台付坏 － （３�８）［９�６］ 長石・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 覆土上層 ３０％

１０５１ 土師器 甕 ［２１�２］（１３�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ 体部内面ヘラナデ 当て具
痕 覆土上層 ９０％

―５２３―



遺物出土状況 土師器片１８点（甕類），須恵器片５点（坏３，高台付坏１，甕１），灰釉陶器片１点（蓋）が出

土している。１０５２は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉であり，性格は廃棄土坑と考えられる。また，南西へ１ｍほど離れた

位置に同様の形態を呈した第２２３７号土坑が確認されている。本跡と同様に遺物が廃棄されてることから，同時

期に機能していたと考えられる。

第２２４１号土坑（第４８５図）

位置 調査区東南部のＤ１４ａ２区，標高１９ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長径１�１８ｍ，短径０�７７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３５°－Ｗである。深さは３０�で，底面は平

坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２点（甕類），須恵器片１点（高台付坏）が出土している。１０５３は西壁際の覆土中層

から出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉であり，性格は不明である。

土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 明 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

３ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第４８４図 第２２３８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４８５図 第２２４１号土坑・出土遺物実測図

第２２３８号土坑遺物観察表（第４８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０５２ 須恵器 坏 ［１３�０］（３�８） － 長石 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 覆土下層 ５％

第２２４１号土坑遺物観察表（第４８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０５３ 須恵器 高台付坏 － （２�４）［７�４］ 長石・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 底部内面指
ナデ 覆土中層 ２０％

―５２４―



表４ 奈良時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物

備考
（時期）主柱穴 出入口ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

２００８ Ｃ１０ｉ２ Ｎ－３°－Ｗ 長方形 ４�３６×３�８５ ２４～３４ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

２０１７ Ｂ９ｇ０ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ４�９７×４�８５ １０～１２ 平坦 － ３ － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ８世紀前葉

２０３１ Ｄ９ｅ９ Ｎ－１３°－Ｗ［長方形］ ４�２２×（３�６０）２０～３４ 平坦 一部 － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，石器，鉄器 ８世紀前葉

２０３６ Ｄ１０ｄ１ Ｎ－１２°－Ｗ 方形 ３�５１×３�４９ ２７～４２ 平坦 ほぼ全周 ４ － １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，石器，鉄器 ８世紀前葉

２０４７ Ｃ１１ｃ８ Ｎ－５°－Ｅ ［方形］ ４�４０×（４�０６）７～１６ 平坦 一部 － － － 竈１ － 不明 土師器片 ８世紀前半

２０６３ Ｄ１３ｃ６ Ｎ－８°－Ｅ ［方形］ ３�８４×３�８２ ９～１３ 平坦 － ３ １ － － － 不明 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉以前

２０６７ Ｃ１１ｅ９ Ｎ－１３°－Ｗ 方形 ４�１０×４�１０ ６～８ 平坦 － － １ ２ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ８世紀前葉

２０７７ Ｃ１１ｂ８ Ｎ－７°－Ｗ 方形 ６�３２×６�１５ ２０～３３ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品 ８世紀中葉

２１０４ Ｄ１４ｂ３ Ｎ－２°－Ｗ 長方形 ４�６６×３�９４ ３５～４０ 平坦 － ２ １ ２ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉以降

２１０５ Ｃ１３ｅ４ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ５�８０×５�６８ １０～３４ 平坦 ほぼ全周 ４ １ ２ 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器 ８世紀後葉

２１０９ Ｃ１３ｃ５ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ６�００×５�４０ ４～２８ 平坦 ほぼ全周 ４ １ ２ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品 ８世紀中葉

２１１３ Ｃ１４ａ２ Ｎ－９°－Ｗ［長方形］［３�３７］×２�７５ ０～７ 平坦 － － － １ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ８世紀代

２１１６ Ｃ１３ｃ１ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ７�０７×６�４５ ９～４０ 平坦 一部 ４ １ １５ 竈１ － 自然・
人為

土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品 ８世紀中葉

２１２３ Ｂ１２ｆ６ Ｎ－４°－Ｅ 方形 ３�３１×３�２４ － 平坦 全周 － － － － － 不明 土師器片，須恵器
片 ８世紀代

２１２５ Ｃ１２ａ０ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ４�７０×４�５４ ２０～３９ 平坦 ほぼ全周 ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品 ８世紀後葉

２１３２ Ｂ１３ｄ３ Ｎ－１３°－Ｅ 長方形 ３�３２×２�７８ ２２～２４ 平坦 全周 － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ８世紀前半

２１３４ Ａ１３ｈ４ － － ５�７５×（１�５０）１８～２０ 平坦［ほぼ全周］ １ １ － － － 人為 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

２１３７ Ｂ１４ｃ８ Ｎ－２２°－Ｅ 長方形 ３�４６×３�２５ ３０ 平坦 全周 ３ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

２１３８ Ｂ１４ｃ４ Ｎ－２０°－Ｅ ［方形］ ３�６２×（２�４８）３２～５８ 平坦［全周］ ２ － － 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ８世紀中葉

２１５６ Ｃ１１ａ０ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ５�６５×５�２７ １５～２５ 平坦［全周］ ４ － １ 竈１ － 人為・
自然

土師器片，須恵器
片，土製品，鉄器 ８世紀中葉

２１６０ Ｃ１２ｃ１ Ｎ－２°－Ｗ ［方形］ ５�１０×［４�９０］４～２２ 傾斜 － － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

２１６６ Ｄ１２ｄ２ Ｎ－４°－Ｗ 方形 ５�２７×５�０６ ６～２５ 平坦 一部 １ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，石器，鉄製品 ８世紀後葉

２１６７ Ｂ１２ｈ１ Ｎ－１°－Ｅ［長方形］ ３�５５×［３�０３］２２～２５ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品 ８世紀後葉

２１７９ Ｃ１０ｈ７ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ５�０４×５�０１ １０～１５ 平坦 一部 ４ － ５ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ８世紀前葉以前

２１８０ Ａ９ｉ８ Ｎ－５５°－Ｅ 方形 ３�６０×３�５７ ２３～３７ 平坦 ほぼ全周 ３ ２ １ 竈２ － 自然 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

２１８１ Ｃ１０ｈ０ Ｎ－１２°－Ｗ 長方形 ７�２１×６�０７ ７～２０ 平坦 ほぼ全周 ４ ２ ２ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器片，灰釉
陶器片，土製品，石器，鉄器 ８世紀後葉

２１９０ Ｅ１０ｂ５ Ｎ－１５°－Ｗ 方形 ４�５７×４�４１ ３８～７５ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ － 自然・
人為

土師器片，須恵器片，土
製品，石製品，鉄製品 ８世紀後葉

２２０８ Ｄ１０ｉ３ Ｎ－１１°－Ｗ 方形 ５�１１×４�７８ ２５～４０ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰釉陶
器片，土製品，石製品，鉄器 ８世紀後葉

２２０９ Ｄ１１ｈ４ Ｎ－１４°－Ｗ［長方形］ ４�５５×３�７５ ２５ 平坦 一部 ２ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

２２１０ Ｄ１０ｊ５ Ｎ－１７°－Ｗ 方形 ４�８３×４�４２ ２０～５０ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ － 人為・
自然

土師器片，須恵器片，灰釉陶
器片，石製品，鉄器，銅製品 ８世紀中葉

２２３３ Ｂ１０ｈ６ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ３�８２×３�４５ １４～４１ 平坦［全周］ ４ ２ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ８世紀前葉

２２３４ Ｂ１０ｅ７ Ｎ－６°－Ｅ ［方形］［５�５０］×５�２５ １７～５４ 平坦［ほぼ全周］ ３ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品 ８世紀中葉

２２４６ Ｄ１０ｅ４ Ｎ－１３°－Ｗ 方形 ６�２０×６�１７ ４５～５２ 不明 一部 １ － １３ － － 不明 ８世紀代

２２５０ Ｂ９ｄ７ Ｎ－１°－Ｅ 方形 ２�７５×２�５２ ２７～４１ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，石器 ８世紀中葉

２２５３ Ａ１０ｉ１ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ３�４０×３�２０ ３２～４８ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然・
人為

土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

２２５４ Ａ１０ｇ１ Ｎ－８°－Ｅ 方形 ３�５６×３�３４ ３７～４７ 平坦 一部 － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄滓 ８世紀後葉

２２５８ Ａ１０ｇ４ Ｎ－２０°－Ｅ 方形 ４�４０×４�３５ ５０～６８ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

２２６１ Ａ１０ｇ７ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ４�０５×３�９０ ６５～７５ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然・
人為

土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉以前

２２６３ Ａ１０ｇ９ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ３�９８×３�７０ ４２～６０ 平坦 全周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

２２７２ Ｂ１１ａ８ Ｎ－１°－Ｗ ［方形］［３�９５］×３�８２ ４２～４４ 平坦（半周） １ － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，銅製品，鉄滓 ８世紀中葉

２２７３ Ａ１１ｉ０ Ｎ－５°－Ｅ 方形 ３�８２×３�７８ １８～２５ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，石器 ８世紀後葉

２２７４ Ｂ１１ｂ３ Ｎ－１°－Ｅ ［方形］［４�６４］×４�４６ ３６～５５ 平坦 一部 ４ １ ４ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

２２７５ Ｂ１１ｂ６ Ｎ－１°－Ｅ ［方形］ ［４�７５×４�６１］４４～５６ 平坦 － ４ １ ２ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，石器，鉄製品 ８世紀中葉

２２７６ Ｂ１１ｃ６ Ｎ－９０°－Ｅ［長方形］［３�９８×２�９８］ １４ 凸凹 － － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器片，
土製品，鉄器，鉄滓 ８世紀後葉

２２８４ Ａ１１ｄ６ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ２�９５×２�３３ ５～９ 平坦 ほぼ全周 － １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，石器 ８世紀後半

―５２５―



番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物

備考
（時期）主柱穴 出入口ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

２２８５ Ａ１１ｂ７ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ４�０３×３�８１ １５～１９ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器 ８世紀後葉

２２８９ Ｂ１１ｃ８ Ｎ－４°－Ｗ ［方形］ ［３�２８×３�００］２６～３０ 不明 － － － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄滓 ８世紀後半

２２９０ Ｂ１１ｅ８ Ｎ－２７°－Ｗ 長方形 ３�５３×２�９５ ３１～４０ 平坦 ほぼ全周 － １ １ 竈１ － 自然・
人為

土師器片，須恵器片，
土製品，鉄製品 ８世紀前葉

２２９５ Ａ１２ｇ１ Ｎ－１６°－Ｅ 長方形 ２�９４×２�３５ ２～９ 平坦 全周 ２ １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，土製品 ８世紀後葉

２２９７ Ａ１２ｇ２ Ｎ－１１°－Ｅ 長方形 ３�３０×２�９８ １１～１４ 平坦 － － １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ８世紀後半

２２９８ Ｂ１２ａ３ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ４�６３×４�００ ４～７ 凸凹 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰
釉陶器片，鉄製品，鉄滓 ８世紀後葉

２３０５ Ｂ１２ｂ８ Ｎ－１２°－Ｅ 長方形 ３�６４×２�７７ ８～１５ 平坦 全周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ８世紀後半

２３０６ Ｂ１１ｅ９ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ３�５０×３�３８ ３～４ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄器 ８世紀後葉

表５ 奈良時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規 模
桁×梁
（ｍ）

面積

（ｍ２）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱 穴（�）
主な出土遺物 備考

（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

３０１ Ｃ９ｈ９ Ｎ－０° ３×（１） ７�２×（１�０） － ２�４ － ［側柱］（４）隅丸方形 ３０～５５ 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

３０５ Ｄ９ｆ９ Ｎ－５°－Ｗ ２×２ ３�６×３�０ １０�８ １�８ １�５ 総柱 ９ 円形
楕円形 ３６～５５ 土師器片，須恵器

片 ８世紀中葉

３０７ Ｅ１０ｂ２ Ｎ－１５°－Ｗ ３×２ ６�３×３�０ １８�９ ２�１ １�５ 側柱 １０ 円形
楕円形 ２４～７２ 土師器片，須恵器

片，鉄製品 ８世紀代

３１３ Ｂ１２ｅ１ Ｎ－２°－Ｅ ２×２ ４�５×４�２ １８�９ ２�１～２�４１�８～２�４ 側柱 ８ 楕円形 ４３～７４ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

３３１ Ｄ１１ｊ３ Ｎ－８２°－Ｅ ［１×２］ － － － １�８ － ２ 楕円形 ４４～５０ 土師器片 ８世紀後葉

３３２ Ｃ１３ｉ４ Ｎ－８°－Ｅ ２×（１） －×４�２ － － ２�１ － ３ 隅丸方形 ４５～７３ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

３３４ Ｂ９ｉ４ Ｎ－７６°－Ｅ ３×２ ６�３×４�２ ２６�４６ ２�１ ２�１ 側柱 ８ 隅丸方形 １２～３９ 土師器片 ８世紀代

３３５ Ｂ１１ｈ６ Ｎ－９０°－Ｅ ２×２ ４�８×４�８ ２３�０４ ２�４ ２�４ 総柱 ９ 円形
楕円形 １６～７０ 土師器片，須恵器

片，鉄滓 ８世紀代

３３６ Ｄ１２ａ１ Ｎ－２°－Ｗ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�４ 側柱 １０ 隅丸方形 ２０～８０ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

３３８ Ｄ１０ｂ７ Ｎ－１１°－Ｗ ３×２ ４�８×４�２ ２０�１６ １�５～１�８１�８～２�４ 側柱 １０ 楕円形 ３８～７０ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

３３９ Ｄ１２ｅ４ Ｎ－８２°－Ｅ ［３×２］ ５�４×（１�８） － １�８ １�８ ［側柱］ ５ 楕円形 １６～４８ 須恵器片 ８世紀後葉

３４０ Ｄ１０ｄ５ Ｎ－７°－Ｗ ３×３ ５�４×５�４ ２９�１６ １�８ １�８ 側柱 １２ 隅丸方形 ３８～８１ 土師器片，須恵器
片，土製品 ８世紀前葉

３５１ Ｄ１１ｄ７ Ｎ－２°－Ｅ ３×２ ５�４×４�５ ２４�３ １�８ １�８～２�７ 側柱 １０ 楕円形 ２０～５０ 土師器片，須恵器
片， ８世紀後葉

３５２ Ｄ１１ｅ８ Ｎ－９°－Ｅ ３×２ （４�９）×３�６ － ２�１ １�８ ［側柱］ ６ 円形
楕円形 ２５～５０ 土師器片 ８世紀中葉

３５５ Ｄ１１ａ３ Ｎ－５°－Ｗ ３×３ ４�５×４�５ ２０�２５ １�５ １�５ 側柱 １２ 隅丸方形
隅丸長方形 ４５～６５

土師器片，須恵器
片，不明銅製品 ８世紀後葉

３５７ Ｄ１１ｆ９ Ｎ－８４°－Ｅ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�４ 側柱 １０ 隅丸方形
隅丸長方形 １２～４３

土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

３５８ Ｄ１１ｂ５ Ｎ－８５°－Ｅ ２×２ ６�０×４�８ ２８�８ ３�０ ２�４ 側柱 ８ 楕円形 ３～６２ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

３６３ Ｄ１１ｇ５ Ｎ－８５°－Ｅ ２×２ ３�０×３�０ ９�０ １�５ １�５ 側柱 ７ 円形
楕円形 １６～５８ 土師器片，須恵器

片 ８世紀後葉

３６４ Ｂ１２ｆ３ Ｎ－３°－Ｗ ３×２ ４�５×３�６ １６�２ １�５ １�８ 側柱 １０ 円形
楕円形 ３０～５５ 土師器片，須恵器

片 ８世紀後葉

３６８ Ｃ１３ｉ６ Ｎ－１°－Ｅ ３×２ ６�３×４�２ ２６�４６ ２�１ ２�１ 側柱 ８ 隅丸方形
隅丸長方形 ２０～４２

土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

３７０ Ｄ９ｃ９ Ｎ－１２°－Ｗ ３×２
３×３ ６�９×５�４ ３７�２６ ２�１～２�４１�８～２�７ 側柱 １１ 隅丸方形

隅丸長方形 １８～１００
土師器片，須恵器
片，土製品 ８世紀中葉

３７２ Ｄ１０ｆ１ Ｎ－１０°－Ｗ ３×２ ６�６×４�２ ２７�７２ ２�１～２�４ ２�１ 側柱 １０ 隅丸方形
隅丸長方形 ４０～７０

土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

３７３ Ｃ９ｈ０ Ｎ－１°－Ｗ（２）×２ （３�１）×３�６ － １�８ １�８ ［側柱］ ５ 楕円形 １３～３１ 土師器片 ８世紀前葉

３７４ Ｄ１０ａ５ Ｎ－１７°－Ｗ ３×２ ６�０×４�２ ２５�２ １�８～２�１ ２�１ 側柱 １０ 円形
楕円形 ３５～７５ 土師器片，須恵器

片 ８世紀後葉

３７５ Ｄ１０ｆ１ Ｎ－１０°－Ｗ ［３×２］ ［５�７×４�２］ ［２３�９４］１�８～２�１ ２�１ ［側柱］１０ 隅丸方形
隅丸長方形 ３４～７０

土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

３７７ Ｄ１０ｂ１ Ｎ－７２°－Ｅ ３×２ ７�２×４�５ ３２�４ ２�４ ２�１～２�４ 側柱 １０ 隅丸方形
隅丸長方形 ４２～８４

土師器片，須恵器
片，土製品 ８世紀後葉

３７９ Ｄ１０ｃ６ Ｎ－７°－Ｗ ３×２ ６�９×４�５ ３１�０５ ２�１～２�４２�１～２�４ 側柱 １０ 楕円形 ３０～５０ 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

３８２ Ｂ１１ｉ９ Ｎ－１°－Ｅ ２×２ ３�９×３�９ １５�２１ １�８～２�１１�８～２�１ 総柱 ９ 楕円形 ２０～５６ 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

３８３ Ｄ１０ｆ６ Ｎ－７°－Ｗ ３×２ ４�５×３�６ １６�２ １�５ １�８ 側柱 １０ 隅丸方形
隅丸長方形 ２０～８０

土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 ８世紀中葉

３８４ Ｄ１０ｆ６ Ｎ－１２°－Ｗ ３×２ ４�５×３�６ １６�２ １�５ １�５～２�１ 側柱 １０ 隅丸方形
隅丸長方形 １５～６２

土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

３９０ Ｃ１２ｉ５ Ｎ－９１°－Ｗ ３×２ ６�３×４�２ ２６�４６ １�８～２�４ ２�１ － １１ 楕円形 １５～３０ 土師器片，須恵器
片 ８世紀中葉

３９５ Ｃ１３ｊ７ Ｎ－１８°－Ｅ ２×２ ４�２×４�２ １７�６４ ２�１ ２�１ 側柱 ７ 隅丸方形 １０～４０ 土師器片，須恵器
片 ８世紀前葉

―５２６―



４ 平安時代の遺構と遺物

平安時代の住居跡７７軒，掘立柱建物跡４２棟，溝２条，井戸跡１基，土坑６基を確認した。以下，遺構及び

遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２００５号住居跡（第４８６・４８７図）

位置 調査区南西部のＥ９ｂ４区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２００６号住居，第２０１４・２０２２～２０２４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５４ｍ，短軸４�３５ｍの方形で，南壁部がやや張り出している。主軸方向はＮ－１０°－Ｗであ

る。壁高は２５～３５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～２２�，深さ８～１０�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規 模
桁×梁
（ｍ）

面積

（ｍ２）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱 穴（�）
主な出土遺物 備考

（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

３９８ Ｃ１２ｉ６ Ｎ－８９°－Ｗ ２×２ ４�８×４�２ ２０�１６ １�２～２�４ ２�１ 側柱 ８ 隅丸方形 １０～５５ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

４０２ Ｃ１３ｊ０ Ｎ－７°－Ｅ ２×２ ３�０×３�０ ９�０ １�５ １�５ 側柱 ８ 隅丸方形 ２４～４２ 土師器片 ８世紀後葉

４０３ Ｃ１４ｉ１ Ｎ－９０°－Ｗ ２×２ ６�０×４�２ ２２�２３ １�８～２�１ ２�１ 片庇 １１ 隅丸方形 １０～３２ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

４０７ Ｃ１４ｈ７ Ｎ－７４°－Ｗ ４×１ ９�６×４�２ ４０�３２ ２�４ ４�２ 側柱 １０ 楕円形 ３０～６３ 土師器片，須恵器
片 ８世紀前半

４１５ Ｂ１４ｈ４ Ｎ－７３°－Ｗ ［３×２］ ６�３×４�２ ［２６�４６］ ２�１ ２�１ 側柱 ７ 楕円形 ３６～６５ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

４１８ Ｃ１３ｆ２ Ｎ－８６°－Ｗ ２×２ ４�８×３�６ １７�２８ ２�４ １�８ 側柱 ８ 楕円形 １８～４２ 土師器片，須恵器
片 ８世紀後葉

４２１ Ｂ１３ｊ５ Ｎ－０° ３×２ ５�４×３�６ １９�４４ １�２～２�１ １�８ 側柱 １０ 楕円形 １８～４２ 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ８世紀代

表６ 奈良時代溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１２３
Ｂ９ｆ９～
Ｂ１０ａ６

Ｎ－２°－Ｗ
Ｎ－９０°－Ｅ

Ｌ字状 ４３�２１ ４０～１４７ ２１～１００ ２０～４０ 逆台形 自然 外傾
土師器片，須恵器片，灰
釉陶器片，鉄製品

８世紀前葉
～中葉

１２７
Ｂ１１ｇ４～
Ｂ１１ｈ３

Ｎ－５２°－Ｅ Ｓ字状 （６�５９） ３４～４８ １８～２７ ９～１２ Ｕ字状 自然 緩斜 土師器片 ８世紀代

表７ 奈良時代土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（時期・性格）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

２１８４ Ｃ１１ｅ７ Ｎ－０° 楕円形 ０�６２×０�５１ ２５ 外傾 傾斜 人為 土師器片 ８世紀前葉

２２２１ Ｃ１４ｄ６ Ｎ－６４°－Ｗ 方形 １�５５×１�４２ ６ 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片 ８世紀前葉

２２３７ Ｂ１４ｉ２ Ｎ－３８°－Ｗ 円形 １�３２×１�２０ ４０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 ８世紀後葉 廃棄土坑

２２３８ Ｂ１４ｈ２ Ｎ－４５°－Ｅ 楕円形 １�２４×１�０８ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，灰釉
陶器片 ８世紀後葉 廃棄土坑

２２４１ Ｄ１４ａ２ Ｎ－３５°－Ｅ 楕円形 １�１８×０�７７ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 ８世紀後葉

―５２７―



第４８６図 第２００５号住居跡・出土遺物実測図

―５２８―



竈 北壁中央部に付設されている。煙道部は撹乱を受けているが焚口部から煙道部まで１０４�ほどが確認され，

袖部幅は１２８�である。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４０～６６�である。南壁際の中央部に幅２０�ほどで，深さも２０

�ほどの溝があり，位置的には出入口施設に伴う溝と考えられる。

覆土 ９層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３５３点（坏６２，甕類２９１），須恵器片３５点（坏２７，甕類７，長頸壺１），石製品１点（勾玉），

鉄器・鉄製品２点（刀子，不明）のほか，混入した石鏃２点，陶器片４点も出土している。７０４・７０６は竈の覆土

下層，７０５は南壁際の覆土下層から出土し，時期判断の指標となる遺物である。また，Ｍ９９・Ｍ１００は中央部の

床面から出土しており，廃絶後間もなく遺棄されたものと考えられる。Ｑ６０は西部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第４８７図 第２００５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子微量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂粒少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

４ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂粒少量，ローム粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂粒少量，ロームブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量

―５２９―



第２００６号住居跡（第４８８図）

位置 調査区南西部のＥ９ａ４区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２００５号住居跡を掘り込んでいる。

第４８８図 第２００６号住居跡・出土遺物実測図

第２００５号住居跡出土遺物観察表（第４８６・４８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７０４ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�０ ７�８ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後一方向
のヘラ削り 竈下層 ３０％

７０５ 土師器 甕 ２３�０ ３２�４ ７�６ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ下位ヘ
ラ磨き 内面ヘラナデ 覆土下層 ９５％ PL１８４

７０６ 土師器 甕 ［１２�５］（３�３） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 竈下層 ５％ 体部内
外面煤付着

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６０ 勾玉 ３�５ ２ １�０ ８�１ 滑石 孔径３	 全面丁寧な研磨 コの字状 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９９ 刀子 （３�４） １�１ ０�４ （３�０） 鉄 切先・刃部・茎一部欠損 両区 床面

Ｍ１００ 刀子 （４�８） １�１ ０�４ （５�２） 鉄 切先・刃部・茎一部欠損 両区 床面

―５３０―



規模と形状 全体的に耕作による撹乱を受けているが，長軸３�１２ｍ，短軸２�４８ｍが確認された。長方形と推定

され，主軸方向はＮ－６１°－Ｅである。壁高は１２～１４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 南東コーナー部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８４�で，袖部は確認されていない。火

床部は床面を８�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ２２�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さ４２�で，配置から貯蔵穴の可能性も想定されるが明確でない。

覆土 １２層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５７点（坏１６，小皿４，甕類３７）が出土している。７０７は中央部の覆土下層，７０８はピッ

トの覆土上層から出土し，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半から１１世紀前半と考えられる。

第２０１４号住居跡（第４８９図）

位置 調査区南西部のＥ９ｃ５区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０２５・２１９３号住居跡を掘り込み，第２０３２号土坑に掘り込まれいる。

規模と形状 長軸３�６６ｍ，短軸３�１６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６３°－Ｅである。壁高は１５～２６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１８�，深さ４～６�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部の南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７８�，袖部は大部分が壊されてい

るが，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を４�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化して

いる。煙道部は壁外に５０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子微量

４ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒
子微量

５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック微量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ

ロック微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，ローム粒

子少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 色 炭化物中量，砂質粘土粒子少量，ロームブロック・

焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック，焼土粒子微量

第２００６号住居跡出土遺物観察表（第４８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７０７ 土師器 小皿 ８�４ ２�１ ５�３ 長石・石英 暗灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り 覆土下層 １００％ PL１７９

７０８ 土師器 小皿 ８�２ １�７ ５�４ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り Ｐ覆土上層 ６０％ PL１７９

―５３１―



第４８９図 第２０１４号住居跡・出土遺物実測図
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覆土 １８層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２１９点（坏６９，高台付椀２，小皿１，甕類１４７），須恵器片９点（坏５，蓋１，高盤１，

甕２），石器１点（砥石）のほか，混入した縄文土器片１点，陶器片１点も出土している。７０９～７１１は竈内か

ら出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。Ｑ６１は覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀後半と考えられる。

第２０３３号住居跡（第４９０・４９１図）

位置 調査区南西部のＤ９ｇ０区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３０４号掘立柱建物，第２７５８・２７５９・２７６１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１３ｍ，短軸３�３３ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は１０～１５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，中央部がよく踏み固められている。北西コーナー部を除いて，幅９～１５�，深さ３～５

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，北東部壁際および南西部に，壁際から落ち込むような状

態で焼土，炭化材が堆積している。

竈 北壁中央部に付設されている。第３０４号掘立柱建物によって掘り込まれており，煙道部東側および右袖部

は遺存しない。確認された部分の規模は，焚口部から煙道部まで１３０�である。火床部は床面と同じ高さの平

坦面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５５�掘り込まれ，火床部から外

傾して立ち上がっている。

ピット ３か所。Ｐ１は深さは１６�で，竈と対峙する南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりか

ら，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ２・Ｐ３の性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
９ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
１４ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
１７ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化ブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

第２０１４号住居跡出土遺物観察表（第４８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７０９ 土師器 坏 ［１５�６］ ４�３ ７�７ 長石・石英 橙 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り 竈覆土上層～火床 ６５％

７１０ 土師器 坏 － （２�５） ８�２ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り 竈覆土中層～火床 ４０％ 体部内
外面煤付着

７１１ 土師器 小皿 ８�６ １�８ ５�０ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り 竈火床 ８０％ 煤付
着 PL１７９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６１ 砥石 （６�７） ２�６ ２�６ （５４�９） 凝灰岩 砥面は４面 覆土下層

―５３３―



第４９０図 第２０３３号住居跡・出土遺物実測図

―５３４―



覆土 ７層に分けられる。覆土中に焼土ブロック・炭化物が含まれ，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７０点（坏９，甕類１６０，置竈ヵ１），須恵器片３４点（坏１０，鉢２，甕類２２）が散在し

た状態で出土している。出土土器の多くは細片であり，出土層位は床面に堆積した焼土，炭化材よりも上層で

あることから，住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。７１２はＰ３の覆土上層から出土しており，柱抜き

取り後に流れ込んだものと考えられる。７１３は中央部の覆土下層から出土した破片を接合したものであり，住

居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，７１４は竈前部の床面から出土している。

所見 北壁際および中央部の床面に炭化材が認められ，焼土が堆積していることから，焼失住居と考えられる。

時期は，出土土器から１０世紀前半以前と考えられる。

第２０４３号住居跡（第４９２～４９５図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｅ４区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２４６号住居跡を掘り込み，第２６６２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�２７ｍ，短軸６�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は２０～５５�で，ほぼ垂

直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅６～１８�，深さ３～１４�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

第４９１図 第２０３３号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化物少量

５ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子中量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量

第２０３３号住居跡出土遺物観察表（第４９０・４９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７１２ 土師器 坏 １３�４ ４�７ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端一方向の手持ち
ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後二方向のヘラ削り Ｐ３覆土上層 ７０％ PL１６１

７１３ 土師器 甕 ［２２�２］（２２�１） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面
ヘラナデ 覆土下層 ２０％

７１４ 土師器 置カマ
ドヵ － １２�８［２３�０］長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ナデ 輪積痕 床面 ２０％ PL１７９

―５３５―



第４９２図 第２０４３号住居跡実測図

―５３６―



第４９３図 第２０４３号住居跡・出土遺物実測図

―５３７―



第４９４図 第２０４３号住居跡出土遺物実測図�

―５３８―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１６４�，袖部幅１８４�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化

している。煙道部は壁外に６０�掘り込まれ，火床部から急に外傾して立ち上がっている。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ６０～８４�であり，抜き取り痕が確認できる。Ｐ５は深さ６０�，

Ｐ６は深さ１６�でいずれも南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから見て，出入口施設に伴

うピットと考えられる。Ｐ７・Ｐ８は，配置から竈に伴う施設の柱穴とも想定される。

覆土 １０層に分けられる。各層にロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第４９５図 第２０４３号住居跡出土遺物実測図�

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ロームブロ

ック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂

質粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子・砂質

粘土粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化物少量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量
７ 灰 赤 色 砂質粘土粒子・灰多量，焼土ブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子・

砂質粘土粒子少量
９ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化物少量

１０ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土
ブロック・炭化粒子少量

１１ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
１２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１３ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土

ブロック少量
１４ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ロームブロ

ック・炭化粒子少量
１５ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック

・炭化粒子少量
１６ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化物・ロ

ーム粒子少量
１７ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，焼土ブロ

ック・炭化物少量
１８ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物・砂

質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
１０ 褐 色 ロームブロック中量

―５３９―



遺物出土状況 土師器片３０７１点（坏１２５，高盤２，甕類２９４４），須恵器片１１２５点（坏６７８，高台付坏１１，皿２，

盤４，蓋３４，高盤５，鉢１６，壺７，甕類３６６，甑２），鉄器３点（刀子２，鏃１），鉄滓４点が出土している。

７１５は北壁際の覆土中層，７１７はＰ１の覆土中層，７２１は西壁寄りの床面，７２２は竈の覆土下層，７２５は東南コー

ナー部の覆土中層と床面，７２３・７２４・７２６は南壁際の覆土中層からそれぞれ出土し，いずれも廃棄されたもの

と考えられる。７２８は竈上層から竈前の覆土下層にかけて破片で散在して出土している。Ｍ１０１は中央部の床面，

TP３０・Ｍ１０２・Ｍ１０３・Ｍ１０５～Ｍ１０７は中央部の覆土上層から中層にかけて出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２０４６号住居跡（第４９６・４９７図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｈ２区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 耕作による撹乱を受けているが，長軸３�８１ｍ，短軸３�５０ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗで

ある。壁高は５～２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部と南東コーナー部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。撹乱を受けているが，焚口部から煙道部まで１０２�，袖部幅８４�が確認さ

れ，袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面を４�掘りくぼめている。煙道部は壁外に６４�掘り込ま

第２０４３号住居跡出土遺物観察表（第４９３～４９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７１５ 須恵器 坏 １１�３ ３�５ ６�７ 長石・礫 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 覆土中層 １００％PL１６１

７１６ 須恵器 坏 １３�１ ３�９ ８�２ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 床面 ８０％ PL１６２

７１７ 須恵器 坏 １３�４ ４�０ ８�２ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り Ｐ１覆土中層 ８０％ PL１６２

７１８ 須恵器 坏 １３�０ ３�８ ８�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 覆土中層 ８５％ PL１６２

７１９ 須恵器 坏 ［１３�２］ ４�０ ７�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向のヘラ削り 覆土中層 ７０％ PL１６２

７２０ 須恵器 坏 １２�８ ４�２ ７�４ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 竈覆土 ６５％

７２１ 須恵器 坏 １３�２ ４�２ ８�４ 長石・石英・雲母 オリーブ黒 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 床面 ７０％

７２２ 須恵器 坏 ［１１�６］ ３�７ ６�６ 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 竈覆土下層 ５０％

７２３ 須恵器 鉢 ［２３�４］１０�１ １３�８ 長石・石英・雲母 暗灰黄 普通 体部外面平行叩き下位手持ちヘラ削り 当て具痕 覆土中層 ６０％

７２４ 須恵器 鉢 ［３０�０］（１２�２） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部外面上位斜位の平行叩き下位ヘラ削り 内
面上位横ナデ下位斜位のヘラナデ 覆土中層 １０％

７２５ 須恵器 鉢 ［２７�０］（１３�７） － 長石・石英・雲母・礫 橙 普通 体部外面横位の平行叩き下位ヘラ削り 内面ナ
デ 当て具痕 覆土中層～床面 １０％

７２６ 須恵器 短頸壺 ６�６ ６�５ ６�２ 長石・石英 灰黄 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ロクロナデ
底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中層 ９５％ PL１７１

７２７ 須恵器 長頸壺 － （４�８）［１１�６］長石・石英・礫 灰黄 普通 体部外面下位ヘラ削り 内面ロクロナデ 底部
回転ヘラ切り後高台貼り付け 内面指頭痕 覆土中層 １０％

７２８ 土師器 甕 ２１�８（２３�８） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ下位ヘ
ラ磨き 内面輪積痕を残すナデ 指頭痕 竈上層～覆土下層 ６０％

７２９ 土師器 甕 ［２０�８］（５�５） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ナデ 内面指頭痕 竈覆土 ５％

TP３０ 須恵器 甕 － （１４�１） － 長石 褐灰 普通 頸部櫛描波状文 覆土中層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０１ 刀子 （６�３） １�２ ０�３ （８�９） 鉄 切先・刃部・茎一部欠損 両区 床面

Ｍ１０２ 刀子 （４�１） ０�７ ０�３ （２�７） 鉄 平造 刃部のみ残存 覆土中層

Ｍ１０３ 鏃 （６�９） ０�６ ０�４ （７�３） 鉄 長頸鑿箭式ヵ 刃先・茎一部欠損 覆土上層 PL１９６

Ｍ１０４ 鉄滓 ６�２ ４�８ ２�６ ５９�９ 鉄 表面錆付着 覆土下層

Ｍ１０５ 鉄滓 ４�５ ４�８ ２�９ ４８�９ 鉄 表面錆付着 覆土上層

Ｍ１０６ 鉄滓 ３�４ ４�８ ２�２ ５１�４ 鉄 表面錆付着 覆土上層

Ｍ１０７ 鉄滓 ２�９ ２�４ ２�２ ９�９ 鉄 表面錆付着 覆土中層

―５４０―



れ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１とＰ２は主柱穴で，深さは２０～３０�である。Ｐ３は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４～Ｐ６の性格は不明である。

覆土 １２層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０６点（坏１２，甕類９４），須恵器片２５点（坏６，高台付坏１，甕類１８），石器１点（砥

石），鉄製品１点（釘）のほか，混入した陶器片５点も出土している。７３０・Ｑ６２は中央部の床面，TP３１は竈

前の床面，Ｍ１０８は覆土から出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロ

ック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量

６ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロ
ック少量

７ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
９ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量

７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１０ 明 褐 色 ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４９６図 第２０４６号住居跡実測図
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第２０５４号住居跡（第４９８・４９９図）

位置 調査区北西部のＢ９ｃ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０５５号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�４５ｍ，短軸３�２８ｍの方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は３７～４２�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５２�，袖部幅１３２�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部

は壁外に８４�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

第４９７図 第２０４６号住居跡出土遺物実測図

第２０４６号住居跡出土遺物観察表（第４９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７３０ 須恵器 鉢 ［３５�０］（１４�３） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面輪積痕を残すナ
デ 当て具痕 床面 １０％

TP３１ 須恵器 甕 － （７�３） － 長石・雲母 褐灰 普通 体部外面横位の平行叩き 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６２ 砥石 ６�４ ４�４ ４�０ （９２�６） 凝灰岩 砥面４面 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０８ 釘 （６�６） ０�８ ０�６ （１２�４） 鉄 角釘 先端部欠損 覆土 PL１９９
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ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２０～３２�である。Ｐ５は深さ３０�で，南壁際の中央部に位置

していることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ１０�で，性格は不明

である。

覆土 １３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
４ 赤 褐 色 焼土ブロック少量，粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 灰 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 灰 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量

９ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土

ブロック少量
１１ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土

ブロック・炭化粒子少量
１２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

８ 褐 色 ローム粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック微量
１３ 褐 色 ロームブロック少量

第４９８図 第２０５４号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片１０８点（坏２３，甕類８５），須恵器片３９点（坏２５，高盤１，甕類１３）のほか，混入した縄

文土器片６点も出土している。７３２は南壁溝の底面，７３３・７３５は東壁寄りの床面から出土し，いずれも住居の

廃絶時に遺棄されたものと考えられる。７３１・７３４は覆土より出土し，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２０５５号住居跡（第５００・５０１図）

位置 調査区北西部のＢ９ｄ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０５４・２２５０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�７９ｍ，短軸２�５５ｍの方形で，主軸方向はＮ－１９°－Ｅである。壁高は１８～２５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北側と東側が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０４�，袖部幅１０６�が確認され，砂質粘土

とローム土で構築されている。火床部は床面を１０�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に５６�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

第４９９図 第２０５４号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
７ 灰 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
８ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒

子微量
１３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量
１５ 褐 色 ロームブロック少量
１６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

第２０５４号住居跡出土遺物観察表（第４９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７３１ 土師器 坏 ［１３�４］（４�１） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 覆土 ５％

７３２ 須恵器 坏 ［１２�６］（３�６） － 石英・雲母 褐灰 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 壁溝底面 ５％

７３３ 須恵器 坏 ［１３�０］（４�１） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部内外面ロクロナデ 床面 ５％

７３４ 須恵器 坏 － （２�５）［８�６］ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り 覆土 ５％ 外面

煤付着

７３５ 須恵器 高盤 － （８�０） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 脚部内外面ロクロナデ 床面 １０％

―５４４―



覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６３点（坏１６，甕類４７），須恵器片２４点（坏１０，甕類５，甑９），灰釉陶器片３点（椀）

のほか，混入した石器１点が出土している。７３６・Ｑ５１４は北東コーナー際の覆土中層から下層，７３７・７３８は竈

前の床面と中層，７３９は竈前の覆土下層，Ｑ５１３は北壁寄りの覆土中層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後に

廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第５００図 第２０５５号住居跡・出土遺物実測図
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第２０５８号住居跡（第５０２・５０３図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｇ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�６６ｍ，短軸４�１２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は２８～３５�で，外傾

して立ち上がっている。西側は耕作による撹乱を受けている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～１８�，深さ４～８�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。撹乱を受けているが，袖部幅９８�が確認され，砂質粘土で構築されている。

火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４４�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１５～２８�である。Ｐ５は南壁際の中央部に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ８の性格は不明である。

覆土 １１層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第５０１図 第２０５５号住居跡出土遺物実測図

竈覆土解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量

９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化

粒子少量
１１ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土

粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック少量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

第２０５５号住居跡出土遺物観察表（第５００・５０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７３６ 土師器 坏 １３�８ ４�４ ６�０ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り内面ヘラ磨き 底部回
転糸切り 覆土中層 ４５％

７３７ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�４ ［５�３］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端ナデ 内面ヘラ磨き 底部回転糸切り 床面 ４５％

７３８ 灰釉陶器 高台付椀 １７�０ ５�２ ７�２ 長石・石英 灰白 良好 口辺部内面に沈線１条 底部回転糸切り後高台
貼り付け 覆土中層 ７０％

７３９ 須恵器 甑 ［３１�６］（２２�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面輪積痕を残すナデ 体部外面縦位の平行叩
き 下端ヘラ削り 内面輪積痕を残すナデ 当て具痕 覆土下層 ３０％

―５４６―



遺物出土状況 土師器片３２４点（坏４３，甕類２８１），須恵器片２２４点（坏１２３，蓋３，盤８，甕類５７，甑３３），鉄器

２点（鉄鏃）のほか，混入した陶器片７点，瓦２点も出土している。７４０・７４２は東壁際の覆土下層，７４１は竈

の覆土下層，７４３は北壁際の覆土下層からそれぞれ出土し，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。７４４

は竈の火床面と中央部の床面から出土した破片が接合した資料である。Ｍ１０９は中央部の床面，Ｍ１１０は覆土下

層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

５ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量

８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック少量

第５０２図 第２０５８号住居跡実測図

―５４７―



第５０３図 第２０５８号住居跡出土遺物実測図

―５４８―



第２０５９号住居跡（第５０４図）

位置 調査区西部のＢ１０ｈ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２３３号住居跡を掘り込み，第２２３４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６４ｍ，短軸４�５５ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は４～１４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１６�，深さ６～１０�，Ｕ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９０�，袖部幅１１８�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部

は壁外に８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５６～６４�である。Ｐ５は深さ１６�で，南壁際の中央部に位置

していることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２２８点（坏１７，甕類２１１），須恵器片５０点（坏１０，蓋１４，高盤２，甕類２４），土製品１点

（支脚）が出土している。７４５はＰ５の覆土上層から出土し，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化物微量

５ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・砂少量，焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第２０５８号住居跡出土遺物観察表（第５０３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７４０ 須恵器 坏 ［１３�１］ ４�２ ７�４ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土下層 ６５％

７４１ 須恵器 坏 ［１１�８］ ３�８［６�５］長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 竈覆土下層 ２０％

７４２ 須恵器 盤 ［１９�５］ ３�７ １２�６ 長石・石英・雲母・礫 灰白 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 覆土下層 ８０％

７４３ 土師器 甕 ［２２�２］（１８�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 下位
ヘラ削り 内面輪積痕を残すヘラナデ 覆土下層 ３５％

７４４ 須恵器 甑 ３２�８ ３０�７ １５�２ 長石・石英 黄灰 普通 体部外面横位の平行叩き 下端ヘラ削り 内面
輪積痕を残すナデ 指頭痕 竈火床面～床面 ８５％ PL１８７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１０９ 鏃 （７�１） ３�０ ０�４ （１１�８） 鉄 短頸腸抉鏃 鏃身断面両丸 篦被部断面長方形
腸抉両先端欠損 茎一部欠損 床面 PL１９６

Ｍ１１０ 鏃ヵ （１４�８） ０�５ ０�５ （１２�５） 鉄 茎部のみ残存 断面長方形 覆土下層

―５４９―



第５０４図 第２０５９号住居跡・出土遺物実測図

―５５０―



第２０６０号住居跡（第５０５図）

位置 調査区西部のＢ１０ｊ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１９ピット群，第２０３３・２５５０・２５５１・２７６５号土坑に掘り込まれている。

第５０５図 第２０６０号住居跡・出土遺物実測図

第２０５９号住居跡出土遺物観察表（第５０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７４５ 須恵器 高盤［２３�２］（３�５） － 長石・石英・雲母 黄灰褐 普通 坏部外面下位左回りのヘラ削り後脚部貼付け Ｐ５覆土上層 ４０％

―５５１―



規模と形状 南東部は床面が露出した状態で検出されている。長軸３�７８ｍ，短軸３�６４ｍの方形で，主軸方向は

Ｎ－３°－Ｗである。壁高は９～１４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前部から中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７５�，袖部幅１０６�である。火床部は床面

とほぼ同じ高さの地山面を使用し，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４９�掘り込まれ，

火床部から階段状に立ち上がっている。

ピット ４か所。Ｐ１は深さ１２�で南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考え

られる。Ｐ２～Ｐ４の性格は不明である。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片５７点（坏９，甕類４８），須恵器片１０点（坏７，蓋１，盤１，甕類１）が散在した状態

で出土しており，ほとんどが細片である。また，混入した黒曜石１点も出土している。７４７は竈覆土，７４６は北

東コーナー部の覆土下層から出土しており，ともに住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉以前と考えられる。

第２０６５号住居跡（第５０６～５１３図）

位置 調査区南東部のＣ１３ｊ５区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０７８・２０８４号住居，第２５６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�８０ｍ，短軸６�３６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は８～６８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～２２�，深さ６～１０�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡

っている。床面からは多量の焼土と炭化材が確認され，特に北東コーナーの壁が火を受けて赤変している。ま

た，東壁寄りの床面からは屋根材に想定される炭化したカヤも出土している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３４�，両袖部幅１４０�である。袖部は砂質

粘土で構築されている。火床部は床面より３�高く，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に

８０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。天井部の一部が残存している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

４ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２０６０号住居跡出土遺物観察表（第５０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７４６ 須恵器 盤 － （２�３） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 覆土下層 ４０％

７４７ 須恵器 蓋 （１�２）（１�２） － 石英 灰黄 普通 ナデ 竈覆土 ５％

―５５２―



竈土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子

微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・

砂質粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ローム

ブロック・炭化物微量

４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物・砂質粘土ブロック
微量

５ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物微量
７ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量

第５０６図 第２０６５号住居跡実測図�

―５５３―



第５０７図 第２０６５号住居跡実測図�

―５５４―



ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ４６～６３�である。Ｐ１・Ｐ４からは柱材が炭化した状態で検出

されている。Ｐ６～Ｐ９は主柱穴の南に位置しており，深さは２３～４５�である。いずれも隣接する主柱穴より

も浅いことから見て補助柱穴と想定されるが，明確でない。Ｐ５は深さ３８�で，南壁際の中央部に位置してい

ることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

第５０８図 第２０６５号住居跡実測図�

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・粘土粒子微量
３ 褐 灰 色 粘土粒子多量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

―５５５―



第５０９図 第２０６５号住居跡出土遺物実測図�

―５５６―



第５１０図 第２０６５号住居跡出土遺物実測図�

―５５７―



第５１１図 第２０６５号住居跡出土遺物実測図�

―５５８―



第５１２図 第２０６５号住居跡出土遺物実測図�

―５５９―



第５１３図 第２０６５号住居跡出土遺物実測図�

―５６０―



覆土 ３１層に分けられる。炭化材と焼土からなる第３０～３２層は自然堆積であり，その他はブロック状の堆積状

況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９４６点（坏７６，甕類８７０），須恵器片７９６点（坏２０７，高台付坏５，蓋２６，甕類５２３，甑３５），

灰釉陶器片１点，土製品２点（紡錘車），石製品１点（紡錘車），鉄器・鉄製品８点（刀子２，鏃２，鎌１，手

斧１，不明２），青銅製品１点（柄杓）が出土している。遺物はほぼ全面に散在した状態で出土している。ま

た，覆土上層から中層に集中して出土しており，多くが廃絶後に廃棄されたものと考えられる。７６１・７６２は竈

右袖前の床面，７５８は覆土下層，７５９・７６３は竈東側の覆土下層から壁際の炭化材に押しつぶされた状況で出土

している。また，７５５・７５６・７５７は竈の覆土中層から下層にかけて出土し，時期判断の指標となる資料である。

Ｑ６３は北壁際の覆土下層，Ｍ１１１・Ｍ１１４・Ｍ１１５は東壁際の覆土下層，Ｍ１１３は南壁際の床面からいずれもほぼ

完形で出土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，Ｍ１１６（青銅製柄杓）は中央部の覆土下層から

出土し，火を受けて一部溶解していることや，炭化材と焼土を多量に含む覆土下層から破片で出土している状

況などから見て，廃棄されて間もなく火を受けたものと考えられる。

所見 床面から多量の焼土と炭化材が検出され，さらにＰ１・Ｐ４からは柱材が炭化した状態で出土している

ことから焼失住居と考えられる。出土した土器や青銅製品は，廃棄された後に火を受けている。また，同時期

の住居跡の中でもとりわけ規模が大きい住居跡であり，全国的にも稀少な遺物である青銅製柄杓が出土したこ

とから見て，周辺に有力者の住居が存在していた可能性がある。青銅製柄杓は全国的にも稀少なもので，山口

県萩市見島ジーコンボ古墳群，千葉県柏市花前�遺跡，新治郡新治村武者塚１号墳，鹿嶋市御園生遺跡第４９号

住居跡に次ぐ５例目である。また，青銅製の袋状の柄に木製の柄を装着するものとしては全国初である。時期

は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化材中量，焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
４ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・ロー

ム粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物少量
７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，砂質粘土ブロック・

ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
１０ 褐 色 炭化材・砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
１４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１５ 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化材・ローム粒子・焼

土粒子微量
１６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

１７ 暗 褐 色 炭化材少量，焼土ブロック・砂質粘土ブロック微量
１８ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・砂質粘土ブロック・

ローム粒子微量
１９ 黒 褐 色 炭化材・焼土粒子少量
２０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
２１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
２２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物微量
２３ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２４ 黒 褐 色 炭化材中量
２５ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
２６ 黒 色 炭化物中量，砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量
２７ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック・砂質粘

土ブロック微量
２８ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化材・ロー

ム粒子微量
２９ 極 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量，ロー

ムブロック微量
３０ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
３１ 黒 色 炭化材少量
３２ 褐 色 炭化材少量，ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量

第２０６５号住居跡出土遺物観察表（第５０９～５１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７４８ 須恵器 坏 １２�９ ４�３ ６�３ 長石・石英 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL１６２

７４９ 須恵器 坏 １３�６ ４�８ ７�０ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土中層～床面 ９０％ PL１６２

７５０ 須恵器 坏 １２�６ ４�７ ６�５ 長石・石英 赤灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 床面 ８５％ PL１６２

７５１ 須恵器 坏 ［１３�３］ ４�８ ７�８ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切
り後一方向の手持ちヘラ削り 床面 ６０％ PL１６２

７５２ 須恵器 坏 ［１２�６］ ５�４ ７�４ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ５５％

７５３ 須恵器 高台付坏［１１�２］ ５�６ ６�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中層～床面 ４５％

―５６１―



第２０７１号住居跡（第５１４図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｉ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�４５ｍ，短軸４�１８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｅである。壁高は７～１３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０２�で，袖部は確認されなかった。火床

部は床面とほぼ同じ高さである。煙道部は火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット Ｐ１は南壁の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
５ 褐 灰 色 ロームブロック・砂少量，焼土ブロック微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７５４ 須恵器 高台付坏［１３�４］ ５�９ ８�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土下層 ４０％

７５５ 須恵器 蓋 １７�６ ３�６ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 竈覆土下層 ７０％ PL１６７

７５６ 土師器 甕 ［２２�２］（２５�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面下位ヘラ磨き
内面ヘラナデ 竈覆土中層 ３５％

７５７ 土師器 甕 ［２１�２］（８�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面輪積痕を残すナデ 体部外面ナデ
内面ヘラナデ 竈覆土下層 １０％

７５８ 須恵器 甕 １９�８ ２３�４ １３�６ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面下端ヘラ削り後斜位の平行叩き 内面
当て具痕 覆土下層 ９０％ PL１８４

７５９ 須恵器 甕 ２６�５ ３７�６ １８�２ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部外面上位横位 中～下位斜位の平行叩き下
端手持ちヘラ削り 内面ナデ 当て具痕 覆土下層 ４０％ PL１８４

７６０ 土師器 小甕 １２�８ １２�４ ８�２ 長石・石英・雲母・微礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面下端手持ちヘラ
削り 内面ナデ 底部木葉痕 覆土中層 ９５％ PL１７６

７６１ 土師器 小甕 １０�９ ９�３ ６�０ 長石・石英・雲母・微礫 赤橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面手持ちヘラ削り
内面ヘラナデ 底部木葉痕 床面 ９５％ PL１７８

７６２ 須恵器 甕 ２４�８ ４３�１ １７�５ 長石・石英 暗灰 普通 口辺部外面横位の平行叩き 体部外面凝格子状の平行
叩き 下端手持ちヘラ削り 内面輪積痕を残すナデ 床面 ９５％ PL１８４

７６３ 須恵器 甑 ３２�５ ２６�１ １３�６ 長石 灰 普通 体部外面上位・横位・斜位の平行叩き 下端手持ち
ヘラ削り 内面輪積痕を残すナデ 指頭痕 ５孔式 覆土下層 ９５％ PL１８７

TP３２ 須恵器 大甕 － （２０�８） － 長石・針状鉱物・礫 灰褐 普通 体部外面横位の平行叩き 竈覆土中層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０９ 紡錘車 ５�４ ２�２ ０�７ （５８�３） 土（長石・石英・雲母） 断面台形 ナデ 一部欠損 床面

DP１１０ 紡錘車 ５�０ ２�２ ［０�７］（１９�６） 土（長石・雲母・赤色粒子） 断面台形 ナデ 側面に浅い沈線１条 一部欠損 覆土上層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６３ 紡錘車 ４�１ １�９ ０�８ ４９�７ 滑石 断面台形 両面穿孔 上下面に同心円状の擦痕 側面
に擦痕・線刻「本」「□」 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１１ 刀子 （１７�０） １�８ ０�７ （２３�９） 鉄 切先部・刃部・茎一部欠損 茎に柄木が残存 覆土下層 PL１９８

Ｍ１１２ 刀子 （６�７） １�３ ０�４ （ ８�５） 鉄 刃部・茎一部欠損 両区 竈右袖部上

Ｍ１１３ 鏃 （５�５）（１�２） ０�５ （ ４�６） 鉄 長頸鑿箭式ヵ 刃先・箆被・茎部一部欠損 箆被にカ
ヤ状炭化物付着 床面 PL１９６

Ｍ１１４ 鎌 （１０�０）（４�０） ０�２ （２３�４） 鉄 切先・基部欠損 表面にカヤ状炭化物付着 覆土下層 PL１９６

Ｍ１１５ 手斧 ８�９ ４�８ ２�２ （１２８�４） 鉄 袋部・刃部一部欠損 刃部は幅広 表面カヤ状炭化物
付着 覆土下層 PL１９７

Ｍ１１７不明鉄製品 （６�２） ０�５ ０�７ （ ６�３） 鉄 断面長方形 「く」の字状に折れ曲がる 覆土下層

Ｍ１１８不明鉄製品 （４�８） １�９ ０�３ （１０�１） 鉄 断面長方形 覆土下層

番号 器種 径 長さ 器高 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１６ 柄杓 ［１７�０］（２６�６）（３�５）（２１８�４） 青銅 中空の柄付 片口有り 覆土下層 潰れて一部
溶解 PL１９９

―５６２―



第５１４図 第２０７１号住居跡・出土遺物実測図
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覆土 １３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第１０～１４層は出入口ピットの覆土であ

る。

遺物出土状況 土師器片１９５点（坏１６，高台付椀２，甕類１７７），須恵器片１２８点（坏２１，高台付坏６，蓋４，甕

類９４，甑３），石製品１点（紡錘車）が主に竈内と北西コーナー部を中心に出土している。７６４・７６６・７６７・Ｑ

６４は北壁際の覆土中層，７６９は竈前の床面から出土し，時期判断の指標となる遺物である。また，７６８は南壁際

のＰの覆土上層，７６５は中央部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２０７８号住居跡（第５１５～５１９図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｂ５区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６３・２０６５号住居跡，第３６１号掘立柱建物跡を掘り込み，第２５６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�９０ｍ，短軸４�５０ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は２０～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～２２�，深さ４～８�，Ｕ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。砂質粘土などを主体とする褐色土・暗褐色土で構築した貼床である。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１８０�，袖部幅１７８�である。袖部はローム

土と砂質粘土で構築され，土師器甕と須恵器甕で補強されている。火床部は床面を２０�掘りくぼめており，火

床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に８２�掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土ブ

ロック微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック微量
４ 暗 赤 灰 色 炭化物中量，焼土ブロック・砂質粘土ブロック少

量，ロームブロック微量

５ 赤 灰 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，
ローム粒子微量

６ 灰 赤 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土粒
子微量

７ 暗 赤 灰 色 砂質粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量
８ 赤 黒 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量
９ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土粒

子微量

第２０７１号住居跡出土遺物観察表（第５１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７６４ 須恵器 坏 ［１４�０］（４�０） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 覆土中層 ５％

７６５ 土師器 高台付椀 － （３�０）［６�４］長石・石英・雲母・礫 橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
り付け 覆土下層 ７０％

７６６ 須恵器 盤 － （３�０）［１１�４］長石・石英・雲母・礫 にぶい黄橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中層 ７０％

７６７ 土師器 甕 ［１６�８］（２�８） － 長石・石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面ロクロナデ 覆土中層 ５％

７６８ 須恵器 甕 （２０�８）（４�８） － 長石・石英・礫 灰 普通 口辺部内外面ロクロナデ 覆土上層 ５％

７６９ 須恵器 甑 ［２８�３］（１０�５） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面凝格子状の平行叩き内面輪積痕を残す
ナデ 床面 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６４ 紡錘車 ４�６ １�９ ０�８ （５４�６） 凝灰岩 断面長方形 両面穿孔 覆土中層

―５６４―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２８～４８�である。Ｐ５の深さは１１�で，南壁際の中央部に位

置していることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

１０ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
１２ 明 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック微量
１３ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量

１４ 灰 赤 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
１５ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
１６ にぶい褐色 砂質粘土中量，ロームブロック・炭化物少量
１７ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量

第５１５図 第２０７８号住居跡実測図

―５６５―



第５１６図 第２０７８号住居跡・出土遺物実測図

―５６６―



第５１７図 第２０７８号住居跡出土遺物実測図�

―５６７―



覆土 ９層に分けられる。各層に砂質粘土ブロックを含む人為堆積と考えられる。第８・９層は貼床の構築土

である。

遺物出土状況 土師器片１４５４点（坏４８，高台付椀３，皿１，蓋１，高坏１，甕類１３９８，甑２），須恵器片３８０点

（坏１５８，高台付坏４，皿４，蓋１６，壺２，甕類１８９，甑７），土製品１点（支脚），椀状滓３点のほか，混入し

た陶器片１点も出土している。遺物はほぼ全面から各層にわたって出土している。７７８は竈火床から逆位で出

土し，支脚として転用されたものと考えられる。７７９・７８０・７８２・７８３はいずれも竈の袖部から逆位または破片

で出土し，補強材に転用されたものと考えられ，時期判断の指標となる遺物である。７７４は北東コーナー部の

覆土中層，７７１・７８４は東壁際の覆土下層，７７３・７８１は南壁際の覆土中層，DP１１１は溝の覆土下層，７７５は西壁

際の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，７７０は覆土

中層，７７２はＰ２の覆土，７７６・７７７は覆土下層，Ｍ１２１は竈の右袖上，Ｍ１１９・Ｍ１２０は中央部の覆土下層から出

土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉から後葉と考えられる。

第５１８図 第２０７８号住居跡出土遺物実測図�

土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少

量，ロームブロック微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少

量，ロームブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化物微量
４ 褐 灰 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土ブ

ロック・炭化物微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
８ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブ

ロック微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・炭化粒子微量

第２０７８号住居跡出土遺物観察表（第５１６～５１８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７７０ 須恵器 坏 ［１２�２］ ４�５ ［６�１］ 長石・雲母 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向のヘラ削り 覆土中層 ２５％

７７１ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�６ ［６�４］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端ヘラ削り 覆土下層 １０％

７７２ 須恵器 坏 － （１�８） ６�７ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り Ｐ２覆土 １０％

７７３ 須恵器 坏 － （０�６） ４�８ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 底部中
央に穿孔 覆土中層 ５％ 有孔円

盤に転用

７７４ 土師器 高台付坏［１２�０］ ５�１ ６�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中層 ５５％

７７５ 土師器 高台付皿［１５�５］（２�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 覆土下層 ６０％

７７６ 須恵器 盤 ［１４�８］ ２�８ ［７�８］ 長石・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土下層 ５％

７７７ 須恵器 蓋 ［１４�８］ ３�３ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 覆土下層 ３０％ 二次焼成

―５６８―



第２０７９号住居跡（第５１９・５２０図）

位置 調査区東部のＣ１３ｈ４区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０８５号住居跡を掘り込み，第３０６号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６６ｍ，短軸３�５５ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は２５～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９４�，袖部幅１３２�である。袖部はローム土

混じりの砂質粘土で構築されている。掘り方の層に多量の焼土が確認できることから，竈を作り替えたと考え

られる。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部はほぼ直立している。

覆土 １０層に分けられる。締まりが弱く，各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３２３点（坏１０，甕類３１３），須恵器片１６９点（坏６８，高台付坏１，蓋１７，高盤１，甕類７２，甑

１０），鉄器１点（刀子）が出土している。遺物は竈内と中央部の覆土上層を中心に出土している。７８５は竈の火

床面，７８６・７８８は竈西側の床面，７８７は東壁際の覆土下層から出土し，時期判断の指標となる遺物である。７８９

は竈の覆土中層と中央部から北東コーナーにかけての床面，７９０・Ｍ１２２は中央部の床面，７９１は中央部の覆土

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土

粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物・

砂質粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，砂

質粘土粒子微量
５ 灰 赤 色 ロームブロック・焼土粒子少量

６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
７ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
８ 極暗赤褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子少量
９ 灰 赤 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
１０ にぶい褐色 ロームブロック中量，炭化物少量
１１ にぶい褐色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量
１２ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化物微量
１３ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量
１４ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，炭化物少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土ブ

ロック微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック・砂

質粘土ブロック微量

５ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７７８ 須恵器 鉢 ［３１�６］２１�０（１６�４）長石・石英・雲母 暗灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 下位手持ちヘラ削り
内面輪積痕を残す横ナデ 指頭痕 竈火床面 ４０％

７７９ 土師器 甕 ［１４�８］（１１�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ナデ 竈袖部 ３０％

７８０ 土師器 甕 ［１７�４］（２０�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面輪積痕を残すナ
デ下位ヘラ磨き 内面ヘラナデ 指頭痕 竈袖部 ２５％

７８１ 土師器 甕 ［２０�２］（１０�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ内面ヘラナデ 覆土中層 １０％

７８２ 須恵器 甕 ２２�９ ３０�７ １４�３ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 下位手持ちヘラ削り
内面輪積痕を残すナデ 当て具痕 竈袖部 ９５％ PL１８４

７８３ 須恵器 甕 － （２８�２）［１５�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 黄灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 下位手持ちヘラ削り
内面当て具痕 竈袖部 ４０％

７８４ 土師器 小形甕 － （８�８） ６�０ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部外面ナデ 下位手持ちヘラ削り 内面ヘラ
ナデ 底部木葉痕 覆土下層 ７０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１１ 支脚 （６�４） ４�４ ４�４ （８９�５） 土（長石） 外面ヘラナデ 一部残存 壁溝覆土中層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１９ 刀子 （１２�２） １�４ ０�４ （１５�２） 鉄 茎欠損 棟区 覆土下層

Ｍ１２０ 刀子 （６�９） ２�２ ０�４ （１２�５） 鉄 切先・茎一部欠損 覆土下層 PL１９８

Ｍ１２１ 刀子 （７�０） ０�９ ０�４ （６�９） 鉄 切先・茎一部欠損 両区 竈右袖部

―５６９―



中層から床面にかけて出土した破片が接合した資料で，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第５１９図 第２０７９号住居跡・出土遺物実測図

―５７０―



第５２０図 第２０７９号住居跡出土遺物実測図

―５７１―



第２０８０号住居跡（第５２１～５２３図）

位置 調査区東部のＣ１３ｉ６区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第５２１図 第２０８０号住居跡実測図

第２０７９号住居跡出土遺物観察表（第５１９・５２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７８５ 須恵器 坏 １４�０ ４�６ ７�６ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 竈火床面 ７０％ PL１６２

７８６ 須恵器 坏 １２�８ ５�３ ５�８ 長石・石英・雲母・微礫 にぶい橙 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 床面 ９０％ PL１６２

７８７ 須恵器 蓋 ［１４�０］ ２�２ － 長石・石英・微礫 灰 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 覆土下層 ７０％

７８８ 須恵器 高盤 － （７�１） － 長石・石英 灰 普通 脚部内外面ロクロナデ 床面 ２０％

７８９ 土師器 甕 ２２�９（３３�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面下半ヘラ磨き
内面ヘラナデ 竈覆土中層～床面 ７０％

７９０ 土師器 甕 ［１８�８］（６�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 床面 ５％

７９１ 須恵器 甑 ［３５�０］３０�０ １５�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 褐灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 下端手持ちヘラ削り
内面輪積痕を残すナデ 指頭痕 ５孔式 覆土中層～床面 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２２ 刀子 （１２�７） １�５ ０�４ （２０�０） 鉄 切先・刃部一部欠損 刃区有り 茎に柄の木材が付着 床面 PL１９８

―５７２―



重複関係 第３３２・３６８号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�４６ｍ，短軸３�２４ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は２６～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前と南壁際の中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２６�で，袖部は確認されてない。火床部

は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１０２�掘り込まれ，火床部

から外傾して立ち上がっている。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５３点（坏２９，高台付皿９，壺１，甕類１１４），須恵器片８５点（坏３１，高台付坏２，鉢

７，甕類４０，甑５），灰釉陶器片１点（長頸瓶），土製品１点（支脚），石器１点（砥石），鉄製品１点（不明）

のほか，混入した縄文土器片１点，手捏土器片１点も出土している。遺物は主に竈内と中央部の覆土上層から

下層にわたって出土している。７９４は竈の火床面，７９２は東壁寄りの床面，７９５は西壁寄りの床面からそれぞれ

出土し，時期判定の指標となる遺物である。また，７９６は中央部の床面，７９３は西壁寄りの覆土中層，Ｑ６５は覆

土，Ｍ１２３は南西コーナー寄りの床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化
物微量

６ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ
ク微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量
７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量
８ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック微量

第５２２図 第２０８０号住居跡出土遺物実測図�

―５７３―



第２０８１号住居跡（第５２４・５２５図）

位置 調査区南部のＤ１２ｃ１区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１１６号住居跡，第３５０・３９４号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�２４ｍ，短軸３�２２ｍの方形で，主軸方向はＮ－７８°－Ｅである。壁高は２０～４４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅６～１２�，深さ４～９�で，Ｕ字状の断面形を

呈する壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１２�，袖部幅１１４�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を２０�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部

は壁外に６８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

第５２３図 第２０８０号住居跡出土遺物実測図�

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化物少量，ロームブ

ロック・焼土ブロック微量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロ

ック・炭化物少量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物 少量
４ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック微量
５ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量
９ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土

ブロック・炭化物微量

１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土

ブロック微量
１２ 赤 褐 色 焼土ブロック少量
１３ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック微量
１４ 明 褐 灰 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
１５ 明 褐 灰 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，ロームブロ

ック微量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子微量
１７ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック微量
１８ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土 ブ

ロック微量

第２０８０号住居跡出土遺物観察表（第５２２・５２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７９２ 土師器 坏 １５�５ ４�９ ６�６ 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
回転ヘラ切り後多方向の手持ちヘラ削り 床面 ９５％ PL１６３

７９３ 土師器 坏 ［１４�８］ ４�１ ［６�２］ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
回転ヘラ切り後二方向の手持ちヘラ削り 覆土中層 ５０％

７９４ 土師器 坏 ［１５�８］ ４�５ ７�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面丁寧なヘラ磨き
底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 竈火床面 ２５％

７９５ 須恵器 坏 ［１４�４］ ４�３ ６�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 床面 ５５％

７９６ 土師器 高台付皿 １３�１ ２�２ ６�２ 長石・石英 石英・長石 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
り付け 床面 ９５％ PL１６７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６５ 砥石 （６�５） ３�９ ２�５ （６４�３） 凝灰岩 砥面３面 一部欠損 覆土

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２３ 鎌 （５�８） ４�０ ０�２５ （３１�３） 鉄 刃部・基部一部欠損 床面

―５７４―



ピット ２か所。Ｐ１は深さ１１�で，南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから見て出入口

施設に伴うピットと考えられる。Ｐ２は深さは１６�であるが，性格は不明である。

覆土 １２層に分けられる。各層に砂質粘土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少

量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物

少量

８ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化物微量

９ 黒 褐 色 炭化物中量，砂質粘土ブロック少量，ロームブロ
ック微量

１０ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ
ロック微量

１１ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
１２ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，炭化物少量，ロームブロ

ック微量

第５２４図 第２０８１号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片２１３点（坏８，甕類２０５），須恵器片８９点（坏４１，蓋２，甕類４６），土製品２点（小玉，

支脚），石器１点（砥石），石製品１点（臼玉）のほか，混入した陶器片１点も出土している。遺物は主に竈と

南部の覆土上層から下層にわたって出土している。７９７は東壁際，８００は北壁際の覆土下層，７９９・８０２・DP１１２

は南東コーナー際の覆土下層からそれぞれ出土し，時期判断の指標となる遺物である。８０１は竈の覆土上層か

ら中層にかけてと中央部の床面から出土した破片が接合した資料である。また，７９８は竈の覆土，Ｑ６６は南壁

寄りの床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第５２５図 第２０８１号住居跡出土遺物実測図

第２０８１号住居跡出土遺物観察表（第５２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７９７ 須恵器 坏 ［１２�１］ ４�５ ６�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り径０�６�の穿孔有り 覆土下層 ２０％ 二次焼成

７９８ 須恵器 坏 ［１２�２］ ４�２ ６�４ 長石・石英 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 竈覆土 ２０％

７９９ 須恵器 坏 ［１３�０］（４�５） － 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 覆土下層 ５％

８００ 土師器 甕 ［２０�３］（６�４） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ナデ 覆土下層 ５０％

８０１ 須恵器 甕 － （１３�５）１４�０ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 不良 体部外面斜位の平行叩き 下端手持ちヘラ削り 内面
輪積痕を残す横ナデ 底部多方向のヘラ削り後ナデ 竈覆土上層～中層～床面 ３０％

８０２ 須恵器 甕 ［２３�６］（４�８） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 内外面煤付着 覆土下層 ５％

―５７６―



第２０８４号住居跡（第５２６・５２７図）

位置 調査区南東部のＣ１３ｊ４区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第５２６図 第２０８４号住居跡実測図

番号 器種 最大径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１２ 小玉 ０�９ ０�７５ ０�１５ ０�７ 土（長石） ナデ 覆土下層 PL１９０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６６ 臼玉 １�３ （０�９） ０�３ （１�９） 滑石 側面は円筒状 一部欠損 床面 PL１９４

―５７７―



第５２７図 第２０８４号住居跡出土遺物実測図

―５７８―



重複関係 第２０６５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�８５ｍ，短軸４�５０ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は３８～４８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３０�，袖部幅１５４�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

に４８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分けられる。粘土ブロックを多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７５９点（坏６９，高台付椀７，皿１，甕類６８２），須恵器片３９１点（坏１２４，高台付坏１１，

蓋６，盤６，高盤３，鉢９，壺１，甕類２１４，甑１７），灰釉陶器片４点（壺），銅製品１点（耳環），鉄滓３点の

ほか，混入した土師器片１点（器台），青磁片１点も出土している。遺物はほぼ全面の覆土上層から下層にわ

たって出土しており，多くは住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。８０４は東壁際の床面，８０９は北壁寄

りの床面から出土し，時期判断の指標となる遺物である。８１１は竈の覆土下層と中央部の覆土下層から出土し

た破片が接合した資料である。８０５は北東コーナー部と中央部の床面，８０６・８０７は南壁際の覆土中層，８０３・８１０・

Ｍ１２５は西壁寄りの覆土中層から下層，Ｍ１２４は覆土下層，８０８は覆土からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間

もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック・

砂質粘土ブロック微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・ローム

粒子少量
３ 灰 赤 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロ

ック少量，炭化物微量
４ 暗 赤 灰 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック・

砂質粘土ブロック微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，砂質粘土ブロッ

ク微量

６ 赤 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
７ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化

物微量
８ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，炭化粒子微量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子微量
１１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子微量
１２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，炭化物微量
１３ にぶい褐色 焼土ブロック中量，炭化物少量
１４ 暗 褐 色 炭化物・砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少

量，焼土ブロック微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少

量，ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック・ロー

ム粒子少量
４ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物

微量

５ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化物少量

６ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化物微量

７ 灰 褐 色 炭化材・砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・
焼土ブロック少量

第２０８４号住居跡出土遺物観察表（第５２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８０３ 土師器 坏 １２�６ ４�５ ６�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面丁寧なヘラ磨き
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 覆土中層～下層 ９５％ PL１６３

８０４ 土師器 坏 １６�８ ６�９ ７�９ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面丁寧なヘラ磨き
底部回転ヘラ切り 床面 ９０％

８０５ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�８ ６�４ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 床面 ３５％

８０６ 須恵器 高台付坏 － （３�２）［６�１］長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中層 ２５％

８０７ 土師器 皿 ［１２�８］ ２�０ ３�８ 長石・石英 浅黄橙 普通 体部外面横ナデ 下端回転ヘラ削り 内面ヘラ
磨き 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ４０％

８０８ 須恵器 蓋 － （３�１）［１２�６］長石・石英・雲母 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土 ２０％

８０９ 須恵器 甑 ［３３�４］（８�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面ナデ 床面 １０％

８１０ 須恵器 壺 － （４�６）１１�２ 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中層～下層 １５％

８１１ 須恵器 甑 ２０�５ ２４�６（１６�７）長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面縦位の平行叩き 下端手持ちヘラ削り
内面輪積痕を残すヘラナデ 指頭痕 竈覆土下層～覆土下層 ４０％

―５７９―



第２０８５号住居跡（第５２８～５３１図）

位置 調査区東部のＣ１３ｈ３区，標高２１ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６６号住居跡を掘り込み，第２０７９号住居，第３０６・４２０号掘立柱建物，第２０８７号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状 長軸６�８０ｍ，短軸６�４６ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は８～４８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１１～２０�，深さ５～８�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。南壁際の中央部からは土手状の高まりが確認され，Ｐ５を囲むように配置されている

ことから，出入口施設に伴うものと考えられる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１７６�，袖部幅１９０�である。袖部はローム

土と砂質粘土で構築されている。火床部は床面を７�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ４０～６０�である。Ｐ５は深さ３２�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７０５点（坏類３２，甕類６７３），須恵器片３９０点（坏類１５２，高台付坏５，盤３，蓋１５，高

盤１，甕類１８２，甑３２），灰釉陶器１点（長頸壺），土製品３点（紡錘車１，支脚２），石器・石製品３点（紡錘

車，砥石２），鉄器・鉄製品３点（刀子，鎌，紡錘車）のほか，混入した陶器片１点も出土している。遺物は

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土

粒子微量
２ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化物微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・砂質粘土

粒子微量
６ 灰 赤 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロ

ック微量
７ 灰 赤 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム

粒子微量
８ 灰 赤 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム

粒子少量
９ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，炭 化

物・ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土

ブロック微量

１１ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
１２ 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック中量
１３ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１６ 赤 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１７ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１８ 灰 赤 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１９ にぶい赤褐色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
２０ 暗 赤 灰 色 焼土ブロック・炭化物少量，砂質粘土ブロック・

灰微量
２１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量，炭

化物微量
２２ 極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
２３ 灰 赤 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物

微量
２４ 極暗赤褐色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土ブ

ロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，砂質粘土ブ

ロック微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量

番号 器種 長径 短径 厚さ 重さ 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２４ 耳環 １�８ １�８ ０�４ ３�９ 銅 表面に緑青が付着 覆土下層 PL１９６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重さ 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２５ 鉄滓 ８�８ ８�８ ４�４ ３９８�９ 鉄 凸面の中央部突出 凹面の中央部がくぼむ 皿状 覆土中層 PL１９８

―５８０―



中央部の覆土上層に集中している。８１２・８２０は北壁際の床面，８２１は竈火床と床面，Ｑ６８は南壁際の覆土下層，

Ｑ７０，Ｍ１２６・Ｍ１２７は西壁際の床面からそれぞれ出土し，時期判断の指標となる遺物である。８１３・８１４・８１７

・８２２・Ｑ６７は中央部の床面，８１６は東壁寄り，８１８は南壁寄りの床面から出土している。また，８２３は北壁寄り

の床面と中央部と南壁寄りの覆土下層から床面，８１５はＰ５上の覆土下層から出土し，住居の廃絶時に廃棄さ

れたものと考えられる。また，８１９は北壁際の覆土上層，DP１１３は北壁寄りの覆土上層，Ｑ７０は西壁際の覆土

上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第５２８図 第２０８５号住居跡実測図
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第５２９図 第２０８５号住居跡・出土遺物実測図
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第５３０図 第２０８５号住居跡出土遺物実測図�
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第５３１図 第２０８５号住居跡出土遺物実測図�

第２０８５号住居跡出土遺物観察表（第５２９～５３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８１２ 須恵器 坏 １２�６ ３�９ ６�４ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 床面 ８０％ PL１６３

８１３ 須恵器 坏 １３�２ ４�４ ７�２ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 床面 ７０％ PL１６３

８１４ 須恵器 坏 ［１４�０］ ４�１ ８�５ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向の手持ちヘラ削り 床面 ６０％

８１５ 須恵器 坏 ［１４�４］ ４�２［８�０］長石・石英・雲母 にぶい黄 普通 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 覆土下層 ３０％

８１６ 須恵器 高台付坏［１３�８］ ５�４ ８�２ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ６０％

８１７ 須恵器 盤 ［１３�８］ ３�４ ８�５ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ８０％

８１８ 須恵器 盤 ［１８�６］ ３�１ １１�６ 長石・石英 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ５０％

８１９ 須恵器 蓋 － （２�８） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 覆土上層 ４０％

８２０ 土師器 甕 １６�２ ２１�５［９�０］長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面煤付着 下半ヘ
ラ磨き 内面ナデ 床面 ８０％

８２１ 土師器 甕 ［２０�８］（２２�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナ
デ 指頭痕 竈火床～床面 ３０％

８２２ 土師器 小形甕 － （７�８） ６�５ 長石・石英・雲母・微礫 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面輪積痕を残すヘ
ラナデ 底部木葉痕 床面 ７０％

８２３ 須恵器 甑 ３５�７ ２９�１ １５�５ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面縦位横位の平行叩
き 下位ヘラ削り 内面輪積痕を残すヘラナデ 覆土下層～床面 ８０％ ５孔式

PL１８７

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１３ 紡錘車 ３�９ １�２ ０�７ （２２�２） 土（長石） 断面台形 一部欠損 覆土上層

―５８４―



第２０８７号住居跡（第５３２・５３３図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｂ３区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０８３号住居跡を掘り込み，第２０６６号土坑（火葬土坑）に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４０ｍ，短軸４�２５ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は２７～５５�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４２�，袖部幅１４４�である。火床部は床面

を５�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に７６�掘り込まれ，外傾して

立ち上がっている。第６・１０層は天井部の崩落土，第１５層は天井部，第１６層は煙道部の構築土である。

ピット 深さ２０�で，南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 １１層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ

ロック微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物・砂質粘

土ブロック微量
３ 灰 白 色 炭化物・砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒

子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土ブロック微量
５ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック微量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
７ 暗 赤 灰 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子少量
８ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ

ロック・炭化物微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量，ロー
ム粒子微量

１０ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック少量
１１ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
１２ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１３ 極暗赤褐色 炭化粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１４ 灰 白 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
１５ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
１６ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１７ 明 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック微量
１８ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，ロームブロッ

ク微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック少量，炭

化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，砂質粘土ブ

ロック微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・砂

質粘土ブロック微量

６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，砂
質粘土ブロック微量

７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック微量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土ブ

ロック微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６７ 軽石 ８�２ ５�３ ２�８ ３５�４ 軽石 砥面２面 床面 砥石転用ヵ

Ｑ６８ 砥石 ３４�０ １１�２ １６�９ ９３８０ 雲母片岩 砥面１面 覆土下層 PL１９５

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６９ 紡錘車 ５�６ ２�２ ０�８ ８０�１ 粘板岩 断面台形 二方向からの穿孔 一部欠損 床面 刻書「穴井」

番号 器種 長さ 径 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７０ 管玉 ２�０ ０�５ ０�２ ０�９ 滑石 両面穿孔 覆土上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２６ 鎌 （４�６） （２�１） ０�２５ （１４�４） 鉄 刃部・基部一部残存 左利き用 床面

番号 器種 全長 軸断面径 紡錘車径 紡錘車厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２７ 紡錘車 （２１�８）０�４～０�６ ４�４ ０�２ （４０�２） 鉄 軸部断面方形 端部欠損 床面 PL１９６

―５８５―



遺物出土状況 土師器片１２７８点（坏１０４，高台付椀１，甕類１１７３），須恵器片２４２点（坏１４３，高台付坏４，蓋１４，

壺１，甕類８０），灰釉陶器片５点（蓋２，長頸瓶３），鉄製品３点（釘１，不明２）のほか，混入した敲石１点，

土師器片１点（器台）も出土している。遺物のほとんどが細片で，ほぼ全面の覆土上層から中層に集中し，住

居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。８２６は南壁際の覆土下層，８２８・８２９は中央部の床面，８２５は南壁際

と中央部の床面，Ｑ７１は北東コーナー寄りの床面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたも

のと考えられる。また，８２７は東壁寄りの覆土中層，８２４・８３０・Ｍ１２８・Ｍ１２９が中央部の覆土中層からそれぞ

れ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第５３２図 第２０８７号住居跡実測図

―５８６―



第２０８９号住居跡（第５３４図）

位置 調査区南部のＤ１２ｂ７区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６２・２０９０号住居跡を掘り込み，第３９３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�２７ｍ，短軸３�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｅである。壁高は１６～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

第５３３図 第２０８７号住居跡出土遺物実測図

第２０８７号住居跡出土遺物観察表（第５３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８２４ 須恵器 坏 １３�８ ４�３ ７�２ 長石・石英・雲母・微礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土中層 ７０％ PL１６３

８２５ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�３ ８�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 床面 ７０％

８２６ 須恵器 坏 ［１３�７］ ４�１ ８�０ 長石・石英・赤色粒子 褐灰 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ５０％

８２７ 須恵器 坏 ［１２�８］（４�９） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 覆土中層 １５％

８２８ 須恵器 蓋 １２�２ ３�６ － 長石・石英・雲母 灰 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 床面 １００％ PL１６８

８２９ 須恵器 蓋 １５�０ ３�９ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 床面 ５０％

８３０ 灰釉陶器 長頸瓶［１１�４］（６�８） － 黒色粒子 灰オリーブ 良好 ロクロナデ 釉薬は刷毛塗り 覆土中層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７１ 砥石 （４�７） ４�５ （２�１）（４２�７） 凝灰岩 砥面２面 一部欠損 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２８ 釘 （８�４） ０�９ ０�５ （１４�５） 鉄 角釘 一部欠損 覆土中層

Ｍ１２９ 鎹 （７�７） ０�５ ０�７ （１２�８） 鉄 直角に屈曲する 断面長方形 一部欠損 覆土中層 PL１９９

―５８７―



第５３４図 第２０８９号住居跡・出土遺物実測図

―５８８―



竈 北壁中央部やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１４�である。袖部は耕作によ

る撹乱を受けているが，ローム土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を９�掘りくぼめており，

火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に７２�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ１３�で，南壁寄りの中央部に位置していることや，硬化面の広がりから出入口施

設に伴うピットと考えられる。Ｐ２・Ｐ３は深さ３２～５２�であるが性格は不明である。

覆土 ４層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０２点（坏２１，甕類８１），須恵器片３１点（坏９，甕類２２），石器１点（砥石）が出土し

ている。遺物は主に北側を中心に出土している。８３１・８３２・Ｑ７２は中央部の床面，８３３はＰ１の覆土上層から

出土し，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉以降と考えられる。

第２０９０号住居跡（第５３５～５３８図）

位置 調査区南部のＤ１２ｃ８区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０６２号住居跡を掘り込み，第２０８９号住居，第３９３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�２０ｍ，短軸５�９６ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は４０～８５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～２２�，深さ６～１２�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１８２�，袖部は第３９３号掘立柱建

物に掘り込まれているが，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を７�掘りくぼめており，火床面は火を

受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１１８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
５ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

３ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・砂質粘

土粒子微量
２ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量

４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子微量

第２０８９号住居跡出土遺物観察表（第５３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８３１ 土師器 坏 ［１３�９］ ４�４ ５�９ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ磨き 床面 ７０％

８３２ 土師器 坏 ［１３�４］ ３�９ ６�０ 長石・石英・微礫 浅黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向のヘラ削り 床面 ６０％

８３３ 土師器 甕 ［１９�２］（１６�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子・微礫 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面輪積痕を残すナデ Ｐ２覆土上層 １５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７２ 砥石 （１０�０）（５�７） ３�１ （１０７�５） 凝灰岩 砥面２面 一部欠損 床面

―５８９―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５５～７３�である。Ｐ５は深さ５２�，Ｐ６は深さ５８�で，いず

れも南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量，炭

化物微量
１３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒

子微量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物・砂質粘土粒子微量
１５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・灰少量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック微量
１８ 赤 褐 色 焼土粒子多量

１９ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

２０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・
砂質粘土粒子微量

２１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２２ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
２４ 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
２５ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
２６ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
２７ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子微量
２８ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

第５３５図 第２０９０号住居跡実測図�
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覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１９７８点（坏２６，高台付椀１，甕類１９５１点），須恵器片６９０点（坏３５０，高台付坏１２，蓋

３６，盤１２，高盤１，壺４，甕類２７４，甑１），鉄器・鉄製品６点（鏃５，不明１），石製品１点（紡錘車），鉄滓

４点のほか，混入した鉄製品１点（耳環）も出土している。遺物はほぼ全面の覆土上層から下層にわたって出

土しており，多くは住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。８３６・８４３は竈の覆土下層，８３７は東壁際の

床面から出土し，時期判断の指標となる遺物である。８３９は北壁際の覆土中層，８４４は覆土中層と床面から出土

した破片が接合した資料である。８３４・８４５・Ｍ１３０・Ｍ１３２は中央部の覆土下層から床面，８３５・Ｍ１３１は南壁寄

りの覆土中層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。また，８４１・８４２は

北西コーナー寄りの覆土中層，８３８・８４０・Ｑ７３は中央部の覆土上層，８４６は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土ブロック微量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ

ロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土ブ

ロック・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ローム粒

子微量

５ 褐 灰 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

第５３６図 第２０９０号住居跡実測図�

―５９１―



第５３７図 第２０９０号住居跡・出土遺物実測図
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第５３８図 第２０９０号住居跡出土遺物実測図

第２０９０号住居跡出土遺物観察表（第５３７・５３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８３４ 須恵器 坏 １０�８ ４�０ ６�６ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 床面 ９５％ PL１６３

８３５ 須恵器 坏 ［１２�６］ ４�２ ８�０ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土中層 ５０％

８３６ 須恵器 坏 ［１２�４］ ４�１ ７�６ 長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 竈覆土下層 ４５％

８３７ 須恵器 坏 ［１１�１］ ３�７ ［６�４］ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向の手持ちヘラ削り 床面 ４０％

８３８ 須恵器 高台付坏［１２�６］ ４�６ ８�４ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土上層 ６０％

８３９ 須恵器 盤 １４�６ ４�１ ８�４ 長石・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中層 ８５％ PL１６７

８４０ 須恵器 盤 ［１４�６］ ３�３ ９�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土上層 ７０％

８４１ 須恵器 盤 ［１３�８］ ３�８ ８�０ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中層 ６０％

８４２ 須恵器 蓋 ［１５�０］ ３�３ － 長石・石英 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 覆土中層 ７５％

８４３ 土師器 甕 ２０�８（１１�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 竈覆土下層 ３０％

８４４ 土師器 甕 ［２０�２］（１３�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラ
ナデ 指頭痕 覆土中層 １５％

８４５ 土師器 甕 ［２１�０］（１２�０） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 口辺部内外面ナデ 体部外面ヘラナデ 下半ヘ
ラ磨き 内面ヘラナデ 覆土下層～床面 ５％

８４６ 土師器 甕 ［１８�０］（５�１） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ヘラナデ 覆土 ５％

―５９３―



第２０９１号住居跡（第５３９・５４０図）

位置 調査区南部のＤ１２ｅ２区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３５０号掘立柱建物跡を掘り込み，第３９４号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 南側が調査区域外に伸びているため，東西軸３�４２ｍ，南北軸は３�４４ｍだけが確認されている。主

軸方向はＮ－６°－Ｗである。壁高は１８～２２�で，確認された各壁は外傾して立ち上がっている。

床 中央部から南側に向かって緩やかに傾斜している。

第５３９図 第２０９１号住居跡実測図

番号 器種 長さ 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７３ 紡錘車 （４�８） （１�５） ０�７ （２０�６） 砂岩 断面台形ヵ 両面穿孔 一部残存 覆土上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３０ 鉄鏃 （１３�０） ３�６ ０�５ （３９�１） 鉄 鏃身平面五角形断面両丸 逆刺腸抉篦被部断面長方形
腸抉一部欠損 茎断面方形一部欠損 覆土下層～床面 PL１９６

Ｍ１３１ 鉄鏃 （８�２） ３�０ ０�５ （１５�９） 鉄 短頸三角鏃 鏃身断面両丸 篦被部断面方形 茎断面
方形一部欠損 覆土中層 PL１９６

Ｍ１３２ 鉄鏃 （６�９） ３�４ ０�６ （１５�５） 鉄 短頸三角腸抉鏃 鏃身断面両丸 篦被部断面長方形
茎断面方形一部欠損 覆土下層～床面 PL１９６

―５９４―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，右袖は一部撹乱を受けているが，

両袖部幅１１２�である。火床部は床面を８�掘りくぼめており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は火床

部から外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。第６層は自然堆積，第１～５層は不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８６点（坏４，甕類１８２），須恵器片９６点（坏７１，高台付坏１，蓋３，甕類２１），石製品

１点（紡錘車），鉄製品３点（釘）が出土している。遺物は主に竈内と中央部の覆土上層から下層にわたって

出土している。８４８・８４９は竈の覆土下層，８４７は北東コーナー部の床面，Ｍ１３４は東壁際の覆土下層からそれぞ

れ出土し，時期判断の指標となる遺物である。Ｍ１３３・Ｍ１３５は中央部の床面と覆土下層，Ｑ７４は覆土下層から

出土し，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化材少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化材少量
３ 極暗赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土ブ

ロック・炭化材少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化材少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化物少量

４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化材微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少量

第５４０図 第２０９１号住居跡出土遺物実測図

第２０９１号住居跡出土遺物観察表（第５４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８４７ 須恵器 坏 １３�３ ４�５ ６�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 床面 ９５％ PL１６３

８４８ 土師器 小形甕［１２�２］（１０�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ヘラナデ 竈覆土下層 ３０％

８４９ 土師器 甕 ［２０�６］（８�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラ
ナデ 指頭痕 輪積痕 竈覆土下層 ５％

―５９５―



第２０９４号住居跡（第５４１～５４３図）

位置 調査区東部のＣ１３ｉ２区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３９２号掘立柱建物跡を掘り込み，第４１１号掘立柱建物，第１１５号溝に掘り込まれている。第２０７８号

土坑との新旧は不明である。

規模と形状 長軸５�３０ｍ，短軸５�２８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は４０～４８�で，各壁と

も外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１４�，深さ４～１４�，Ｕ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。また，中央部北寄りの床面から厚さ２３�の焼土が確認され，砂質粘土粒子を多く含むこ

とから，廃絶時に壊した竈の構築土であることも想定されるが，明確でない。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで２０２�，袖部幅１８４�である。袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を７�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。天井部

の一部と煙道が遺存する。煙道部は壁外に１０６�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５３～８６�であり，抜き取り痕が確認できる。Ｐ５は深さ２２�

であり，南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。流れ込みの状況を呈した自然堆積である。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・ローム

粒子少量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子少量
４ 灰 褐 色 炭化物・砂質粘土焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム

粒子少量
６ 黒 色 炭化物中量，ローム粒子少量
７ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物少量
９ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
１０ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化物微量
１１ 赤 黒 色 炭化材中量，ロームブロック・焼土粒子少量

１２ 灰 赤 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化材少量
１３ 赤 褐 色 焼土ブロック中量・砂質粘土粒子微量
１４ 暗 赤 灰 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
１５ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，礫少量，焼土粒子微量
１７ 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１９ 黒 褐 色 炭化物・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
２０ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・砂質粘土粒子少量
２１ 褐 灰 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
２２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
２３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物微量
２４ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量，焼土ブ

ロック・炭化物微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼

土ブロック・炭化物微量
５ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ

ロック・炭化物微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量
９ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量
１０ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７４ 紡錘車 （４�０） （０�９） ０�６ （１０�９） 粘板岩 断面台形 一部残存 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３３ 釘 （６�１） １�０ ０�６ （５�６） 鉄 角釘 一部欠損 床面 PL１９９

Ｍ１３４ 釘 （６�５） １�２ ０�５ （１０�０） 鉄 角釘 先端部がＬ字状に屈曲する 覆土下層 PL１９９

Ｍ１３５ 釘 ５�４ １�４ ０�５ ９�１ 鉄 角釘 先端部がＬ字状に屈曲する 覆土下層 PL１９９

―５９６―



第５４１図 第２０９４号住居跡実測図

―５９７―



第５４２図 第２０９４号住居跡・出土遺物実測図

―５９８―



第５４３図 第２０９４号住居跡出土遺物実測図

―５９９―



遺物出土状況 土師器片１０９７点（坏１０９，高台付椀７，高台付皿４，甕類９７６，甑１），須恵器片５６２点（坏２１２，

高台付坏４，盤２，蓋３，壺１，甕類３３１，甑９），灰釉陶器片３点，石製品２点（臼玉，砥石），鉄滓７点の

ほか，混入した土師器１点（三足鍋），陶器片３点，鉄製品４点（釘１，鉄滓３）も出土している。遺物は主

に竈と北側に集中し，覆土上層から下層にわたって出土している。８６２は竈の火床面から逆位で出土し，支脚

に転用されたものである。８５８・８５９は竈の袖の補強材である。いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものである。

８５４は竈の覆土中層，８５７は北壁際の覆土下層，８５５・８６１は北壁寄りの覆土下層，８５０・Ｍ１３６は南壁際の覆土中

層から出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。また，８５３・８５６が西壁寄りの覆土上層

と中層，８５１・８５２・８６０は中央部の覆土上層から中層，Ｑ７６は中央部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第２０９６号住居跡（第５４４図）

位置 調査区南部のＤ１２ｅ３区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６２～２０６５号土坑によって掘り込まれている。

規模と形状 南西部は床面が露出した状態で検出されている。長軸３�７１ｍ，短軸は２�９２ｍが確認された。主軸

方向Ｎ－１°－Ｗの方形と推定される。壁高は最大で１５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で中央部が踏み固められている。東壁下および西壁下には，幅１４～１６�，深さ３～５�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

第２０９４号住居跡出土遺物観察表（第５４２・５４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８５０ 土師器 坏 １３�４ ３�３ ６�２ 長石・石英 浅黄橙 普通 体部外面手持ちヘラ削り 内面丁寧なヘラ磨き
底部回転ヘラ切り後多方向の手持ちヘラ削り 覆土中層 ９５％ PL１６３

８５１ 土師器 坏 １３�２ ４�２ ６�８ 長石・石英・赤色粒子 明褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面丁寧なヘラ磨き
底部回転糸切り後多方向の手持ちヘラ削り 覆土上層～中層 ９０％ PL１６３

８５２ 土師器 坏 １２�０ ３�５ ６�６ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 覆土上層～中層 ９０％ PL１６４

８５３ 土師器 坏 １５�４ ５�２ ８�５ 長石・石英 浅黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
回転ヘラ切り後多方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ７０％

８５４ 須恵器 坏 １４�２ ４�６ ５�６ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 竈覆土中層 ９０％ PL１６４

８５５ 須恵器 坏 １４�４ ４�５ ６�５ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ８５％ 二次

焼成 PL１６４

８５６ 須恵器 坏 ［１４�４］ ５�０ ［５�６］ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土上層 ３０％

８５７ 土師器 高台付皿 １２�４ ２�７ ６�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
り付け 覆土下層 １００％

８５８ 土師器 甕 ２１�２ ３３�３ ７�８ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面輪積痕を残すナ
デ下位ヘラ磨き 内面ヘラナデ 底部木葉痕 竈袖部 ８５％ PL１８４

８５９ 土師器 甕 ２０�８（２２�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ 指頭
痕 竈袖部 ６０％

８６０ 土師器 甕 ２０�４（１４�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内外面ナデ 覆土上層～中層 ４０％

８６１ 土師器 甕 ［１８�０］（７�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 １０％

８６２ 土師器 甕 － （１１�６） ７�５ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 内面ヘラナデ
底部木葉痕 竈火床面 ７０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７５ 砥石 ７�９ ６�１ ４�２ ６０�４ 軽石 砥面２面 覆土 磨石転用

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７６ 臼玉 １�４ （０�４） ０�３ （１�１） 粘板岩 穿孔二か所 一部欠損 床面 PL１９４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３６ 鉄滓 ６�７ ８�７ ４�４ ２４９�０ 鉄 凸面の中央部突出 凹面の中央部がくぼむ 皿状 覆土中層 PL１９８

―６００―



竈 北壁中央部に付設されている。袖部は耕作による撹乱で壊されており，遺存する部分の規模は，焚口部か

ら煙道部まで１７１�である。火床部は床面とほぼ同じ高さの地山面を使用しており，火床面は火を受けて赤変

硬化している。煙道部は壁外に１１５�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土中に多量

の焼土が確認されており，竈の使用頻度の高さがうかがえる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子少量

４ 赤 黒 色 ロームブロック・焼土粒子少量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量

第５４４図 第２０９６号住居跡・出土遺物実測図

―６０１―



覆土 ５層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９９点（坏５７，高台付椀３，甕類１３９），須恵器片１０点（坏３，甕類７）が竈覆土およ

び北西部を中心に出土している。また，混入した陶器片１点も出土している。遺物のほとんどは細片であり，

出土層位は上層である。８６３は竈の煙道部から出土している。また，８６４は，竈の焚口部および北東部の床面か

ら出土した破片が接合したものであり，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から，時期は１０世紀前半と考えられる。

第２０９８号住居跡（第５４５～５４７図）

位置 調査区南部のＤ１２ｂ５区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第１６号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸６�８５ｍ，短軸６�３８ｍの方形で，主軸方向はＮ－９１°－Ｅである。壁高は３５～４３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。西壁から南壁を除く壁下には，幅７～１８�，深さ２～４�，

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，南壁際の中央部に位置するＰ５を囲むように土手状の高まり

が確認されている。

竈 東壁中央部のやや南寄りに付設されている。焚口部から煙道部まで１７０�，袖部幅１８８�である。袖部はロ

ーム土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１４�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変

硬化している。煙道部は壁外に８６�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ６３～８６�である。Ｐ５は深さ５０�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや，硬化面の広がりから見て出入口施設に伴うピットと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロッ

ク微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
ク微量

５ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム

粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子

微量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子

微量
７ 赤 黒 色 炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子

少量
９ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子

微量
１１ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量
１２ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量

１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子
少量

１４ 褐 灰 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１５ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子

微量
１７ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
１８ 灰 白 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化物微量
１９ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子

微量
２０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック微量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土

粒子少量
２２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロ

ック微量

第２０９６号住居跡出土遺物観察表（第５４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８６３ 土師器 坏 ［１３�２］（４�０） － 長石・雲母 橙 普通 体部内外面ロクロ整形後ヘラ磨き 竈床面 １５％

８６４ 土師器 高台付椀［１３�６］ ６�３ ９�０ 石英・雲母 浅黄橙 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 床面 １５％

―６０２―



第５４５図 第２０９８号住居跡実測図�

―６０３―



覆土 ９層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５０４点（坏２２，高台付椀２，甕類４８０），須恵器片２５２点（坏１０８，高台付坏５，盤２，

蓋１５，高盤１１，鉢５，甕類１０５，甑１），鉄器・鉄製品６点（刀子２，鎌１，不明３），鉄滓１点のほか，混入

した�片１点が出土している。遺物は主に竈内と東側の覆土上層から下層にわたって出土している。８６６・８７１

は竈の覆土下層，８７２は東壁際の覆土下層，８６７・Ｍ１４０は東壁寄りの床面，Ｍ１３９は北壁際の覆土中層からそれ

ぞれ出土し，時期判断の指標となる遺物である。８６９は竈の覆土下層と南壁寄りの床面から出土した破片が接

合した資料である。８６８は中央部の覆土下層，８７０は東壁寄りの覆土中層，Ｍ１３７は中央部の床面，Ｍ１３８は覆土

からそれぞれ出土し，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第５４６図 第２０９８号住居跡実測図�

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼

土ブロック微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブ

ロック微量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子少量

５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ
ク少量

６ 極 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量
７ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量

―６０４―



第５４７図 第２０９８号住居跡出土遺物実測図

―６０５―



第２１００号住居跡（第５４８・５４９図）

位置 調査区南部のＤ１２ａ９区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０９９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�０３ｍ，短軸３�００ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１２～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

第５４８図 第２１００号住居跡実測図

第２０９８号住居跡出土遺物観察表（第５４７図）

番号 種別 器種 口径 高さ 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８６５ 須恵器 坏 ［１３�２］ ３�９［７�４］長石・微礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り 竈覆土 ３０％

８６６ 須恵器 坏 ［１３�６］ ３�７［８�２］長石・石英・雲母・微礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 竈覆土下層 ３５％

８６７ 須恵器 坏 ［１２�９］ ４�４［７�２］長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部ヘラ削り 床面 １０％

８６８ 須恵器 盤 ［１５�２］ ３�８ ８�８ 長石・石英・雲母 暗灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 覆土下層 PL１６７

８６９ 須恵器 高盤［１６�６］１３�８［１１�５］長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 ロクロ整形 坏部下端にヘラ痕 脚部内面ヘラナデ 竈覆土下層・床面 ８０％ PL１７１

８７０ 須恵器 鉢 ［３０�８］（１７�７） － 長石・石英 灰 普通 体部外面横位・縦位の平行叩き 内面輪積痕を
残すヘラナデ 覆土中層 ２０％

８７１ 土師器 甕 ［２０�２］（１０�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 竈覆土下層 １０％

８７２ 土師器 小形甕 ８�７ ９�２ ５�２ 長石・石英・雲母・赤色粒子 赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面下位ヘラ削り
内面輪積痕を残すヘラナデ 底部木葉痕 覆土下層 ７０％口辺部内面

に煤付着 PL１７８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３７ 刀子 （１４�９） １�８ ０�４ （２４�６） 鉄 切先・茎一部欠損 両区 茎に柄木が残存 床面 PL１９８

Ｍ１３８ 刀子 （３�２）（０�９） ０�３ （２�６） 鉄 切先・刃部・茎欠損 覆土

Ｍ１３９ 鎌 （１８�７） ３�３ ０�３ （７８�４） 鉄 先端部・基部一部欠損 覆土中層 PL１９６

Ｍ１４０ 鉄滓 １０�７ １０�８ ５�１ ６５９�９ 鉄 表面錆付着 中央部がくぼむ 床面 PL１９８

―６０６―



第５４９図 第２１００号住居跡出土遺物実測図

―６０７―



床 中央部から南側に向かって緩やかに傾斜しており，中央部が踏み固められている。壁下には幅５～１２�，

深さ５～８�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁の東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８６�，両袖部幅１００�である。火床部は

床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４６�掘り込まれ，火床部から

外傾して立ち上がっている。

ピット Ｐ１は深さ９�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピ

ットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９５点（坏５５，椀２，高台付椀２，甕類１３６），須恵器片１１０点（坏１３，蓋１，甕類６６，

甑３０）が主に竈内と西側の覆土上層から下層にわたって出土している。８７５は北東コーナー際の床面，８７８は竈

の覆土中層から下層と袖部から出土した破片が接合した資料である。８７６・８７７は竈左袖前の床面，８７３・８７４は

中央部の床面から出土し，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第２１０１号住居跡（第５５０図）

位置 調査区南東部のＤ１４ｂ２区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１０４号住居跡を掘り込み，第２２２６・２２２７・２２３３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１３ｍ，短軸２�８５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１９°－Ｗである。壁高は１２～１８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北西コーナーに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１００�であり，袖部は確認されなかった。

火床部は床面を７�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２０�ほど掘り

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質

粘土粒子少量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・

砂質粘土粒子少量

５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ
ック少量，炭化物微量

６ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
７ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化材・砂質粘

土粒子微量

４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２１００号住居跡出土遺物観察表（第５４９図）

番号 種別 器種 口径 高さ 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８７３ 土師器 坏 ［１４�２］ ４�４ ６�４ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 床面 ４０％

８７４ 土師器 坏 ［１２�８］ ４�３ ６�３ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 床面 ５０％

８７５ 土師器 甕 ［２０�０］（９�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 床面 ５％

８７６ 土師器 小形甕［１２�２］１２�９ ７�０ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ下半ヘラ削
り 内面輪積痕を残すヘラナデ 底部木葉痕 床面 ４５％

８７７ 須恵器 甑 ［２８�２］２５�９［１３�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 灰黄 普通 体部外面縦位の平行叩き下端手持ちヘラ削り
内面輪積痕を残すナデ 当て具痕 ５孔式ヵ 床面 ３５％

８７８ 須恵器 甑 ［２７�６］（２２�２） － 長石・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 体部外面縦位・斜位の平行叩き 内面輪積痕を
残すヘラナデ

竈覆土中層～
下層・袖部 ３０％

―６０８―



込まれ，火床部から階段状に立ち上がっている。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは２３～２７�である。Ｐ３は深さ２３�で，南壁際の中央部に位置

していることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ３層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０２点（坏１０，甕類９２），須恵器片２５点（坏９，高台付坏１，蓋２，高盤２，甕類１１）

のほか，混入した須恵器片２点が出土している。遺物はすべて細片で，中央部に散在している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２１０２号住居跡（第５５１・５５２図）

位置 調査区東部のＢ１４ｊ５区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１０６・２１１５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�１１ｍ，短軸４�６９ｍの方形で，主軸方向はＮ－２２°－Ｅである。壁高は１１～４１�で，外傾し

て立ち上がっている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂微量
２ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量

４ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
５ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化材・焼土粒子少量

３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第５５０図 第２１０１号住居跡実測図

―６０９―



床 中央部から東壁に向かって緩やかに傾斜している。壁下には，深さ４～８�で，幅８～１８�，Ｕ字状の断

面を呈する壁溝が部分的に確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４４�，袖部幅１６０�である。袖部はローム

土と砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１０�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は火床部から外傾して立ち上がっている。

第５５１図 第２１０２号住居跡実測図

―６１０―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で深さ２３～４７�である。Ｐ５は深さ３１�で，南壁際の中央部に位置して

いることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は配置からＰ１の補助柱穴とも

想定されるが，明確でない。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３８３点（坏２１，甕類３６２），須恵器片３０８点（坏１６１，高台付坏３，蓋８，甕類１１４，甑２２），

石器１点（砥石）のほか，混入した土師器片１点，須恵器片１点，鉄滓１点も出土している。ほとんどが破片

で，竈内及び北側の覆土上層に集中している。８８２は竈の左袖前の覆土下層，８７９は北東コーナー際の床面から

第５５２図 第２１０２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 炭化粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子少量
６ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
７ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量

１３ 極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
１４ 極暗赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１５ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土粒

子・炭化粒子少量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
１７ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
１８ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量
１９ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量
２０ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子少量
２１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化材・ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒
子少量

６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

―６１１―



正位で，８８０・８８１は北東コーナー寄りの床面から出土し，時期判断の指標となる遺物である。８８３とＱ７７は中

央部の床面と覆土中層から出土し，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，TP３４が覆土から出

土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第２１０３号住居跡（第５５３図）

位置 調査区東部のＣ１４ｅ４区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２１８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１６ｍ，短軸２�６８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｅである。壁高は５～１１�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部の西寄りが踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２２�，右袖部は第２２１８号土坑に掘り込ま

れ確認できない。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に７０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。また，煙道部には土製の支脚が付設されている。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは２０～４２�である。Ｐ３は深さ２０�で，南壁際に位置している

ことや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４の性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片７２点（坏１２，高台付椀２，高台付椀１，高台付皿１，甕類５６），須恵器片２２点（坏５，

盤１，甕類１６），鉄器１点（鏃）が竈内を中心に出土している。８８５は竈の覆土下層，８８４は西壁寄りの床面か

ら出土し，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。Ｍ１４１は南壁寄りの覆土下層から出土し，廃棄され

たものと考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化材少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量

７ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子中量，焼土
粒子少量

８ 明 褐 色 ローム粒子多量，砂質粘土ブロック中量
９ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
１０ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ローム粒子多量

第２１０２号住居跡出土遺物観察表（第５５２図）

番号 種別 器種 口径 高さ 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８７９ 須恵器 坏 １２�４ ３�８ ５�７ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 床面 １００％ PL１６４

８８０ 須恵器 坏 ［１２�２］ ４�４ ６�３ 長石・石英 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り 床面 ５０％

８８１ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�４ ［５�８］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り 床面 ３０％

８８２ 土師器 甕 ［２１�６］（１２�６） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ内面ヘラナデ 覆土下層 １５％

８８３ 土師器 甕 ［１４�８］１６�４ ８�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面下位ヘラ削り内
面ヘラナデ 床面 ６５％

TP３４ 須恵器 甕 － （５�８） － 長石・雲母 黄灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面輪積痕を残すナ
デ 径０�５�の外面からの穿孔一か所 覆土

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７７ 砥石 （４�６） ３�７ ２�２ （６３�０） 凝灰岩 砥面４面 一部欠損 覆土中層

―６１２―



所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第５５３図 第２１０３号住居跡・出土遺物実測図

―６１３―



第２１０６号住居跡（第５５４・５５５図）

位置 調査区東部のＢ１４ｊ４区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１１５号住居跡を掘り込み，第２１０２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北東部を第２１０２号住居に掘り込まれているが，長軸６�６０ｍ，短軸４�５６ｍの長方形で，主軸方向は

Ｎ－２０°－Ｅである。確認された壁高は１６～３０�で，外傾して立ち上がっている。

床 中央部から竈の方向へ緩やかに傾斜しており，また，西側がやや高くなっている。中央部が踏み固められ

ている。

第５５４図 第２１０６号住居跡実測図

第２１０３号住居跡出土遺物観察表（第５５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８８４ 土師器 高台付椀 １２�５ ５�９ ６�６ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り内面ヘラ磨き 底部回転
ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ８０％ PL１６７

８８５ 土師器 高台付皿 １３�８ ３�５ ６�７ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内面丁寧なヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 竈覆土下層 １００％ PL１６７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４１不明鉄製品 （４�３） ０�９ ０�８ （６�５） 鉄 断面長方形・楕円形 一部残存 覆土下層
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第５５５図 第２１０６号住居跡・出土遺物実測図

―６１５―



竈 北壁中央部に付設されている。煙道と天井部の一部が残存している。竈前の床は緩やかに傾斜しており，

明確な高低差を生じることなく火床部に至っている。規模は，袖部幅９４�で，袖部は砂質粘土で構築されてい

る。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外に２４�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ３２～４８�である。Ｐ５は深さ１８�で，南壁際の中央部に位置し

ていることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２９３点（甕類），須恵器片２８９点（坏１６５，高台付坏１３，盤１，蓋１６，壺２，甕類８７，甑

５），灰釉陶器片２点のほか，流れ込んだ須恵器片２点（坏），陶器片３点も出土している。遺物はほぼ全面に

わたって出土しているが，多くは細片である。８９０は南壁際の床面，８８９は竈前の床面から出土し，時期判断の

指標となる資料である。８８６は竈の覆土中層，８８８・Ｍ１４５は北壁寄りの覆土下層，Ｍ１４６・Ｍ１４２は竈前の床面，８８７

・Ｍ１４４は西壁寄りの床面から出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。またＭ１４３が覆

土から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量

８ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量
９ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子少量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
１２ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化粒

子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２１０６号住居跡出土遺物観察表（第５５５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８８６ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�３ ［７�４］ 長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り 竈覆土中層 ４０％

８８７ 須恵器 高台付坏［１２�４］ ５�６ ［７�７］ 長石・石英・雲母 胚白 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ６５％

８８８ 須恵器 蓋 ［１７�９］ ３�８ － 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 覆土下層 ５５％

８８９ 土師器 甕 ［１９�０］（４�８） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 床面 １０％

８９０ 須恵器 甑 ［３５�２］（９�５） － 長石・雲母 黄灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面輪積痕を残すナデ 床面 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４２ 刀子 （６�７）（１�６） ０�２ （８�０） 鉄 切先・刃部残存 床面

Ｍ１４３ 刀子 （２�９）（１�２） ０�３ （３�０） 鉄 棟区 刃部・茎一部残存 覆土

Ｍ１４４ 紡錘車 （１２�９）（０�９） ０�４ （１０�７） 鉄 軸部断面方形 紡錘・軸部下部欠損 床面

Ｍ１４５ 閂金具 （９�８） ８�１ ０�５５ （５２�０） 鉄 断面長方形 覆土下層 PL１９７

Ｍ１４６ 火打金 ６�２ ２�９ ０�４ （１８�２） 鉄 断面長方形の素材を凸字型におり曲げる 棒状の先端部
が頂部で接するようにして，反転して蕨手状を呈する 床面 PL２００

―６１６―



第２１１０号住居跡（第５５６図）

位置 調査区東部のＣ１４ｇ３区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４０１号掘立柱建物，第１８号不明遺構，第２２６２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 一辺３�８５ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は１６～２４�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 確認された範囲では，ほぼ平坦である。

竈 北壁中央部のやや東寄りに付設されている。第２２６２号土坑に掘り込まれており，煙道部が壁外に２０�掘り

込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっているのが確認された。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ３０�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ２の性格は不明である。

覆土 ４層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１点（甕），須恵器片２点（坏，甕）のほか，混入した鉄製品１点が出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

第５５６図 第２１１０号住居跡実測図

―６１７―



第２１１１号住居跡（第５５７図）

位置 調査区東部のＣ１４ｆ４区，標高１９�５ｍほどの南東への傾斜面に位置している。

重複関係 第２２６６号土坑（墓壙）に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１８ｍ，短軸３�１２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２４°－Ｅである。壁高は６～１５�で，外傾し

て立ち上がっている。

第５５７図 第２１１１号住居跡・出土遺物実測図

―６１８―



床 ほぼ平坦で，西壁際が踏み固められている。西壁際の一部に，幅１３�，深さ１１�で，Ｕ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７９�，袖部幅は撹乱を受けているため推定

で１０９�ほどと考えられる。袖部は床面とほぼ同じ高さに粘土とローム土で構築されている。火床部は浅く掘

りくぼめており，火床面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外へ２１�掘り込まれ，火床部から緩やかに外

傾して立ち上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは２１�と１３�である。Ｐ３は深さ１０�で，竈と向かい合う南壁

際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４～Ｐ７の性格は不明である。

覆土 １３層に分けられる。ブロック状に堆積しているが，堆積が薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片９２点（坏４，甕類８７，甑１），須恵器片４９点（坏７，甕類４２），灰釉陶器片１点（瓶類），

粘土塊３点，雲母片岩１点が出土しており，西壁付近や中央部を中心に散在している。８９１は西壁から竈袖部

に向かって出土している状況から，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 廃絶時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２１１２号住居跡（第５５８図）

位置 調査区東部のＣ１４ｂ４区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�１６ｍ，短軸３�７２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｅである。壁高は３～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 東側に向かって緩やかに傾斜しており，中央部が踏み固められている。中央部の床面から炉跡が２か所確

認されている。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
６ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子少量
８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 炭化材・焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量

１０ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子少量
１２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 明 褐 色 ロームブロック中量
１６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１７ 褐 色 ローム粒子中量
１８ 明 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 炭化材・ローム粒子・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 炭化材・焼土ブロック・ローム粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子中量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
１２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，ローム粒

子・炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

第２１１１号住居跡出土遺物観察表（第５５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９１ 須恵器 甕 ［２２�６］（１４�９） － 石英・雲母 暗褐黄 普通 体部外面縦位平行叩き 内面ナデ 指頭痕 覆土上層～床面 ２０％

―６１９―



第５５８図 第２１１２号住居跡・出土遺物実測図

―６２０―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５８�，袖部幅１４０�である。火床部は床面

を６�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に７４�掘り込まれ，火床部か

ら外傾して立ち上がっている。

炉 ２か所。炉１は中央部南寄りに付設されている。長径５８�，短径５０�の楕円形で，掘り込みはほとんど見

られない。底面は火を受けて赤変硬化している。炉２は中央部に付設されている。長径４６�，短径２２�の楕円

形で，掘り込みはほとんど見られない。底面は火を受けて赤変硬化している。

ピット ４か所。Ｐ１は深さ８�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設

に伴うピットと考えられる。Ｐ２～Ｐ４の性格は不明である。

貯蔵穴 竈の西側に付設されている。一辺７６�の隅丸方形で，深さは１７�である。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土 １０層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２７３点（坏３０，高台付椀１，甕類２４２），須恵器片９６点（坏４１，甕類５２，甑３），石製品

１点（紡錘車），鉄滓３点が出土している。遺物は竈内と北側に集中している。８９３は竈の覆土中層，８９２・Ｍ

１４７は北壁際の覆土中層，Ｑ７８は南壁寄りの床面からそれぞれ出土し，いずれも住居の廃絶後間もなく廃棄さ

れたものと考えられる。また，TP３５が覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土

粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土

粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化材少量
５ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量

１０ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化粒子少量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化材・ローム粒子少量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
１３ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化材少量
１４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土ブロ

ック少量
１５ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化材

少量
１６ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化材

少量，ローム粒子微量
１７ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土ブロック少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量

６ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化材少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

第２１１２号住居跡出土遺物観察表（第５５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９２ 土師器 坏 １２�４ ３�６ ６�４ 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端ヘラ削り 体部内面丁寧なヘラ磨き
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 覆土中層 ９０％

８９３ 土師器 甕 ［２０�４］（７�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 竈覆土中層 ５％

TP３５ 須恵器 甕 － （４�３） － 長石・雲母 黄灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面輪積痕を残すナ
デ 径０�４�の外面からの穿孔一か所 覆土

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７８ 紡錘車 ４�７ １�４ ０�９ ４２�５ 粘板岩 断面台形 両面穿孔 床面

―６２１―



第２１１５号住居跡（第５５９・５６０図）

位置 調査区東部のＣ１４ａ４区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１０２・２１０６号住居に掘り込まれている。

第５５９図 第２１１５号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４７ 鉄滓 ３�４ ３�２ ３�１ １９�６ 鉄 表面錆付着 覆土中層

―６２２―



規模と形状 耕作により南側と南東コーナー部が削平されているが，東西軸５�７６ｍ，南北軸６�０６ｍが確認され

た。主軸方向はＮ－１６°－Ｅである。壁高は４～３１�で，確認された各壁とも外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。東側と南側の一部を除く壁下には，幅８～１５�，深さ４～５�で，Ｕ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁の北東コーナー寄りに付設されているが，第２１０２号住居に東半分を掘り込まれている。規模は，焚口

部から煙道部まで９２�，袖部は確認されていない。火床部は床面を４�掘りくぼめており，火床面は火を受け

て赤変硬化している。煙道部は火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは２９～３２�である。Ｐ３は深さ３８�で，南壁際の中央部に位置

していることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。第１層は人為堆積，第２～５層はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２７点（甕類），須恵器片７３点（坏４２，高台付坏３，壺１，甕類２３，甑４）のほか，混

入した陶器片１点も出土している。遺物は竈内と南側に集中している。８９５は竈の覆土下層，８９４・８９６は南壁

際の床面から出土し，時期判断の指標となる資料である。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
２ 極暗赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第５６０図 第２１１５号住居跡出土遺物実測図

第２１１５号住居跡出土遺物観察表（第５６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９４ 須恵器 高台付坏 － （２�５）［８�４］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 黄橙 不良 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ２０％

―６２３―



第２１１７号住居跡（第５６１・５６２図）

位置 調査区中央部のＢ１３ｈ２区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１１８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�５１ｍ，短軸２�４５ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は２２～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北壁を除く壁下には，深さ４～１０�，幅１０～２０�で，Ｕ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

第５６１図 第２１１７号住居跡・出土遺物実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９５ 須恵器 高台付坏 － （１�９） ６�８ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 竈覆土下層 １０％

８９６ 須恵器 甑 ［３６�０］（８�４） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 口辺部内面ヘラナデ 体部外面横位の平行叩き
内面指頭痕 床面 １０％

―６２４―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１５�，袖部幅１０８�である。袖部はローム

土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に７２�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ１８�で，南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから出入口施設

に伴うピットと考えられる。Ｐ２は深さ２５�で，配置から貯蔵穴の可能性も想定されるが，明確でない。

覆土 １１層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２７０点（坏１６，甕類２５４），須恵器片４８点（坏２６，蓋２，甕類２０），鉄製品２点（刀子，

鋤先）が出土している。遺物は主に竈内と東側の覆土上層に集中している。８９９・９００は竈の左袖部上から焚口

前の覆土下層，８９７は東壁際の覆土下層，８９８は床面，Ｍ１４８は東壁寄りの覆土下層，Ｍ１４９はＰ２の覆土上層か

らそれぞれ出土し，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第５６２図 第２１１７号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 黒 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土

粒子・炭化粒子少量

１３ 褐 灰 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子・
炭化粒子少量

１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・
炭化粒子微量

１５ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
１７ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
１８ 灰 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１９ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
２０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材・焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化材少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量
１１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

―６２５―



第２１１８号住居跡（第５６３～５６５図）

位置 調査区東部のＢ１３ｉ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１４３号住居跡を掘り込み，第１１８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３５ｍ，短軸４�２５ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は１５～２８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１６～１８�，深さ６～９�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３４�，袖部幅１９６�である。袖部は地

山を掘り込み，砂質粘土を主体に構築されている。また，両袖部から土師器甕が逆位の状態で出土しているこ

とから，袖部材の一部として使用されていたと考えられる。火床部は床面を１７�掘りくぼめてローム土と粘土

ブロックを埋め戻している。煙道部は壁外へ４０�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１８～４９�である。Ｐ５は深さ１８�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 １７層に分けられる。レンズ状に堆積しているが，堆積が薄いため詳細は不明である。第１７層は，締まっ

た貼床の構築土である。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
４ 極暗赤褐色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・砂

質粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・

砂質粘土粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
７ 褐 色 炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物・砂質粘土粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１１ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量

１３ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子
・炭化粒子微量

１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子
・炭化粒子微量

１５ にぶい褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭
化粒子微量

１６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子
・炭化粒子微量

１７ にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭
化粒子微量

１８ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘
土粒子微量

１９ にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー
ム粒子微量

２０ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２１ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化材・ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 黒 褐 色 炭化材・ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

７ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子少量

８ 黒 褐 色 炭化材中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量

第２１１７号住居跡出土遺物観察表（第５６１・５６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９７ 土師器 坏 １４�５ ４�９ ６�２ 長石・雲母・黒色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ９０％ PL１６４

８９８ 須恵器 坏 ［１２�４］（３�９） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 不良 体部ロクロナデ 床面 ５％

８９９ 土師器 甕 １９�４（２４�４） － 長石・石英・雲母・微礫 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 下端手持
ちヘラ削り 内面輪積痕を残すナデ

竈左袖部～
覆土下層 ４０％

９００ 土師器 甕 ［１３�０］（４�９） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 覆土下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４８ 刀子 （７�４） １�２ ０�３ （６�３） 鉄 刃部の研ぎ減りが顕著 切先・茎一部欠損 覆土下層

Ｍ１４９ 鋤先 （７�６） （３�０） ０�９ （３０�４） 鉄 Ｕ字状 内側袋状 一部残存 Ｐ２覆土上層

―６２６―



遺物出土状況 土師器片５２１点（坏２９，甕類４９２），須恵器片３９５点（坏３２３，蓋１４，�１，甕類５２，甑５），

灰釉陶器片１点（瓶類），石器１点（砥石），鉄器１点（刀子），粘土塊３点が出土している。南部から中央部

にかけての覆土下層を中心に散在しており，９０２と９０３は南壁際の覆土下層，９０４は南壁際の覆土中層と中央部

の覆土下層から出土した破片が接合したもの，９０５は北東部の覆土中層から出土したもので，これらは住居廃

絶時に近い時点で廃棄されたものと考えられる。竈の覆土内から甕類などとともに９０１が出土しており，住居

廃絶時に遺棄されたものと考えられ，支脚として使用されていた可能性もある。９０６・９０７はそれぞれ竈袖部か

ら逆位の状態で出土しており，竈の構築材の一部として使用されていたものである。Ｑ７９は東壁際の覆土下層，

Ｍ１５０は北西コーナー部の覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

１１ 明 褐 色 ローム粒子多量
１２ 暗 褐 色 炭化材・ロームブロック・焼土粒子少量
１３ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

１５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第５６３図 第２１１８号住居跡実測図

―６２７―



第５６４図 第２１１８号住居跡・出土遺物実測図

―６２８―



第２１２０号住居跡（第５６６・５６７図）

位置 調査区中央部のＢ１３ｊ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１４３号住居跡を掘り込み，第２２８０・２２８１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４６ｍ，短軸４�４４ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は３９～４８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～１８�，深さ６～７�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１７３�，袖部幅１６８�である。袖部は床面よ

り若干高く掘り残した地山を基部として，その周囲に砂質粘土を貼り付け，須恵器坏を芯材として用いている。

火床部は床面を２０�掘りくぼめ，ローム土で埋め戻して使用している。煙道の立ち上がり部には土師器小形甕

が支脚として据えられ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ８５�掘り込まれ，火床部から

緩やかに外傾して立ち上がっている。第９層は，天井部の崩落土層である。

第５６５図 第２１１８号住居跡出土遺物実測図

第２１１８号住居跡出土遺物観察表（第５６４・５６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９０１ 須恵器 坏 １２�６ ４�７ ５�９ 長石・石英・礫 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 底部指頭痕 竈覆土中層 ７０％ PL１６４

９０２ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�５ ７�０ 石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラナデ 内面ナデ 覆土下層 ４０％

９０３ 須恵器 坏 ［１３�１］ ４�９ ７�１ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ４０％

９０４ 須恵器 高台付坏［１２�７］ ５�３ ［８�２］ 石英・礫 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 覆土中～下層 ７０％ PL１６６

９０５ 須恵器 高台付坏 － （３�８） ７�８ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 覆土中層 ３０％

９０６ 土師器 甕 ２２�５（２０�３） － 長石・石英・雲母・礫 明赤褐 普通 内外面ナデ 指頭痕 竈右袖部内 ６０％ 竈構築材

９０７ 土師器 甕 ［２２�７］（１５�６） － 石英・雲母 にぶい橙 普通 内外面ナデ 竈左袖部内 ６０％ 竈構築材

TP３６ 須恵器 甕 － （１１�０） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面横ナデの区画をした後波状文施文 内
面ロクロナデ 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７９ 砥石 （１０�０） ５�０ ４�０ （１６４�８） 凝灰岩 砥面３面 他は破断面 覆土下層 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５０ 刀子 （３�０） （１�７） ０�３ ３�５ 鉄 茎部・刃部欠損 茎部に木質部付着 覆土上層

―６２９―



第５６６図 第２１２０号住居跡実測図

―６３０―



第５６７図 第２１２０号住居跡出土遺物実測図

―６３１―



ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２０～５２�である。Ｐ５は深さ２３�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ１０の性格は不明である。

また，壁溝内から深さ７～２０�の小ピット４か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１８５点（坏２５，高台付椀１，蓋１，鉢２０，甕類１１３７，甑１），須恵器片３０８点（坏２２１，高

台付坏６，高台付皿４，蓋１１，鉢３２，甕類３４），石器１点（砥石），鉄器・鉄製品３点（刀子１，鑿１，釘１）のほ

か，粘土塊３点，混入した古墳時代の土師器片２４点も出土している。覆土上層の遺物は竈左袖部の手前に集中

し，覆土下層の遺物はほぼ全域から出土している。９１０は南西コーナー部の覆土下層，９１２は中央部やや東寄り

の床面，９１３はＰ６付近の床面と北東部の壁溝内からそれぞれ出土している。竈内からは９１４が逆位の状態で出

土していることから，支脚として使用されたと考えられる。竈右袖部内からは９０９の上に９０８が逆位に重なり，９１１

は破損した状態でそれぞれ出土している。これらすべてに火を受けた痕跡が確認できないことから，竈の補強

材として使用されたと推定される。Ｑ８０は南東壁際の覆土中層，Ｍ１５１は覆土上層，Ｍ１５２は中央部の覆土下層

からそれぞれ出土している。Ｍ１５３は南東部壁際の覆土から刃先を上に直立した状態で出土している。

所見 時期は出土遺物から，９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘

土粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒

子微量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

１２ にぶい暗赤褐色 焼土粒子少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
１３ にぶい暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭

化粒子微量
１５ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
１７ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒

子少量
１８ 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
１９ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量
２０ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
２１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２１２０号住居跡出土遺物観察表（第５６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９０８ 須恵器 坏 １２�３ ３�９ ７�５ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 右袖部内 １００％ 竈袖

部材 PL１６４

９０９ 須恵器 坏 １２�８ ４�２ ７�１ 石英・雲母 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り 底部指頭痕 右袖部内 １００％ 竈袖

部材 PL１６４

９１０ 須恵器 坏 １３�２ ３�９ ７�９ 石英・雲母 灰黄 良好 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL１６４

９１１ 須恵器 坏 １２�７ ３�９ ７�３ 長石・石英・雲母・礫 黄灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 右袖部内 ６５％ 竈袖部材

９１２ 須恵器 高台付坏 １０�７ ５�９ ６�０ 石英・雲母 黄灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ち回転ヘ
ラ削り 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ８５％ PL１６６

９１３ 土師器 鉢 ２２�４ １５�４ ９�１ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り後一部ナデ 底部木葉痕二葉
内面ヘラナデ 指頭痕 輪積痕 床面 ８５％

９１４ 土師器 甕 ［１６�９］１８�９ ８�４ 石英・雲母 明赤褐 普通 体部下端ヘラ削り 底部木葉痕 内面ヘラナデ
輪積痕 煙道部上 ９０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８０ 砥石 （４�７） （４�４） ３�２ （８４�３） 凝灰岩 砥面２面 他は破断面 覆土中層

―６３２―



第２１２１号住居跡（第５６８・５６９図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｆ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第５６８図 第２１２１号住居跡・出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５１ 刀子 （３�６） （２�０） ０�１ （２�７） 鉄 茎部欠損 木質部付着 覆土上層

Ｍ１５２ 釘 （７�７） ０�６ ０�７ （１２�１） 鉄 下端部先端欠損 頭部先端薄く広く叩きのばされて
いる 下端部断面方形 覆土下層 PL１９９

Ｍ１５３ 鑿ヵ （１８�７）（１�１） （０�８）（８３�４） 鉄 茎部に木質部付着 縁金具部付着 覆土上～下層 PL１９６

―６３３―



重複関係 第２１７３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 一辺３�６３ｍの方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｅである。壁高は５～１０�で，外傾して立ち上がっ

ている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１６�，深さ２～１０�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０４�，袖部幅１５６�である。袖部は砂質

粘土で構築されている。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道

部は壁外に３８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１３～２２�である。Ｐ５・Ｐ６は深さ１８～２２�で，南壁際の中

央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第５６９図 第２１２１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
７ 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・砂

質粘土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１１ 灰 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

１３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１４ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１７ 黒 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１８ 灰 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼

土粒子微量
１９ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２０ 灰 褐 色 焼土粒子・灰少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・灰微量

―６３４―



遺物出土状況 土師器片１８８点（坏２，甕類１８６），須恵器片６７点（坏２６，蓋２，鉢２１，甕類１７，円面硯１），灰

釉陶器片１点（長頸壺），土製品１点（小玉），石器１点（砥石），鉄器１点（鏃）のほか，混入した瓦片も出

土している。遺物は主に竈とその周辺に集中している。９１７・９１８は竈の覆土下層，９２０は北西コーナー際の覆

土上層から出土し，時期判定の指標となる遺物である。９１９はＰ１の覆土上層，Ｍ１５４は中央部の床面から出土

しており，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，９１５・９１６・９２１・DP１１４が覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２１２６号住居跡（第５７０図）

位置 調査区中央部のＣ１２ａ８区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１２７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�６５ｍ，短軸３�０８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は５～８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８０�，袖部幅１３６�である。袖部はローム

土と砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙

道部は火床部から外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子少量

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土

ブロック・炭化物微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，

炭化物微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化物・焼土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック・炭化物少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化粒

子微量

７ にぶい黄褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土

粒子微量

第２１２１号住居跡出土遺物観察表（第５６８・５６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９１５ 須恵器 坏 ［１３�２］ ４�０［８�４］長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り 覆土 ５％

９１６ 須恵器 坏 ［１２�８］ ４�２［７�２］長石・石英 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部手持ちヘラ削り 覆土 ５％

９１７ 須恵器 鉢 ２７�２（９�２） － 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面当て具痕 竈覆土下層 １５％

９１８ 須恵器 鉢 ［３８�７］（１１�６） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面縦位の平行叩き内面ナデ 当て具痕 竈覆土下層 １０％

９１９ 須恵器 鉢 ［２７�８］１５�２［１２�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 褐灰 普通 体部外面縦位平行叩き 下端手持ちヘラ削り
内面輪積痕を残すナデ Ｐ１覆土上層 １０％

９２０ 土師器 甕 ［１９�４］（５�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラナデ内面ヘ
ラナデ 指頭痕 覆土上層 ５％

９２１ 須恵器 円面硯 － （２�８） － 長石・石英・雲母 灰 普通 脚部のみ残存 外面棒状工具による縦位・横位
の沈線 透かし穴有り 覆土 ５％

番号 器種 最大径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１４ 小玉 ０�９５ ０�９５ ０�２ （０�９） 土（長石） ナデ 覆土

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５４ 鏃 （１２�４） １�２ ０�４５ （１５�２） 鉄 長頸柳葉鏃 鏃身部は両丸 篦被・茎断面長方形 茎
は「く」の字状に屈曲・一部欠損 床面 PL１９６

―６３５―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２１～２７�である。

覆土 ４層に分けられる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片３２点（甕類），須恵器片７点（坏２，高台付坏４，甕１）が出土しているが，ほとん

どが細片である。９２２は北壁際の床面から出土し，時期判断の指標となる遺物である。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第５７０図 第２１２６号住居跡・出土遺物実測図

第２１２６号住居跡出土遺物観察表（第５７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９２２ 須恵器 高台付坏［１２�０］ ５�２ ６�６ 長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ６０％ PL１６６

―６３６―



第２１２９号住居跡（第５７１図）

位置 調査区東部のＢ１３ｈ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１４７号住居跡を掘り込み，第２３１０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６６ｍ，短軸３�２１ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は１２�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部のやや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１００�である。袖部は壊され

ており，ローム土混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面を５�掘りくぼめており，火床面は火を

受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５８�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

第５７１図 第２１２９号住居跡・出土遺物実測図

―６３７―



ピット ２か所。Ｐ１は深さ１０�で，南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから出入口施設

に伴うピットと考えられる。Ｐ２の性格は不明である。

覆土 ３層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４６点（坏１１，甕類１３５），須恵器片５５点（坏１９，高台付坏１２，甕類２２点，甑２），灰釉

陶器片１点のほか，混入した鉄滓１点も出土している。遺物は竈内と竈の東側に集中している。９２３は北西コ

ーナー部の床面，９２６は西壁寄りの床面，９２５は東壁寄りの床面，９２４は竈右袖部から出土し，細片がほとんど

で住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第２１３５号住居跡（第５７２図）

位置 調査区北東部のＡ１３ｉ７区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１４４号住居跡を掘り込み，第２２９０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北側の大部分が調査区域外に伸びているため，全体の規模は不明である。東西軸３�７１ｍ，南北軸

１�５５ｍが確認された。壁高は１５～１８�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認された範囲では，ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ２は主柱穴で，深さ１５～２３�である。Ｐ３は深さ１８�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４は配置からＰ１の補助柱穴と

も想定されるが，明確でない。

覆土 ５層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片８点（甕類），須恵器片１４点（坏５，高台付坏１，蓋１，高盤１，甕類５，甑１）が

出土しているが，すべて細片である。

所見 時期は，出土土器から９世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・

砂質粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・

砂質粘土粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２１２９号住居跡出土遺物観察表（第５７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９２３ 土師器 坏 ［１３�５］ ４�０ ［７�２］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部手持ち
ヘラ削り 床面 ５％

９２４ 須恵器 坏 ［１２�６］（４�５） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 竈右袖部 ５％

９２５ 須恵器 高台付坏［１５�４］ ５�７ ［８�７］ 長石・石英・雲母 黒褐 普通 底部回転ヘラ切り後 高台貼り付け 床面 ５５％

９２６ 土師器 甕 ［１７�０］（４�５） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 床面 ５％

―６３８―



第２１３６号住居跡（第５７３・５７４図）

位置 調査区北東部のＢ１４ｄ８区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１３７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南側の大部分が調査区域外に伸びているため，全体の規模は不明である。東西軸２�８２ｍ，南北軸

は０�６４ｍが確認された。壁高は３４～４０�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認できた部分は平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１６�，袖部幅１１２�である。袖部はローム

土と砂質粘土で構築されている。火床部は床面を７�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は火床部から外傾して立ち上がっている。

第５７２図 第２１３５号住居跡実測図

第５７３図 第２１３６号住居跡実測図

―６３９―



覆土 ４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４５点（甕類），須恵器片１３点（坏１２，甕１）が出土しているが，ほとんどが細片であ

る。９３１・９３２は竈火床部から出土し，９３２は逆位で火床部の中央から出土していることから，支脚に転用され

たものと考えられる。また，９２８・９３０は竈前の覆土下層と床面，９２９は北壁際の覆土下層から出土し，これら

は時期判断の指標となる遺物である。９２７は北東コーナーの覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子微量
５ 黒 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子微量
６ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子微量
１１ 極暗赤褐色 焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第５７４図 第２１３６号住居跡出土遺物実測図

第２１３６号住居跡出土遺物観察表（第５７４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９２７ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�２ ７�７ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土中層 ６０％ PL１６５

９２８ 須恵器 坏 １２�６ ４�２ ６�８ 長石・石英 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転糸切り後二
方向の手持ちヘラ削り 覆土下層 ５０％ PL１６５

９２９ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�６ ８�０ 長石 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 覆土下層 ８０％

９３０ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�９ （７�８） 長石・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 １０％

９３１ 土師器 甕 ［２２�２］（４�６） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 竈火床面 ５％

―６４０―



第２１３９号住居跡（第５７５図）

位置 調査区北東部のＢ１４ｂ２区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１４０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南側が調査区域外にのびているため東西軸３�１６ｍ，南北軸は２�５２ｍだけが確認された。主軸方向

はＮ－１８°－Ｅである。壁高は２８～５４�で，確認された各壁とも外傾して立ち上がっている。

床 確認された範囲はほぼ平坦で，中央部が踏み固められてる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１７�，袖部幅１４８�である。火床部は床面

とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は火床部から外傾して立ち上がっている。

第５７５図 第２１３９号住居跡・出土遺物実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３２ 土師器 小形甕 － （１０�５） ７�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面下半手持ちヘラ削り 内面輪積痕を残
すヘラナデ 底部一方向の手持ちヘラ削り 竈火床面 ４５％ 支脚転用

―６４１―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは９～１４�である。Ｐ４～Ｐ６の性格は不明である。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１２２点（坏７，甕類１１５），須恵器片７９点（坏２４，高台付坏４，蓋４，甕類４７），鉄器１

点（鎌）が出土している。遺物は竈内と北側を中心に細片が散在している。Ｍ１５５は東壁際の覆土中層から出

土し，住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２１４４号住居跡（第５７６・５７７図）

位置 調査区北東部のＡ１３ｉ６区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
１１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
１２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子微量

１４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１６ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１９ 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化粒

子微量
２０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２１ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
２２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
２３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック少量

第５７６図 第２１４４号住居跡実測図�

第２１３９号住居跡出土遺物観察表（第５７５図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５５ 鎌 （７�１） （３�０） ０�２ （２０�６） 鉄 先端・基部欠損 表面にカヤ状炭化物付着 覆土中層
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重複関係 第２１３５号住居，第２２８６・２２８７・２２９０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北壁から東壁にかけて調査区域外に伸びている。壁溝の検出状況から，東西軸４�４４ｍ，南北軸４�５４

ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｗであることが確認された。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。確認された範囲には，幅１０～１８�，深さ４～６�，Ｕ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

ピット ２か所。Ｐ１は，深さ２２�で，南壁際の中央部付近に位置していることや硬化面の広がりから，出入

口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ２の性格は不明である。

所見 遺物は出土していないが，９世紀後半に比定される第２１３５号住居に掘り込まれていることから，時期は

９世紀後半以前と考えられる。

第２１４８号住居跡（第５７８図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｈ０区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４号ピット群に掘り込まれている。

第５７７図 第２１４４号住居跡実測図�

第５７８図 第２１４８号住居跡実測図
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規模と形状 耕作により削平されているが，竈の痕跡と硬化面，ピットの配置などから，一辺４�６８ｍの方形と

推定される。

床 ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。耕作により削平され，火床部だけが確認された。火床面は火を受けて赤変

している。痕跡から煙道部は壁外に６４�以上掘り込まれていたことが推定される。

ピット ５か所。Ｐ１は深さ２２�で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ２～Ｐ４は深さ１７～２８�で，Ｐ１の補

助柱穴の可能性も想定されるが明確でない。Ｐ５の性格は不明である。

遺物出土状況 土師器片３０点（坏１，椀１，甕類２８），須恵器片９点（坏５，甕類４）のほか，混入した縄文

土器片２点，磁器片１点も出土しており，いずれも細片である。

所見 時期は，出土土器から９世紀代と考えられる。

第２１５０号住居跡（第５７９・５８０図）

位置 調査区西部のＣ１２ｂ１区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２００３・２１４９・２１５６・２１５７・２１６０・２１６１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸７�１２ｍ，短軸６�４０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は１７～５５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北部及び南部の壁下の一部には，幅１８～２３�，深さ５～

１０�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１６５�，袖幅約１２１�である。袖部は床面よ

り若干高く掘り残した地山を基部として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を

２４�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ８３�掘り込まれ，火床部から

緩やかに外傾した後，ほぼ直立している。第３層は，天井部の崩落土層である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６５～７６�である。Ｐ５は深さ４０�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。ブロック状に堆積しており，第７層を除く各層にローム粒子が中量含まれているこ

とから人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０７４点（坏７３，皿２，蓋５，壺２，甕類９９１，甑１），須恵器片１０３６点（坏４４９，高台

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロ

ック・炭化物微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量
４ 極暗赤褐色 砂質粘土粒子・焼土粒子中量，ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
６ 赤 黒 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質

粘土ブロック少量
７ 赤 灰 色 灰中量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量
８ 灰 赤 色 焼土粒子・灰少量，ロームブロック微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土

ブロック少量
１０ 褐 灰 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，

焼土ブロック微量

１１ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土ブロ
ック少量

１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，ローム
粒子少量

１３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭
化物微量

１４ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子
・炭化物微量

１５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子・砂質粘土ブロッ

ク少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
４ にぶい褐色 ローム粒子中量

５ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
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付坏１８，皿１，蓋１０９，高盤１，鉢７０，壺類９，甕類３４９，甑２８，瓶類２），灰釉陶器片１点（瓶類），鉄器・鉄

製品８点（刀子３，鎌１，釘３，責金具１），貨幣１点のほか，混入した縄文土器片１点，古墳時代の土師器

片４８点も出土している。９３３はＰ１南側の覆土下層，９３４は中央部北側の覆土下層，９３６は東壁際の覆土下層か

ら出土しており，それぞれ住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。床面から出土している金属製品はＭ１５７

とＭ１６１の２点で，その他は覆土上層から１点，覆土下層から７点出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第５７９図 第２１５０号住居跡実測図
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第５８０図 第２１５０号住居跡・出土遺物実測図
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第２１５５号住居跡（第５８１図）

位置 調査区中央部のＢ１２ｊ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０７１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�５０ｍ，短軸３�４９ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１８～２１�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１４�，深さ３～４�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

第５８１図 第２１５５号住居跡・出土遺物実測図

第２１５０号住居跡出土遺物観察表（第５８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３３ 須恵器 坏 ［１２�５］ ４�８ ６�４ 石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ４０％

９３４ 須恵器 坏 ［１４�６］ ４�６ ［７�０］ 石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 覆土下層 ３０％

９３５ 須恵器 蓋 ［１３�２］（２�１） － 石英・雲母 黄灰 普通 天井部左回りのヘラ削り 覆土中層～床面 ４０％

９３６ 須恵器 短頸壺［７�７］ ８�２ ［５�２］ 長石・石英 灰 良好 体部内外面ロクロナデ 肩部自然釉付着 体部
下端ナデ 底部糸切り痕 指頭痕 覆土下層 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５６ 刀子 （９�０） １�４ ０�４ （１４�６） 鉄 茎部・刃部欠損 刃部に木質部付着 覆土下層

Ｍ１５７ 刀子 （６�０）（１�４） ０�４ （１１�６） 鉄 茎部・刃部欠損 刃部に木質部付着 床面

Ｍ１５８ 刀子 （５�２）（１�０） ０�５ （４�８） 鉄 茎部大半欠損 刃部先端欠損 刃部に木質部付着 覆土下層

Ｍ１５９ 鎌 （３�５）（２�５） （０�６）（１１�９） 鉄 手鎌 片隅残存 径０�３６�の目釘穴有り 覆土下層

Ｍ１６０ 釘 （４�４） ０�５ ０�５ （４�０） 鉄 頭部・先端欠損 頭部木質部付着 下端部断面方形 覆土下層

Ｍ１６１ 釘 （３�８） ０�４ ５�４ （５�３） 鉄 頭部先端部薄く叩き伸ばされ直角に曲げられている
下端部先端欠損 床面 PL１９９

Ｍ１６２ 釘 １０�７ １�４ ０�７ ２９�７ 鉄 完形 下端部断面方形 下端部がＵ字に曲げられている 覆土下層 PL１９９

Ｍ１６３ 釘ヵ （３�４）（０�７） （０�６）（２�７） 鉄 方形の棒状なもの 覆土下層

Ｍ１６４ 責金具 ４�７ ２�８ ２�１ ８�７ 鉄 完形 環状内側に木質部付着 覆土下層 PL１９８
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竈 北壁中央部に付設されている。中央部は耕作による撹乱を受けているが，規模は焚口部から煙道部まで１２４

�，袖部幅９５�が確認された。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１１�掘りくぼめており，煙

道部は火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット Ｐ１は深さ１７�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピ

ットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８０点（坏２，高台付椀１，甕類７７），須恵器片３４点（坏１５，甕類１９）のほか，混入し

た陶器片１点，磁器片１点も出土している。９３７は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２１６９号住居跡（第５８２図）

位置 調査区部のＤ１０ａ９区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１８２号住居，第２５７８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１０ｍ，短軸４�０４ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は２６～５０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁の中央部に付設されている。上面を第２１８２住居に掘り込まれ，第２５７８号土坑により左袖部を掘り込ま

れている。確認された範囲の規模は焚口部から煙道部まで１２８�，袖部幅１１４�である。袖部は砂質粘土で構築

されている。火床部は床面を３�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は火床部

から外傾して立ち上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ１１～２０�である。Ｐ５は深さ１０�で，南壁際の中央部に位置し

ていることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

覆土 ８層に分けられる。不規則な堆積状況を呈する人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

６ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子多量

４ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ
ク微量

５ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量

第２１５５号住居跡出土遺物観察表（第５８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３７ 須恵器 坏 ［１３�０］（４�３）［８�８］ 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 覆土 ５％

―６４８―



遺物出土状況 土師器片７６８点（坏１８，甕類７５０），須恵器片２３４点（坏９３，高台付坏６，蓋６，高盤１，長頸壺

３，甕類１０８，甑１７）が出土している。９３８は北壁寄りの床面から出土し，廃絶後間もなく廃棄されたものと考

えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・

炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化物少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

５ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少

量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・

砂質粘土ブロック微量

第５８２図 第２１６９号住居跡・出土遺物実測図

―６４９―



第２１８２号住居跡（第５８３・５８４図）

位置 調査区南西部のＤ１０ａ９区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

第５８３図 第２１８２号住居跡実測図

第２１６９号住居跡出土遺物観察表（第５８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３８ 須恵器 鉢 ［２８�０］（７�４） － 石英・雲母 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面当て具痕 床面 ５％

―６５０―



重複関係 第２１６９号住居跡を掘り込み，第２５７８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６５ｍ，短軸３�６０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は５～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，厚さ４～６�の貼り床が確認されている。北西部は８�高まっている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９１�，袖部幅１３５�である。竈煙道部

に土師器甕を転用した支脚があり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５６�掘り込まれ，

火床部から緩やかに外傾した後，急な傾斜で立ち上がっている。

ピット Ｐ１は，竈の焚口前に位置し，深さは２０�であるが，性格は不明である。

第５８４図 第２１８２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化材微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量

７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・
ローム粒子微量

８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量，砂
質粘土粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少
量，砂質粘土粒子微量

―６５１―



覆土 ４層に分けられる。第２層に炭化物と焼土粒子が中量含まれていることから，人為堆積である。また，

第４層はロームブロックを主体とした貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片２１４点（坏２，甕類２１１，甑１），須恵器片６９点（坏２１，蓋５，甕類４３）のほか，混入

した古墳時代の土師器片３５点も出土している。竈の煙道部から支脚として転用された９４１が出土しており，隣

接して９３９も出土している。９４０は中央部の覆土下層から床面にかけて破損した状態で出土していることから，

廃絶後に廃棄されたと考えられる。Ｍ１６５は中央部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２１８３号住居跡（第５８５・５８６図）

位置 調査区南西部のＥ１０ａ１区，標高１９�５ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

規模と形状 一辺３�７９ｍの方形で，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。また，中央部から南部にかけての壁は，

削平によって壊されているため，確認することはできなかった。壁高は４２～６４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１０～１８�，深さ３～１１�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３５�，袖部幅は１１９�で，火床面は火を受

けて赤変している。煙道部は壁外へ６９�掘り込まれ，火床部から直立している。第７層は天井部の崩落土層，

第９～１１層は袖部の構築土層である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１１～５１�である。Ｐ５は深さ２０�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
３ にぶい褐色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土ブロック・ローム

粒子・炭化粒子微量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子

微量
７ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土ブロック中量

８ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土
粒子微量

９ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１１ 暗 赤 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子

少量
１２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック微量
１３ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
１４ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第２１８２号住居跡出土遺物観察表（第５８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３９ 土師器 高台付皿［１２�５］ ２�７ ６�５ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 竈覆土内 ７０％

９４０ 土師器 甕 ２４�７（２３�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面横位の平行叩き 体部下端ヘラ削り 体
部内面ナデ・同心円状の当て具痕・輪積痕有り 床面 ４０％

９４１ 土師器 甕 － （９�１） ８�０ 石英・雲母 橙 普通 体部下端ヘラ削り・ヘラ磨き 体部内面ヘラナ
デ 底部ナデ 竈煙道部 １０％ 支脚

TP３７ 須恵器 甕 － （７�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面擬格子状平行叩き 覆土中層

TP３８ 須恵器 甕 － （７�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 褐 普通 体部外面擬格子状平行叩き 体部下端ヘラ削り 覆土中層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６５ 鏃 （５�０） ０�７ ０�４ （３�３） 鉄 断面方形 熱を受けている 床面

―６５２―



覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片９０１点（坏４，甕類８９６，甑１），須恵器片１７１点（坏１０６，高台付坏２，盤１，蓋１３，

�２，壺類３，甕類４２，甑２），土製品５点（支脚３，紡錘車１，不明１），鉄器１点（刀子），粘土塊１点，

鉄滓４点，種子１点のほか，混入した古墳時代の土師器片１９７点も出土している。９４４は竈内から出土しており，

熱を受けていることから支脚として使用されていたと考えられる。竈周辺には，９４７が竈左袖脇の床面，９４３が

右袖部脇の覆土下層から出土している。９４２が南西コーナー部壁溝際の床面，９４５がＰ３北側の床面からそれぞ

れ出土している。９４６はＰ２北側の床面から出土している。DP１１５は竈右袖部の内側から破損した状態で出土

し，９４４と共に，袖部材の一部として使用されていたと考えられる。また，Ｑ８１は南壁際の床面，Ｍ１６６は竈の

覆土からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第５８５図 第２１８３号住居跡実測図

―６５３―



第５８６図 第２１８３号住居跡・出土遺物実測図

―６５４―



第２１８６号住居跡（第５８７・５８８図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｇ８区，標高１９ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸５�０２ｍ，短軸４�６６ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は３４～６４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北西部を除いた壁下には，幅１１～１９�，深さ６～１４�でＵ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３７�，袖部幅は１４７�で，火床面は火を受

けて赤変している。煙道部は壁外へ４５�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８～３６�である。Ｐ５は深さ１３�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０８０点（坏３，蓋３，甕類１０７２，甑２），須恵器片５８４点（坏２１４，高台付坏２０，蓋３２，

高盤２，�１，壺類４，瓶類１５，甕類２９３，甑３），鉄製品２点（釘，不明）のほか，混入した古墳時代の土師

器片６７点も出土している。９４８は南西コーナー部の床面，９４９は完形の状態で西壁際の床面から出土しており，

それぞれ遺棄されたと考えられる。９５０は中央南部の覆土下層から出土した破片が接合しており，投棄された

と考えられる。また，覆土下層からＱ８２とＭ１６７がそれぞれ出土している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量

６ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土粒

子微量
９ 褐 色 ローム粒子少量

第２１８３号住居跡出土遺物観察表（第５８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９４２ 須恵器 坏 １３�０ ４�４ ６�３ 長石・石英・雲母 黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部多方向ヘラ削り 床面 ８５％ 墨書
「上」 PL１８８

９４３ 須恵器 坏 １３�４ ４�５ ６�２ 長石・石英・雲母・礫 灰褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 壁溝覆土内 ８５％

９４４ 須恵器 坏 １３�５ ５�１ ６�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子・礫 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削
り 底部内面中央ナデ 竈覆土内 ６０％ 支脚

９４５ 須恵器 盤 １５�０ ２�９ ７�１ 長石・石英・雲母 黒 普通 底部回転ヘラ切り 床面 ９０％ 油煙付着

９４６ 須恵器 蓋 １５�２（２�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 天井部回転ヘラ削り・ヘラ削り 床面 ９５％

９４７ 土師器 小形甕 １６�７ １５�０ ６�１ 長石・石英・雲母 にぶい橙 不良 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 底部木葉痕 床面 ９０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１５ 支脚ヵ （６�８） （８�１） （４�２）（１２８�６） 土（長石） ナデ 半円形の凹み有り 外面焼土化した部分有り 右袖部内

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８１ 紡錘車 ４�７ １�７ ０�８ ５３�０ 粘板岩 円錐台形 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６６ 鏃 （１�９） （１�７） ０�３ （２�３） 鉄 頭部及び脚部欠損 脚部曲っている 断面方形 竈覆土

―６５５―



所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第５８７図 第２１８６号住居跡実測図

―６５６―



第２１８９号住居跡（第５８９図）

位置 調査区南西部のＥ９ｃ０区，標高１９�５ｍほどの南東への傾斜面に位置している。

規模と形状 長軸４�２８ｍ，短軸３�２４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６５°－Ｅである。壁高は５～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北壁コーナー部を除いた壁下には，幅８～１６�，深さ４

～９�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 東部コーナー部に付設されている。天井部，焚口部，南袖部は遺存していない。煙道部は壁外へ不定形に

４４�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１２～５０�である。Ｐ５は深さ１５�で，竈と向かい合う西壁際

中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

第５８８図 第２１８６号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰黄色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第２１８６号住居跡出土遺物観察表（第５８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９４８ 須恵器 高台付坏［１３�５］ ４�６ ８�２ 長石・石英・黒色粒子 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部多方向ヘラ削り 床面 ７０％

９４９ 須恵器 蓋 １４�１ ３�２ － 長石・石英・黒色粒子 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 天井部回転ヘラ削り 床面 １００％

９５０ 須恵器 小形鉢 １８�０ ９�２ ９�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部縦位の平行叩き後スリ消し 体部中央部指ナデ 体部下
端ヘラ削り 指頭痕 内面ナデ ヘラナデ 底部ヘラナデ 覆土下層 ４０％ PL１７８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８２ 砥石 （５�３） ４�５ ３�５ （８１�３） 凝灰岩 提砥石 一方向からの穿孔 砥面２面 他は破断面 覆土下層 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６７ 釘ヵ （６�３） １�１ ０�６ （５�３） 鉄 断面長方形 下端部曲がっている 覆土下層

―６５７―



覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示しているが，覆土が薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片１６９点（坏３２，蓋２０，鉢１，甕類１１６），須恵器片９点（坏５，甕類４），土製品１点（管

状土錘），粘土塊４点のほか，混入した古墳時代の土師器片２８点も出土している。９５１は東西の床面から出土し

た破片が接合したものであることから，住居廃絶後まもなく廃棄されたものと考えられる。DP１１６は中央部の

覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物微量

４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第５８９図 第２１８９号住居跡・出土遺物実測図

―６５８―



第２２０１号住居跡（第５９０～５９２図）

位置 調査区南部のＡ１１ｈ２区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�６５ｍ，短軸４�５０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｅである。壁高は２０～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から南壁際にかけて踏み固められている。壁下には，幅７～１６�，深さ２～７�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。掘り方は東部のみ調査しており，四隅を掘り込んでいる状況が確認さ

れている。また，掘り方内からＰ６～Ｐ９が確認されている。

竈 北壁のやや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，袖部幅は１３０�で，袖部は床

面と同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１１�不整形に掘り込んでおり，火床

面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４４�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっ

ている。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４０～７０�である。Ｐ５は深さ２５�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９は掘り方内から確認さ

れた柱穴で，性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片６４８点（甕類６４６，甑２），須恵器片１４８点（坏１２８，高台付坏１，蓋６，瓶類１，甕類

１２），石製品４点（勾玉３，紡錘車１），鉄器６点（刀子１，鏃２，鎌３）のほか，混入した古墳時代の土師器

片３９点も出土している。９５２は掘り方内から破損した状態で出土している。９５３は散在して出土していることか

ら，廃絶後に投棄されたと考えられる。鉄製品は東部に集中する分布状況を示しており，その中でもＭ１６８・

Ｍ１７０は床面からほぼ完形の状態で出土していることから，廃絶時に遺棄されたと考えられる。また，Ｑ８３は

壁溝内から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子中量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子少量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 灰 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
１１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２１８９号住居跡出土遺物観察表（第５８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９５１ 土師器 坏 １３�４ ３�７ ７�３ 石英・雲母 橙 普通 口辺部一部ヘラ削り 体部内外面ロクロナデ 体部下端
手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 指頭痕 床面 ６０％

番号 器種 径 長さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１６管状土錘 １�１ ２�０ ０�２ ２�５ 土（長石） ナデ 黒褐色を呈する 覆土上層 PL１８９

―６５９―



第５９０図 第２２０１号住居跡実測図

―６６０―



第５９１図 第２２０１号住居跡・出土遺物実測図

―６６１―



第２２１１号住居跡（第５９３・５９４図）

位置 調査区北部のＢ１２ｅ５区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�５０ｍ，短軸４�４８ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１５～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。北西部を除いた壁下には，幅１４～１９�，深さ６～８�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２０�，袖部幅は１２５�である。袖部は床面

より若干高く掘り残した地山を基部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４９�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第１層は，

天井部の崩落土層である。

第５９２図 第２２０１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 白 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，砂質粘土粒

子微量

４ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
５ 褐 灰 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
６ 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
７ 灰 白 色 砂質粘土粒子多量

第２２０１号住居跡出土遺物観察表（第５９１・５９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９５２ 須恵器 坏 ［１３�８］ ３�９ ［８�２］ 長石・石英 浅黄 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 堀り方部 ６０％

９５３ 須恵器 坏 １３�３ ３�８ ７�６ 長石 褐灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後多方向
ヘラ削り 覆土上～下層 ７０％ PL１６５

９５４ 土師器 甕 ［２１�２］（６�２） － 長石・雲母・礫 赤褐 普通 体部内外面ヘラナデ 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８３ 砥石 （８�０） ４�３ ４�２ （１７２�９） 凝灰岩 砥面六面 他は破断面 壁溝覆土 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６８ 刀子 （１８�０） １�３ ０�４ （２９�１） 鉄 ほぼ完形 茎部に木質部付着 床面 PL１９８

Ｍ１６９ 鏃 （５�７） ０�５ ０�３ （２�４） 鉄 茎部残存 断面方形 床面

Ｍ１７０ 鎌 １９�６ ４�３ ０�３ ９３�７ 鉄 完形 端部折り曲げ 根刈り鎌 床面 PL１９６

Ｍ１７１ 鎌 （６�５） ３�９ ０�３ （２３�１） 鉄 基部残存 端部上端折り返し 床面

Ｍ１７２ 鎌 （５�２） ４�０ ０�３ （２２�５） 鉄 基部残存 端部上端折り返し 木質部付着 床面

―６６２―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１５～７５�である。Ｐ５は深さ２８�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８８点（甕類），須恵器片１５５点（坏８９，蓋８，鉢２９，�１，瓶類１，甕類２３，甑４），

鉄器・鉄製品５点（刀子１，鎌１，釘１，足金物２）のほか，混入した縄文土器片２点，古墳時代の土師器片

１０２点も出土している。９５５は北西壁際の覆土中層，９５６はＰ５の覆土上層から出土していることから，廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。９５７は北東壁際の床面，Ｍ１７５・Ｍ１７６は南東コーナー部の床面から破損した

状態で出土しており，廃絶時に伴い廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ にぶい褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量

４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第５９３図 第２２１１号住居跡実測図

―６６３―



第５９４図 第２２１１号住居跡・出土遺物実測図

―６６４―



第２２１２号住居跡（第５９５図）

位置 調査区南部のＤ１１ｈ４区，標高１８ｍほどの南東への傾斜面に位置している。

規模と形状 長軸３�１２ｍ，短軸２�９２ｍの方形で，主軸方向はＮ－８０°－Ｅである。壁高は３４～７３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，粘土混じりの貼り床である。硬化面や壁溝は認められない。

竈 南東コーナー部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�であり，袖部は遺存していない。

竈の構築方法は竈土層断面から，住居の掘り方に床面から１０�まで粘土を混ぜたローム土を貼り付けていた（第

３・４層）と考えられる。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ７９�掘り込まれ，火床部か

ら外傾して立ち上がっている。第１層は，天井部の崩落土層である。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１３８点（坏４，甕類１３３，甑１），須恵器片１０２点（坏８０，蓋７，甕類９，甑５，平瓶１），

鉄滓１点のほか，混入した古墳時代の土師器片１６点，中世以降の陶器片１点，磁器片１点も出土している。９６０

は竈左袖部手前の床面から正位で口辺部がつぶれた状態で出土している。また，９５８の上に９５９が重なった状態

で竈の煙道部から出土しているが，火を受けた痕跡は見受けられない。これら３点の土器は，住居廃絶時に遺

棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子中量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量
３ 明 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子多量，

炭化物中量

４ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子多量

土層解説
１ 褐 色 粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒

子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

５ 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量

第２２１１号住居跡出土遺物観察表（第５９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９５５ 須恵器 坏 １２�２ ４�２ ６�８ 長石・石英・雲母 オリーブ黒 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土中層 ９０％ PL１６５

９５６ 須恵器 坏 ［１２�４］ ４�８［６�６］長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り・ナデ Ｐ５覆土 ４５％

９５７ 須恵器 鉢 ２８�２ １８�５ １３�３ 長石・雲母 灰 普通 体部外面平行擬格子状叩き 内面ナデ 体部下
端ヘラ削り 底部ヘラナデ 床面 ７０％ PL１７８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７３ 刀子 （１１�７） １�４ ０�４ （１５�３） 鉄 刃部欠損 茎部に木質部残存 覆土下層 PL１９８

Ｍ１７４ 鎌 （６�０） ２�６ ０�４ （２２�１） 鉄 刃部のみ残存 両面に木質部残存 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 高さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７５ 足金物 ５�５ （３�２） ２�２ （２７�８） 鉄 双脚足金物 内一脚欠損 緒通し穴一か所 床面 PL１９８

Ｍ１７６ 足金物 ６�３ （３�５） １�９ （２３�１） 鉄 双脚足金物 内一脚欠損 脚部外面に木質部付着
緒通し穴一か所 床面 PL１９８

―６６５―



第５９５図 第２２１２号住居跡・出土遺物実測図

―６６６―



第２２４２号住居跡（第５９６図）

位置 調査区南西部のＥ９ａ７区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第５９６図 第２２４２号住居跡・出土遺物実測図

第２２１２号住居跡出土遺物観察表（第５９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９５８ 須恵器 坏 １２�５ ４�５ ６�９ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 煙道部上 １００％ 油煙付

着 PL１６５

９５９ 須恵器 坏 － （３�３） ７�６ 石英・雲母 にぶい黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 煙道部上 ４０％

９６０ 須恵器 高台付坏［１１�１］ ５�７ ６�６ 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り後一
部ナデ 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ４５％

―６６７―



重複関係 第２０２４号住居跡，第３７８号掘立柱建物跡を掘り込んでおり，第２６８０・２６８９号土坑に掘り込まれてい

る。

規模と形状 長軸３�７９ｍ，短軸３�６３ｍの方形で，主軸方向はＮ－６１°－Ｅである。壁高は２８�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，硬化面や壁溝は認められない。

竈 東壁中央部に付設されている。遺存状態は非常に悪く，火床部のみ確認されている。火床部は幅２７�で，

火床面は火を受けて赤変硬化している。また，竈内から雲母片岩が確認されており，火を受けていることから

竈構築材として使用されたと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３２点（高台付椀１２，小皿１，甕類１９），雲母片岩１点のほか，混入した古墳時代の土

師器片１１点，須恵器片３点（坏）も出土している。９６１と９６３は崩落した竈の右袖部上から出土しており，廃絶

後に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半と考えられる。

第２２５５号住居跡（第５９７・５９８図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｉ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�７０ｍ，短軸３�６５ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は４１～４９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１２～１９�，深さ３～５�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１１４�である。袖部は地山を

浅く掘り込み，砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を１５�掘りくぼめており，火床面は火を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外へ５０�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。第３

層は，天井部の崩落土層である。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量・焼土粒子・砂質粘

土粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，ロ
ーム粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子炭

化粒子微量

第２２４２号住居跡出土遺物観察表（第５９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９６１ 土師器 高台付坏 － （４�５） ６�０ 石英・雲母 浅黄橙 普通 体部内外面ロクロナデ 内外面ナデ 底部ヘラ
切り後高台貼り付け 内面磨き 竈右袖部上 ６０％

９６２ 土師器 高台付坏 － ３�３ ５�３ 石英・雲母 淡黄 普通 体部内外面ロクロナデ 底部ヘラ切り後高台貼
り付け 内面磨き 覆土下層 ４０％

９６３ 土師器 小皿 ８�０ １�７ ５�１ 石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面ヘラナデ 体部ヘラ削り 底部回
転ヘラ切り 内底左回転ヘラナデ 竈右袖部上 １００％

―６６８―



ピット ５か所。主柱穴はＰ１・Ｐ２が相当し，深さは１３�と１４�である。Ｐ３は深さ１３�で，竈と向かい合

う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４・Ｐ５は２１�と１２�

の深さで，竈の袖部を挟むように位置しており，竈上の棚などの施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

８ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・焼
土粒子微量，

９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１３ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量

１４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１７ 褐 色 ローム粒子中量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量

第５９７図 第２２５５号住居跡実測図

―６６９―



遺物出土状況 土師器片４６５点（坏２８，甕類４３７），須恵器片８５点（坏類５２，高台付坏５，蓋６，甕類２２），土製

品１点（管状土錘），鉄器１点（刀子），石２点（瑪瑙�片，礫）のほか，混入した縄文土器片１点，古墳時代

の土師器片１点，中世以降の陶器片１点も出土している。９６５は中央部の床面と覆土下層から出土した土器片

が接合したもので，投棄されたものと考えられる。また，９６４はＰ５付近の床面から，９６６は床面からやや浮い

た状態で出土し，DP１１７は右袖部手前の床面，Ｍ１７７は東壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２２５９号住居跡（第５９９・６００図）

位置 調査区北部のＡ１１ｈ３区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６９ｍ，短軸４�５４ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は２２～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北東部及び南西部の一部を除いた壁下には，幅５～１０�，深

さ９～１４�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０６�，袖部幅１５４�である。袖部は，地山

を掘り込んでローム土を埋め込んだ上に構築されている。火床部は床面を２０�掘りくぼめており，火床面は火

を受けて赤変している。煙道部は壁外へ１７�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾した後，急な傾斜で立ち上

がっている。第４層は，天井部の崩落土層である。

第５９８図 第２２５５号住居跡出土遺物実測図

第２２５５号住居跡出土遺物観察表（第５９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９６４ 須恵器 高台付坏 － （３�２）１１�４ 石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け 床面 ５５％

９６５ 須恵器 高台付坏 － （２�５） ９�０ 長石・石英・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け 底部ナデ 床面 ４５％

９６６ 須恵器 蓋 － ２９�９ － 長石・石英・雲母 灰 普通 天井部右回りヘラ削り後つまみ貼り付け つま
み径３�１� つまみ高１�３� 覆土下層 ６０％

番号 器種 径 長さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１７管状土錘 １�０ ２�６ ０�２ １�９ 土（長石・石英・礫） ナデ 明赤褐色 一方向からの穿孔 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７７ 刀子 （３�９）（０�８０） ０�３ （２�０） 鉄 茎部・刃先欠損 床面

―６７０―



竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
６ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

１２ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
１３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１５ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１６ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１７ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２０ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
２１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量

第５９９図 第２２５９号住居跡実測図

―６７１―



第６００図 第２２５９号住居跡出土遺物実測図

―６７２―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５４～５６�である。Ｐ５は深さ３０�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４６２点（坏１６，甕類４３９，甑７），須恵器片１９４点（坏１３７，高台付坏３，盤６，蓋８，

高盤１０，甕類３０），灰釉陶器片３点（椀），石器１点（砥石），鉄器・鉄製品２点（刀子，釘）が出土しており，

覆土下層を中心にほぼ全域に散在した状態で出土している。９７０は竈右脇の覆土下層から，９６８は床面から出土

している。９６９は北壁際の床面から出土し，底部外面に朱墨で文字が書かれている。９６７と９７１は南東壁の覆土

下層から出土している。９７２は四方に散在した破片を接合したもので，内一片は北壁際の床面から出土してい

る。Ｍ１７８は中央部の床面，Ｍ１７９は覆土中，Ｑ８４は西壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２２６６号住居跡（第６０１・６０２図）

位置 調査区南西部のＡ１０ｃ９区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５７号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８０ｍ，短軸４�４７ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｅである。壁高は４０～５６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅９～１３�，深さ３～６�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が南部を除いて巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１２０�である。左袖部は地山

をわずかに掘り込んで構築され，右袖部は掘り方上に構築されている。火床部は床面を１２�掘りくぼめてロー

ム土を埋め戻して使用され，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ２５�掘り込まれ，火床部

から外傾して立ち上がっており，立ち上がり部に土師器小形甕が支脚として据えられている。第２層は，天井

部の崩落土層である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック微量
８ 暗 褐 色 ロ－ムブロック微量

第２２５９号住居跡出土遺物観察表（第６００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９６７ 須恵器 坏 １３�６ ３�９ ８�０ 石英・雲母 灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL１６５

９６８ 須恵器 坏 ［１３�０］ ３�９ ７�６ 石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 床面 ６０％

９６９ 須恵器 坏 ［１２�９］ ４�０ ７�３ 石英・雲母 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 床面 ５０％ 朱書

「在」ヵ PL１６５

９７０ 須恵器 坏 ［１４�５］ ３�５［９�１］石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り・ナデ 覆土下層 ３５％

９７１ 須恵器 盤 ［２２�０］（２�８） － 長石・石英 灰 普通 内面自然釉付着 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土下層 ５５％

９７２ 須恵器 高盤 － （１０�０）［１３�２］長石・石英・雲母 灰黄 普通 脚部内外面ロクロナデ 透かし孔 ヘラ切り 覆土 ４５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８４ 砥石 （８�３） ３�７ １�７ （９６�９） 凝灰岩 砥面４面 他は破断面 床面 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７８ 鎌 （１０�０） １�９ ０�２ （９�５） 鉄 手鎌 左端に径０�３�右端に径０�２�の目釘穴あり 床面 PL１９６

Ｍ１７９ 釘 （４�４）（０�５） （０�７） （４�４） 鉄 頭部一部・下端部先端欠損 下端部彎曲 覆土

―６７３―



竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 灰 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１３ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

１４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１８ 暗 褐 色 炭化粒子微量
１９ 黒 褐 色 焼土粒子少量
２０ 褐 色 ローム粒子少量
２１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
２２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２５ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第６０１図 第２２６６号住居跡実測図

―６７４―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは１１～３２�である。Ｐ４～Ｐ７の性格は不明である。

覆土 １３層に分けられる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７５点（坏３，甕類１７１，甑１），須恵器片４９点（坏２７，蓋８，高台付坏３，甕類１１），

鉄器１点（鎌），鉄滓５点，粘土塊１点のほか，混入した古墳時代の土師器片２５点も出土している。９７５は西壁

際の覆土下層から出土し，住居廃絶後まもなく廃棄されたものと考えられる。９７３と９７４は竈の覆土から出土し

ており，それぞれ熱を受けた痕跡がないことから，住居廃絶時に廃棄されたものと考えられる。また，支脚と

して使用されていた９７６は，遺棄されたものと考えられる。Ｍ１８０は，北壁際の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

８ 褐 色 ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量
１０ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第６０２図 第２２６６号住居跡出土遺物実測図

第２２６６号住居跡出土遺物観察表（第６０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９７３ 須恵器 高台付坏 １０�７ ４�９ ７�０ 長石・雲母 灰 良好 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 竈覆土 ９０％ PL１６６

９７４ 須恵器 蓋 ［１２�９］（１�４） － 石英・雲母 灰 普通 天井部左回転ヘラ削り後つまみ接合 竈覆土 ５０％

９７５ 須恵器 蓋 ［１４�１］（２�４） － 長石・石英・雲母 灰 普通 天井部左回転ヘラ削り 覆土下層 ４０％

９７６ 土師器 甕 － （１５�１）［７�９］ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内外面ナデ ヘラナデ 体部外面指頭痕
体部下端ヘラ削り 底部木葉痕 火床部 ４５％ 支脚転用

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８０ 鎌 （３�９） （５�０） １�１ （２３�５） 鉄 基部残存 端部上端折り返し 覆土下層

―６７５―



第２２６７号住居跡（第６０３・６０４図）

位置 調査区北西部のＡ１０ａ０区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第６０３図 第２２６７号住居跡実測図
―６７６―



第６０４図 第２２６７号住居跡出土遺物実測図

―６７７―



規模と形状 一辺４�９０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は５０～５８�で，外傾して立ち上がっ

ている。東西の耕作による撹乱で，壁・床・竈を掘り込まれている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅８～１０�，深さ６～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。撹乱を受けているため遺存状態は非常に悪い。遺存している袖部は幅９５�

で，床面とほぼ同じ高さに砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を２６�掘りくぼめ，火床面は火を

受けて赤変硬化しており，支脚として使用していた土師器甕が出土している。煙道部は壁外へ７５�掘り込まれ，

立ち上がりは撹乱を受けているため不明である。

ピット ６か所。Ｐ１～４は主柱穴で，深さは５１～６８�である。Ｐ５は深さ４０�で，竈と向かい合う南壁際の

中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 １０層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５７４点（高台付椀７，甕類５６７），須恵器片４７９点（坏２８２，高台付坏１８，皿１，蓋４７，

高盤１，�１，壺類１６，瓶類１，甕類１０１，甑１１），石器１点（砥石），土製品２点（不明），鉄器３点（刀子，

鎌，鑿）のほか，混入した縄文土器片１点，古墳時代の土師器片３６点，中世以降の陶器片７点，磁器片１点も

出土している。９８２は竈の火床面から撹乱を受けた状態で出土しており，廃絶時に遺棄されたと考えられる。

９７７はＰ５の覆土上層，９８４は西壁際の床面，９７９は北東部の覆土上層から南壁際の床面にかけてそれぞれ出土

しており，廃絶後に廃棄されたと考えられる。また，Ｍ１８１が西壁際の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量

１０ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック微量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
１７ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１９ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子中量

第２２６７号住居跡出土遺物観察表（第６０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９７７ 須恵器 坏 ［１２�９］ ４�４ ６�６ 長石・石英・雲母・小礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ドーナッツ状に一方向ヘラ削り Ｐ５覆土 ５５％

９７８ 須恵器 坏 ［１２�５］ ３�５ ６�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰 不良 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ３０％

９７９ 土師器 高台付坏 １３�５ ６�０ ８�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 高
台貼付 覆土上～床面 ６０％ 油煙付着

９８０ 須恵器 高台付坏 － （３�２） ９�８ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 高台貼付 床面 ３０％

９８１ 須恵器 長頸壺 ８�８（１２�０） － 長石・黒色粒子 褐灰 普通 頸部から体部にかけて自然釉付着 頸部・体部
内外面ロクロナデ 覆土上～下層 １５％

９８２ 土師器 甕 １４�８ １８�５ ７�９ 長石・石英・雲母 にぶい褐灰 普通 体部中央から下端にかけて横位のヘラ削り 体
部下端ナデ 内面ヘラナデ ナデ 竈覆土 ６０％ 支脚転用

９８３ 須恵器 甕 ［３１�５］（６�０） － 長石・雲母 灰 普通 口辺部外面から内面への穿孔有り 体部横位平
行叩き 覆土下～床面 ５％

９８４ 須恵器 甑 － （１６�５）［１５�３］長石・雲母 黄灰 普通 体部斜位平行叩き 体部下端ヘラ削り 外面か
ら内面への穿孔有り 内面ナデ 床面 １０％

―６７８―



第２２６９Ａ号住居跡（第６０５図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 本住居から第２２６９Ｂ・Ｃ号住居へと建て替えられ，第３０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸３�９６ｍ，南北軸は推定３�３０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は９～１９

�で，外傾して立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認できない。

竈 北壁中央部に位置し，第２２６９Ｂ号住居の床面下から竈の掘り方が確認された。竈掘り方の覆土には焼土粒

子や砂質粘土粒子が少量含まれている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ９�で，竈の掘り方と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入

口施設に伴うピットであると考えられる。Ｐ２の性格は不明である。最も新しい第２２６９Ｃ号住居で機能してい

た竈の掘り方より低い位置から確認されている。

覆土 確認された覆土はすべて第２２６９Ｂ・Ｃ号住居に帰属するものである。

遺物出土状況 竈掘り方の覆土中から土師器片１０点（甕類）が出土しているが，すべて細片であり図化できない。

所見 本跡は北壁・西壁部分を拡張する以前の住居であり，Ｐ２がローム土で埋められている。時期は出土土

器が少なく明確にし得ないが，第２２６９Ｂ号住居の年代観から見て，ほぼ同時期の９世紀前葉と考えられる。

第６０５図 第２２６９Ａ号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８１ 刀子 （１２�２） ０�８ ０�７ （１４�２） 鉄 ほぼ完形 茎部木質部付着 覆土中層 PL１９８

Ｍ１８２ 鎌 （５�１） １�８ ０�５ （８�６） 鉄 刃部のみ残存 覆土上層

Ｍ１８３ 鑿ヵ （３�２） ２�３ ０�４ （１１�１） 鉄 刀身部のみ残存 覆土上層

―６７９―



第２２６９Ｂ号住居跡（第６０６図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２６９Ａ号住居が建て替えられた住居であり，第３０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

第６０６図 第２２６９Ｂ号住居跡・出土遺物実測図

―６８０―



規模と形状 長軸４�３０ｍ，短軸４�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は９～１９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認できない。

竈 北壁の中央部に付設されている。第２２６９Ｃ号住居への建て替えの際に埋め戻されているため，袖部や焚口

部は遺存していない。煙道部は壁外へ半円状に３１�掘り込まれ，床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ３～Ｐ６は主柱穴で，深さは４０～５３�である。Ｐ１は出入口施設に伴うピットと考えられ，

建て替え前と同じピットが使用されたと考えられる。

覆土 ２層に分けられる。第１層はローム粒子を主体とした貼床の構築土に相当し，第２層はＰ１の覆土であ

る。

遺物出土状況 土師器片４９点（蓋２，甕類４７），須恵器片３７点（坏１７，高台付坏２，蓋１０，甕類８）のほか，

混入した古墳時代の土師器片２点も出土している。９８５は竈の覆土内と覆土下層から出土した破片が接合し，９８６

は北東部の床面と貼床から出土した破片が接合し，９８７は北東部中央寄りの床面から出土している。３点の遺

物は出土状況から，第２２６９Ｃ号住居への拡張時に埋められ，廃棄されたたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２２６９Ｃ号住居跡（第６０７・６０８図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２６９Ｂ号住居が建て替えられた住居であり，第３０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３０ｍ，短軸４�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－９４°－Ｅである。壁高は９～１９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認できない。

竈 東壁のやや北寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９１�，袖部幅１４２�である。袖部は

床面より若干高い位置まで埋土したローム土を中心として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。

竈内から須恵器坏が重なった状態で出土し，火を受けていることから，支脚として使用されていたと考えられ

る。火床部は床面を７�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５６�掘り

込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・砂質粘土粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭
化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２２６９Ｂ号住居跡出土遺物観察表（第６０６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９８５ 須恵器 坏 ［１４�２］ ４�３ ［６�２］ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 竈覆土下層 ２５％

９８６ 須恵器 高台付坏 － （２�３）［９�６］ 長石・石英・雲母 オリーブ黒 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面～貼床 ５％

９８７ 須恵器 蓋 １５�２ ３�４ － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 天井部左方向ヘラ削り後つまみ接合 つまみ径
２�７� つまみ高１�１� 床面 ６０％ PL１６７

―６８１―



ピット ４か所。第２２６９Ｂ号住居跡で機能していたＰ３～Ｐ６を，主柱穴として利用していたと考えられる。

また，Ｐ１は上面に床が貼られていることから，機能していない柱穴として判断した。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状に堆積している状況を示しているが，覆土が薄いため詳細は不明である。

なお，第９層はローム粒子を主体とした貼床の構築土である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

第６０７図 第２２６９Ｃ号住居跡実測図

―６８２―



第６０８図 第２２６９Ｃ号住居跡・出土遺物実測図

―６８３―



遺物出土状況 土師器片４１４点（坏９，甕類４０３，甑２），須恵器片３２５点（坏１９８，高台付坏４，盤１，蓋１１，

長頸壺１，甕類１０７，甑３），鉄器・鉄製品４点（刀子３，馬具１），竈構築材として使用されていた礫１２点，

粘土塊１０点のほか，混入した古墳時代の土師器片４４点が出土している。竈の覆土内からは９８９の上に９８８が重な

った状態で出土している。９８８は熱を受けている痕跡があり，９８９も一部分が黒色化していることから，支脚と

して使用されていたと考えられる。９９０・９９１は中央部西側の床面から出土しており，廃絶後に廃棄されたと考

えられる。Ｍ１８４・Ｍ１８５は中央部南西付近の床からやや浮いて出土し，Ｍ１８６は中央部の床面から出土してい

る。

所見 時期は，支脚として使用していた須恵器坏から，９世紀中葉と考えられる。また，県内の住居跡から馬

具が出土した例としては，つくば市柴崎遺跡�区第６４号住居跡，岩瀬町加茂遺跡第３５号住居跡などがある。

第２２７０号住居跡（第６０９・６１０図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ８区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�２８ｍ，短軸３�０２ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は２１～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅５～１２�，深さ１１～２３�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０２�，袖部幅は１０５�である。袖部は

地山を掘り込み，砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を２３�掘りくぼめており，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第６層は，

天井部の崩落土層である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２２６９Ｃ号住居跡出土遺物観察表（第６０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９８８ 須恵器 坏 １３�４ ４�６ ５�３ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 煙道部 ７５％ 支脚

転用 PL１６５

９８９ 須恵器 坏 １２�７ ４�３ ６�７ 石英・雲母・赤色粒子 黄橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 煙道部 ６０％ 支脚

転用 PL１６５

９９０ 須恵器 坏 ［１３�５］ ４�４ ５�５ 長石・石英・雲母・雲母片岩 灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 床面 ５０％

９９１ 土師器 高台付坏 － （３�０）［９�１］ 石英・雲母 橙 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 床面 ２０％ 刻書「�」

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８４ 刀子 （１０�０）（１�２） ０�４ （１２�３） 鉄 刃先・茎部欠損 茎部木質部付着 覆土下層

Ｍ１８５ 刀子 （９�３）（１�２） ０�３ （１０�２） 鉄 茎部欠損 覆土下層

番号 器種 装具 鏡板環径 銜の長さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８６ 馬具 轡 左３３�６
右３１�４

左８�８
右８�２ ２０７�５ 鉄 環状鏡板付轡 鏡板に残存した皮が錆付いている

啣金欠損 床面 PL１９７

―６８４―



ピット 深さ３０�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・

砂質粘土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
５ 明 赤 褐 色 灰中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，

ローム粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ロームブロック微量

９ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量
１１ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子微量
１６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第６０９図 第２２７０号住居跡実測図

―６８５―



遺物出土状況 土師器片２１７点（甕類２１５，甑２），須恵器片１０７点（坏６２，高台付坏５，高台付皿２，蓋４，甕

類３３，甑１）のほか，混入した古墳時代の土師器片１８点，中世以降の陶器片３点も出土している。９９２・９９４は

竈の第６層上，９９３は北東部の覆土下層から出土しており，それぞれ廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 廃絶時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２２７１Ａ号住居跡（第６１１図）

位置 調査区北部のＢ１１ａ７区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７１Ｂ号住居の建て替え前の住居であり，北壁と西壁は第２２７１Ｂ号住居の拡張により遺存してい

ない。

規模と形状 北壁と西壁は拡張，南壁は撹乱を受けているため遺存していないが，長軸３�５ｍ，短軸２�９ｍの長

方形と推定され，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。遺存する壁の壁高は４２�で，外傾して立ち上がっている。

床 凹凸であるが，壁際を除いて踏み固められており，厚さ１～４�の貼床が確認されている。中央部から北

部にかけた壁下には，幅８～１４�，深さ６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。確認されたものは修復されており，それ以前の竈は貼床の高さから，第１４

・１５層が火床部，第１７～２０層が袖部の構築土層である。規模は，焚口部から煙道部まで１２３�，袖部幅は１２８�

第６１０図 第２２７０号住居跡出土遺物実測図

第２２７０号住居跡出土遺物観察表（第６１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９２ 須恵器 坏 １２�９ ４�４ ７�３ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 竈覆土 ５０％

９９３ 須恵器 坏 １３�４ ４�４ ［７�０］ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土下層 ２５％

９９４ 須恵器 甕 ［３０�０］（１４�２） － 長石・雲母 明赤褐 普通 体部外面縦位平行叩き 内面ヘラナデ 当て具
痕 指頭痕 竈覆土 １０％

―６８６―



である。袖部は床面より若干高く掘り残した地山を基部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されてい

る。火床部は床面を４�掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４９�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット Ｐ２は深さ２５�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピッ

トと考えられる。

竈土層解説
１４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

１８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２０ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量

第６１１図 第２２７１Ａ号住居跡・出土遺物実測図
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覆土 ２層に分けられる。第８層はローム粒子を主体とした貼床の構築土で，第９層は壁溝の覆土である。

遺物出土状況 第２２７１Ｂ号住居の第７層より下層から出土している遺物は，須恵器２点（坏），鉄器・鉄製品

２点（鎌，釘）である。９９５は中央部東寄りの床面，９９６は北東部の床面からそれぞれ破損した状態で出土して

おり，第２２７１Ｂ号住居の床が貼られる際に混入したと考えられる。また，Ｍ１８７は北壁際の覆土下層，Ｍ１８８は

西壁際の覆土下層から出土している。

所見 時期は出土土器が少なく明確ではないが，第２２７１Ｂ号住居の年代観から見て，ほぼ同時期の９世紀中葉

と考えられる。

第２２７１Ｂ号住居跡（第６１２・６１３図）

位置 調査区北部のＢ１１ａ７区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７１Ａ号住居が建て替えられた住居である。

規模と形状 長軸３�７５ｍ，短軸３�２４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は３４～４５�で，外傾

して立ち上がっている。第２２７１Ａ号住居跡の東壁と南壁はそのまま利用し，北壁と西壁を拡張している。中央

部から南部にかけて耕作による撹乱を受けているため壁や床の遺存状態は悪い。

床 ほぼ平坦で，中央部から西側にかけて踏み固められている。また，第２２７１Ａ号住居跡のＰ２と壁溝は，厚

さ１～４�の床が貼られた際に埋められている。

竈 北壁中央部に付設されている。第２２７１Ａ号住居跡が機能していた時期の竈を利用しているため，規模は拡

張以前の竈と同一であり，改修された部分は袖部と火床部である。袖部は天井部付近に第１３層，内壁に８・１０

層が充填されている。火床部は，貼床の高さまで埋め戻した第７層を９�掘りくぼめた第９層上に形成されて

おり，火床面は火を受けて赤変硬化している。第２層は，天井部の崩落土層である。

土層解説
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ９ 褐 色 ロームブロック少量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土

粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・灰中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
６ にぶい赤褐色 灰中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒

子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量

９ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒
子微量

１０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量

１１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー
ム粒子微量

１２ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量，
ローム粒子微量

１３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・
炭化粒子微量

第２２７１Ａ号住居跡出土遺物観察表（第６１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９５ 須恵器 坏 ［１２�７］ ３�９ ［８�０］ 長石・石英・礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 床面 ３５％

９９６ 須恵器 坏 ［１６�８］（４�２） － 長石・石英・礫 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り 床面 １５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８７ 鎌 （５�５） ２�５ ０�２ （１３�１） 鉄 刃部のみ残存 外面焼土付着 熱を受けている 覆土下層

Ｍ１８８ 釘 （７�３） （０�７） ０�８ （２１�２） 鉄 頭部・下端部欠損 断面長方形 下端部やや曲がって
いる 床面 金具の可能

性あり

―６８８―



第６１２図 第２２７１Ｂ号住居跡・出土遺物実測図
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ピット Ｐ１は深さ１８�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第７層はロームブロックを主体とし

た貼り床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片４４２点（坏１１，高台付椀１，甕類４２９，甑１），須恵器片２７６点（坏１４６，高台付坏５，

蓋３，瓶類１５，甕類１０７），鉄器・鉄製品３点（鎌１，釘２），鉄滓２点のほか，混入した古墳時代の土師器片

２４点，中世以降の磁器片１点も出土している。１０００は竈右袖部の東側床面から出土し，廃絶に伴い廃棄された

と考えられる。北東部より９９７・９９９が覆土中層，９９８が覆土下層からそれぞれ出土し，廃絶後に廃棄されたと

考えられる。また，Ｍ１８９は西壁際の覆土下層，Ｍ１９０は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２２８１号住居跡（第６１４・６１５図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｆ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２８０号住居跡を掘り込み，第２９８２号土坑に掘り込まれている。また，北壁と竈煙道部が，東西の

耕作による撹乱によって壊されている。

規模と形状 長軸４�７２ｍ，短軸４�２２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は２０～３７�で，外傾

して立ち上がっている。

第６１３図 第２２７１Ｂ号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

５ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量

第２２７１Ｂ号住居跡出土遺物観察表（第６１２・６１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９７ 須恵器 坏 １３�８ ４�３ ６�２ 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土中層 ９０％ PL１６５

９９８ 須恵器 坏 １３�６ ４�１ ６�３ 長石・石英・雲母 明褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土下層 ９０％ PL１６６

９９９ 須恵器 坏 １３�０ ４�１ ６�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土中層 ６０％

１０００ 須恵器 坏 ［１３�５］ ４�１ ［６�８］ 長石・石英・礫 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８９ 釘 （５�９） ０�６ ０�３ （３�３） 鉄 頭部欠損 断面長方形 下端部ねじ曲がっている 覆土下層

Ｍ１９０ 鉄滓 ５�３ ２�３ １�６ ２０�３ 鉄 外面焼土付着 覆土下層

Ｍ１９１ 鉄滓 ２�９ ３�１ １�７ １２�８ 鉄 椀状滓 外面焼土付着 覆土下層

―６９０―



第６１４図 第２２８１号住居跡・出土遺物実測図
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床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，西部の一部から厚さ４�の貼床が確認されている。西部

を除いた壁下には，幅１０～１７�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，煙道部が撹乱によって壊されている。袖部は，幅１３０�で，床面より若干

高く掘り残した地山を基部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を１０�掘り

くぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４２～５２�である。Ｐ５は深さ５２�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第６層はローム粒子を主体とした貼

床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片５８９点（坏２９，蓋１，甕類５５９），須恵器片２４６点（坏８３，高台付坏４，蓋２，瓶類２，

甕類１５５），灰釉陶器片１点（壺類），石器２点（砥石）のほか，混入した古墳時代の土師器片５３点，中世以降

の陶器片６点，磁器片１点も出土している。１００１・１００４は竈覆土から破損した状態で出土しており，廃絶時に

廃棄されたと考えられる。１００２は床面とＰ１覆土から出土した破片が接合し，TP３９はＰ１覆土から出土して

おり，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。１００３は西壁中央部付近の床面から出土し，底部と内底が研磨さ

れて墨痕が若干残されていることから，硯として転用されていたと考えられる。また，TP４０～TP４２は，北東

部の覆土上層から下層にかけて破片の状態で出土している。

第６１５図 第２２８１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子・砂質粘土

粒子微量

６ にぶい褐色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物少量，ローム粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
１０ 灰 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック・

砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘
土粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

―６９２―



所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２２８２号住居跡（第６１６図）

位置 調査区北部のＡ１１ｂ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２８３号住居に掘り込まれている。また，東西の耕作による撹乱によって，南壁や竈中央部などが

壊されている。

規模と形状 西壁中央部から南壁が遺存していないため，南北軸は推定で３�６１ｍ，東西軸３�３０ｍの方形で，主

軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は３４～３７�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。西壁中央部から南壁を除く壁下には，幅１０～２０�，深さ２～

１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設され，撹乱によって両袖部の一部と火床部の大部分が壊されている。規模は，焚口部か

ら煙道部まで９８�，遺存している袖部幅は１００�である。袖部は床面より，１４～１８�高く掘り残した地山を基

部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。煙道部は壁外へ３５�掘り込まれ，火床部から外傾

して立ち上がっている。第２層は，天井部の崩落土層である。

ピット 深さ３２�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片５０点（甕類），須恵器片６７点（坏２８，蓋２，瓶類２，甕類３５）のほか，混入した古墳

時代の土師器片７点も出土している。１００５は竈覆土の第３層から逆位の状態で出土している。熱を受けていな

いため，廃絶時に廃棄されたと考えられる。１００６は西壁際の床面から出土しており，廃絶後に廃棄されたと考

えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第２２８１号住居跡出土遺物観察表（第６１４・６１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００１ 須恵器 坏 １３�９ ４�５（６�４）長石・石英・雲母 明褐 普通 体部下端ヘラ削り 底部端に沿ってナデ 火を
受けている 竈覆土 ８５％ 支脚

転用 PL１６６

１００２ 須恵器 坏 １２�７ ３�８ ６�７ 長石・雲母 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後一方向
のヘラ削り 体部内面一部ヘラ削り 床面 Ｐ１覆土 ８５％ PL１６６

１００３ 須恵器 高台付坏 － １�７ １０�８ 長石・石英・雲母 灰 良好 回転ヘラ切り後高台貼り付け 底部はよく研磨され
内底の一部も研磨されている 底部・内底墨付着 床面 １０％ 転用硯

１００４ 土師器 小形甕 １３�９ １４�９ ６�０ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ヘラナデ 下端横方向のヘラ削り後
一部ナデ 外面火を受けており粘土付着 竈覆土 ８５％ 支脚転用

TP３９ 須恵器 甕 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面縦位平行叩き 内面ナデ Ｐ１覆土 ヘラ記号「×」

TP４０ 須恵器 甕 － （３�１） － 長石・黒色粒子・小礫 暗灰黄 普通 体部外面カキ目調整 自然釉付着 内面同心円
状の当て具痕 覆土上層

TP４１ 須恵器 甕 － （４�５） － 長石・石英 灰 普通 体部外面カキ目調整 格子状叩き 内面同心円
状の当て具痕 覆土下層

TP４２ 須恵器 甕 － （４�１） － 長石・石英 灰 普通 体部外面自然釉付着 内面同心円状の当て具痕 覆土下層～壁溝覆土
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第６１６図 第２２８２号住居跡・出土遺物実測図
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第２２８３号住居跡（第６１７・６１８図）

位置 調査区北部のＡ１１ｂ４区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２８２号住居跡を掘り込んでいる。また，東西の耕作による撹乱を受けている。

第６１７図 第２２８３号住居跡実測図

第２２８２号住居跡出土遺物観察表（第６１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００５ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�０ ７�８ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面ロクロナデ後一部縦方向のナデ
底部回転ヘラ切り後二方向のヘラ削り 底部指頭痕 竈覆土下層 ５０％

１００６ 土師器 甕 ［１７�４］（５�７） － 石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ヘラナデ 床面 １０％

―６９５―



規模と形状 長軸３�８２ｍ，短軸３�７２ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は２９～４２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。撹乱を受けた部分を除いた壁下には，幅１０～１２�，深さ３～４�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，煙道部や中央部などが撹乱を受けている。規模は，焚口部から煙道部まで

１０８�，袖部幅は８６�である。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ７８�掘り込まれ，火床

部から緩やかに外傾して立ち上がっている。第２層は，天井部の崩落土層である。

ピット ６か所。Ｐ１とＰ２は主柱穴と考えられ，深さはそれぞれ２９�，２３�である。Ｐ３は深さ２６�で，竈

と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４～Ｐ６の

性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６３点（坏８，甕類２５５），須恵器片１０９点（坏２７，高台付坏３，蓋１，壺類１，甕類７７），

土製品１点（不明），鉄製品１点（不明），鉄滓１点のほか，混入した古墳時代の土師器片３５点，中世以降の陶

器片３点，磁器片３点も出土している。１００７は南東部の覆土上層，１００８は中央部や南東部の覆土上層から下層

にかけて出土した破片が接合したもので，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，TP４３は南西部の覆

土下層，TP４５は南西部の覆土中層，TP４４は北西コーナー部の覆土中層，Ｍ１９２は中央部の床面から出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６１８図 第２２８３号住居跡出土遺物実測図
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第２２８７号住居跡（第６１９図）

位置 調査区北部のＡ１１ｃ６区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

確認状況 東西の耕作による撹乱によって，北壁が全壊し，竈中央部と北部以外の壁が一部壊されている。

規模と形状 推定長軸３�３５ｍ，短軸３�３０ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は８～１５�で，外

傾して立ち上がっている。

床 平坦で，厚さ１０～１６�の貼り床が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されており，火床部と袖部が撹乱を受けている。規模は，焚口部から煙道部まで８４�，

袖部幅は９３�である。袖部は床面とほぼ同じ高さに砂質粘土を主体に構築されている。火床面は火を受けて赤

変硬化している。煙道部は壁外へ４０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。また，第１１層は貼

床の構築土である層である。

ピット 深さ５８�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 １２層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。また，第９～１２層は貼り床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片１３７点（坏１，甕類１３６），須恵器片４０点（坏１９，瓶類４，甕類１７）のほか，混入した

古墳時代の土師器片３点，磁器片１点も出土している。１００９は北東部の床面から逆位の状態で出土しており，

体部中央から底部にかけては撹乱によって壊されているが，出土状況から遺棄されたと考えられる。１０１０は竈

内で破損していた破片が接合した遺物で，廃絶時に遺棄されたと考えられる。また，１０１１は南東部の覆土下層

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
７ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第２２８３号住居跡出土遺物観察表（第６１８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００７ 土師器 坏 ［１４�４］（４�１） － 雲母 にぶい黄褐 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 内面磨き 覆土上層 １０％

１００８ 土師器 甕 ［１４�１］［２１�７］ ７�０ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部中央部から下端にかけてヘラ削り 内面ナデ 覆土上～下層 ２５％

TP４３ 須恵器 甕 － （７�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面擬格子状叩き 内面ナデ 覆土下層

TP４４ 須恵器 甕 － （４�０） － 長石・雲母 黄灰 普通 体部外面格子状叩き後ナデ 内面横ナデ 覆土中層 TP４５と
同一個体

TP４５ 須恵器 甕 － （４�０） － 長石・雲母 灰黄褐 普通 体部外面格子状叩き後ナデ 内面横ナデ 覆土中層 TP４４と
同一個体

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１８ 不明 （４�５） （３�５） １�２ （１６�４） 土（長石） 表面ヘラナデ 裏面火を受けており炭化物付着
多方向のヘラナデ 硬質 竈覆土内

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９２ 鉄滓 ２�８ ２�６ １�８ １４�１ 鉄 湾状滓 外面焼土付着 床面
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から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第６１９図 第２２８７号住居跡・出土遺物実測図
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第２２８８号住居跡（第６２０図）

位置 調査区北西部のＡ１１ｃ８区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

確認状況 大部分が調査区域外のため，確認できた範囲は南部のみである。

規模と形状 確認されている部分での東西軸は６�８０ｍ，南北軸は２�００ｍであり，主軸方向はＮ－１８°－Ｅであ

る。壁高は１７～２２�で，外傾して立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さはそれぞれ５５�と４９�である。Ｐ３は深さ５６�で，南壁際の中

央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第６２０図 第２２８８号住居跡・出土遺物実測図

第２２８７号住居跡出土遺物観察表（第６１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００９ 土師器 甕 ２１�４（１３�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラナデ 床面 ２０％

１０１０ 土師器 甕 ［１９�０］３１�９ ［８�５］ 長石・石英・雲母 褐 普通 体部内外面ナデ ヘラ磨き後一部ナデ 竈覆土内 ３０％

１０１１ 須恵器 甕 ［２４�５］（７�２） － 長石・雲母 にぶい黄灰 普通 体部外面縦位平行叩き後横ナデ 内面ナデ 指頭痕 覆土下層 ５％

―６９９―



第２１８２号住居跡（第５８３・５８４図）

位置 調査区南西部のＤ１０ａ９区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

第５８３図 第２１８２号住居跡実測図

第２１６９号住居跡出土遺物観察表（第５８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３８ 須恵器 鉢 ［２８�０］（７�４） － 石英・雲母 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面当て具痕 床面 ５％

―６５０―



重複関係 第２１６９号住居跡を掘り込み，第２５７８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６５ｍ，短軸３�６０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は５～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，厚さ４～６�の貼り床が確認されている。北西部は８�高まっている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９１�，袖部幅１３５�である。竈煙道部

に土師器甕を転用した支脚があり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５６�掘り込まれ，

火床部から緩やかに外傾した後，急な傾斜で立ち上がっている。

ピット Ｐ１は，竈の焚口前に位置し，深さは２０�であるが，性格は不明である。

第５８４図 第２１８２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化材微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ にぶい褐色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子微量

７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・
ローム粒子微量

８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物少量，砂
質粘土粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少
量，砂質粘土粒子微量

―６５１―



覆土 ４層に分けられる。第２層に炭化物と焼土粒子が中量含まれていることから，人為堆積である。また，

第４層はロームブロックを主体とした貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片２１４点（坏２，甕類２１１，甑１），須恵器片６９点（坏２１，蓋５，甕類４３）のほか，混入

した古墳時代の土師器片３５点も出土している。竈の煙道部から支脚として転用された９４１が出土しており，隣

接して９３９も出土している。９４０は中央部の覆土下層から床面にかけて破損した状態で出土していることから，

廃絶後に廃棄されたと考えられる。Ｍ１６５は中央部の床面から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２１８３号住居跡（第５８５・５８６図）

位置 調査区南西部のＥ１０ａ１区，標高１９�５ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

規模と形状 一辺３�７９ｍの方形で，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。また，中央部から南部にかけての壁は，

削平によって壊されているため，確認することはできなかった。壁高は４２～６４�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１０～１８�，深さ３～１１�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３５�，袖部幅は１１９�で，火床面は火を受

けて赤変している。煙道部は壁外へ６９�掘り込まれ，火床部から直立している。第７層は天井部の崩落土層，

第９～１１層は袖部の構築土層である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１１～５１�である。Ｐ５は深さ２０�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子中量，ローム粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
３ にぶい褐色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土ブロック・ローム

粒子・炭化粒子微量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子

微量
７ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土ブロック中量

８ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土
粒子微量

９ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１１ 暗 赤 灰 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子

少量
１２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロ

ック微量
１３ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量
１４ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第２１８２号住居跡出土遺物観察表（第５８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３９ 土師器 高台付皿［１２�５］ ２�７ ６�５ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 竈覆土内 ７０％

９４０ 土師器 甕 ２４�７（２３�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面横位の平行叩き 体部下端ヘラ削り 体
部内面ナデ・同心円状の当て具痕・輪積痕有り 床面 ４０％

９４１ 土師器 甕 － （９�１） ８�０ 石英・雲母 橙 普通 体部下端ヘラ削り・ヘラ磨き 体部内面ヘラナ
デ 底部ナデ 竈煙道部 １０％ 支脚

TP３７ 須恵器 甕 － （７�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面擬格子状平行叩き 覆土中層

TP３８ 須恵器 甕 － （７�２） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 褐 普通 体部外面擬格子状平行叩き 体部下端ヘラ削り 覆土中層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６５ 鏃 （５�０） ０�７ ０�４ （３�３） 鉄 断面方形 熱を受けている 床面

―６５２―



覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片９０１点（坏４，甕類８９６，甑１），須恵器片１７１点（坏１０６，高台付坏２，盤１，蓋１３，

�２，壺類３，甕類４２，甑２），土製品５点（支脚３，紡錘車１，不明１），鉄器１点（刀子），粘土塊１点，

鉄滓４点，種子１点のほか，混入した古墳時代の土師器片１９７点も出土している。９４４は竈内から出土しており，

熱を受けていることから支脚として使用されていたと考えられる。竈周辺には，９４７が竈左袖脇の床面，９４３が

右袖部脇の覆土下層から出土している。９４２が南西コーナー部壁溝際の床面，９４５がＰ３北側の床面からそれぞ

れ出土している。９４６はＰ２北側の床面から出土している。DP１１５は竈右袖部の内側から破損した状態で出土

し，９４４と共に，袖部材の一部として使用されていたと考えられる。また，Ｑ８１は南壁際の床面，Ｍ１６６は竈の

覆土からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第５８５図 第２１８３号住居跡実測図

―６５３―



第５８６図 第２１８３号住居跡・出土遺物実測図

―６５４―



第２１８６号住居跡（第５８７・５８８図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｇ８区，標高１９ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸５�０２ｍ，短軸４�６６ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は３４～６４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北西部を除いた壁下には，幅１１～１９�，深さ６～１４�でＵ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３７�，袖部幅は１４７�で，火床面は火を受

けて赤変している。煙道部は壁外へ４５�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８～３６�である。Ｐ５は深さ１３�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０８０点（坏３，蓋３，甕類１０７２，甑２），須恵器片５８４点（坏２１４，高台付坏２０，蓋３２，

高盤２，�１，壺類４，瓶類１５，甕類２９３，甑３），鉄製品２点（釘，不明）のほか，混入した古墳時代の土師

器片６７点も出土している。９４８は南西コーナー部の床面，９４９は完形の状態で西壁際の床面から出土しており，

それぞれ遺棄されたと考えられる。９５０は中央南部の覆土下層から出土した破片が接合しており，投棄された

と考えられる。また，覆土下層からＱ８２とＭ１６７がそれぞれ出土している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量

６ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土粒

子微量
９ 褐 色 ローム粒子少量

第２１８３号住居跡出土遺物観察表（第５８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９４２ 須恵器 坏 １３�０ ４�４ ６�３ 長石・石英・雲母 黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部多方向ヘラ削り 床面 ８５％ 墨書
「上」 PL１８８

９４３ 須恵器 坏 １３�４ ４�５ ６�２ 長石・石英・雲母・礫 灰褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 壁溝覆土内 ８５％

９４４ 須恵器 坏 １３�５ ５�１ ６�７ 長石・石英・雲母・赤色粒子・礫 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削
り 底部内面中央ナデ 竈覆土内 ６０％ 支脚

９４５ 須恵器 盤 １５�０ ２�９ ７�１ 長石・石英・雲母 黒 普通 底部回転ヘラ切り 床面 ９０％ 油煙付着

９４６ 須恵器 蓋 １５�２（２�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 天井部回転ヘラ削り・ヘラ削り 床面 ９５％

９４７ 土師器 小形甕 １６�７ １５�０ ６�１ 長石・石英・雲母 にぶい橙 不良 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 底部木葉痕 床面 ９０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１５ 支脚ヵ （６�８） （８�１） （４�２）（１２８�６） 土（長石） ナデ 半円形の凹み有り 外面焼土化した部分有り 右袖部内

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８１ 紡錘車 ４�７ １�７ ０�８ ５３�０ 粘板岩 円錐台形 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６６ 鏃 （１�９） （１�７） ０�３ （２�３） 鉄 頭部及び脚部欠損 脚部曲っている 断面方形 竈覆土

―６５５―



所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第５８７図 第２１８６号住居跡実測図

―６５６―



第２１８９号住居跡（第５８９図）

位置 調査区南西部のＥ９ｃ０区，標高１９�５ｍほどの南東への傾斜面に位置している。

規模と形状 長軸４�２８ｍ，短軸３�２４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６５°－Ｅである。壁高は５～２０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北壁コーナー部を除いた壁下には，幅８～１６�，深さ４

～９�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 東部コーナー部に付設されている。天井部，焚口部，南袖部は遺存していない。煙道部は壁外へ不定形に

４４�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１２～５０�である。Ｐ５は深さ１５�で，竈と向かい合う西壁際

中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

第５８８図 第２１８６号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰黄色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第２１８６号住居跡出土遺物観察表（第５８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９４８ 須恵器 高台付坏［１３�５］ ４�６ ８�２ 長石・石英・黒色粒子 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部多方向ヘラ削り 床面 ７０％

９４９ 須恵器 蓋 １４�１ ３�２ － 長石・石英・黒色粒子 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 天井部回転ヘラ削り 床面 １００％

９５０ 須恵器 小形鉢 １８�０ ９�２ ９�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部縦位の平行叩き後スリ消し 体部中央部指ナデ 体部下
端ヘラ削り 指頭痕 内面ナデ ヘラナデ 底部ヘラナデ 覆土下層 ４０％ PL１７８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８２ 砥石 （５�３） ４�５ ３�５ （８１�３） 凝灰岩 提砥石 一方向からの穿孔 砥面２面 他は破断面 覆土下層 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６７ 釘ヵ （６�３） １�１ ０�６ （５�３） 鉄 断面長方形 下端部曲がっている 覆土下層

―６５７―



覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示しているが，覆土が薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片１６９点（坏３２，蓋２０，鉢１，甕類１１６），須恵器片９点（坏５，甕類４），土製品１点（管

状土錘），粘土塊４点のほか，混入した古墳時代の土師器片２８点も出土している。９５１は東西の床面から出土し

た破片が接合したものであることから，住居廃絶後まもなく廃棄されたものと考えられる。DP１１６は中央部の

覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物微量

４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第５８９図 第２１８９号住居跡・出土遺物実測図

―６５８―



第２２０１号住居跡（第５９０～５９２図）

位置 調査区南部のＡ１１ｈ２区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�６５ｍ，短軸４�５０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｅである。壁高は２０～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から南壁際にかけて踏み固められている。壁下には，幅７～１６�，深さ２～７�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。掘り方は東部のみ調査しており，四隅を掘り込んでいる状況が確認さ

れている。また，掘り方内からＰ６～Ｐ９が確認されている。

竈 北壁のやや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，袖部幅は１３０�で，袖部は床

面と同じ高さを基部として，砂質粘土で構築されている。火床部は床面を１１�不整形に掘り込んでおり，火床

面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４４�掘り込まれ，火床面から緩やかに外傾して立ち上がっ

ている。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４０～７０�である。Ｐ５は深さ２５�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ９は掘り方内から確認さ

れた柱穴で，性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片６４８点（甕類６４６，甑２），須恵器片１４８点（坏１２８，高台付坏１，蓋６，瓶類１，甕類

１２），石製品４点（勾玉３，紡錘車１），鉄器６点（刀子１，鏃２，鎌３）のほか，混入した古墳時代の土師器

片３９点も出土している。９５２は掘り方内から破損した状態で出土している。９５３は散在して出土していることか

ら，廃絶後に投棄されたと考えられる。鉄製品は東部に集中する分布状況を示しており，その中でもＭ１６８・

Ｍ１７０は床面からほぼ完形の状態で出土していることから，廃絶時に遺棄されたと考えられる。また，Ｑ８３は

壁溝内から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子中量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子少量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 灰 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
１１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２１８９号住居跡出土遺物観察表（第５８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９５１ 土師器 坏 １３�４ ３�７ ７�３ 石英・雲母 橙 普通 口辺部一部ヘラ削り 体部内外面ロクロナデ 体部下端
手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 指頭痕 床面 ６０％

番号 器種 径 長さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１６管状土錘 １�１ ２�０ ０�２ ２�５ 土（長石） ナデ 黒褐色を呈する 覆土上層 PL１８９

―６５９―



第５９０図 第２２０１号住居跡実測図

―６６０―



第５９１図 第２２０１号住居跡・出土遺物実測図

―６６１―



第２２１１号住居跡（第５９３・５９４図）

位置 調査区北部のＢ１２ｅ５区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�５０ｍ，短軸４�４８ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１５～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。北西部を除いた壁下には，幅１４～１９�，深さ６～８�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２０�，袖部幅は１２５�である。袖部は床面

より若干高く掘り残した地山を基部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４９�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第１層は，

天井部の崩落土層である。

第５９２図 第２２０１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 白 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，砂質粘土粒

子微量

４ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
５ 褐 灰 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
６ 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
７ 灰 白 色 砂質粘土粒子多量

第２２０１号住居跡出土遺物観察表（第５９１・５９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９５２ 須恵器 坏 ［１３�８］ ３�９ ［８�２］ 長石・石英 浅黄 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 堀り方部 ６０％

９５３ 須恵器 坏 １３�３ ３�８ ７�６ 長石 褐灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後多方向
ヘラ削り 覆土上～下層 ７０％ PL１６５

９５４ 土師器 甕 ［２１�２］（６�２） － 長石・雲母・礫 赤褐 普通 体部内外面ヘラナデ 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８３ 砥石 （８�０） ４�３ ４�２ （１７２�９） 凝灰岩 砥面六面 他は破断面 壁溝覆土 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６８ 刀子 （１８�０） １�３ ０�４ （２９�１） 鉄 ほぼ完形 茎部に木質部付着 床面 PL１９８

Ｍ１６９ 鏃 （５�７） ０�５ ０�３ （２�４） 鉄 茎部残存 断面方形 床面

Ｍ１７０ 鎌 １９�６ ４�３ ０�３ ９３�７ 鉄 完形 端部折り曲げ 根刈り鎌 床面 PL１９６

Ｍ１７１ 鎌 （６�５） ３�９ ０�３ （２３�１） 鉄 基部残存 端部上端折り返し 床面

Ｍ１７２ 鎌 （５�２） ４�０ ０�３ （２２�５） 鉄 基部残存 端部上端折り返し 木質部付着 床面

―６６２―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１５～７５�である。Ｐ５は深さ２８�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８８点（甕類），須恵器片１５５点（坏８９，蓋８，鉢２９，�１，瓶類１，甕類２３，甑４），

鉄器・鉄製品５点（刀子１，鎌１，釘１，足金物２）のほか，混入した縄文土器片２点，古墳時代の土師器片

１０２点も出土している。９５５は北西壁際の覆土中層，９５６はＰ５の覆土上層から出土していることから，廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。９５７は北東壁際の床面，Ｍ１７５・Ｍ１７６は南東コーナー部の床面から破損した

状態で出土しており，廃絶時に伴い廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ にぶい褐色 焼土ブロック・ローム粒子少量

４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第５９３図 第２２１１号住居跡実測図

―６６３―



第５９４図 第２２１１号住居跡・出土遺物実測図

―６６４―



第２２１２号住居跡（第５９５図）

位置 調査区南部のＤ１１ｈ４区，標高１８ｍほどの南東への傾斜面に位置している。

規模と形状 長軸３�１２ｍ，短軸２�９２ｍの方形で，主軸方向はＮ－８０°－Ｅである。壁高は３４～７３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，粘土混じりの貼り床である。硬化面や壁溝は認められない。

竈 南東コーナー部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�であり，袖部は遺存していない。

竈の構築方法は竈土層断面から，住居の掘り方に床面から１０�まで粘土を混ぜたローム土を貼り付けていた（第

３・４層）と考えられる。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ７９�掘り込まれ，火床部か

ら外傾して立ち上がっている。第１層は，天井部の崩落土層である。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１３８点（坏４，甕類１３３，甑１），須恵器片１０２点（坏８０，蓋７，甕類９，甑５，平瓶１），

鉄滓１点のほか，混入した古墳時代の土師器片１６点，中世以降の陶器片１点，磁器片１点も出土している。９６０

は竈左袖部手前の床面から正位で口辺部がつぶれた状態で出土している。また，９５８の上に９５９が重なった状態

で竈の煙道部から出土しているが，火を受けた痕跡は見受けられない。これら３点の土器は，住居廃絶時に遺

棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子中量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量
３ 明 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子多量，

炭化物中量

４ 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子多量

土層解説
１ 褐 色 粘土粒子少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒

子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

５ 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量

第２２１１号住居跡出土遺物観察表（第５９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９５５ 須恵器 坏 １２�２ ４�２ ６�８ 長石・石英・雲母 オリーブ黒 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土中層 ９０％ PL１６５

９５６ 須恵器 坏 ［１２�４］ ４�８［６�６］長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り・ナデ Ｐ５覆土 ４５％

９５７ 須恵器 鉢 ２８�２ １８�５ １３�３ 長石・雲母 灰 普通 体部外面平行擬格子状叩き 内面ナデ 体部下
端ヘラ削り 底部ヘラナデ 床面 ７０％ PL１７８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７３ 刀子 （１１�７） １�４ ０�４ （１５�３） 鉄 刃部欠損 茎部に木質部残存 覆土下層 PL１９８

Ｍ１７４ 鎌 （６�０） ２�６ ０�４ （２２�１） 鉄 刃部のみ残存 両面に木質部残存 覆土下層

番号 器種 長さ 幅 高さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７５ 足金物 ５�５ （３�２） ２�２ （２７�８） 鉄 双脚足金物 内一脚欠損 緒通し穴一か所 床面 PL１９８

Ｍ１７６ 足金物 ６�３ （３�５） １�９ （２３�１） 鉄 双脚足金物 内一脚欠損 脚部外面に木質部付着
緒通し穴一か所 床面 PL１９８

―６６５―



第５９５図 第２２１２号住居跡・出土遺物実測図

―６６６―



第２２４２号住居跡（第５９６図）

位置 調査区南西部のＥ９ａ７区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第５９６図 第２２４２号住居跡・出土遺物実測図

第２２１２号住居跡出土遺物観察表（第５９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９５８ 須恵器 坏 １２�５ ４�５ ６�９ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 煙道部上 １００％ 油煙付

着 PL１６５

９５９ 須恵器 坏 － （３�３） ７�６ 石英・雲母 にぶい黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 煙道部上 ４０％

９６０ 須恵器 高台付坏［１１�１］ ５�７ ６�６ 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り後一
部ナデ 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ４５％

―６６７―



重複関係 第２０２４号住居跡，第３７８号掘立柱建物跡を掘り込んでおり，第２６８０・２６８９号土坑に掘り込まれてい

る。

規模と形状 長軸３�７９ｍ，短軸３�６３ｍの方形で，主軸方向はＮ－６１°－Ｅである。壁高は２８�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，硬化面や壁溝は認められない。

竈 東壁中央部に付設されている。遺存状態は非常に悪く，火床部のみ確認されている。火床部は幅２７�で，

火床面は火を受けて赤変硬化している。また，竈内から雲母片岩が確認されており，火を受けていることから

竈構築材として使用されたと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３２点（高台付椀１２，小皿１，甕類１９），雲母片岩１点のほか，混入した古墳時代の土

師器片１１点，須恵器片３点（坏）も出土している。９６１と９６３は崩落した竈の右袖部上から出土しており，廃絶

後に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半と考えられる。

第２２５５号住居跡（第５９７・５９８図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｉ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�７０ｍ，短軸３�６５ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は４１～４９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１２～１９�，深さ３～５�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１１４�である。袖部は地山を

浅く掘り込み，砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を１５�掘りくぼめており，火床面は火を受け

て赤変硬化している。煙道部は壁外へ５０�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。第３

層は，天井部の崩落土層である。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量・焼土粒子・砂質粘

土粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，ロ
ーム粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子炭

化粒子微量

第２２４２号住居跡出土遺物観察表（第５９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９６１ 土師器 高台付坏 － （４�５） ６�０ 石英・雲母 浅黄橙 普通 体部内外面ロクロナデ 内外面ナデ 底部ヘラ
切り後高台貼り付け 内面磨き 竈右袖部上 ６０％

９６２ 土師器 高台付坏 － ３�３ ５�３ 石英・雲母 淡黄 普通 体部内外面ロクロナデ 底部ヘラ切り後高台貼
り付け 内面磨き 覆土下層 ４０％

９６３ 土師器 小皿 ８�０ １�７ ５�１ 石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内外面ヘラナデ 体部ヘラ削り 底部回
転ヘラ切り 内底左回転ヘラナデ 竈右袖部上 １００％

―６６８―



ピット ５か所。主柱穴はＰ１・Ｐ２が相当し，深さは１３�と１４�である。Ｐ３は深さ１３�で，竈と向かい合

う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４・Ｐ５は２１�と１２�

の深さで，竈の袖部を挟むように位置しており，竈上の棚などの施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

８ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・焼
土粒子微量，

９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１３ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量

１４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１７ 褐 色 ローム粒子中量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量

第５９７図 第２２５５号住居跡実測図

―６６９―



遺物出土状況 土師器片４６５点（坏２８，甕類４３７），須恵器片８５点（坏類５２，高台付坏５，蓋６，甕類２２），土製

品１点（管状土錘），鉄器１点（刀子），石２点（瑪瑙�片，礫）のほか，混入した縄文土器片１点，古墳時代

の土師器片１点，中世以降の陶器片１点も出土している。９６５は中央部の床面と覆土下層から出土した土器片

が接合したもので，投棄されたものと考えられる。また，９６４はＰ５付近の床面から，９６６は床面からやや浮い

た状態で出土し，DP１１７は右袖部手前の床面，Ｍ１７７は東壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２２５９号住居跡（第５９９・６００図）

位置 調査区北部のＡ１１ｈ３区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１号ピット群に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�６９ｍ，短軸４�５４ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は２２～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北東部及び南西部の一部を除いた壁下には，幅５～１０�，深

さ９～１４�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０６�，袖部幅１５４�である。袖部は，地山

を掘り込んでローム土を埋め込んだ上に構築されている。火床部は床面を２０�掘りくぼめており，火床面は火

を受けて赤変している。煙道部は壁外へ１７�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾した後，急な傾斜で立ち上

がっている。第４層は，天井部の崩落土層である。

第５９８図 第２２５５号住居跡出土遺物実測図

第２２５５号住居跡出土遺物観察表（第５９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９６４ 須恵器 高台付坏 － （３�２）１１�４ 石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け 床面 ５５％

９６５ 須恵器 高台付坏 － （２�５） ９�０ 長石・石英・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け 底部ナデ 床面 ４５％

９６６ 須恵器 蓋 － ２９�９ － 長石・石英・雲母 灰 普通 天井部右回りヘラ削り後つまみ貼り付け つま
み径３�１� つまみ高１�３� 覆土下層 ６０％

番号 器種 径 長さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１７管状土錘 １�０ ２�６ ０�２ １�９ 土（長石・石英・礫） ナデ 明赤褐色 一方向からの穿孔 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７７ 刀子 （３�９）（０�８０） ０�３ （２�０） 鉄 茎部・刃先欠損 床面

―６７０―



竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
６ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

１２ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
１３ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１５ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１６ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１７ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２０ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
２１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量

第５９９図 第２２５９号住居跡実測図

―６７１―



第６００図 第２２５９号住居跡出土遺物実測図

―６７２―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５４～５６�である。Ｐ５は深さ３０�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４６２点（坏１６，甕類４３９，甑７），須恵器片１９４点（坏１３７，高台付坏３，盤６，蓋８，

高盤１０，甕類３０），灰釉陶器片３点（椀），石器１点（砥石），鉄器・鉄製品２点（刀子，釘）が出土しており，

覆土下層を中心にほぼ全域に散在した状態で出土している。９７０は竈右脇の覆土下層から，９６８は床面から出土

している。９６９は北壁際の床面から出土し，底部外面に朱墨で文字が書かれている。９６７と９７１は南東壁の覆土

下層から出土している。９７２は四方に散在した破片を接合したもので，内一片は北壁際の床面から出土してい

る。Ｍ１７８は中央部の床面，Ｍ１７９は覆土中，Ｑ８４は西壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２２６６号住居跡（第６０１・６０２図）

位置 調査区南西部のＡ１０ｃ９区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５７号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８０ｍ，短軸４�４７ｍの方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｅである。壁高は４０～５６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅９～１３�，深さ３～６�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が南部を除いて巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅１２０�である。左袖部は地山

をわずかに掘り込んで構築され，右袖部は掘り方上に構築されている。火床部は床面を１２�掘りくぼめてロー

ム土を埋め戻して使用され，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ２５�掘り込まれ，火床部

から外傾して立ち上がっており，立ち上がり部に土師器小形甕が支脚として据えられている。第２層は，天井

部の崩落土層である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック微量
８ 暗 褐 色 ロ－ムブロック微量

第２２５９号住居跡出土遺物観察表（第６００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９６７ 須恵器 坏 １３�６ ３�９ ８�０ 石英・雲母 灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 覆土下層 ９５％ PL１６５

９６８ 須恵器 坏 ［１３�０］ ３�９ ７�６ 石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 床面 ６０％

９６９ 須恵器 坏 ［１２�９］ ４�０ ７�３ 石英・雲母 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 床面 ５０％ 朱書

「在」ヵ PL１６５

９７０ 須恵器 坏 ［１４�５］ ３�５［９�１］石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り・ナデ 覆土下層 ３５％

９７１ 須恵器 盤 ［２２�０］（２�８） － 長石・石英 灰 普通 内面自然釉付着 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土下層 ５５％

９７２ 須恵器 高盤 － （１０�０）［１３�２］長石・石英・雲母 灰黄 普通 脚部内外面ロクロナデ 透かし孔 ヘラ切り 覆土 ４５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８４ 砥石 （８�３） ３�７ １�７ （９６�９） 凝灰岩 砥面４面 他は破断面 床面 PL１９５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７８ 鎌 （１０�０） １�９ ０�２ （９�５） 鉄 手鎌 左端に径０�３�右端に径０�２�の目釘穴あり 床面 PL１９６

Ｍ１７９ 釘 （４�４）（０�５） （０�７） （４�４） 鉄 頭部一部・下端部先端欠損 下端部彎曲 覆土

―６７３―



竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
６ 灰 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１３ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量

１４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１８ 暗 褐 色 炭化粒子微量
１９ 黒 褐 色 焼土粒子少量
２０ 褐 色 ローム粒子少量
２１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
２２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２５ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第６０１図 第２２６６号住居跡実測図

―６７４―



ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは１１～３２�である。Ｐ４～Ｐ７の性格は不明である。

覆土 １３層に分けられる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７５点（坏３，甕類１７１，甑１），須恵器片４９点（坏２７，蓋８，高台付坏３，甕類１１），

鉄器１点（鎌），鉄滓５点，粘土塊１点のほか，混入した古墳時代の土師器片２５点も出土している。９７５は西壁

際の覆土下層から出土し，住居廃絶後まもなく廃棄されたものと考えられる。９７３と９７４は竈の覆土から出土し

ており，それぞれ熱を受けた痕跡がないことから，住居廃絶時に廃棄されたものと考えられる。また，支脚と

して使用されていた９７６は，遺棄されたものと考えられる。Ｍ１８０は，北壁際の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

８ 褐 色 ローム粒子少量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量
１０ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第６０２図 第２２６６号住居跡出土遺物実測図

第２２６６号住居跡出土遺物観察表（第６０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９７３ 須恵器 高台付坏 １０�７ ４�９ ７�０ 長石・雲母 灰 良好 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 竈覆土 ９０％ PL１６６

９７４ 須恵器 蓋 ［１２�９］（１�４） － 石英・雲母 灰 普通 天井部左回転ヘラ削り後つまみ接合 竈覆土 ５０％

９７５ 須恵器 蓋 ［１４�１］（２�４） － 長石・石英・雲母 灰 普通 天井部左回転ヘラ削り 覆土下層 ４０％

９７６ 土師器 甕 － （１５�１）［７�９］ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内外面ナデ ヘラナデ 体部外面指頭痕
体部下端ヘラ削り 底部木葉痕 火床部 ４５％ 支脚転用

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８０ 鎌 （３�９） （５�０） １�１ （２３�５） 鉄 基部残存 端部上端折り返し 覆土下層

―６７５―



第２２６７号住居跡（第６０３・６０４図）

位置 調査区北西部のＡ１０ａ０区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第６０３図 第２２６７号住居跡実測図
―６７６―



第６０４図 第２２６７号住居跡出土遺物実測図

―６７７―



規模と形状 一辺４�９０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は５０～５８�で，外傾して立ち上がっ

ている。東西の耕作による撹乱で，壁・床・竈を掘り込まれている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅８～１０�，深さ６～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。撹乱を受けているため遺存状態は非常に悪い。遺存している袖部は幅９５�

で，床面とほぼ同じ高さに砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を２６�掘りくぼめ，火床面は火を

受けて赤変硬化しており，支脚として使用していた土師器甕が出土している。煙道部は壁外へ７５�掘り込まれ，

立ち上がりは撹乱を受けているため不明である。

ピット ６か所。Ｐ１～４は主柱穴で，深さは５１～６８�である。Ｐ５は深さ４０�で，竈と向かい合う南壁際の

中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 １０層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５７４点（高台付椀７，甕類５６７），須恵器片４７９点（坏２８２，高台付坏１８，皿１，蓋４７，

高盤１，�１，壺類１６，瓶類１，甕類１０１，甑１１），石器１点（砥石），土製品２点（不明），鉄器３点（刀子，

鎌，鑿）のほか，混入した縄文土器片１点，古墳時代の土師器片３６点，中世以降の陶器片７点，磁器片１点も

出土している。９８２は竈の火床面から撹乱を受けた状態で出土しており，廃絶時に遺棄されたと考えられる。

９７７はＰ５の覆土上層，９８４は西壁際の床面，９７９は北東部の覆土上層から南壁際の床面にかけてそれぞれ出土

しており，廃絶後に廃棄されたと考えられる。また，Ｍ１８１が西壁際の覆土中層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量

１０ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック微量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
１７ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
１８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１９ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１０ 褐 色 ローム粒子中量

第２２６７号住居跡出土遺物観察表（第６０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９７７ 須恵器 坏 ［１２�９］ ４�４ ６�６ 長石・石英・雲母・小礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ドーナッツ状に一方向ヘラ削り Ｐ５覆土 ５５％

９７８ 須恵器 坏 ［１２�５］ ３�５ ６�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰 不良 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 覆土下層 ３０％

９７９ 土師器 高台付坏 １３�５ ６�０ ８�３ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 高
台貼付 覆土上～床面 ６０％ 油煙付着

９８０ 須恵器 高台付坏 － （３�２） ９�８ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 高台貼付 床面 ３０％

９８１ 須恵器 長頸壺 ８�８（１２�０） － 長石・黒色粒子 褐灰 普通 頸部から体部にかけて自然釉付着 頸部・体部
内外面ロクロナデ 覆土上～下層 １５％

９８２ 土師器 甕 １４�８ １８�５ ７�９ 長石・石英・雲母 にぶい褐灰 普通 体部中央から下端にかけて横位のヘラ削り 体
部下端ナデ 内面ヘラナデ ナデ 竈覆土 ６０％ 支脚転用

９８３ 須恵器 甕 ［３１�５］（６�０） － 長石・雲母 灰 普通 口辺部外面から内面への穿孔有り 体部横位平
行叩き 覆土下～床面 ５％

９８４ 須恵器 甑 － （１６�５）［１５�３］長石・雲母 黄灰 普通 体部斜位平行叩き 体部下端ヘラ削り 外面か
ら内面への穿孔有り 内面ナデ 床面 １０％

―６７８―



第２２６９Ａ号住居跡（第６０５図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 本住居から第２２６９Ｂ・Ｃ号住居へと建て替えられ，第３０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸３�９６ｍ，南北軸は推定３�３０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は９～１９

�で，外傾して立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認できない。

竈 北壁中央部に位置し，第２２６９Ｂ号住居の床面下から竈の掘り方が確認された。竈掘り方の覆土には焼土粒

子や砂質粘土粒子が少量含まれている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ９�で，竈の掘り方と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入

口施設に伴うピットであると考えられる。Ｐ２の性格は不明である。最も新しい第２２６９Ｃ号住居で機能してい

た竈の掘り方より低い位置から確認されている。

覆土 確認された覆土はすべて第２２６９Ｂ・Ｃ号住居に帰属するものである。

遺物出土状況 竈掘り方の覆土中から土師器片１０点（甕類）が出土しているが，すべて細片であり図化できない。

所見 本跡は北壁・西壁部分を拡張する以前の住居であり，Ｐ２がローム土で埋められている。時期は出土土

器が少なく明確にし得ないが，第２２６９Ｂ号住居の年代観から見て，ほぼ同時期の９世紀前葉と考えられる。

第６０５図 第２２６９Ａ号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８１ 刀子 （１２�２） ０�８ ０�７ （１４�２） 鉄 ほぼ完形 茎部木質部付着 覆土中層 PL１９８

Ｍ１８２ 鎌 （５�１） １�８ ０�５ （８�６） 鉄 刃部のみ残存 覆土上層

Ｍ１８３ 鑿ヵ （３�２） ２�３ ０�４ （１１�１） 鉄 刀身部のみ残存 覆土上層

―６７９―



第２２６９Ｂ号住居跡（第６０６図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２６９Ａ号住居が建て替えられた住居であり，第３０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

第６０６図 第２２６９Ｂ号住居跡・出土遺物実測図

―６８０―



規模と形状 長軸４�３０ｍ，短軸４�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は９～１９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認できない。

竈 北壁の中央部に付設されている。第２２６９Ｃ号住居への建て替えの際に埋め戻されているため，袖部や焚口

部は遺存していない。煙道部は壁外へ半円状に３１�掘り込まれ，床面から緩やかに外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ３～Ｐ６は主柱穴で，深さは４０～５３�である。Ｐ１は出入口施設に伴うピットと考えられ，

建て替え前と同じピットが使用されたと考えられる。

覆土 ２層に分けられる。第１層はローム粒子を主体とした貼床の構築土に相当し，第２層はＰ１の覆土であ

る。

遺物出土状況 土師器片４９点（蓋２，甕類４７），須恵器片３７点（坏１７，高台付坏２，蓋１０，甕類８）のほか，

混入した古墳時代の土師器片２点も出土している。９８５は竈の覆土内と覆土下層から出土した破片が接合し，９８６

は北東部の床面と貼床から出土した破片が接合し，９８７は北東部中央寄りの床面から出土している。３点の遺

物は出土状況から，第２２６９Ｃ号住居への拡張時に埋められ，廃棄されたたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２２６９Ｃ号住居跡（第６０７・６０８図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２６９Ｂ号住居が建て替えられた住居であり，第３０８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�３０ｍ，短軸４�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－９４°－Ｅである。壁高は９～１９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認できない。

竈 東壁のやや北寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９１�，袖部幅１４２�である。袖部は

床面より若干高い位置まで埋土したローム土を中心として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。

竈内から須恵器坏が重なった状態で出土し，火を受けていることから，支脚として使用されていたと考えられ

る。火床部は床面を７�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５６�掘り

込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・砂質粘土粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭
化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２２６９Ｂ号住居跡出土遺物観察表（第６０６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９８５ 須恵器 坏 ［１４�２］ ４�３ ［６�２］ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底
部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 竈覆土下層 ２５％

９８６ 須恵器 高台付坏 － （２�３）［９�６］ 長石・石英・雲母 オリーブ黒 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面～貼床 ５％

９８７ 須恵器 蓋 １５�２ ３�４ － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 天井部左方向ヘラ削り後つまみ接合 つまみ径
２�７� つまみ高１�１� 床面 ６０％ PL１６７

―６８１―



ピット ４か所。第２２６９Ｂ号住居跡で機能していたＰ３～Ｐ６を，主柱穴として利用していたと考えられる。

また，Ｐ１は上面に床が貼られていることから，機能していない柱穴として判断した。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状に堆積している状況を示しているが，覆土が薄いため詳細は不明である。

なお，第９層はローム粒子を主体とした貼床の構築土である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量

６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

第６０７図 第２２６９Ｃ号住居跡実測図

―６８２―



第６０８図 第２２６９Ｃ号住居跡・出土遺物実測図

―６８３―



遺物出土状況 土師器片４１４点（坏９，甕類４０３，甑２），須恵器片３２５点（坏１９８，高台付坏４，盤１，蓋１１，

長頸壺１，甕類１０７，甑３），鉄器・鉄製品４点（刀子３，馬具１），竈構築材として使用されていた礫１２点，

粘土塊１０点のほか，混入した古墳時代の土師器片４４点が出土している。竈の覆土内からは９８９の上に９８８が重な

った状態で出土している。９８８は熱を受けている痕跡があり，９８９も一部分が黒色化していることから，支脚と

して使用されていたと考えられる。９９０・９９１は中央部西側の床面から出土しており，廃絶後に廃棄されたと考

えられる。Ｍ１８４・Ｍ１８５は中央部南西付近の床からやや浮いて出土し，Ｍ１８６は中央部の床面から出土してい

る。

所見 時期は，支脚として使用していた須恵器坏から，９世紀中葉と考えられる。また，県内の住居跡から馬

具が出土した例としては，つくば市柴崎遺跡�区第６４号住居跡，岩瀬町加茂遺跡第３５号住居跡などがある。

第２２７０号住居跡（第６０９・６１０図）

位置 調査区北部のＡ１１ｉ８区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�２８ｍ，短軸３�０２ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は２１～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅５～１２�，深さ１１～２３�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０２�，袖部幅は１０５�である。袖部は

地山を掘り込み，砂質粘土を主体に構築されている。火床部は床面を２３�掘りくぼめており，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第６層は，

天井部の崩落土層である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２２６９Ｃ号住居跡出土遺物観察表（第６０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９８８ 須恵器 坏 １３�４ ４�６ ５�３ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 煙道部 ７５％ 支脚

転用 PL１６５

９８９ 須恵器 坏 １２�７ ４�３ ６�７ 石英・雲母・赤色粒子 黄橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後二方向ヘラ削り 煙道部 ６０％ 支脚

転用 PL１６５

９９０ 須恵器 坏 ［１３�５］ ４�４ ５�５ 長石・石英・雲母・雲母片岩 灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後多方向ヘラ削り 床面 ５０％

９９１ 土師器 高台付坏 － （３�０）［９�１］ 石英・雲母 橙 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 床面 ２０％ 刻書「�」

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８４ 刀子 （１０�０）（１�２） ０�４ （１２�３） 鉄 刃先・茎部欠損 茎部木質部付着 覆土下層

Ｍ１８５ 刀子 （９�３）（１�２） ０�３ （１０�２） 鉄 茎部欠損 覆土下層

番号 器種 装具 鏡板環径 銜の長さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８６ 馬具 轡 左３３�６
右３１�４

左８�８
右８�２ ２０７�５ 鉄 環状鏡板付轡 鏡板に残存した皮が錆付いている

啣金欠損 床面 PL１９７

―６８４―



ピット 深さ３０�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・

砂質粘土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
５ 明 赤 褐 色 灰中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，

ローム粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ロームブロック微量

９ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量
１１ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化物・焼土粒子微量
１６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第６０９図 第２２７０号住居跡実測図

―６８５―



遺物出土状況 土師器片２１７点（甕類２１５，甑２），須恵器片１０７点（坏６２，高台付坏５，高台付皿２，蓋４，甕

類３３，甑１）のほか，混入した古墳時代の土師器片１８点，中世以降の陶器片３点も出土している。９９２・９９４は

竈の第６層上，９９３は北東部の覆土下層から出土しており，それぞれ廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 廃絶時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２２７１Ａ号住居跡（第６１１図）

位置 調査区北部のＢ１１ａ７区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７１Ｂ号住居の建て替え前の住居であり，北壁と西壁は第２２７１Ｂ号住居の拡張により遺存してい

ない。

規模と形状 北壁と西壁は拡張，南壁は撹乱を受けているため遺存していないが，長軸３�５ｍ，短軸２�９ｍの長

方形と推定され，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。遺存する壁の壁高は４２�で，外傾して立ち上がっている。

床 凹凸であるが，壁際を除いて踏み固められており，厚さ１～４�の貼床が確認されている。中央部から北

部にかけた壁下には，幅８～１４�，深さ６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。確認されたものは修復されており，それ以前の竈は貼床の高さから，第１４

・１５層が火床部，第１７～２０層が袖部の構築土層である。規模は，焚口部から煙道部まで１２３�，袖部幅は１２８�

第６１０図 第２２７０号住居跡出土遺物実測図

第２２７０号住居跡出土遺物観察表（第６１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９２ 須恵器 坏 １２�９ ４�４ ７�３ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 竈覆土 ５０％

９９３ 須恵器 坏 １３�４ ４�４ ［７�０］ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土下層 ２５％

９９４ 須恵器 甕 ［３０�０］（１４�２） － 長石・雲母 明赤褐 普通 体部外面縦位平行叩き 内面ヘラナデ 当て具
痕 指頭痕 竈覆土 １０％

―６８６―



である。袖部は床面より若干高く掘り残した地山を基部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されてい

る。火床部は床面を４�掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ４９�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット Ｐ２は深さ２５�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピッ

トと考えられる。

竈土層解説
１４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

１８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２０ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量

第６１１図 第２２７１Ａ号住居跡・出土遺物実測図
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覆土 ２層に分けられる。第８層はローム粒子を主体とした貼床の構築土で，第９層は壁溝の覆土である。

遺物出土状況 第２２７１Ｂ号住居の第７層より下層から出土している遺物は，須恵器２点（坏），鉄器・鉄製品

２点（鎌，釘）である。９９５は中央部東寄りの床面，９９６は北東部の床面からそれぞれ破損した状態で出土して

おり，第２２７１Ｂ号住居の床が貼られる際に混入したと考えられる。また，Ｍ１８７は北壁際の覆土下層，Ｍ１８８は

西壁際の覆土下層から出土している。

所見 時期は出土土器が少なく明確ではないが，第２２７１Ｂ号住居の年代観から見て，ほぼ同時期の９世紀中葉

と考えられる。

第２２７１Ｂ号住居跡（第６１２・６１３図）

位置 調査区北部のＢ１１ａ７区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２７１Ａ号住居が建て替えられた住居である。

規模と形状 長軸３�７５ｍ，短軸３�２４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は３４～４５�で，外傾

して立ち上がっている。第２２７１Ａ号住居跡の東壁と南壁はそのまま利用し，北壁と西壁を拡張している。中央

部から南部にかけて耕作による撹乱を受けているため壁や床の遺存状態は悪い。

床 ほぼ平坦で，中央部から西側にかけて踏み固められている。また，第２２７１Ａ号住居跡のＰ２と壁溝は，厚

さ１～４�の床が貼られた際に埋められている。

竈 北壁中央部に付設されている。第２２７１Ａ号住居跡が機能していた時期の竈を利用しているため，規模は拡

張以前の竈と同一であり，改修された部分は袖部と火床部である。袖部は天井部付近に第１３層，内壁に８・１０

層が充填されている。火床部は，貼床の高さまで埋め戻した第７層を９�掘りくぼめた第９層上に形成されて

おり，火床面は火を受けて赤変硬化している。第２層は，天井部の崩落土層である。

土層解説
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ９ 褐 色 ロームブロック少量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土

粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・灰中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
６ にぶい赤褐色 灰中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒

子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
８ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量

９ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒
子微量

１０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子微量

１１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー
ム粒子微量

１２ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量，
ローム粒子微量

１３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・
炭化粒子微量

第２２７１Ａ号住居跡出土遺物観察表（第６１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９５ 須恵器 坏 ［１２�７］ ３�９ ［８�０］ 長石・石英・礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 床面 ３５％

９９６ 須恵器 坏 ［１６�８］（４�２） － 長石・石英・礫 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り 床面 １５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８７ 鎌 （５�５） ２�５ ０�２ （１３�１） 鉄 刃部のみ残存 外面焼土付着 熱を受けている 覆土下層

Ｍ１８８ 釘 （７�３） （０�７） ０�８ （２１�２） 鉄 頭部・下端部欠損 断面長方形 下端部やや曲がって
いる 床面 金具の可能

性あり

―６８８―



第６１２図 第２２７１Ｂ号住居跡・出土遺物実測図
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ピット Ｐ１は深さ１８�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第７層はロームブロックを主体とし

た貼り床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片４４２点（坏１１，高台付椀１，甕類４２９，甑１），須恵器片２７６点（坏１４６，高台付坏５，

蓋３，瓶類１５，甕類１０７），鉄器・鉄製品３点（鎌１，釘２），鉄滓２点のほか，混入した古墳時代の土師器片

２４点，中世以降の磁器片１点も出土している。１０００は竈右袖部の東側床面から出土し，廃絶に伴い廃棄された

と考えられる。北東部より９９７・９９９が覆土中層，９９８が覆土下層からそれぞれ出土し，廃絶後に廃棄されたと

考えられる。また，Ｍ１８９は西壁際の覆土下層，Ｍ１９０は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２２８１号住居跡（第６１４・６１５図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｆ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２８０号住居跡を掘り込み，第２９８２号土坑に掘り込まれている。また，北壁と竈煙道部が，東西の

耕作による撹乱によって壊されている。

規模と形状 長軸４�７２ｍ，短軸４�２２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は２０～３７�で，外傾

して立ち上がっている。

第６１３図 第２２７１Ｂ号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

５ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量

第２２７１Ｂ号住居跡出土遺物観察表（第６１２・６１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９７ 須恵器 坏 １３�８ ４�３ ６�２ 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土中層 ９０％ PL１６５

９９８ 須恵器 坏 １３�６ ４�１ ６�３ 長石・石英・雲母 明褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土下層 ９０％ PL１６６

９９９ 須恵器 坏 １３�０ ４�１ ６�４ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 覆土中層 ６０％

１０００ 須恵器 坏 ［１３�５］ ４�１ ［６�８］ 長石・石英・礫 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
ヘラ削り 内面ナデ 床面 ４０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８９ 釘 （５�９） ０�６ ０�３ （３�３） 鉄 頭部欠損 断面長方形 下端部ねじ曲がっている 覆土下層

Ｍ１９０ 鉄滓 ５�３ ２�３ １�６ ２０�３ 鉄 外面焼土付着 覆土下層

Ｍ１９１ 鉄滓 ２�９ ３�１ １�７ １２�８ 鉄 椀状滓 外面焼土付着 覆土下層

―６９０―



第６１４図 第２２８１号住居跡・出土遺物実測図
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床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められており，西部の一部から厚さ４�の貼床が確認されている。西部

を除いた壁下には，幅１０～１７�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，煙道部が撹乱によって壊されている。袖部は，幅１３０�で，床面より若干

高く掘り残した地山を基部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を１０�掘り

くぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４２～５２�である。Ｐ５は深さ５２�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第６層はローム粒子を主体とした貼

床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片５８９点（坏２９，蓋１，甕類５５９），須恵器片２４６点（坏８３，高台付坏４，蓋２，瓶類２，

甕類１５５），灰釉陶器片１点（壺類），石器２点（砥石）のほか，混入した古墳時代の土師器片５３点，中世以降

の陶器片６点，磁器片１点も出土している。１００１・１００４は竈覆土から破損した状態で出土しており，廃絶時に

廃棄されたと考えられる。１００２は床面とＰ１覆土から出土した破片が接合し，TP３９はＰ１覆土から出土して

おり，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。１００３は西壁中央部付近の床面から出土し，底部と内底が研磨さ

れて墨痕が若干残されていることから，硯として転用されていたと考えられる。また，TP４０～TP４２は，北東

部の覆土上層から下層にかけて破片の状態で出土している。

第６１５図 第２２８１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子・砂質粘土

粒子微量

６ にぶい褐色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物少量，ローム粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロ

ック・炭化粒子微量
１０ 灰 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック・

砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘
土粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

―６９２―



所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２２８２号住居跡（第６１６図）

位置 調査区北部のＡ１１ｂ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２８３号住居に掘り込まれている。また，東西の耕作による撹乱によって，南壁や竈中央部などが

壊されている。

規模と形状 西壁中央部から南壁が遺存していないため，南北軸は推定で３�６１ｍ，東西軸３�３０ｍの方形で，主

軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は３４～３７�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。西壁中央部から南壁を除く壁下には，幅１０～２０�，深さ２～

１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設され，撹乱によって両袖部の一部と火床部の大部分が壊されている。規模は，焚口部か

ら煙道部まで９８�，遺存している袖部幅は１００�である。袖部は床面より，１４～１８�高く掘り残した地山を基

部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。煙道部は壁外へ３５�掘り込まれ，火床部から外傾

して立ち上がっている。第２層は，天井部の崩落土層である。

ピット 深さ３２�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片５０点（甕類），須恵器片６７点（坏２８，蓋２，瓶類２，甕類３５）のほか，混入した古墳

時代の土師器片７点も出土している。１００５は竈覆土の第３層から逆位の状態で出土している。熱を受けていな

いため，廃絶時に廃棄されたと考えられる。１００６は西壁際の床面から出土しており，廃絶後に廃棄されたと考

えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第２２８１号住居跡出土遺物観察表（第６１４・６１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００１ 須恵器 坏 １３�９ ４�５（６�４）長石・石英・雲母 明褐 普通 体部下端ヘラ削り 底部端に沿ってナデ 火を
受けている 竈覆土 ８５％ 支脚

転用 PL１６６

１００２ 須恵器 坏 １２�７ ３�８ ６�７ 長石・雲母 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後一方向
のヘラ削り 体部内面一部ヘラ削り 床面 Ｐ１覆土 ８５％ PL１６６

１００３ 須恵器 高台付坏 － １�７ １０�８ 長石・石英・雲母 灰 良好 回転ヘラ切り後高台貼り付け 底部はよく研磨され
内底の一部も研磨されている 底部・内底墨付着 床面 １０％ 転用硯

１００４ 土師器 小形甕 １３�９ １４�９ ６�０ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ヘラナデ 下端横方向のヘラ削り後
一部ナデ 外面火を受けており粘土付着 竈覆土 ８５％ 支脚転用

TP３９ 須恵器 甕 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面縦位平行叩き 内面ナデ Ｐ１覆土 ヘラ記号「×」

TP４０ 須恵器 甕 － （３�１） － 長石・黒色粒子・小礫 暗灰黄 普通 体部外面カキ目調整 自然釉付着 内面同心円
状の当て具痕 覆土上層

TP４１ 須恵器 甕 － （４�５） － 長石・石英 灰 普通 体部外面カキ目調整 格子状叩き 内面同心円
状の当て具痕 覆土下層

TP４２ 須恵器 甕 － （４�１） － 長石・石英 灰 普通 体部外面自然釉付着 内面同心円状の当て具痕 覆土下層～壁溝覆土

―６９３―



第６１６図 第２２８２号住居跡・出土遺物実測図

―６９４―



第２２８３号住居跡（第６１７・６１８図）

位置 調査区北部のＡ１１ｂ４区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２８２号住居跡を掘り込んでいる。また，東西の耕作による撹乱を受けている。

第６１７図 第２２８３号住居跡実測図

第２２８２号住居跡出土遺物観察表（第６１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００５ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�０ ７�８ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面ロクロナデ後一部縦方向のナデ
底部回転ヘラ切り後二方向のヘラ削り 底部指頭痕 竈覆土下層 ５０％

１００６ 土師器 甕 ［１７�４］（５�７） － 石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内外面ヘラナデ 床面 １０％

―６９５―



規模と形状 長軸３�８２ｍ，短軸３�７２ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は２９～４２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。撹乱を受けた部分を除いた壁下には，幅１０～１２�，深さ３～４�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，煙道部や中央部などが撹乱を受けている。規模は，焚口部から煙道部まで

１０８�，袖部幅は８６�である。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ７８�掘り込まれ，火床

部から緩やかに外傾して立ち上がっている。第２層は，天井部の崩落土層である。

ピット ６か所。Ｐ１とＰ２は主柱穴と考えられ，深さはそれぞれ２９�，２３�である。Ｐ３は深さ２６�で，竈

と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４～Ｐ６の

性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６３点（坏８，甕類２５５），須恵器片１０９点（坏２７，高台付坏３，蓋１，壺類１，甕類７７），

土製品１点（不明），鉄製品１点（不明），鉄滓１点のほか，混入した古墳時代の土師器片３５点，中世以降の陶

器片３点，磁器片３点も出土している。１００７は南東部の覆土上層，１００８は中央部や南東部の覆土上層から下層

にかけて出土した破片が接合したもので，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，TP４３は南西部の覆

土下層，TP４５は南西部の覆土中層，TP４４は北西コーナー部の覆土中層，Ｍ１９２は中央部の床面から出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６１８図 第２２８３号住居跡出土遺物実測図

―６９６―



第２２８７号住居跡（第６１９図）

位置 調査区北部のＡ１１ｃ６区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

確認状況 東西の耕作による撹乱によって，北壁が全壊し，竈中央部と北部以外の壁が一部壊されている。

規模と形状 推定長軸３�３５ｍ，短軸３�３０ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は８～１５�で，外

傾して立ち上がっている。

床 平坦で，厚さ１０～１６�の貼り床が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されており，火床部と袖部が撹乱を受けている。規模は，焚口部から煙道部まで８４�，

袖部幅は９３�である。袖部は床面とほぼ同じ高さに砂質粘土を主体に構築されている。火床面は火を受けて赤

変硬化している。煙道部は壁外へ４０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。また，第１１層は貼

床の構築土である層である。

ピット 深さ５８�で，竈と向かい合う南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。

覆土 １２層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。また，第９～１２層は貼り床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片１３７点（坏１，甕類１３６），須恵器片４０点（坏１９，瓶類４，甕類１７）のほか，混入した

古墳時代の土師器片３点，磁器片１点も出土している。１００９は北東部の床面から逆位の状態で出土しており，

体部中央から底部にかけては撹乱によって壊されているが，出土状況から遺棄されたと考えられる。１０１０は竈

内で破損していた破片が接合した遺物で，廃絶時に遺棄されたと考えられる。また，１０１１は南東部の覆土下層

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
７ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第２２８３号住居跡出土遺物観察表（第６１８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００７ 土師器 坏 ［１４�４］（４�１） － 雲母 にぶい黄褐 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 内面磨き 覆土上層 １０％

１００８ 土師器 甕 ［１４�１］［２１�７］ ７�０ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部中央部から下端にかけてヘラ削り 内面ナデ 覆土上～下層 ２５％

TP４３ 須恵器 甕 － （７�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面擬格子状叩き 内面ナデ 覆土下層

TP４４ 須恵器 甕 － （４�０） － 長石・雲母 黄灰 普通 体部外面格子状叩き後ナデ 内面横ナデ 覆土中層 TP４５と
同一個体

TP４５ 須恵器 甕 － （４�０） － 長石・雲母 灰黄褐 普通 体部外面格子状叩き後ナデ 内面横ナデ 覆土中層 TP４４と
同一個体

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１８ 不明 （４�５） （３�５） １�２ （１６�４） 土（長石） 表面ヘラナデ 裏面火を受けており炭化物付着
多方向のヘラナデ 硬質 竈覆土内

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９２ 鉄滓 ２�８ ２�６ １�８ １４�１ 鉄 湾状滓 外面焼土付着 床面

―６９７―



から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第６１９図 第２２８７号住居跡・出土遺物実測図

―６９８―



第２２８８号住居跡（第６２０図）

位置 調査区北西部のＡ１１ｃ８区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

確認状況 大部分が調査区域外のため，確認できた範囲は南部のみである。

規模と形状 確認されている部分での東西軸は６�８０ｍ，南北軸は２�００ｍであり，主軸方向はＮ－１８°－Ｅであ

る。壁高は１７～２２�で，外傾して立ち上がっている。

床 平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さはそれぞれ５５�と４９�である。Ｐ３は深さ５６�で，南壁際の中

央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第６２０図 第２２８８号住居跡・出土遺物実測図

第２２８７号住居跡出土遺物観察表（第６１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００９ 土師器 甕 ２１�４（１３�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラナデ 床面 ２０％

１０１０ 土師器 甕 ［１９�０］３１�９ ［８�５］ 長石・石英・雲母 褐 普通 体部内外面ナデ ヘラ磨き後一部ナデ 竈覆土内 ３０％

１０１１ 須恵器 甕 ［２４�５］（７�２） － 長石・雲母 にぶい黄灰 普通 体部外面縦位平行叩き後横ナデ 内面ナデ 指頭痕 覆土下層 ５％

―６９９―



遺物出土状況 土師器片６８点（甕類），須恵器片４３点（坏２３，壺１，甕類１８，甑１），鉄滓１点のほか，混入し

た古墳時代の土師器片４点，中世以降の陶器片１０点，磁器片６点も出土している。１０１２は西部の覆土上層，１０１３

は覆土下層からそれぞれ出土しており，廃絶後に廃棄されたと考えられる。また，Ｍ１９３は，南壁際の覆土上

層から出土している。

所見 南部のみの調査で遺構の全容は不明であるが，時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２２９２号住居跡（第６２１・６２２図）

位置 調査区北部のＢ１１ｅ９区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９３・２３０６号住居跡を掘り込み，第３００５号土坑に掘り込まれている。また，左袖部と南壁の一部

が耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸６�３８ｍ，短軸４�８６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は４１～４７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１７�，深さ２～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４５�，袖部幅は１４９�である。袖部は床面

より若干高く掘り残した地山を基部とし，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を

１８�掘りくぼめ，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ８４�掘り込まれ，火床部から外傾し

て立ち上がっている。第４・８・９層は，天井部の崩落土層である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４８～６７�である。Ｐ５は深さ５３�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロ

ーム粒子微量
６ 灰 褐 色 灰中量，焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量

１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロ
ーム粒子微量

１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・砂質
粘土粒子微量

１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

１６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子微量
１８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク微量

第２２８８号住居跡出土遺物観察表（第６２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０１２ 須恵器 坏 ［１４�０］ ３�９ ［８�０］ 長石・雲母 灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土上層 ２０％ 底部ヘ
ラ記号「－」

１０１３ 土師器 甕 ［１５�０］（１�５） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部横ナデ 覆土下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９３ 鉄滓 ４�２ ５�８ ２�４ ４６�９ 鉄 外面一部融解した後固まっている 炭化した痕跡有り
焼土付着 覆土上層

―７００―



第６２１図 第２２９２号住居跡実測図

―７０１―



第６２２図 第２２９２号住居跡・出土遺物実測図

―７０２―



覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片８９３点（坏２５，高台付椀２，皿１，甕類８６４，甑１），須恵器片３９８点（坏１７３，高台付

坏３，高台付皿１，蓋７，瓶類３，甕類２００，甑１１），鉄器・鉄製品３点（鎌１，不明２），鉄滓１点のほか，

混入した古墳時代の土師器片２２６点，中世以降の瓦質土器片１２点，陶器片１５点，磁器片１１点も出土している。

１０１５は西部の壁溝底からほぼ完形の状態で，１０１７は竈周辺で出土した破片が接合したもので，それぞれ廃絶時

に廃棄されたと考えられる。１０１４は覆土下層から破損した状態で出土し，体部外面に墨書が認められる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２２９４号住居跡（第６２３・６２４図）

位置 調査区北部のＡ１１ｇ７区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１２０号溝，第２９８１号土坑に南壁が掘り込まれている。また，北部が耕作による撹乱によって壊さ

れている。

規模と形状 南壁部が遺存していないが，東西軸３�７２ｍ，南北軸は２�９０ｍ以上の長方形と推定され，主軸方向

はＮ－１０°－Ｅである。壁高は９～１７�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南壁や撹乱を受けた部分を除いた壁下には，幅１３～１８�，深

さ２～６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。撹乱によって各部が壊されているため，遺存状態は悪い。規模は，焚口部

から煙道部まで１０８�，袖部幅は１０６�である。左袖部は床面より若干高く掘り残した上に構築され，右袖部は

掘り方上に構築されている。火床部は床面を１２～２２�掘りくぼめてローム土を埋め戻しており，一部遺存して

いる火床面は火を受けて赤変硬化している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ

ク・炭化物微量

５ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，砂質
粘土粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第２２９２号住居跡出土遺物観察表（第６２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０１４ 土師器 坏 － （２�６） － 長石・雲母 橙 普通 内面黒色処理 覆土下層 ５％ 墨書「田
部口」ヵ PL１８８

１０１５ 須恵器 坏 １２�６ ４�４ ７�３ 長石・石英・雲母・礫 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 底部多方向ヘラ削り 壁溝底 ９０％ PL１６６

１０１６ 須恵器 坏 ［１３�１］ ４�３ ６�２ 長石・雲母・黒色粒子・礫 灰白 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後二方向
ヘラ削り 覆土上層 ６０％

１０１７ 須恵器 甕 － （３０�４）１５�３ 長石・雲母 褐灰 普通 体部外面斜位平行叩き 内面ナデ・当て具痕 竈覆土内 覆土上
層～壁溝覆土内 ５５％

TP４６ 須恵器 甕 － （３�７） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面同心円状叩き 内面ナデ 覆土上層

TP４７ 須恵器 甕 － （２�３） － 長石 暗灰黄 普通 体部外面格子状叩き 内面同心円状の当て具痕 Ｐ５覆土内

TP４８ 須恵器 甕 － （３�１） － 長石 にぶい黄 普通 体部外面カキ目調整 自然釉付着 内面同心円
状の当て具痕 覆土下層

TP４９ 須恵器 甕 － （４�７） － 長石・黒色粒子 褐灰 不良 体部外面同心円状叩き 内面ナデ 覆土下層

TP５０ 須恵器 甕 － （３�５） － 長石・黒色粒子 黄灰 普通 体部外面格子状叩き後カキ目調整 内面同心円
状の当て具痕 覆土上層

TP５１ 須恵器 甕 － （３�４） － 長石・黒色粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面格子状叩き 自然釉付着 内面同心円
状の当て具痕 覆土下層

TP５２ 須恵器 甕 － （２�７） － 長石・黒色粒子 褐灰 普通 体部内面同心円状の当て具痕 竈覆土内

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９４ 鎌 （５�４） １�９ ０�４ （９�７） 鉄 左鎌 端部に若干の折り返し 覆土上層

―７０３―



ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１０～１４�である。Ｐ５～Ｐ８の性格は不明である。

覆土 ５層に分けられる。堆積が薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片３０２点（甕類），須恵器片５３点（坏１７，蓋１，瓶類１，甕類３４）のほか，混入した古墳

時代の土師器片９点，中世以降の陶器片１点も出土している。北東部のＰ１付近の床面から，１０１８・１０１９がつ

ぶれた状態で出土しており，廃絶時に遺棄されたと考えられる。１０２０・TP５３は，Ｐ７の覆土内から出土して

おり，廃絶後に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６２３図 第２２９４号住居跡実測図

―７０４―



第２２９６号住居跡（第６２５・６２６図）

位置 調査区北部のＡ１２ｆ２区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�９５ｍ，短軸３�４８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１４°－Ｅである。壁高は１２～１５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。東部を除いた壁下には，幅７～１５�，深さ４～５�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

第６２４図 第２２９４号住居跡・出土遺物実測図

第２２９４号住居跡出土遺物観察表（第６２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０１８ 土師器 甕 ［２０�３］（２７�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ナデ・ヘラ磨き 内面ナデ 輪積痕 床面 ６０％

１０１９ 須恵器 甕 ［３８�２］（３�７） － 長石・雲母 黄灰 普通 口辺部四本筋の叩き目二ヶ所 内面ロクロナデ 床面 ５％

１０２０ 須恵器 甕 ［２０�２］（３�３） － 長石・石英 明褐 普通 体部外面ロクロナデ 内面ナデ Ｐ７覆土内 ５％

TP５３ 須恵器 甕 － （７�２） － 長石・石英・雲母・小礫 黄灰 普通 体部外面横位・斜位の叩き 内面当て具痕 Ｐ７覆土内

―７０５―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，袖部幅は１１０�である。袖部は床面

より高く掘り残した地山を中心として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は床面を７

�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ５８�掘り込まれ，火床部から緩

やかに外傾して立ち上がっている。また，煙道部上から須恵器の坏が欠けた部分が焚口部側に逆位の状態で出

土している。外面に火を受けていないことから，坏全体を土で覆い，支脚の芯材として使用されていたと考え

られる。第２・４・５層は，天井部の崩落土層である。

竈土層解説 （Ｆ－Ｆ’，Ｇ－Ｇ’）
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量

６ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘

土粒子微量
８ 暗 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量

竈土層解説 （Ｈ－Ｈ’）
１ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

３ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量

第６２５図 第２２９６号住居跡実測図

―７０６―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは１９～２９�である。Ｐ４は深さ２４�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。堆積が薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片４０点（甕類３７，甑３），須恵器片５１点（坏３９，鉢６，甕類６）のほか，混入した古墳

時代の土師器片３点も出土している。１０２１は煙道部から逆位の状態で出土しており，支脚の芯材として使用さ

れていたと考えられる。１０２２は火床部からやや浮いて破損した状態で出土しており，廃絶時に遺棄されたと考

えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２３０３号住居跡（第６２７・６２８図）

位置 調査区南西部のＢ１２ｃ５区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２３０４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�７２ｍ，短軸５�０７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１５～２３�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅６～８�，深さ３～５�で，Ｕ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量

第６２６図 第２２９６号住居跡出土遺物実測図

第２２９６号住居跡出土遺物観察表（第６２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２１ 須恵器 坏 １３�１ ４�３ ７�８ 長石・雲母 灰黄 普通 体部下端ヘラ削り 底部ヘラ削り後底辺部に沿
ってナデ 竈覆土内 ６０％ PL１６６

１０２２ 土師器 甕 ［２０�０］（２２�８） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部ヘラ磨き・ヘラナデ 内面ナデ 輪積痕 竈覆土内 ２０％

―７０７―



第６２７図 第２３０３号住居跡実測図

―７０８―



第６２８図 第２３０３号住居跡出土遺物実測図

―７０９―



竈 北壁のやや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２２�，袖部幅１８０�である。袖部は

床面より若干高く掘り残した地山を基部として，その周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は

床面を１６�掘りくぼめてローム土を埋め戻しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ

５３�掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。第３層は，天井部の崩落土層である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５５～６１�である。Ｐ５は深さ２８�で，竈と向かい合う南壁際

の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。また，壁溝内から深さ６～１１�の

小ピット１４か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状に堆積しているが，堆積が薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片４２８点（坏２，高台付椀１，蓋１，甕類４２４），須恵器片２０５点（坏９２，蓋２１，盤１，甕

類８７，甑４），石器１点（砥石），石製品３点（紡錘車２，模造品１），鉄器・鉄製品６点（刀子１，鎌１，手

斧１，不明鉄製品３），鉄滓３点のほか，混入した古墳時代の土師器片２７点も出土している。１０２３は左袖部脇

の床面から出土し，１０２４は東部壁際の床面から散在して出土した破片が接合している。Ｍ１９７は竈左脇の床面

から出土し，袋部内に木片が残存している。また，Ｍ１９５は中央部の覆土下層，Ｍ１９６は西壁際の覆土下層，Ｍ

１９８は東壁際の床面からそれぞれ出土している。Ｑ８５は南壁の壁溝内，Ｑ８６は西壁際の床面，Ｑ８７は東壁際の

床面からそれぞれ出土している。Ｍ２００・２０２の鉄滓はいずれも覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化物・ロ

ーム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物・ロ

ーム粒子微量

７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，砂質粘土

ブロック微量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロ

ーム粒子・炭化粒子微量
１１ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少

量，炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２３０３号住居跡出土遺物観察表（第６２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２３ 須恵器 坏 １２�９ ４�１ ６�５ 長石・石英 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り
底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 床面 ６０％

１０２４ 須恵器 甕 ［３８�６］（１５�１） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面縦位格子状平行叩き 内面ヘラナデ 床面 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８５ 砥石 ６�７ ４�３ ３�９ １６４�１ 凝灰岩 砥面５面 他は破断面 壁溝内

Ｑ８６ 紡錘車 ４�８ ４�７ ２�３ ６３�５ 粘板岩 円錐台形 床面 刻書「♯」「大」
「＊」 PL１９３

Ｑ８７ 紡錘車 ５�２ ５�５ １�６ ４２�７ 凝灰岩 砥面２面 他は破断面 床面 砥石を転用
PL１９３

Ｑ８８ 石製模造品 （７�５） ２�１ ０�９ （１３�５） 滑石 先端部欠損 表面研磨 裏面未調整 覆土上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９５ 刀子 （７�１） １�２ ０�５ （ ７�６） 鉄 刃部・茎部欠損 茎部木質部付着 覆土下層

Ｍ１９６ 鎌 （３�８） １�６ ０�３ （ ３�１） 鉄 手鎌 左部・右部上端欠損 右部に径０�３５�の目釘孔あり 覆土下層

Ｍ１９７ 手斧 ９�０ ４�８ ２�５ １６２�６ 鉄 完形 方形の袋部を有し，内部に木片が付着する 床面 PL１９７

―７１０―



第２３０７号住居跡（第６２９図）

位置 調査区北西部のＢ１０ａ５区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１２３号溝に中央部を掘り込まれている。また，東西の耕作による撹乱を受けており，遺存状態は

非常に悪い。

第６２９図 第２３０７号住居跡・出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９８ 不明 （１３�５）（０�６） （０�６）（１５�９） 鉄 鉄製紡錘車の棒軸か 上端部に木質部付着 床面

Ｍ１９９ 鉄滓 ６�２ ６�９ ４�５ ３０１�８ 鉄 椀状滓 外面焼土付着 床面

Ｍ２００ 鉄滓 ５�５ ５�８ ３�２ ９８�７ 鉄 椀状滓 外面焼土付着 覆土上層

Ｍ２０１ 鉄滓 ４�３ ４�４ ２�５ ６０�５ 鉄 椀状滓 外面焼土付着 床面

Ｍ２０２ 鉄滓 ３�６ ５�３ ３�３ ３８�９ 鉄 形状は不定形 外面焼土付着 覆土上層

―７１１―



規模と形状 撹乱によって壁が壊されているため，長軸３�５０ｍ前後，短軸３�４５ｍ前後の方形と考えられ，主軸

方向はＮ－４°－Ｅである。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。撹乱を受けており，火床部の一部と焚口部のみ遺存している。

ピット 深さ４４�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

遺物出土状況 土師器片２８１点（坏８，甕類２７３），須恵器片７４点（坏３０，蓋１，瓶１，甕類４２）のほか，混入

した古墳時代の土師器片１８点，中世以降の陶器片４点，磁器片２点も出土している。１０２６は西壁際の覆土下層

から出土しており，廃絶後に廃棄されたと考えられる。また，TP５４は竈の覆土内から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から９世紀後半と考えられる。

� 掘立柱建物跡

第３０２号掘立柱建物跡（第６３０図）

位置 調査区西部のＣ１０ｈ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２００８号住居跡を掘り込み，第３７１号掘立柱建物，第６１・６２号方形竪穴遺構，第４４号井戸に掘り込

まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８５°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行５�４

ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１９�４４ｍ２である。柱間寸法は１�８ｍ（６尺）を基調とし，均等に配されている。柱筋

はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸７０～１１７�，短軸６０～１０８�である。深さは１５～６０�で，断面

形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・７層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土である。Ｐ６・

Ｐ８の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。また，Ｐ４～Ｐ６，

Ｐ８・Ｐ９の底面からは柱のあたりが確認されている。第１２層は柱抜き取り後の覆土であり，その他の層は埋

土で，ローム土を主体とした褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 炭化材少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ローム粒子少量

１０ 褐 色 ロームブロック少量
１１ 極 暗 褐 色 炭化材中量，ロームブロック少量，焼土ブロック

微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１４ 褐 色 ロームブロック中量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２３０７号住居跡出土遺物観察表（第６２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２６ 土師器 甕 ［１０�６］（４�３） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土下層 ５％

TP５４ 須恵器 甕 － （６�８） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 不良 体部外面擬格子状の叩き 内面当て具痕 輪積痕 竈覆土内

―７１２―



遺物出土状況 土師器片４０点（坏８，甕類３２），須恵器片５点（坏３，甕２）のほか，混入した時期の異なる

土師器片３３点，須恵器片７点も各柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器と重複関係から９世紀代と考

えられる。

第３０３号掘立柱建物跡（第６３１図）

位置 調査区南西部のＤ９ｂ９区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０２８・２０６１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行，梁行ともに３間の側柱式建物跡で，桁行方向はＮ－８９°－Ｅの東西棟である。規模は，桁

行４�５ｍ，梁行４�２ｍで，面積は１８�９０ｍ２である。柱間寸法は桁行１�５ｍ（５尺），梁行１�２ｍ（４尺）を基調と

し，均等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

第６３０図 第３０２号掘立柱建物跡実測図

―７１３―



第６３１図 第３０３号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７１４―



柱穴 １２か所。平面形は，楕円形である。規模は長径７６～１０４�，短径６８～１００�で，深さは６３～８４�であり，

断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１～６層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒褐色土や暗褐色

土，褐色土である。また，Ｐ１・Ｐ２以外の底面から，柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，

ローム土を主体とした暗褐色土・褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片５４７点（坏７７，壺１，甕類４６８，甑１），須恵器片６２点（坏９，盤１，蓋３，甕類４９），

灰釉陶器片２点（瓶），陶器片１点，土製品２点（管玉，支脚）が各柱穴から出土している。１０５４はＰ５の柱

抜き取り痕，１０５５はＰ９の覆土からそれぞれ出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の南には第３７６号掘立柱建物跡があり，軸

線を揃えて直列していることから，同時期に機能していたものと推測される。廃絶時期は，出土土器から９世

紀代と考えられる。

第３０４号掘立柱建物跡（第６３２図）

位置 調査区南西部のＤ９ｆ９区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３１～２０３３号住居跡，第３０５号掘立柱建物跡，第２６２０号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行５�４

ｍ，梁行で４�２ｍで，面積は２２�６８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８ｍ（６尺），梁行が２�１ｍ（７尺）で，均

等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形で，規模は長軸８０～１１０�，短軸７８～１０８�である。深さは６５～８５�で，断

面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い褐色土・暗褐色土で

ある。Ｐ１以外の土層断面からは，柱痕跡が明瞭に確認され，推定される柱の太さは２０�前後と考えられる。

また，Ｐ１・Ｐ８・Ｐ１０を除く，底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を

主体とした褐色土などが互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１７５点（坏８，甕類１６７），須恵器片１４点（坏１２，甕２），石器２点（紡錘車，砥石），

土製品１点（勾玉）が各柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック中量
１２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１５ 褐 色 ロームブロック少量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック多量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 褐 色 ロームブロック多量 炭化粒子微量

第３０３号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０５４ 須恵器 盤 ［１９�８］ ３�５ ［１４�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け Ｐ５柱抜き取り痕 ２０％

１０５５ 灰釉陶器 壺 － （９�０） － 長石 灰黄・灰
オリーブ 普通 体部内外面ロクロ成形 外面施釉 Ｐ９覆土 １０％

―７１５―



所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，重複関係から１０世紀前半以降と考えら

れる。

第３０６号掘立柱建物跡（第６３３図）

位置 調査区東部のＣ１３ｇ４区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０６６・２０７９・２０８５号住居跡，第２０９５土坑を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７８°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行４�５

ｍ，梁行３�３ｍで，面積は１４�８５ｍ２である。柱間寸法は１�５ｍ（５尺），梁行は１�６５ｍ（５尺５寸）で，均等に

配されている。柱筋はほぼ揃っている。

第６３２図 第３０４号掘立柱建物跡実測図

―７１６―



柱穴 １０か所。平面形は，楕円形である。規模は長径３１～４６�，短径４３～５４�である。深さは１６～４８�で，断

面形はＵ字形である。土層は第１・３・１０・１１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・黒褐色土など

である。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした暗褐色土などが互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１５点（坏４，甕類１１），須恵器片３点（坏１，甕類２）が各柱穴から出土している。

１０５７はＰ３の覆土，TP６１はＰ４の覆土から出土している。

所見 時期は，９世紀中葉に比定される第２０７９号住居跡を掘り込んでいることや出土土器から，９世紀後葉と

考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量

８ 黒 褐 色 ロームブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 灰 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１４ 灰 褐 色 ロームブロック少量

第６３３図 第３０６号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７１７―



第３０８号掘立柱建物跡（第６３４図）

位置 調査区北部のＡ１１ｊ４区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２６８・２２６９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８４°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行

梁行ともに４�２ｍで，面積は１７�６４ｍ２である。柱間寸法は２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に配されている。柱

筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。平面形は，楕円形である。規模は長径４０～１１６�，短径３３～８８�で，深さは１６～５８�であり，

断面形はＵ字形である。底面に乱れがあり，土層はすべて柱抜き取り後の覆土である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量

第６３４図 第３０８号掘立柱建物跡実測図

第３０６号掘立柱竪穴跡出土遺物観察表（第６３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０５７ 土師器 高台付椀 － （２�５）［６�８］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 体部内面ヘラ磨き Ｐ４覆土 １０％

TP６１ 土師器 坏 － （１�９） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形 Ｐ３覆土 ５％ 墨書
「村」カ

―７１８―



遺物出土状況 土師器片４２点（坏１，甕類４１），不明鉄製品１点が各柱穴から出土している。いずれも細片で

図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，９世紀中葉に比定される２２６９号住居跡

を掘り込んでいることから，９世紀後葉と考えられる。

第３０９号掘立柱建物跡（第６３５・６３６図）

位置 調査区北部のＢ１２ｂ２区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２９９号住居跡を掘り込み，第２２９８号住居，第３１１号掘立柱建物，第２９８５・２９８６号土坑に掘り込ま

れている。また，第２９８７号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

第６３５図 第３０９号掘立柱建物跡実測図�

―７１９―



規模と構造 桁行，梁行ともに３間の総柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－９５°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行，

梁行ともに８�１ｍで，面積は６５�６１ｍ２である。柱間寸法は２�７ｍ（９尺）を基調とし，均等に配されている。柱

筋はほぼ揃っている。

柱穴 １６か所。平面形は，隅丸方形で，規模は長軸８８～１３１�，短軸７６～１１４�である。深さは１０～６０�で，断

面形は逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった黒褐色土である。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ

１４・Ｐ１１を除く土層断面からは明瞭に柱抜き取り痕が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。また，

すべての底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐

色土などが互層をなし，強く突き固められている。目立った掘り方の乱れはないが，Ｐ１６の底面からは柱のあ

たりが２か所確認されていることから，柱の立て替えが行われた可能性がある。

遺物出土状況 土師器片１２０点（坏１６，高台付坏１，甕類１０３），須恵器片１８点（坏１２，盤１，蓋１，甕４），不

明鉄製品１点，石器１点（石核）が出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 当該期の大多数を占める側柱式建物とは異なり，総柱式であることや，古墳時代後期の有力者の住居に

比定される第２２９９号住居跡と同位置にある。また，当調査区内において最も大形であることから有力者層の存

在が推測される。柱の立て替えが一部で行われた可能性があり，時期は出土土器や重複関係からから８世紀後

葉以降と考えられる。

第３１０号掘立柱建物跡（第６３７図）

位置 調査区北部のＡ１２ｇ７区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と構造 桁行４間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－０°の南北棟である。規模は，桁行８�４ｍ，梁

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第６３６図 第３０９号掘立柱建物跡実測図�

―７２０―



行４�２ｍで，面積は３５�２８ｍ２である。柱間寸法は２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に配されている。柱筋はほぼ

揃っている。

柱穴 １２か所。平面形は，隅丸方形ないし楕円形で，規模は長軸７６～１１７�，短軸７５～１０８�である。深さは１５

～２５�で，断面形は逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒褐色土である。す

べての土層断面から柱痕跡が明瞭に確認され，推定される柱の太さは１５～２０�である。また，Ｐ４～Ｐ１０・

Ｐ１２からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・黒褐色土が

互層をなし，強く突き固められている。

第６３７図 第３１０号掘立柱建物跡実測図

―７２１―



遺物出土状況 土師器片１２点（坏１，甕類１１），須恵器片２点（甕類）が各柱穴から出土している。いずれも

細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。南には第３１１号掘立柱建物跡があり，本跡と軸

線を揃えて直交している。また，南東にある第３１２号掘立柱建物跡とは軸線を揃えて並列していることから，

一連の建物群として同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第３１１号掘立柱建物跡（第６３８・６３９図）

位置 調査区北部のＢ１２ｂ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第６３８図 第３１１号掘立柱建物跡実測図

―７２２―



重複関係 第２２９９号住居跡，第３０９号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－０°の南北棟である。規模は，桁行７�８ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は２８�０８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�７ｍ（９尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を基調とし，

均等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸７６～１０９�，短軸６８～９４�である。深さは

４２～５２�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当する黒褐色土である。Ｐ４

・Ｐ６を除いた土層断面から明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは１５～２０�である。また，すべて

の底面から柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒

褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片９９点（坏２０，甕類７９），須恵器片１３点（坏１１，甕類２），不明鉄製品１点が各柱穴から

出土している。１０５８はＰ６の覆土から出土している。

所見 規模や構造から穀物などを納めた倉庫と考えられる。北西には第３１０号掘立柱建物跡があり，本跡と軸

線を揃えて並列している。また，東には第３１２号掘立柱建物跡があり，桁行方向が直交していることから，こ

れらは同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第６３９図 第３１１号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック微量

第３１１号住居跡出土遺物観察表（第６３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０５８ 須恵器 盤 ［１５�４］（２�８） － 長石・石英・雲母 灰白 良好 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け Ｐ６覆土 １０％

―７２３―



第３１２号掘立柱建物跡（第６４０図）

位置 調査区北部のＢ１２ｂ７区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第６４０図 第３１２号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７２４―



重複関係 第２３０４・２３０５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８７°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は３０�２４ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�４ｍ（８尺），梁行が２�１ｍ（７尺）であり，

柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形である。規模は長軸８４～１２４�，短軸７４～１０４�で，深さ

は１９～６７�であり，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒

褐色土である。Ｐ１～Ｐ３・Ｐ５・Ｐ６からは柱痕跡が明瞭に確認されており，推定される柱の太さは２５�以

上である。また，Ｐ２・Ｐ７を除いた底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム

土を主体とする褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片８９点（坏５，甕類８４），須恵器片１７点（坏７，甕類１０）が各柱穴から出土している。

１０５９はＰ２の覆土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。北には第３１０号掘立柱建物跡が位置し，本跡と

軸線を揃えている。また，西の第３１１号掘立柱建物跡とは，北桁行方向が北妻と並列していることから，同時

期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第３３３号掘立柱建物跡（第６４１図）

位置 調査区中央部のＣ１２ａ８区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１２７号住居跡，第２３３０号土坑を掘り込み，第２１２６号住居，第２３９１号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 南側の大部分を住居に掘り込まれているが，ピット５か所が確認されている。桁行方向Ｎ－０°

の南北棟と推定される。確認された範囲では，規模は桁行，梁行ともに４�２ｍで，柱間寸法は２�１ｍ（７尺）を

基調としている。

柱穴 ５か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸８５～１００�，短軸５８～７０�である。深さは

１６～３６�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第３層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土

である。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められてい

る。

遺物出土状況 土師器片５点（坏２，甕３）がＰ１・Ｐ２から出土している。いずれも第２１２７号住居跡から流

れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，９世紀前葉に比定される第２１２６号住居に掘り込まれていることから，９世紀前葉以前と考えら

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 ロームブロック微量

第３１２号住居跡出土遺物観察表（第６４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０５９ 須恵器 坏 ［１４�０］ ４�６ ［９�２］ 長石・石英・雲母 浅黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り Ｐ２覆土 ３０％

―７２５―



れる。

第３３７号掘立柱建物跡（第６４２・６４３図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｃ７区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３８掘立柱建物跡，第２８４７号土坑を掘り込み，第３７号方形竪穴遺構，第５２号井戸に掘り込まれて

いる。また，第２８４１・２８４２・２８４５・２８４６号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに３間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１２°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行

７�２ｍ，梁行５�１ｍで，面積は３６�７２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�４ｍ（８尺），梁行が１�５～１�８ｍ（５～６

尺）を基調とし，北妻梁行では東から１�８ｍ（６尺），１�８ｍ（６尺），１�５ｍ（５尺）である。柱筋はＰ２・Ｐ３

を除いてほぼ揃っている。

柱穴 １２か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸１００～１５０�，短軸７０～１１７�である。深さ

は６５～１０２�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・３・３１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの

弱い褐色土・黒褐色土である。また，Ｐ２～Ｐ５・Ｐ９・Ｐ１０の底面からは柱のあたりが確認されている。そ

の他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められてい

る。

第６４１図 第３３３号掘立柱建物跡実測図

―７２６―



第６４２図 第３３７号掘立柱建物跡実測図

―７２７―



遺物出土状況 土師器片３７９点（坏１３，高台付椀１，甕類３６２，甑３），須恵器片６９点（坏３３，蓋１，高盤１，

鉢８，甕類２６），縄文土器片１点が各柱穴から出土している。１０６０はＰ１０，１０６１はＰ７の覆土からそれぞれ出

土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第３５０号掘立柱建物跡（第６４４図）

位置 調査区南部のＤ１２ｄ２区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１６６号住居跡を掘り込み，第２０８１・２０９１号住居，第３９４号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行６�３

ｍ，梁行３�６ｍで，面積は２２�６８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１ｍ（７尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を基調と

し，均等に配されている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸８９～１３０�，短軸６４～９３�である。深さ

は５０～９５�で，断面形は逆台形である。土層は第５層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土である。

Ｐ６の土層断面からは柱痕跡が明瞭に確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。第４・６～２２層は埋

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック・

炭化物少量
３ 黒 褐 色 炭化物中量，ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック・炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物・焼土粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
１６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

１７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１８ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２０ 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
２１ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・焼

土粒子少量
２２ 褐 色 ローム粒子中量
２３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２４ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物少量
２５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
２８ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３０ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量
３１ 褐 色 ローム粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量

第６４３図 第３３７号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第３３７号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６０ 須恵器 坏 ［１３�２］ ４�２ ［７�８］ 長石・石英・雲母 灰白 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
二方向の手持ちヘラ削り Ｐ１０覆土 ４０％ 内面

煤付着

１０６１ 須恵器 坏 ［１６�０］ ３�６ ［９�５］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り Ｐ７覆土 １０％

―７２８―



第６４４図 第３５０号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７２９―



土で，ローム土と粘土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土・灰褐色土が互層をなし，強く突き固められ

ている。第１～３層は，柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片２０３点（坏１２，甕類１９１），須恵器片７９点（坏４８，蓋３，壺１，甕類２７）が各柱穴から

出土している。１０６２はＰ１の覆土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，９世紀後葉に比定される第２０８１号住居

に掘り込まれていることや，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第３５６号掘立柱建物跡（第６４５図）

位置 調査区南部のＤ１１ｆ５区，標高１８�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６３号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８０°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行６�３

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２６�４６ｍ２である。柱間寸法は２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に配されている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸９８～１４６�，短軸８４～１１０�である。深さ

は５０～７５�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・８・２３・２７層が柱抜き取り痕に相当し，やや締

まった褐色土・暗褐色土・黒褐色土である。Ｐ２・Ｐ３以外の柱穴の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，

推定される柱の太さは２０�以上である。また，Ｐ１の底面から柱のあたりが確認されている。第１６～１８層は柱

抜き取り後の覆土である。その他の層は埋土で，ローム土と粘土を主体とした褐色土・灰黄褐色土・にぶい黄

褐色・極暗褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
６ 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量
７ 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
８ 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
９ 褐 色 粘土ブロック少量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１１ 灰 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
１２ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
１４ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量
１６ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１７ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１９ 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
２０ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量
２１ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
２２ 暗 褐 色 粘土ブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量
２ 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロ

ック微量
３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子

微量
７ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量
８ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
９ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量

１１ 極 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１５ 褐 色 ローム粒子少量
１６ 暗 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子微量
１７ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１８ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１９ 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２０ にぶい黄褐色 粘土粒子多量
２１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２２ にぶい黄褐色 粘土ブロック・焼土粒子微量
２３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
２４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量

第３５０号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６２ 須恵器 坏 ［１２�６］ ３�９ ［６�８］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ１覆土 １５％

―７３０―



遺物出土状況 土師器片４８点（坏８，甕類４０），須恵器片８点（坏）が各柱穴から出土している。１０６３はＰ９

の埋土から出土している。

所見 規模や形状から穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，埋土から出土した土器から９世紀前葉と

考えられる。

２５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
２６ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
２７ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
２８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２９ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
３０ 褐 色 粘土粒子少量
３１ 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
３２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３４ 明 褐 色 ローム粒子多量
３５ 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
３６ 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３８ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子

微量
３９ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

第６４５図 第３５６号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７３１―



第３５９号掘立柱建物跡（第６４６図）

位置 調査区南部のＤ１１ｈ２区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

規模と構造 桁行は西側で３間，東側で２間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７°－Ｗの南北棟で

ある。規模は，桁行５�４ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１９�４４ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８～３�０ｍ（６～１０尺），

梁行が１�８ｍ（６尺）を基調とし，西側桁行は１�８ｍ（６尺）の均等に対し，東側桁行では北から２�４ｍ（８尺），３�０

ｍ（１０尺）とばらつきがあるが，柱筋はほぼ揃っている。

第６４６図 第３５９号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第３５６号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６３ 須恵器 坏 ［１１�０］ ３�４ ［７�０］ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り Ｐ９埋土 １０％

―７３２―



柱穴 ９か所。平面形は，楕円形である。規模は長径６４～９６�，短径５８～８４�である。深さは１２～５６�で，断

面形はＵ字形，逆台形，二段掘り込みなど様々である。土層はすべて柱抜き取り後の覆土である。また，Ｐ４

・Ｐ５を除く底面からは柱のあたりが確認されている。

遺物出土状況 土師器片４９点（坏１２，甕類３７），須恵器片１１点（坏５，短頸壺１，甕類５）が各柱穴から出土

している。１０６５はＰ９，１０６４はＰ５の覆土からそれぞれ出土している。

所見 桁行の柱間が異なる不規則な構造を持っていることから，倉庫以外の機能も推測されるが明確ではない。

時期は，出土土器から９世紀中葉以降と考えられる。

第３６１号掘立柱建物跡（第６４７・６４８図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｃ６区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６３号住居跡を掘り込み，第２０７８号住居，第３９７号掘立柱建物に掘り込まれている。また，第２４５５

・２４５６・２４５８・２４６１・２４６９号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は３０�２４ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�４ｍ（８尺），梁行が２�１ｍ（７尺）を基調と

し，均等に配されている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形ないし楕円形で，規模は長軸７６～１０８�，短軸７２～９２�である。深さは５５

～９３�で，断面形は逆台形である。土層は第１～４・９・１０・１８・２１・２７層が柱抜き取り痕に相当し，やや締

まりのある黒褐色土・灰褐色土などである。また，Ｐ１０の底面からは柱のあたりが確認されている。その他

の層は埋土で，ローム土を主体とした粘土混じりの暗褐色土・黒褐色土・灰褐色土が互層をなし，強く突き固

められている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ にぶい褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量
７ にぶい橙色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
８ 黒 色 ロームブロック・粘土ブロック微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量
２ 灰 黄 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化物微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
５ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子少

量，炭化物微量
６ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物・焼

土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量，ロー

ムブロック微量
８ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
９ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック少量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物・焼

土粒子微量
１２ 浅 黄 色 粘土粒子多量，ローム粒子少量

１３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物・粘土ブ
ロック微量

１４ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
１８ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
１９ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２０ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子微量
２１ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２２ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２３ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子微量
２４ 明 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量
２５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
２６ 明褐灰色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
２７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量

第３５９号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６４ 土師器 坏 ［１３�０］（３�５） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部内面ヘラ磨き Ｐ５覆土 ５％

１０６５ 須恵器 坏 ［１２�８］（２�８） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 ロクロ整形 Ｐ９覆土 ５％

―７３３―



第６４７図 第３６１号掘立柱建物跡実測図

―７３４―



遺物出土状況 土師器片１３６点（坏７，蓋１，甕類１２８），須恵器片３４点（坏１２，蓋２，甕類１９，甑１）が各柱

穴から出土している。１０６６はＰ１０の柱抜き取り痕，１０６７はＰ１の覆土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。廃絶時期は，９世紀中葉に比定される第３９７号

掘立柱建物に掘り込まれていることや，柱抜き取り痕から出土した土器から９世紀前葉と考えられる。

第３６２号掘立柱建物跡（第６４９図）

位置 調査区南部のＤ１１ｆ２区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８５°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行

４�２ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１５�１２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１ｍ（７尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を基

調とし，均等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径５１～９８�，短径５０～６４�で，深さは１６～４５�で，掘

り込みは浅く，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第２・５・７～９層は埋土で，ローム土を主体とした

褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片４８点（坏６，甕類４２），須恵器片６点（坏１，蓋１，甕類４），縄文土器片１点が各柱

穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，比較的軽量なものを保管した倉庫と考えられる。時期は，出土土器から９世紀代と考

えられる。

第６４８図 第３６１号掘立柱建物跡出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量

７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
８ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量

第３６１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６６ 須恵器 坏 ［１２�６］ ３�９ ［８�０］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
手持ちヘラ削り Ｐ１０柱抜き取り痕 １０％

１０６７ 須恵器 鉢 ［３３�０］（８�１） － 長石・雲母 灰白 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面横位の平行叩き Ｐ１覆土 ５％

―７３５―



第３６６号掘立柱建物跡（第６５０図）

位置 調査区東部のＣ１３ｈ６区，標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第３６８号掘立柱建物跡を掘り込み，第２０８０号住居，第３９１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－４°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行７�５

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は３１�５ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１～２�７ｍ（７～９尺），梁行が２�１ｍ（７尺）

を基調とし，東側桁行では北から２�７ｍ（９尺），２�７ｍ（９尺），２�１ｍ（７尺）である。

柱穴 ９か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸７６～１２２�，短軸６７～８８�である。深さは

１５～３２�で，断面形は逆台形である。土層は第３・５・７・８層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い極暗

褐色土と黒褐色土である。第１・２・４・６層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒褐色土

が互層をなし，強く突き固められている。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。

第６４９図 第３６２号掘立柱建物跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ にぶい褐色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
６ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量

７ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
８ 極 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック微量

―７３６―



遺物出土状況 土師器片２９点（坏１，甕類２８），須恵器片１３点（坏４，盤２，甕類７），土製品１点（支脚）が

各柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，９世紀後葉に比定される第２０８０号住居

跡に掘り込まれていることや，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第３６７号掘立柱建物跡（第６５１図）

位置 調査区東部のＣ１３ｊ３区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第６５０図 第３６６号掘立柱建物跡実測図

―７３７―



重複関係 第２０８４・２０９４号住居，第２０７８土坑に掘り込まれている。また，第２０９０・２４３５号土坑と重複している

が，新旧関係は不明である。

規模と構造 東西両方向が住居により掘り込まれているため，全体の規模は不明であるが，桁行３間，梁行２

間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８０°－Ｗの東西棟と推定される。規模は，桁行５�４ｍ，梁行４�８ｍで，面積

は２５�９２ｍ２と推定される。確認された範囲では，柱間寸法は桁行が１�８ｍ（６尺），梁行が２�４ｍ（８尺）であ

る。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ６か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸７６～１０３�，短軸６７～８０�である。深さ

は３４～５２�で，断面形は逆台形である。土層は第４・７・１７層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色

土・極暗褐色土・黒褐色土である。第５・６・８～１６層は埋土で，ローム土と粘土を主体とした褐色土・灰褐

色土などが互層をなし，強く突き固められている。

第６５１図 第３６７号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７３８―



遺物出土状況 土師器片４６点（坏６，甕類４０），須恵器片１２点（坏９，高台付坏１，甕類２）が各柱穴から出

土している。１０６８はＰ５の埋土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。構築時期は，重複関係と埋土から出土した土器

から９世紀前葉と考えられる。

第３７６号掘立柱建物跡（第６５２図）

位置 調査区南西部のＤ９ｃ９区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２００７・２０２９・２０３０・２０３１号住居跡，第３７０号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行３間の側柱建物跡で，桁行方向Ｎ－１２°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６�６ｍ，

梁行４�５ｍで，面積は２９�７ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１～２�４ｍ（７～８尺），梁行が１�５（５尺）を基調

とし，東側桁行は北から２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺）である。梁行は１�５ｍ（５尺）ずつ均等

に配されている。

柱穴 １２か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸９０～１１７�，短軸７６～１０５�である。深さ

は７０～１１５�で，断面形は逆台形である。土層は第１～３・１４・１５層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い

褐色土・暗褐色土・黒褐色土である。また，Ｐ１２の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は

埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１５２点（坏１８，甕類１３３，甑１），須恵器片１９点（坏６，瓶１，甕類１２）が各柱穴から

出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北には第３０３号掘立柱建物跡があり，軸

線を揃えて直列していることから，同時期に機能していたものと推測される。時期は，出土土器から９世紀前

葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
２ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
５ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
８ 褐 灰 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物微量
９ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量

１０ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
１１ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
１２ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
１３ にぶい褐色 粘土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
１４ にぶい褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１５ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１６ にぶい褐色 ロームブロック中量
１７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物

微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量

１１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材少量
１５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２０ 褐 色 ロームブロック中量

第３６７号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６８ 須恵器 坏 － （２�９） ７�８ 長石・石英・雲母・微礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ５埋土 ４０％

―７３９―



第６５２図 第３７６号掘立柱建物跡実測図

―７４０―



第３７８号掘立柱建物跡（第６５３図）

位置 調査区南西部のＤ９ｊ６区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２００４・２０２４・２２４２号住居跡を掘り込み，第１２号ピット群，第２００４・２０１９・２６８９・２７１３号土坑に掘

り込まれている。また，第２００７・２０３４・２７１６号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６�０

ｍ，梁行３�９ｍで，面積は２３�４ｍ２である。柱間寸法は１�８～２�１ｍ（６～７尺）を基調とし，東側桁行は北から

２�１ｍ（７尺），２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺），北妻梁行は東から２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺）である。

第６５３図 第３７８号掘立柱建物跡実測図

―７４１―



柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸８２～１２９�，短軸７７～１１４�である。深さは１２～６８�で，断面

形は逆台形である。土層は第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった黒褐色土である。また，Ｐ１・

Ｐ３・Ｐ９・Ｐ１０以外の底面からは柱のあたりが確認されている。第３～９層は埋土で，ローム土を主体とし

た褐色土・暗褐色土・黒褐色土などが互層をなし，強く突き固められている。その他の層は柱抜き取り後の覆

土である。

遺物出土状況 土師器片１８９点（坏４５，甕類１４４），須恵器片７点（坏２，甕類５），不明鉄製品１点が各柱穴か

出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，１０世紀後半に比定される第２２４２号住居

跡を掘り込んでいることや，出土土器から１０世紀後半以降と考えられる。

第３９２号掘立柱建物跡（第６５４図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｉ０区，標高２０ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０９４号住居，第４１１号掘立柱建物，第２０３号溝に掘り込まれている。

規模と構造 北東部を住居跡に掘り込まれているため，全体の規模は不明であるが，桁行３間，梁行２間の側

柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８８°－Ｗの東西棟と推定される。確認された範囲では，規模は桁行７�５ｍ，梁行４�８

ｍで，面積は３６�０ｍ２と推定される。柱間寸法は，桁行が２�４～２�７ｍ（８～９尺），梁行が２�４ｍ（８尺）を基

調とし，南側桁行では東から２�４ｍ（８尺），２�４ｍ（８尺），２�７ｍ（９尺）である。西妻梁行は２�４ｍ（８尺）

ずつ均等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径１００～１２８�，短径９３～１０４�である。深さは５２～６４

�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・６・７・１０層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗

褐色土・黒褐色土・褐灰色土である。また，Ｐ３～Ｐ７の底面からは柱のあたりが確認されている。第２～４

・５・８・９・１１・１２層は埋土で，ローム土を主体とした粘土混じりの褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く

突き固められている。第４層は，粘土ブロックを多量に含むことから，根固めの層と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６６点（坏６，甕類６０），須恵器片２４点（坏１４，瓶１，甕類８，甑１），�片１点が各柱

穴から出土している。１０６９はＰ９の柱抜き取り痕から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。廃絶時期は，９世紀後葉に比定される第２０９４号

住居に掘り込まれていることや，柱抜き取り痕から出土した土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 明 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物微量
４ にぶい褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
６ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量

７ 黒 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
９ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

―７４２―



第６５４図 第３９２号掘立柱建物跡実測図・出土実測図
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第３９３号掘立柱建物跡（第６５５・６５６図）

位置 調査区南部のＤ１２ｃ８区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６２・２０９０号住居跡を掘り込み，第２０８９号住居に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－２°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行４�８ｍで，面積は３４�５６ｍ２である。柱間寸法は２�４ｍ（８尺）を基調としている。

第６５５図 第３９３号掘立柱建物跡実測図�

第３９２号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６９ 土師器 甕 ［２３�４］（５�１） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ内面ヘラナデ Ｐ９柱抜き取り痕 ５％

―７４４―



柱穴 １０か所。平面形は，円形または楕円形で，規模は長径８８～２００�，短径８０～１１６�である。深さは４５～１００

�で，断面形は逆台形である。土層は第４・７・１０・１１・１３層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い明黄褐

色土・暗褐色土・極暗褐色土である。Ｐ１・Ｐ３・Ｐ１０以外の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定

される柱の太さは２０～２５�である。その他の層は埋土で，ローム土と粘土を主体とした褐色土・極暗褐色土・

黒褐色土・灰褐色土などが互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２８５点（坏１４，甕類２７１），須恵器片１２６点（坏３３，高台付坏２，蓋９，盤３，鉢１，甕

類７８）が各柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。また，Ｐ１・Ｐ４・Ｐ６～Ｐ８か

ら炭化米と炭化物が出土している。

所見 規模や形状，柱穴内から炭化米が出土していることから，穀物を納めた倉庫と考えられ，焼失した可能

第６５６図 第３９３号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土

粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，ローム

粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土

ブロック少量
６ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
７ 明 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物微量
８ 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
１２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量
１３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，炭化物微量
１８ 灰 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・粘土粒子微量

―７４５―



性がある。本跡の北東には第４１２号掘立柱建物跡が隣接し，南桁が本跡の北妻と合っており，同時期に機能し

ていたものと推測される。時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第３９４号掘立柱建物跡（第６５７・６５８図）

位置 調査区南部のＤ１２ｄ１区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０８１・２０９１・２１６６号住居跡，第３５０号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 南側が調査区域外に伸びているため全体の規模は不明であるが，桁行３間，梁行２間の側柱式建

物跡で，桁行方向Ｎ－２°－Ｗの南北棟と推定される。規模は，確認された範囲では桁行６�１ｍ以上，梁行５�４

ｍである。柱間寸法は，桁行，梁行ともに２�７ｍ（９尺）を基調としている。

第６５７図 第３９４号掘立柱建物跡実測図
―７４６―



柱穴 ８か所。平面形は楕円形で，規模は長径１０３～１３０�，短径８６～１１６�である。深さは５０～１２２�で，断面

形は逆台形である。土層は第１～６・１４層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い褐色土・黄褐色土・黒色土

である。また，Ｐ５の底面からは柱のあたりが確認されている。第７～１３層は埋土で，ローム土と粘土を主体

とした褐色土・褐灰色土・暗褐色土・黒褐色土などが互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片８５点（坏５，皿５，甕類７５），須恵器片１０１点（坏３４，高台付坏１４，高台付皿５，蓋１４，

甕類３４）のほか，炭化米が各柱穴から出土している。１０７２はＰ６とＰ８の柱抜き取り痕，１０７１はＰ３の覆土，１０７０

・Ｍ２２１はＰ７の覆土，Ｍ２２０はＰ８の覆土，Ｍ２２２はＰ６の柱抜き取り痕からそれぞれ出土している。

所見 規模や形状と炭化米の出土したことから，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，９世紀後葉に

比定される第２０８１号住居跡を掘り込んでいることや，出土土器から９世紀後葉以降と考えられる。

第６５８図 第３９４号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
２ 黒 色 炭化物中量，ロームブロック・粘土ブロック少

量，焼土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 明 黄 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物・ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
８ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量

９ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
１０ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック

・炭化材少量
１２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
１４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化

粒子微量

―７４７―



第３９６号掘立柱建物跡（第６５９・６６０図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｆ０区，標高２１�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

第６５９図 第３９６号掘立柱建物跡実測図�

第３９４号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０７０ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�３ ７�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ７覆土 ２５％

１０７１ 土師器 甕 ［１２�２］（４�０） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ内面ヘラナデ Ｐ３覆土 ５％

１０７２ 須恵器 甕 － （２１�７）１４�８ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部外面縦位の平行叩き下位手持ちヘラ削り内
面当て具痕 底部外縁ヘラ削り

Ｐ６・Ｐ８
柱抜き取り痕 ２５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２２０ 釘 （４�７） １�０ ０�６ （６�１） 鉄 角釘 断面長方形 一部欠損 Ｐ８覆土

Ｍ２２１ 釘 （４�４） ０�４ ０�４ （１�３） 鉄 角釘 断面長方形 先端部残存 Ｐ７覆土

Ｍ２２２ 釘 ８�３ ０�８ ０�８ ８�１ 鉄 角釘 断面長方形 光沢有り Ｐ６柱抜き
取り痕 完形

―７４８―



重複関係 第２０９７号住居跡を掘り込み，第３９９号掘立柱建物に掘り込まれている。また，第２７１７～２７２０号土坑

と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに３間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１０°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行

６�９ｍ，梁行４�５ｍで，面積は３１�０５ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�５～３�０ｍ（５～１０尺），梁行が１�５ｍ（５

尺）を基調とし，東側桁行は北から２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺）であるのに対して，西側桁

行では２�４ｍ（８尺），３�０ｍ（１０尺），１�５ｍ（５尺）とばらつきがある。梁行は１�５ｍ（５尺）で均等に配され

ている。

柱穴 １０か所。平面形は楕円形で，規模は長径６２～１１０�，短径５３～８６�である。深さは１４～５０�で，断面形

は逆台形である。土層はすべて埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・灰褐色土が互層をなし，強

く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片６９点（坏４，甕類６５），須恵器片１２点（坏３，高台付坏１，蓋１，甕類７）のほか，

混入した陶器片２点，瓦片１点が各柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第３９７号掘立柱建物跡（第６６１・６６２図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｅ７区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０６３・２０８８号住居跡，第３６１号掘立柱建物跡，第２５００号土坑を掘り込んでいる。また，第２９０２号

土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－４°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行３�６ｍで，面積は２５�９２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�４ｍ（８尺），梁行が１�８ｍ（６尺）を基調と

している。

第６６０図 第３９６号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 灰 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量
８ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量

９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量
１２ 灰 褐 色 ロームブロック中量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１４ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
１５ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量

―７４９―



柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形を呈しており，規模は長軸８４～１２２�，短軸６８～１１８�である。深さは４４～１０２

�で，断面形はＵ字形や逆台形を呈している。土層は第１・１２～１４・２０～２３層は柱抜き取り痕に相当し，締ま

りの弱い黒褐色土・黒色土である。第２～９・１５～１９・２４層は埋土で，ローム土を主体とした黒褐色土・灰褐

色土などが互層をなし，強く突き固められている。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片６４１点（坏２５，蓋１，甕類６１５），須恵器片１８１点（坏７６，盤６，鉢１，甕類８６，甑１２）

のほか，混入した土師器片２０点，須恵器片１点が出土している。１０７３・１０７４はＰ１０の埋土，１０７６はＰ９の埋

土からそれぞれ出土し，１０７７はＰ１・Ｐ２・Ｐ９・Ｐ１０の埋土から出土した破片が接合したものである。ま

た，１０７５はＰ２の覆土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。構築時期は，埋土から出土した土器から９世紀

中葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ 灰 白 色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
４ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
５ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 粘土ブロック少量
７ 灰 黄 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
９ 灰 黄 色 粘土ブロック中量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量

１３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１４ 黒 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
１５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
１６ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，炭化物微量
１７ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１８ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２０ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
２１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
２２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物微量
２４ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量

第６６１図 第３９７号掘立柱建物跡出土遺物実測図

―７５０―



第６６２図 第３９７号掘立柱建物跡実測図

第３９７号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０７３ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�７［８�０］長石・石英・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り Ｐ１０埋土 １５％

１０７４ 須恵器 坏 － （３�０） ５�４ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ１０埋土 ５０％

―７５１―



第３９９号掘立柱建物跡（第６６３図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｇ０区，標高２１ｍほどの南への緩斜面に位置している。

第６６３図 第３９９号掘立柱建物跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０７５ 土師器 甕 ［２３�８］（４�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ内面ヘラナデ Ｐ２覆土 ５％

１０７６ 土師器 甕 ［２２�８］（３�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部内面ヘラナデ Ｐ９埋土 ５％

１０７７ 須恵器 甑 － （１５�１）１４�２ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き下端手持ちヘラ削り
内面当て具痕・輪積痕 ５孔式

Ｐ１・Ｐ２・Ｐ９
・Ｐ１０埋土 ３０％

―７５２―



重複関係 第３９６号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８７°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行６�９

ｍ，梁行４�８ｍで，面積は３３�１２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１～２�４ｍ（７尺～８尺），梁行は２�１～２�７ｍ

（７～９尺）を基調とし，桁行は東から２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺）である。東妻梁行は北か

ら２�７ｍ（９尺），２�１ｍ（７尺）であるのに対し，西妻梁行は２�４ｍ（８尺）で均等に配され，ばらつきがある。

柱穴 １０か所。平面形は楕円形で，規模は長径７０～１３４�，短径６３～８８�である。深さは１９～４５�で，掘り込

みは浅い。断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった黒褐色土で

ある。また，Ｐ９の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした粘

土混じりの褐色土・灰褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片５１点（坏３，壺１，甕類４７），須恵器片２４点（坏２，蓋３，甕類１９），陶器片３点が各

柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，第３９６号掘立柱建物跡を掘り込んでい

ることや，出土土器から９世紀前葉以降と考えられる。

第４００号掘立柱建物跡（第６６４図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｃ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と構造 耕作による削平で，北側の柱穴が確認できなかったが，桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，

桁行方向Ｎ－８６°－Ｅの東西棟と推定される。規模は，桁行７�２ｍ，梁行４�８ｍで，面積は３４�５６ｍ２である。柱

間寸法は２�４ｍ（８尺）を基調とし，均等に配されて柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ６か所。平面形は，円形または楕円形で，規模は長径７２～９２�，短径６６～８４�である。深さは１０～２８�

で，断面形は逆台形である。土層は第１・４層が柱抜き取り痕に相当し，よく締まった褐色土である。その他

の層は掘り方の埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片９点（甕類），須恵器片１０点（坏７，甕類３），炭化材１点のほか，混入した陶器片１

点，磁器片１点が各柱穴から出土している。１０７８はＰ４の覆土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土した土器から９世紀代と考えられ

る。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック

微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
４ にぶい褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
５ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子少量，焼
土粒子微量

７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
８ 灰 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１０ 灰 褐 色 ローム粒子中量

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

―７５３―



第４０１号掘立柱建物跡（第６６５図）

位置 調査区東部のＣ１４ｇ２区，標高２０ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

重複関係 第２１１０号住居跡を掘り込んでいる

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６�６

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２７�７２ｍ２である。柱間寸法は，桁行，梁行ともに２�１ｍ（７尺）を基調としているが，

第６６４図 第４００号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第４００号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０７８ 須恵器 高盤 － （２�０）［１２�０］長石・石英・雲母 橙 普通 脚部内外面ロクロナデ Ｐ４覆土 ５％

―７５４―



東桁の南間と西桁の中央間が２�４ｍ（８尺）となっている。

柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸６４～８９�，短軸５７～８６�である。深さは１２

～４５�で，断面形は逆台形である。土層は第１～４層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった黒褐色土である。

すべての土層断面から柱痕跡が明瞭に確認され，推定される柱の太さは２０�前後である。また，Ｐ４・Ｐ５・

Ｐ９を除いた底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした粘土混じ

りの暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

第６６５図 第４０１号掘立柱建物跡実測図

―７５５―



遺物出土状況 土師器片５１点（坏９，甕類４２），須恵器片２０点（坏９，蓋１，甕類１０）が各柱穴から出土して

いる。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器から９世紀後半と考えられる。

第４０４号掘立柱建物跡（第６６６・６６７図）

位置 調査区東部のＣ１４ｄ６区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

重複関係 第２２２１号土坑を掘り込み，第４１６号掘立柱建物に掘り込まれている。また，第２２３０号土坑と重複す

るが新旧関係は不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量
８ 黒 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第６６６図 第４０４号掘立柱建物跡実測図

―７５６―



規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１５°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行６�３

ｍ，梁行４�８ｍで，面積は３０�２４ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１ｍ（７尺），梁行が２�４ｍ（８尺）を基調と

し，均等に配されている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形である。規模は長軸９０～１４５�，短軸７０～１１８�であり，

深さは３２～７２�で，断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒

褐色土である。すべての土層断面から明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。また，

Ｐ４・Ｐ６・Ｐ７の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は掘り方の埋土で，ローム土を主体

とした暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 炭化材・ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第６６７図 第４０４号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７５７―



遺物出土状況 土師器片１４０点（坏１，甕類１３９），須恵器片８７点（坏５２，蓋６，高盤２，鉢２，甕類２２，甑３），

鉄滓１点が各柱穴から出土している。１０８１・TP５７はＰ１０の柱抜き取り痕，１０８０はＰ４，Ｍ２２３はＰ１０の埋土

からそれぞれ出土し，１０７９はＰ７の覆土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，埋土から出土した土器から９世紀中葉

と考えられる。

第４０５号掘立柱建物跡（第６６８図）

位置 調査区東部のＢ１４ｊ８区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２４３号土坑に掘り込まれている。また，第２２４４号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－２１°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行

５�４ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２２�６８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�７ｍ（９尺），梁行が２�１ｍ（７尺）を基

調とし，均等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。平面形は楕円形で，規模は長径８５～１０３�，短径６７～８８�である。深さは４２～６７�で，断面形

はＵ字形，逆台形，二段掘り込みである。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった黒褐色土であ

る。すべての土層断面から明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０～３０�以上である。また，Ｐ７

を除く底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした暗褐色土・黒褐

色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片６２点（坏１，甕類６１），須恵器片２６点（坏２４，蓋１，甕１）が各柱穴から出土してい

る。１０８２はＰ６の埋土，１０８３はＰ７の埋土からそれぞれ出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。西には第２１０２号住居跡が隣接し，本跡と軸線を

揃えて並列している。また，南には第４１７号掘立柱建物跡があり，軸線を揃えて並列していることから，これ

らは同時期に機能していたと推測される。構築時期は，埋土から出土した土器から９世紀後葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量

第４０４号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０７９ 須恵器 坏 ［１２�６］（４�１） － 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り Ｐ７覆土

１０８０ 須恵器 高台付坏 － （３�６） ６�６ 長石・石英・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け Ｐ４埋土 ４０％

１０８１ 須恵器 鉢 ［３２�８］（１１�４） － 長石・石英・雲母 灰 良好 口辺部内外面横ナデ 体部外面縦位の平行叩き
内面ヘラナデ・当て具痕

Ｐ１０柱抜き
取り痕 １０％

TP５７ 須恵器 鉢 ［３３�４］（１０�８） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面縦位の平行叩き
内面当て具痕

Ｐ１０柱抜き
取り痕 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２２３ 刀子 （５�４） （１�６） ０�４ （１０�３） 鉄 棟区有り 切先・茎一部欠損 Ｐ１０埋土

―７５８―



第６６８図 第４０５号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第４０５号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６６８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０８２ 須恵器 坏 － （２�６） ７�４ 長石・石英・雲母 灰白 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ６埋土 ２０％

１０８３ 須恵器 坏 － （２�４） ６�１ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ７埋土 １５％

―７５９―



第４０６号掘立柱建物跡（第６６９・６７０図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｉ８区，標高２０ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

重複関係 第４１３号掘立柱建物跡，第２４６５号土坑を掘り込んでいる。また，第２４６４号土坑と重複しているが新

旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－９０°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行５�４

ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１９�４４ｍ２である。柱間寸法は１�８ｍ（６尺）である。

第６６９図 第４０６号掘立柱建物跡実測図

―７６０―



柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸７７～１２２�，短軸７８～１１０�である。深さは３０～６０�で，断面

形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土である。また，

Ｐ１・Ｐ８の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・

暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片８５点（坏４，甕類８１），須恵器片１０１点（坏１８，蓋７，壺３，甕類７２，甑１）が各柱穴

から出土している。１０８４・１０８６はＰ９，１０８５・Ｍ２２４はＰ３，１０８７はＰ２の埋土からそれぞれ出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の南東には第４１２号掘立柱建物跡があり，

軸線を揃えて並列している。時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
５ 褐 色 粘土粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 炭化粒子・粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量

１０ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 極 暗 褐 色 粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 炭化物・粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
１５ 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
１７ 褐 色 粘土粒子中量
１８ 黒 褐 色 粘土粒子微量

第６７０図 第４０６号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第４０６号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０８４ 須恵器 坏 ［１４�０］ ４�７ ［７�２］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切
り後一方向の手持ちヘラ削り Ｐ９埋土 ４０％

１０８５ 須恵器 坏 ［１３�８］ ３�９ ［８�０］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰黄褐 不良 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の手持ちヘラ削り Ｐ３埋土 ４０％

１０８６ 須恵器 高台付坏 － （２�８） ７�４ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 不良 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け Ｐ９埋土 ２５％

１０８７ 土師器 甕 ［１３�８］（８�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ内面ヘラナデ Ｐ２埋土 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２２４ 釘 ６�５ １�４ ０�５ ８�１ 鉄 角釘 断面長方形 Ｐ３埋土

―７６１―



第４０８号掘立柱建物跡（第６７１図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｉ５区，標高２０ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

第６７１図 第４０８号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７６２―



重複関係 第２０８６号住居跡，第３９０・３９８号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８７°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行６�０

ｍ，梁行４�５ｍで，面積は２７�０ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８～２�１ｍ（６～７尺），梁行が２�１～２�４ｍ（７

～８尺）を基調としている。北側桁行では東から２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺），東妻梁行では

北から２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸８２～１２２�，短軸７８～１００�である。深さ

は２８～５４�で，断面形は逆台形である。土層は第１層が柱痕跡に相当し，やや締まった暗褐色土である。Ｐ２

・Ｐ４・Ｐ５を除く土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。また，

Ｐ１・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ７・Ｐ８の底面からは柱のあたりが確認されている。第１０層は，柱抜き取り後の覆土で

ある。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１０７点（坏８，甕類９９），須恵器片５点（坏１，高台付坏１，甕類３）が各柱穴から出

土している。１０８８はＰ１の柱抜き取り痕から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の南には第２０９８号住居跡が隣接し，軸線を

揃えて並列していることから，同時期に機能していたと推測される。廃絶時期は，８世紀後葉に比定されてい

る第３９８号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや， 柱抜き取り痕から出土した土器から９世紀前葉と考えら

れる。

第４０９号掘立柱建物跡（第６７２図）

位置 調査区東部のＣ１４ｂ９区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と構造 東側が調査区域外にのびており，全体の規模は不明であるが，桁行１間以上，梁行２間の側柱式

建物跡で，桁行方向Ｎ－１８°－Ｅの東西棟と推定される。確認された範囲では，規模は桁行２�８ｍ，梁行５�４ｍ

で，柱間寸法は，桁行２�４ｍ（８尺），梁行２�７ｍ（９尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ５か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸７１～１０２�，短軸７０～１００�である。深さは６８～８０�で，断面

形はＵ字形や逆台形である。土層は第１・６層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒色土・黒褐色土であ

る。すべての土層断面からは柱痕跡が明瞭に確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。その他の層は

埋土で，ローム土を主体とした焼土混じりの暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
６ 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量

８ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１１ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量

６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量

第４０８号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０８８ 須恵器 坏 － （２�６）［８�４］ 長石・石英・黒色粒子 灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り Ｐ１柱抜き取り痕 １５％

―７６３―



遺物出土状況 土師器片６４点（坏５，甕類５９），須恵器片５２点（坏２９，蓋１，甕類２２）が各柱穴から出土して

いる。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第６７２図 第４０９号掘立柱建物跡実測図

―７６４―



第４１０号掘立柱建物跡（第６７３図）

位置 調査区東部のＣ１４ａ２区，標高２１ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

重複関係 第２１１３・２１１９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－４°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行５�４

ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２２�６８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８ｍ（６尺），梁行が２�１ｍ（７尺）を基調と

し，均等に配されている。

第６７３図 第４１０号掘立柱建物跡実測図

―７６５―



柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形ないし楕円形で，規模は長軸（径）７６～１６８�，短軸（径）７１～１０７�であ

る。深さは２２～６５�で，断面形は逆台形である。土層は第１層が柱痕跡に相当し，締まりの弱い黒褐色土であ

る。Ｐ９以外の土層断面から明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�前後である。第２～４層は

埋土で，ローム土を主体とした暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。第５・６層は，

柱抜き取り後の覆土である。

遺物出土状況 土師器片１００点（坏５，甕類９５），須恵器片１４点（坏７，甕類６，甑１）が各柱穴から出土して

いる。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫的な建物と考えられる。時期は，出土土器から９世紀前葉と考

えられる。

第４１１号掘立柱建物跡（第６７４・６７５図）

位置 調査区東部のＣ１２ｊ０区，標高２０ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

重複関係 第２０９４号住居跡，第３９２号掘立柱建物跡を掘り込み，第１１５号溝に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８３°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行７�２

ｍ，梁行４�８ｍで，面積は３４�５６ｍ２である。柱間寸法は２�４ｍ（８尺）を基調としている。

柱穴 １０か所。平面形は，隅丸方形または隅丸長方形で，規模は長軸９４～１４０�，短軸８４～１１６�である。深さ

は５０～８４�で，断面形は逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土である。

Ｐ２・４～６・８～１０の土層断面からは明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは２０�以上である。ま

た，Ｐ１・Ｐ３～５・Ｐ７・Ｐ１０の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土

と粘土を主体とした褐色土・暗褐色土・黒色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２００点（坏１５，甕類１８５），須恵器片８８点（坏２７，蓋５，盤１，甕類５４，甑１）のほか，

混入した須恵器片１点，石器２点（�片，石核）も各柱穴から出土している。１０８９～１０９１はＰ９の埋土から出

土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。構築時期は，９世紀後葉に比定される第２０９４号

住居跡を掘り込んでいることや，埋土から出土した土器から９世紀後葉以降と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１５ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１７ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

１８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１９ 暗 褐 色 炭化粒子・粘土粒子微量
２０ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２１ 暗 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２２ 暗 褐 色 粘土粒子少量
２３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
２５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
２６ 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２７ 暗 褐 色 粘土ブロック微量
２８ 暗 褐 色 粘土ブロック少量
２９ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
３０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・粘土ブロック・焼

土粒子微量
３２ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子微量

―７６６―



第６７４図 第４１１号掘立柱建物跡実測図

―７６７―



第４１２号掘立柱建物跡（第６７６図）

位置 調査区南部のＤ１２ａ０区，標高１９ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，Ｎ－８８°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行６�０ｍ，梁行

４�２ｍで，面積は２５�２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８～２�４ｍ（６～８尺），梁行が２�１ｍ（７尺）を基調と

し，北側桁行では，東から２�１ｍ（７尺），２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺）である。柱筋はＰ４・Ｐ７を除いて

ほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は楕円形を呈しており，規模は長径９７～１３０�，短径８１～１１６�である。深さは４５～９０�

で，断面形はＵ字形や逆台形を呈している。土層は第１・２層が柱抜き取り痕に相当し，ローム土を主体とし

た締まりの弱い黒褐色土である。また，Ｐ５・Ｐ６・Ｐ８・Ｐ１０の底面からは柱のあたりが確認されている。

その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・灰褐色土・極暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突

き固められている。

遺物出土状況 土師器片１９９点（坏１２，甕類１８７），須恵器片２５点（坏１１，盤１，甕類１３），石器１点（石鏃）が

各柱穴から出土している。１０９２はＰ９の埋土から出土している。

第６７５図 第４１１号掘立柱建物跡出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量

８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・粘土ブロック微量
９ 灰 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
１０ にぶい褐色 ロームブロック中量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１３ 黒 色 ロームブロック微量

第４１１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０８９ 須恵器 坏 ［１３�２］（４�２） － 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り Ｐ９埋土 １０％

１０９０ 須恵器 長径瓶 － （１２�５） ９�３ 長石・白色粒子 黄灰 良好 体部外面・底部内面自然釉付着 底部回転糸切
り後高台貼り付け Ｐ９埋土 ２０％

１０９１ 土師器 甕 ［１４�４］（１２�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内外面ナデ 体部外面ナデ下位手持ちヘ
ラ削り内面ナデ Ｐ９埋土 ２５％

―７６８―



所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北西には第４０６号掘立柱建物跡，南西に

は第３９３号掘立柱建物跡が隣接し，本跡の南桁と第３９３号掘立柱建物跡の北妻が直交しており，同時期に機能し

ていたものと推測される。時期は，埋土から出土した土器から９世紀後葉に構築されたものと考えられる。

第６７６図 第４１２号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７６９―



第４１３号掘立柱建物跡（第６７７・６７８図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｉ８区，標高２０ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

重複関係 第４０６号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－８８°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行５�７

ｍ，梁行３�９ｍで，面積は２２�２３ｍ２である。柱間寸法は１�８～２�１ｍ（６～７尺）を基調とし，桁行は東から１�８

ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺），東側梁行は北から２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺）である。柱筋はほ

ぼ揃っている。

第６７７図 第４１３号掘立柱建物跡実測図�

第４１２号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０９２ 須恵器 坏 － （２�０）［８�０］ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り Ｐ９埋土 ５％

―７７０―



柱穴 １０か所。平面形は隅丸方形で，規模は長軸９１～１２２�，短軸８３～１０４�である。深さは３０～６２�で，断面

形はＵ字形や逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土である。また，Ｐ

１０の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，粘土を主体とした褐色土・暗褐色土が

互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片５５点（坏２，甕類５３），須恵器片２６点（坏２，蓋２，甕類２２）が各柱穴から出土して

いる。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，出土土器から９世紀前半と考えられる。

第４１４号掘立柱建物跡（第６７９図）

位置 調査区東部のＣ１４ｃ５区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－３０°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行

４�５ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１６�２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�１～２�４ｍ（７～８尺），梁行が１�８ｍ（６

尺）を基調とし，東側桁行では北から２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺）であり，西側桁行は不揃いでＰ２・Ｐ６

・Ｐ７がずれている。

柱穴 ８か所。平面形は隅丸方形ないし楕円形で，規模は長軸６６～１２０�，短軸６２～８５�である。深さは３７～

４８�で，断面形は逆台形である。土層は第４層が柱痕跡に相当し，締まりの弱い黒褐色土である。Ｐ５・Ｐ７

の土層断面からは柱痕跡が確認されている。その他の層は掘り方の埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗

褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片５点（坏１，甕類４）がＰ４・Ｐ５から出土している。いずれも細片で図示できるも

のはない。

第６７８図 第４１３号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

４ 褐 色 粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 粘土粒子中量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

―７７１―



所見 規模や形状から，穀物などを納めた小規模の倉庫と考えられる。本跡の南には第２１０３号住居跡があり，

軸線を揃えて並列していることから，同時期に機能していたものと考えられる。時期は，出土土器から９世紀

後葉と考えられる。

第４１６号掘立柱建物跡（第６８０図）

位置 調査区東部のＣ１４ｅ７区，標高１９�５ｍほどの南への緩斜面部に位置している。

重複関係 第４０４号掘立柱建物跡，第２２６８号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１６°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行

４�８ｍ，梁行４�２ｍで，面積は２０�１６ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�４ｍ（７尺），梁行が２�１ｍ（７尺）を基

調とし，均等に配されている。

柱穴 ８か所。平面形は，楕円形で，規模は長径６４～１０６�，短径６３～１０２�である。深さは３５～６８�で，断面

形はＵ字形や逆台形である。土層は第８・９層が埋土で，ローム土を主体とした暗褐色土・黒褐色土が強く突

き固められている。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。

第６７９図 第４１４号掘立柱建物跡実測図

―７７２―



遺物出土状況 土師器片１６点（坏３，甕類１３），須恵器片７点（坏４，甕類３）がＰ２・Ｐ７から出土してい

る。１０９３・TP５８はＰ２の覆土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。時期は，９世紀後葉に比定される第４０４号掘立

柱建物跡に掘り込まれていることや，出土土器から９世紀後葉で第４０４号掘立柱建物跡よりも新しい時期と考

えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化材少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 炭化材・ローム粒子少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第６８０図 第４１６号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７７３―



第４１７号掘立柱建物跡（第６８１・６８２図）

位置 調査区東部のＣ１４ｂ７区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２５０号土坑にを掘り込まれている。また，第２２７４号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１４°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行

４�２ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１５�１２ｍ２である。柱間寸法は，桁行２�１ｍ（７尺），梁行１�８ｍ（６尺）を基調と

し，均等に配されている。柱筋はほぼ揃っている。

第６８１図 第４１７号掘立柱建物跡実測図

第４１６号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０９３ 土師器 小型甕［１１�０］（５�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ナデ内面ヘラナデ Ｐ２埋土 ５％

TP５８ 須恵器 甕 － （３�７） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部外面格子状の叩き 内面当て具痕 Ｐ２埋土 ５％

―７７４―



柱穴 ８か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径６６～７８�，短径６２～７２�である。深さは６０～８５�で，

断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第１層が柱痕跡に相当し，締まりのある黒褐色土である。すべての柱

穴から柱痕跡が明瞭に確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした暗褐色土や黒褐色土が互

層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片２２点（坏１，甕類２１），須恵器片１１点（坏７，高台付坏１，蓋１，盤２）が各柱穴か

ら出土している。１０９４・１０９５はＰ３の埋土から出土している。

所見 規模や形状から穀物などを納めた倉庫と考えられる。本跡の北には第４０５号掘立柱建物跡があり，軸線

を揃えて直列していることから，同時期に機能していたものと推測される。構築時期は，埋土から出土した土

器から９世紀後葉と考えられる。

第４１９号掘立柱建物跡（第６８３・６８４図）

位置 調査区東部のＢ１３ｊ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１４３号住居跡，第４２１号掘立柱建物跡を掘り込み，第２２８２号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行６�０

ｍ，梁行３�９ｍで，面積は２３�４ｍ２である。柱間寸法は１�８～２�１ｍ（６～７尺）を基調とし，東側桁行は北から

２�１ｍ（７尺），２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺）であるのに対して，西側桁行では２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺），２�１

ｍ（７尺）とばらつきがある。北妻梁行は東から１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺）である。柱筋はＰ３を除いて

ほぼ揃っている。

柱穴 １１か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径４７～１０５�，短径４２～９９�である。深さは１８～５７�

で，断面形は逆台形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった黒褐色土である。また，Ｐ

４・Ｐ６・Ｐ７・Ｐ８の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とし

た褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 炭化材・ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６８２図 第４１７号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第４１７号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０９４ 須恵器 坏 ［１４�８］（４�７） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り Ｐ３埋土 １０％

１０９５ 須恵器 鉢 ［４１�４］（７�０） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面格子状の叩き内
面輪積痕 Ｐ３埋土 ５％

―７７５―



遺物出土状況 土師器片１００点（甕類），須恵器片２６点（坏２０，蓋１，盤１，甕類３，甑１）が各柱穴から出土

している。１０９６はＰ６の埋土から出土している。

所見 規模や形状から，穀物などを納めた倉庫と考えられる。西側には第２１１８・２１２０号住居跡が隣接している

ことから，同時期に機能していたものと推測される。構築時期は，埋土から出土した土器から９世紀前葉～中

葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 炭化材・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

８ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量
１１ 褐 色 ロームブロック中量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第６８３図 第４１９号掘立柱建物跡実測図

―７７６―



第４２０号掘立柱建物跡（第６８５・６８６図）

位置 調査区東部のＣ１３ｆ２区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第６８４図 第４１９号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第６８５図 第４２０号掘立柱建物跡実測図

第４１９号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０９６ 土師器 甕 ［２２�８］（２�７） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内外面横ナデ Ｐ６埋土 ５％

―７７７―



重複関係 第２０６６・２０８５号住居跡，第４１８号掘立柱建物跡を掘り込み，第１１５号溝に掘り込まれている。また，

第２０８７・２０９４号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７７°－Ｗの南北棟である。桁行７�８ｍ，梁行

は４�８ｍで，面積は３７�４４ｍ２である。柱間寸法は，桁行が２�４～３�０ｍ（８～１０尺），梁行が２�４ｍ（８尺）を基

調とし，東桁間は３�０ｍ（１０尺）である。また，東桁行１間の梁行間に掘方が検出されており，東１間と西１

間の構造が異なる可能性がある。

柱穴 １１か所。平面形はおおむね隅丸方形で，規模は長軸６２～８８�，短軸５６～８０�である。深さは２０～５４�で，

断面形は逆台形である。土層は第１・１０層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった黒褐色土である。また，Ｐ

２・Ｐ９・Ｐ１０を除いた底面からは柱のあたりが確認されている。第２～９層は埋土で，ローム土を主体とし

た褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片３０点（坏３，甕類２７），須恵器片９点（坏５，甕類４）が各柱穴から出土している。

１０９７はＰ２とＰ４の埋土から出土している。

所見 当該期の大半を占めている側柱式建物と異なり，庇が付属していることから，屋として機能していた建

物と考えられる。時期は，出土土器から９世紀中葉以降と考えられる。

第６８６図 第４２０号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子中量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第４２０号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０９７ 須恵器 坏 ［１３�６］ ３�９ ５�４ 長石・石英・雲母・微礫 灰白 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り Ｐ４埋土 ６０％

―７７８―



� 溝跡

第１１４号溝跡（第６８７図）

位置 調査区北西部から西部のＡ９ｈ９～Ｃ９ａ８区， 標高２１�５～２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０１８・２０５６・２１６３号住居跡，第３０７３号土坑を掘り込んでいる。

第６８７図 第１１４号溝跡・出土遺物実測図

―７７９―



規模と形状 本跡の南北は調査区域外に延びているため，全容は不明である。Ｎ－４°－Ｅの方向に直線的に

延び，確認できた長さは５１�０２ｍ，上幅２２～１２２�，下幅１２～６０�，深さ１２～６８�である。断面は逆台形で，壁

は外傾して立ち上がっている。

覆土 １４層に分けられる。第１３・１４層はレンズ状に堆積する自然堆積であるが，その他はブロック状の堆積状

況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２０１点（坏１８，甕類１８３），須恵器片７７点（坏２，短頸壺５７，長頸壺１，甕類１７），鉄製

品１点（不明），灰釉陶器片１点が出土している。その他，混入した陶器片１点，磁器片１点も出土している。

１０９９は覆土中層，１０９８は覆土からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器と重複関係から８世紀後葉から９世紀前葉と考えられる。第１２０号溝跡と規模や形状

が近似しており，同じ時期に区画的な機能を有していたと想定される。

第１２０号溝跡（第６８８図）

位置 調査区北西部から北東部のＡ１０ｃ５～Ｂ１４ａ３区，標高２２ｍ～２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１４５・２１４６・２２９４・２３０１・２３０２号住居跡を掘り込み，第２９８１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－７０°－Ｗの方向に直線的に延び，Ａ１２ｊ０区で一端途切れ，再びＡ１３ｊ１区からＮ－８７°－Ｗ

の方向に直線的に延びている。本跡の東西は調査区域外に延びているため，全容は不明である。確認できた長

さは１５０�７９ｍ，上幅５８～１２８�，下幅２２～７２�，深さ１０～７９�である。断面は逆台形で，壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土 ２６層に分かれる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量

８ 黒 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
１１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１４ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量，焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

１４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１５ 褐 色 ローム粒子多量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２３ 褐 色 ローム粒子中量
２４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２６ 灰 褐 色 ローム粒子中量

第１１４号溝跡出土遺物観察表（第６８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０９８ 須恵器 坏 － （１�１） ６�６ 長石・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後多方向のヘラ削り 覆土 １０％

１０９９ 須恵器 短頸壺 － （３０�８）２０�０ 長石・雲母 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 下端ヘラ削り 内面
当て具痕 覆土中層 ５０％

―７８０―



遺物出土状況 土師器片１５８８点（坏１２２，高坏７，壺１，甕類１４５６，ミニチュア土器１，手捏土器１），須恵器

片１８１点（坏５７，高台付坏３，盤２，蓋２，鉢３，甕類１１４），粘土塊１点，土製品１点（支脚），石器１点（砥

石）が出土している。その他，混入した陶器片３点，磁器片５点も出土している。１１００は覆土上層，１１０４は覆

土下層，１１０１・１１０２・１１０３は覆土からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器と重複関係から８世紀後葉から９世紀前葉と考えられる。第１１４号溝跡と規模や形状

が近似しており，同じ時期に区画的な機能を有していたと想定される。

� 井戸跡

第５７号井戸跡（第６８９図）

位置 調査区北西部のＡ１０ｄ９区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第６８８図 第１２０号溝跡・出土遺物実測図

第１２０号溝跡出土遺物観察表（第６８８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１００ 須恵器 坏 １２�７ ４�０ ９�０ 長石・石英 灰 良好 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後多
方向のヘラ削り 覆土上層 ８０％

１１０１ 須恵器 高台付坏 － （２�６） ７�３ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土 ３０％

１１０２ 須恵器 高台付坏 － （２�３）［７�８］ 長石・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土 ２０％

１１０３ 須恵器 盤 ［１８�８］ ３�８ ［９�８］ 長石・石英・雲母 褐灰 良好 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 覆土 １０％

１１０４ 須恵器 蓋 ［１３�８］（２�８） － 石英・長石・雲母 灰白 良好 天井部右回りの回転ヘラ削り 覆土下層 １０％

―７８１―



重複関係 第２２６６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�０３ｍ，短径１�７２ｍの楕円形である。第２２６６号住居跡の床面から円筒状に掘り下げている。

深さ０�８０ｍほどに達した時点で水が湧出したため，下部の調査を断念した。また，井戸の周辺は深さ１０�掘り

くぼめられており，井戸を掘る際に足場として利用された可能性がある。

覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックが含まれ，ブロック状に堆積していることから人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２０点（坏２，甕類１８），須恵器片１５点（坏１０，蓋１，甕類４）が出土している。１１０５

～１１０７は，いずれも覆土中から出土しており，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 素掘りの構造である。廃絶時期は重複関係や出土土器から，９世紀後半と考えられ，比較的短い期間で

廃棄された井戸と想定される。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
６ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第６８９図 第５７号井戸跡・出土遺物実測図

第５７号井戸跡出土遺物観察表（第６８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１０５ 須恵器 蓋 ［１４�０］（２�１） － 長石・石英・雲母 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土 １０％

１１０６ 土師器 甕 ［１９�０］（５�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内外面ヘラナデ 覆土 ５％

１１０７ 須恵器 甕 ［１７�０］（４�５） － 長石・雲母 黄灰 普通 体部外面ロクロナデ 内面ナデ 覆土 ５％

―７８２―



� 土坑

第２０６４号土坑（第６９０図）

位置 調査区南部のＤ１２ｄ３区，標高１８ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０９６号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長径０�４７ｍ，短径０�４５ｍの円形で，長径方向はＮ－２°－Ｅである。深さは１４�で，底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４点（坏３，甕類１１），須恵器片１点（坏），土師質土器片１点（小皿）が出土してい

る。１１０８は覆土中から出土している。

所見 時期は，重複関係や出土土器から９世紀中葉と考えられる。性格は不明である。

第２２３３号土坑（第６９１図）

位置 調査区南東部のＤ１４ａ２区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�４６ｍ，短径０�６０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３１°－Ｅである。深さは２０�で，底面は平

坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。また，南壁際の底面から炭化材が確認されている。

覆土 ３層に分けられる。レンズ状に堆積しているが，１・２層に炭化材が，３層に粘土が含まれているため，

人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２７点（甕類），須恵器片２点（高盤，甕類）が出土している。１１０９は南壁際の底面，

TP５９は北壁部の底面からそれぞれ破損した状態で出土している。また，TP６０は覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。炭化材が多く確認され，底面付近に粘土が貼られてい

ることから，粘土貼り土坑と考えられる。また，土坑内で有機物を燃やしたと想定できるが，用途については

不明である。

土層解説
１ にぶい褐色 粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量

第６９０図 第２０６４号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 炭化材中量，ローム粒子・焼土粒子少量

３ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量

第２０６４号土坑遺物観察表（第６９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１０８ 須恵器 坏 ［１３�４］（４�３） － 長石・雲母 橙 普通 体部内外面ロクロナデ 体部回転ヘラ削り 体
部内面ナデ 覆土 １０％

―７８３―



第２３５１号土坑（第６９２図）

位置 調査区北東部のＡ１３ｈ４区，標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１３４号住居跡を掘り込んでおり，北部は調査区域外のため確認されていない。

規模と形状 調査区域外に延びているため，南北軸１�１８ｍ，東西軸０�８０ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－０°

である。深さは４８�で，底面は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状に堆積した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器（坏）１点が出土している。１１１０は南部の覆土第２層と第３層の境目から正位の状態で

出土しており，口辺部の内外面に油煙が付着している。

所見 時期は，重複関係や出土土器から１０世紀後半と考えられる。性格は，土坑の形状から墓壙である可能性

が考えられる。

第６９１図 第２２３３号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２２３３号土坑遺物観察表（第６９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１０９ 須恵器 坏 － （２�３）［９�２］ 長石・雲母 にぶい黄 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘラ削り 底面 ３０％

TP５９ 須恵器 甕 － （９�７） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面斜位平行叩き 内面ナデ 熱を受けている 底面

TP６０ 須恵器 甕 － （６�８） － 長石・雲母・礫 灰白 普通 体部外面縦位平行叩き 内面ナデ 覆土

―７８４―



第２５００号土坑（第６９３・６９４図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｃ７区，標高１８ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０８８号住居跡を掘り込み，第３９７号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�６０ｍ，短軸１�０２ｍの不整楕円形で，長軸方向はＮ－７０°－Ｗである。深さは６６�で，底面

は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。各層にロームブロックやブロック状に堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４８点（坏７，高坏１，甕類３９，甑１），須恵器片１４点（甕類），灰釉陶器片１点（蓋）

が出土している。１１１２は南壁際の覆土上層から破損した状態で出土し，１１１１は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から９世紀前葉と考えられる。性格は不明である。

第６９２図 第２３５１号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量

４ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量
５ にぶい褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量

第６９３図 第２５００号土坑・出土遺物実測図

第２３５１号土坑遺物観察表（第６９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１０ 土師器 坏 １０�８ ４�４ ７�１ 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通
体部外面・底部ヘラ削り後ヘラ磨き 体部内面
から内底までヘラ磨き 口辺部外面から体部内
面にかけて油煙付着

覆土下層
１００％
油煙付着

―７８５―



第２５７８号土坑（第６９５・６９６図）

位置 調査区南西部のＤ１０ａ９区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１６９・２１８２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�８８ｍ，短軸１�６０ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－９０°－Ｅである。深さは４２�で，底面

は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

第６９４図 第２５００号土坑出土遺物実測図

第６９５図 第２５７８号土坑実測図

第２５００号土坑遺物観察表（第６９３・６９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１１ 須恵器 蓋 ［８�１］ ２�７ － 長石 灰オリーブ 普通 天井部外面自然釉付着 かえり貼り付け つまみ
擬宝珠状を呈す つまみ高１�０� つまみ径１�６� 覆土 ２０％

１１１２ 須恵器 甕 １９�２（２８�８） － 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面縦位平行叩き 内面ヘラナデ 当具痕 輪積痕 覆土上層 ６０％

―７８６―



覆土 ３層に分けられる。焼土や炭化物が各層に含まれていることから，人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０２点（坏１，甕類１００，甑１），須恵器片５点（坏１，蓋２，盤１，甕１）が出土し

ている。１１１３は覆土下層から底面にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から９世紀中葉以降と考えられる。性格は不明である。

第２７５８号土坑（第６９７図）

位置 調査区南西部のＤ９ｇ９区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�１８ｍ，短径１�０４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７０°－Ｅである。深さは３２�で，底面は皿

状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層であり，堆積が薄いため詳細は不明である。

遺物出土状況 土師器片６点（坏３，高台付椀１，甕類２）が出土している。１１１４は中央部の底面から破損し

た状態で出土している。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，粘土
粒子微量

第６９６図 第２５７８号土坑出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量

第２５７８号土坑遺物観察表（第６９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１３ 須恵器 甑 ［３４�０］２８�７［１７�６］長石・雲母 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 体部下端ヘラ削り
体部内面ヘラナデ・指ナデ 当具痕 覆土下層～底面 ４０％

―７８７―



所見 時期は，出土土器や重複関係から１０世紀後半と考えられる。性格は不明である。

第６９７図 第２７５８号土坑・出土遺物実測図

第２７５８号土坑遺物観察表（第６９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１４ 土師器
高台
付椀

［１５�１］（４�３） －
長石・赤色粒
子

にぶい
黄橙

普通
体部外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 底部
ヘラ切り後高台貼り付け 体部内面・内底ヘラ
磨き 内面黒色処理

覆土下層 ６０％

表８ 平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 時期

主柱穴 出入口ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

２００５ Ｅ９ｂ４ Ｎ－１０°－Ｗ 方形 ４�５４×４�３５ ２５～３５ 平坦 全周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
石製品，鉄器・鉄製品 ９世紀中葉

２００６ Ｅ９ａ４ Ｎ－６１°－Ｅ 長方形 ３�１２×２�４８ １２～１４ 平坦 － － － １ 竈１ － 人為 土師器片 １０世紀後半～
１１世紀前半

２０１４ Ｅ９ｃ５ Ｎ－６３°－Ｅ 長方形 ３�６６×３�１６ １５～２６ 平坦 全周 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，石器 １１世紀後半

２０３３ Ｄ９ｇ０ Ｎ－２７°－Ｗ 長方形 ４�１３×３�３３ １０～１５ 平坦 半周 － １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 １０世紀前半以前

２０４３ Ｄ１０ｅ４ Ｎ－１０°－Ｗ 方形 ６�２７×６�１０ ２０～５５ 平坦 ほぼ全周 ４ ２ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器 ９世紀前葉

２０４６ Ｂ１０ｈ２ Ｎ－５°－Ｗ 方形 ３�８１×３�５０ ５～２０ 平坦 － ２ １ ３ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，石器，鉄製品 ９世紀代

２０５４ Ｂ９ｃ７ Ｎ－８°－Ｅ 方形 ３�４５×３�２８ ３７～４２ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ９世紀中葉

２０５５ Ｂ９ｄ７ Ｎ－１９°－Ｅ 方形 ２�７９×２�５５ １８～２５ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 １０世紀前半

２０５８ Ｂ１０ｇ３ Ｎ－９°－Ｗ 長方形 ４�６６×４�１２ ２８～３５ 平坦 全周 ４ １ ３ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器 ９世紀前葉

２０５９ Ｂ１０ｈ５ Ｎ－１°－Ｗ 方形 ４�６４×４�５５ ４～１４ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品 ９世紀前葉

２０６０ Ｂ１０ｊ６ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ３�７８×３�６４ ９～１４ 平坦 － － １ ３ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉以前

２０６５ Ｃ１３ｊ５ Ｎ－９°－Ｗ 長方形 ７�８０×６�３６ ８～６８ 平坦 全周 ４ １ ４ 竈１ － 自然・
人為

土師器片，須恵器片，灰釉陶器片，
土製品，石製品，鉄器・鉄製品 ９世紀前葉

２０７１ Ｂ１２ｉ３ Ｎ－１２°－Ｅ 方形 ４�４５×４�１８ ７～１３ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，石製品 ９世紀中葉

２０７８ Ｄ１３ｂ５ Ｎ－５°－Ｗ 方形 ４�９０×４�５０ ２０～４０ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄滓 ９世紀中葉～後葉

２０７９ Ｃ１３ｈ４ Ｎ－１°－Ｅ 方形 ３�６６×３�５５ ２５～３８ 平坦 全周 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器 ９世紀中葉

２０８０ Ｃ１３ｉ６ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ３�４６×３�２４ ２６～４０ 平坦 － － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰釉陶
器片，土製品，石器，鉄製品 ９世紀後葉

２０８１ Ｄ１２ｃ１ Ｎ－７８°－Ｅ 方形 ３�２４×３�２２ ２０～４４ 平坦 全周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
土製品，石器・石製品 ９世紀後葉

２０８４ Ｃ１３ｊ４ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ４�８５×４�５０ ３８～４８ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，灰
釉陶器片，銅製品，鉄滓 ９世紀後葉

２０８５ Ｃ１３ｈ３ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ６�８０×６�４６ ８～４８ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，灰釉陶器片，土
製品，石器・石製品，鉄器・鉄製品 ９世紀前葉

２０８７ Ｄ１３ｂ３ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ４�１８×４�１５ ２７～５５ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，鉄製品 ９世紀中葉

２０８９ Ｄ１２ｂ７ Ｎ－１３°－Ｅ 方形 ３�２７×３�１０ １６～３５ 平坦 ほぼ全周 － １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，石器 ９世紀後葉以降

―７８８―



番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 時期

主柱穴 出入口ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

２０９０ Ｄ１２ｃ８ Ｎ－３°－Ｅ 方形 ６�２０×５�９６ ４０～８５ 平坦 全周 ４ ２ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
石製品，鉄器・鉄製品 ９世紀前葉

２０９１ Ｄ１２ｅ２ Ｎ－６°－Ｗ － ３�４４×３�４２ １８～２２ 傾斜（全周） － － － 竈１ － 自然・
人為

土師器片，須恵器片，
石製品，鉄製品 ９世紀中葉

２０９４ Ｃ１３ｉ２ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ５�３０×５�２８ ４０～４８ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰
釉陶器片，石器・石製品 ９世紀後葉

２０９６ Ｄ１２ｅ３ Ｎ－１°－Ｗ ［方形］ ３�７１×［２�９２］ １５ 平坦 一部 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 １０世紀前半

２０９８ Ｄ１２ｂ５ Ｎ－９１°－Ｅ 方形 ６�８５×６�３８ ３５～４３ 平坦 半周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品 ９世紀前葉

２１００ Ｄ１２ａ９ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ３�０３×３�００ １２～１８ 傾斜 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ９世紀後葉

２１０１ Ｄ１４ｂ２ Ｎ－１９°－Ｗ 長方形 ３�１３×２�８５ １２～１８ 平坦 － ２ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２１０２ Ｂ１４ｊ５ Ｎ－２２°－Ｅ 方形 ５�１１×４�６９ １１～４１ 傾斜 半周 ４ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，石器 ９世紀後葉

２１０３ Ｃ１４ｅ４ Ｎ－２５°－Ｅ 長方形 ３�１６×２�６８ ５～１１ 平坦 － ２ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄器 ９世紀後葉

２１０６ Ｂ１４ｊ４ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 ６�６０×４�５６ １６～３０ 傾斜 － ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 ９世紀中葉

２１１０ Ｃ１４ｇ３ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ３�８５ １６～２４ 平坦 － １ － １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ９世紀代

２１１１ Ｃ１４ｆ４ Ｎ－２４°－Ｅ 方形 ３�１８×３�１２ ６～１５ 平坦 一部 ２ １ ４ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 ９世紀中葉

２１１２ Ｃ１４ｂ４ Ｎ－１５°－Ｅ 方形 ４�１６×３�７２ ３～２０ 傾斜 － － １ ３ 竈１
炉２ － 自然 土師器片，須恵器

片，石製品，鉄滓 ９世紀後葉

２１１５ Ｃ１４ａ４ Ｎ－１６°－Ｅ － ６�０６×５�７６ ４～３１ 平坦 半周 ２ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２１１７ Ｂ１３ｈ２ Ｎ－４°－Ｗ 方形 ２�５１×２�４５ ２２～３０ 平坦 ほぼ全周 － １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品 ９世紀後葉

２１１８ Ｂ１３ｉ３ Ｎ－９°－Ｅ 方形 ４�３５×４�２５ １５～２８ 平坦 ほぼ全周 ４ １ １ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器片，灰
釉陶器片，石器，鉄器 ９世紀前葉

２１２０ Ｂ１３ｊ３ Ｎ－５°－Ｅ 方形 ４�４６×４�４４ ３９～４８ 平坦 全周 ４ １ ５ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
石器，鉄器・鉄製品 ９世紀前葉

２１２１ Ｂ１２ｆ６ Ｎ－１１°－Ｅ 方形 ３�６３ ５～１０ 平坦 全周 ４ ２ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰釉陶
器片，土製品，石器，鉄器 ９世紀前葉

２１２６ Ｃ１２ａ８ Ｎ－４°－Ｗ 長方形 ３�６５×３�０８ ５～８ 平坦 － ４ － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２１２９ Ｂ１３ｈ４ Ｎ－６°－Ｅ 長方形 ３�６６×３�２１ １２ 平坦 半周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 ９世紀後葉

２１３５ Ａ１３ｉ７ － － （３�７１×１�５５）１５～１８ 平坦（全周） ２ １ １ － － 自然 土師器片，須恵器
片 ９世紀後半

２１３６ Ｂ１４ｄ８ － － （２�８２×０�６４）３４～４０ 平坦 全周 － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２１３９ Ｂ１４ｂ２ Ｎ－１８°－Ｅ － （３�１６×２�５２）２８～５４ 平坦 全周 ３ － ３ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄器 ９世紀前葉

２１４４ Ａ１３ｉ６ － 長方形 （４�５４×４�４４） － 平坦 半周 － １ １ － － 不明 ９世紀後半以前

２１４８ Ｂ１２ｈ０ － 方形 ［４�６８×４�６８］ － 平坦 － １ － ４ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ９世紀代

２１５０ Ｃ１２ｂ１ Ｎ－１°－Ｗ 長方形 ７�１２×６�４０ １７～５５ 平坦 一部 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，灰釉陶
器片，鉄器・鉄製品，貨幣 ９世紀前葉

２１５５ Ｂ１２ｊ３ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ３�５０×３�４９ １８～２１ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２１６９ Ｄ１０ａ９ Ｎ－２°－Ｗ 方形 ４�１０×４�０４ ２６～５０ 平坦 全周 ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２１８２ Ｄ１０ａ９ Ｎ－１０°－Ｗ ［方形］［３�６５］×３�６０ ５～１８ 平坦 － － － １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ９世紀中葉

２１８３ Ｅ１０ａ１ Ｎ－２４°－Ｅ 方形 ３�７９ ４２～６４ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
土製品，鉄器，鉄滓 ９世紀中葉

２１８６ Ｄ１０ｇ８ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ５�０２×４�６６ ３４～６４ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ９世紀前葉

２１８９ Ｅ９ｃ０ Ｎ－６５°－Ｅ 長方形 ４�２８×３�２４ ５～２０ 平坦（全周） ４ １ ２ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，土製品 １０世紀前半

２２０１ Ａ１１ｈ２ Ｎ－１３°－Ｅ 方形 ４�６５×４�５０ ２０～３５ 平坦 全周 ４ １ ４ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，石製品，鉄器 ９世紀前葉

２２１１ Ｂ１２ｅ５ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ４�５０×４�４８ １５～１８ 平坦 ほぼ全周 ４ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品 ９世紀中葉

２２１２ Ｄ１１ｉ４ Ｎ－８０°－Ｅ 方形 ３�１２×２�９２ ３４～７３ 平坦 － － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ９世紀中葉

２２４２ Ｅ９ａ７ Ｎ－６１°－Ｅ 方形 ３�７９×３�６３ ２８ 平坦 － － － － 竈１ － 自然 土師器片 １０世紀後半

２２５５ Ａ１０ｉ３ Ｎ－９°－Ｅ 方形 ３�７０×３�６５ ４１～４９ 平坦 全周 ２ １ ２ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄器 ９世紀前葉

２２５９ Ａ１１ｈ３ Ｎ－９°－Ｅ 方形 ４�６９×４�５４ ２２～３０ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰釉陶
器片，石器，鉄器・鉄製品 ９世紀前葉

２２６６ Ａ１０ｃ９ Ｎ－１５°－Ｅ 方形 ４�８０×４�４７ ４０～５６ 平坦 ほぼ全周 ３ － ４ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄器，鉄滓 ９世紀前葉

２２６７ Ａ１０ａ０ Ｎ－１°－Ｗ 方形 ４�９０ ５０～５８ 平坦 全周 ４ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，土製品，鉄器 ９世紀中葉

２２６９ＡＡ１１ｉ５ Ｎ－４°－Ｅ 方形 ３�９６×３�３０ ９～１９ 平坦 － － １ １ 竈１ － 不明 土師器片 ９世紀前葉

２２６９ＢＡ１１ｉ５ Ｎ－４°－Ｅ 方形 ４�３０×４�１０ ９～１９ 平坦 － ４ １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２２６９ＣＡ１１ｉ５ Ｎ－９４°－Ｅ 方形 ４�３０×４�１０ ９～１９ 平坦 － ４ － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，鉄器・鉄製品 ９世紀中葉

２２７０ Ａ１１ｉ８ Ｎ－４°－Ｅ 方形 ３�２８×３�０２ ２１～３０ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ９世紀中葉

２２７１ＡＢ１１ａ７ Ｎ－３°－Ｗ［長方形］［３�５０×２�８０］３４～４５ 平坦 一部 － １ － 竈１ － 不明 須恵器片，鉄器・
鉄製品 ９世紀中葉

２２７１ＢＢ１１ａ７ Ｎ－３°－Ｗ 長方形 ３�７５×３�２４ ３４～４５ 平坦 － － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
鉄器・鉄製品，鉄滓 ９世紀中葉

―７８９―



番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 時期

主柱穴 出入口ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

２２８１ Ｂ１１ｆ６ Ｎ－４°－Ｅ 長方形 ４�７２×４�２２ ２０～３７ 平坦 ほぼ全周 ４ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，石器 ９世紀中葉

２２８２ Ａ１１ｂ５ Ｎ－２°－Ｅ ［方形］［３�６１］×３�３０ ３４～３７ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２２８３ Ａ１１ｂ４ Ｎ－３°－Ｅ 方形 ３�８２×（３�７２）２９～４２ 平坦 ほぼ全周 ２ １ ３ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄製品，鉄滓 ９世紀後葉

２２８７ Ａ１１ｃ６ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ［３�３５］×３�３０ ８～１５ 平坦 － － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２２８８ Ａ１１ｃ８ Ｎ－１８°－Ｅ － ［６�８０］×（２�００）１７～２２ 平坦 一部 ２ １ － － － 自然 土師器片，須恵器
片，鉄滓 ９世紀前葉

２２９２ Ｂ１１ｅ９ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ６�３８×４�８６ ４１～４７ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
鉄器・鉄製品，鉄滓 ９世紀中葉

２２９４ Ａ１１ｇ７ Ｎ－１０°－Ｅ［長方形］ ３�７２×［２�９０］９～１７ 平坦 全周 ４ － ４ 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ９世紀中葉

２２９６ Ａ１２ｆ２ Ｎ－１４°－Ｅ 長方形 ３�９５×３�４８ １２～１５ 平坦 半周 ３ １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

２３０３ Ｂ１２ｃ５ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ５�７２×５�０７ １５～２３ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器片，石器・
石製品，鉄器・鉄製品，鉄滓 ９世紀中葉

２３０７ Ｂ１０ａ５ Ｎ－４°－Ｅ ［方形］［３�５０］×［３�４５］ － 平坦 － － １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片 ９世紀後半

表９ 平安時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規 模
桁×梁
（ｍ）

面積

（ｍ２）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱 穴（�）
主な出土遺物 備考

（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

３０２ Ｃ１０ｈ１ Ｎ－８５°－Ｅ ３×２ ５�４０×３�６０ １９�４４ １�８０ １�８０ 側柱 １０ 隅丸方形 １５～６０ 土師器片，須恵器
片 ９世紀代

３０３ Ｄ９ｂ９ Ｎ－８９°－Ｅ ３×３ ４�５０×４�２０ １８�９０ １�５０ １�５０ 総柱 １２ 楕円形 ６３～８４ 土師器片，須恵器片
灰釉陶器，土製品 ９世紀代

３０４ Ｄ９ｆ９ Ｎ－５°－Ｗ ３×２ ５�４０×４�２０ ２２�６８ ２�１０ ２�１０ 側柱 １０ 隅丸方形 ６５～８５ 土師器片，須恵器
片，石器，土製品 １０世紀前半以降

３０６ Ｃ１３ｇ４ Ｎ－７８°－Ｗ ３×２ ４�５０×３�００ １３�５０ １�５０ １�５０ 側柱 １０ 楕円形 １６～４８ 土師器片，須恵器
片 ９世紀後葉

３０８ Ａ１１ｊ４ Ｎ－８４°－Ｗ ２×２ ４�２０×４�２０ １７�６４ ２�１０ ２�１０ 側柱 ８ 楕円形 １６～５８ 土師器片，鉄製品 ９世紀後葉

３０９ Ｂ１２ｂ２ Ｎ－９５°－Ｅ ３×３ ８�１０×８�１０ ６５�６１ ２�７０ ２�７０ 側柱 １６ 隅丸方形 １０～６０ 土師器片，須恵器
片，石器，鉄製品 ８世紀後葉以降

３１０ Ａ１２ｇ７ Ｎ－０° ４×２ ２�１０×２�１０ ３５�２８ ２�１０ ２�１０ 側柱 １２ 隅丸方形
楕円形 １５～２５ 土師器片，須恵器

片 ９世紀前葉

３１１ Ｂ１２ｂ３ Ｎ－０° ３×２ ７�８０×３�６０ ２８�０８ １�８０ ２�７０ 側柱 １０ 隅丸方形 ４２～５２ 土師器片，須恵器
片，鉄製品 ９世紀前葉

３１２ Ｂ１２ｂ７ Ｎ－８７°－Ｗ ３×２ ７�２０×４�２０ ３０�２４ ２�１０ ２�１０ 側柱 １０ 隅丸方形 １９～６７ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

３３３ Ｃ１２ａ８ Ｎ－０° （３×２） ４�２０×４�２０ － ４�２０ ４�２０ － ５ 隅丸方形 １６～３３ 土師器片 ９世紀前葉以前

３３７ Ｄ１０ｃ７ Ｎ－１２°－Ｗ ３×３ ７�２０×５�１０ ３４�５６ ２�４０ １�５～１�８ 側柱 １２ 隅丸方形 ７０～１１７ 土師器片，須恵器
片 ９世紀中葉

３５０ Ｄ１２ｄ２ Ｎ－１°－Ｅ ３×２ ６�３０×３�６０ ２２�６８ ２�１０ １�８０ 側柱 １０ 隅丸方形 ５０～９５ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

３５６ Ｄ１１ｆ５ Ｎ－８０°－Ｅ ３×２ ６�３０×４�２０ ２６�４６ ２�１０ ２�１０ 側柱 １０ 隅丸方形 ８４～１１０ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

３５９ Ｄ１１ｈ２ Ｎ－７°－Ｗ ３×２
２×２ ５�４０×３�６０ １９�４４ １�８～３�０ １�８ 側柱 ９ 楕円形 １２～５６ 土師器片，須恵器

片 ９世紀中葉以降

３６１ Ｄ１３ｃ６ Ｎ－７°－Ｗ ３×２ ７�２０×４�２０ ３０�２４ ２�４０ ２�１０ 側柱 １０ 隅丸方形
楕円形 ５５～９３ 土師器片，須恵器

片 ９世紀前葉

３６２ Ｄ１１ｆ２ Ｎ－８５°－Ｅ ２×２ ４�２０×３�６０ １５�１２ ２�１０ １�８０ 側柱 ８ 楕円形 １６～４５ 土師器片，須恵器
片 ９世紀代

３６６ Ｃ１３ｈ６ Ｎ－４°－Ｗ ３×２ ７�５０×４�２０ ３１�５０ ２�１～２�７ ２�１ 側柱 ９ 隅丸方形 １５～３２ 土師器片，須恵器
片，土製品 ９世紀前葉

３６７ Ｃ１３ｊ３ Ｎ－８０°－Ｗ［３×２］ ５�４０×４�８０ ２５�９２ １�８０ ２�４０［側柱］ ６ 隅丸方形 ３４～５２ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

３７６ Ｄ９ｃ９ Ｎ－１２°－Ｗ ３×３ ６�６０×４�５０ ２９�７０ ２�１～２�４ １�５ 側柱 １２ 隅丸長方形 ７０～１１５ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

３７８ Ｄ９ｊ６ Ｎ－５°－Ｗ ３×２ ６�００×３�９０ ２３�４０ １�８～２�１１�８～２�１ 側柱 １０ 隅丸方形 １２～６８ 土師器片，須恵器
片，鉄製品 １０世紀後半以降

３９２ Ｃ１２ｉ０ Ｎ－８８°－Ｗ［３×２］ ７�５０×４�８０ ４０�５０ ２�４～２�７ ２�７ ［側柱］ ８ 楕円形 ５２～６４ 土師器片，須恵器
片，石器 ９世紀中葉

３９３ Ｄ１２ｃ８ Ｎ－２°－Ｅ ３×２ ７�２０×４�８０ ３４�５６ ２�４０ ２�４０ 側柱 １０ 楕円形 ４５～１００ 土師器片，須恵器
片 ９世紀後葉

３９４ Ｄ１２ｄ１ Ｎ－２°－Ｗ［３×２］（６�１０）×５�４０ － ２�７０ ２�７０［側柱］ ８ 楕円形 ５０～１２２ 土師器片，須恵器
片，炭化米 ９世紀後葉以降

３９６ Ｃ１２ｆ０ Ｎ－１０°－Ｅ ３×３ ６�９０×４�５０ ３１�０５ １�５０～３�００ １�５０ 側柱 １０ 楕円形 １４～５０ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

３９７ Ｄ１３ｅ７ Ｎ－４°－Ｗ ３×２ ７�２０×３�６０ ２５�９２ ２�４０ ２�４０ 側柱 １０ 隅丸方形 ４４～１０２ 土師器片，須恵器
片 ９世紀中葉

３９９ Ｃ１２ｇ０ Ｎ－８７°－Ｗ ３×２ ６�９０×４�８０ ３３�１２ ２�１～２�４２�１～２�７ 側柱 １０ 楕円形 ６３～８８ 土師器片，須恵器
片，陶器片 ９世紀前葉以降

４００ Ｃ１２ｃ６ Ｎ－８６°－Ｅ［３×２］ ７�２０×４�８０ ３４�５６ ２�４０ ２�４０［側柱］ ６ 楕円形 １０～２８ 土師器片，須恵器
片 ９世紀代

４０１ Ｃ１４ｇ２ Ｎ－７°－Ｗ ３×２ ６�６０×４�２０ ２７�７２ ２�１０ ２�１０ 側柱 １０ 隅丸方形 １２～４５ 土師器片，須恵器
片 ９世紀後半

４０４ Ｃ１４ｄ６ Ｎ－１５°－Ｅ ３×２ ６�３０×４�８０ ３０�２４ ２�１０ ２�４０ 側柱 １０ 隅丸方形 ３２～７２ 土師器片，須恵器
片，鉄滓 ９世紀中葉

４０５ Ｂ１４ｊ８ Ｎ－２１°－Ｅ ２×２ ５�４０×４�２０ ２２�６８ ２�７０ ２�１０ 側柱 ８ 楕円形 ４２～６７ 土師器片，須恵器
片 ９世紀後葉

４０６ Ｃ１２ｉ８ Ｎ－９０°－Ｅ ３×２ ５�４０×３�６０ ２１�０６ １�８０ １�８０ 側柱 １０ 隅丸方形 ３０～６０ 土師器片，須恵器
片 ９世紀後葉
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番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規 模
桁×梁
（ｍ）

面積

（ｍ２）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱 穴（�）
主な出土遺物 備考

（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

４０８ Ｃ１２ｉ５ Ｎ－８７°－Ｅ ３×２ ６�００×４�５０ ２７�００ １�８～２�１２�１～２�４ 側柱 １０ 隅丸方形 ２８～５４ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

４０９ Ｃ１４ｂ９ Ｎ－１８°－Ｅ（１）×２ ２�８０×５�４０ － ２�４０ ２�７０［側柱］ ５ 隅丸方形 ６８～８０ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉

４１０ Ｃ１４ａ２ Ｎ－４°－Ｅ ３×２ ５�４０×４�２０ ２２�６８ １�８０ ２�１０ 側柱 １０ 隅丸方形
楕円形 ２２～６５ 土師器片，須恵器

片 ９世紀前葉

４１１ Ｃ１２ｊ０ Ｎ－８３°－Ｗ ３×２ ７�２０×４�８０ ３４�５６ ２�４０ ２�４０ 側柱 １０ 隅丸方形 ５０～８４ 土師器片，須恵器
片 ９世紀後葉以降

４１２ Ｄ１２ａ０ Ｎ－８８°－Ｗ ３×２ ６�００×４�２０ ２５�２０ １�８～２�４ ２�１ 側柱 １０ 楕円形 ４５～９０ 土師器片，須恵器
片，石器 ９世紀後葉

４１３ Ｃ１２ｉ８ Ｎ－８８°－Ｗ ３×２ ５�７０×３�９０ ２２�２３ １�８～２�１１�８～２�１ 側柱 １０ 隅丸方形 ３０～６２ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前半

４１４ Ｃ１４ｃ５ Ｎ－３０°－Ｅ ２×２ ４�５０×３�６０ １６�２０ ２�１～２�４ １�８ 側柱 ８ 隅丸方形
楕円形 ３７～４８ 土師器片 ９世紀後葉

４１６ Ｃ１４ｅ７ Ｎ－１６°－Ｅ ２×２ ４�８０×４�２０ ２０�１６ ２�４０ ２�１０ 側柱 ８ 楕円形 ３５～６８ 土師器片，須恵器
片 ９世紀後葉

４１７ Ｃ１４ｂ７ Ｎ－１４°－Ｅ ２×２ ４�２０×３�６０ １５�１２ ２�１０ １�８０ 側柱 ８ 楕円形 ６０～８５ 土師器片，須恵器
片 ９世紀後葉

４１９ Ｂ１３ｊ５ Ｎ－５°－Ｗ ３×２ ６�００×３�９０ ２３�４０ １�８～２�１１�８～２�１ 側柱 １１ 楕円形 ４２～９９ 土師器片，須恵器
片 ９世紀前葉～中葉

４２０ Ｃ１３ｆ２ Ｎ－７７°－Ｗ ３×２ ７�８０×４�８０ ３７�４４
（１４�４） ２�４～３�０ ２�４

総柱
（一面庇）１１ 隅丸方形 ５６～８０ 土師器片，須恵器

片 ９世紀中葉以降

表１０ 平安時代溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１１４
Ａ９ｈ９～
Ｃ９ａ８

Ｎ－４°－Ｅ 直線状 ５１�０２ ２２～１２２ １２～６０ １２～６８ 逆台形
人為
自然

外傾
土師器片，須恵器片，灰釉陶器
片，陶器片，磁器片，鉄製品

８世紀後葉～
９世紀前葉

１２０
Ａ１０ｃ５～
Ｂ１４ａ３

Ｎ－７０°－Ｗ
Ｎ－８７°－Ｗ

直線状 １５０�７９ ５８～１２８ ２２～７２ １０～７９ 逆台形 自然 外傾
土師器片，須恵器片，陶器片，
磁器片，土製品，石器，粘土塊

８世紀後葉～
９世紀前葉

表１１ 平安時代土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物
備考

（時期・性格）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

２０６４ Ｄ１２ｄ３ Ｎ－２°－Ｅ 円形 ０�４７×０�４５ １４ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片，土師
質土器 ９世紀中葉

２２３３ Ｄ１４ａ２ Ｎ－３１°－Ｅ 楕円形 １�４６×０�６０ ２０ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 ９世紀前葉 粘土貼り土坑

２３５１ Ａ１３ｈ４ Ｎ－０° ［隅丸長方形］ １�１８×０�８０ ４８ 人為 平坦 外傾 土師器片 １０世紀後半 墓壙ヵ

２５００ Ｄ１３ｃ７ Ｎ－７０°－Ｗ 不整楕円形 １�６０×１�０２ ６６ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片，灰釉
陶器片 ９世紀前葉

２５７８ Ｄ１０ａ９ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 １�８８×１�６０ ４２ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 ９世紀中葉以降

２７５８ Ｄ９ｇ９ Ｎ－７０°－Ｅ 楕円形 １�１８×０�９２ ３２ 人為 皿状 外傾 土師器片 １０世紀後半

―７９１―
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